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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　１







　その馬車は全速力で走っていた。

　二頭の馬はすでに泡を吹き、眼を剝むいている。牽ひいているのは長距離の旅行も可能な大型の幌馬車だ。決して軽い荷物ではない。馬にかかる負担も半端ではない。

　なのに、もうもうと土煙をたてながら、赤茶色の乾いた大地を死に物狂いで駆けていた。

「お、お嬢さま、キャサリンさま、もう無理です！　追いつかれます！　だいたいわたしはただのメイドなんですう！」

　馭者席に座っている若い女性が支離滅裂な悲鳴をあげる。

　年頃は二十歳そこそこだろう。メイドだという言葉どおり、薄茶の短い上着に長いスカート、編み上げの華奢なブーツ、視界を遮る縁飾りつきのボンネットという、きちんとした服装だ。

　こういう身なりのメイドが主人の外出に付き添うことは町中では珍しくない。馬車の手綱を取ることもだ。しかし、今、彼女が突っ走っているのはデューター半島の荒野である。

　道らしい道などどこにもなく、見えるものといえば尖った岩山と、わずかな茂みにすぎない。

　文明は遙か彼方に置き去りにされた土地なのだ。

「ニーナ。わたしが代わります」

　馬車の中から身を乗り出したのはキャサリンと呼ばれた少女である。

　こちらはまだ十三、四の幼さだった。最高級のしゃれたドレスに身を包み、レースの指なし手袋をつけ、金茶の髪にはリボンまでつけている。やはり、恐ろしく場違いな出で立ちだ。

「乗馬は得意ですもの。手綱を取るくらいできます」

「そんなの無茶ですう！　お嬢さまにこんなことさせられませえん！」

　後方に激しい砂塵が上がっている。しかも、みるみる近づいてくる。

　その砂塵の正体はこのデューター半島の荒野に頻繁に出没する匪ひ賊ぞくである。旅行者を襲って生計を立てている連中だ。追いつかれたらどうなるかはあまり考えたくないことだった。

　しかも匪賊が乗っているのは二本足で飛ぶように走る荒野最速の足、ランナーバードである。

　早めに気づいて逃げ出したことだけが頼みの綱だったが、みるみる近づいてくる。

「もっとスピードは出せませんの！」

「これ以上は無理です！　きゃ────っ！」

　ニーナの悲鳴と同時に馬が大きく嘶いなないて跳ねた。前方から矢を射込まれたのだ。

　馬は驚いて後ろ足立ちになり、ここまで無理に走らせていた当然のつけが来た。疲れ切った馬はその場に崩れるように倒れ込み、ニーナが指示を出しても最後の手段として鞭で打っても動こうとしなくなったのである。
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「ああ、どうしましょう！」

　右手前方の岩山から矢を射た男達が駆け下りてくる。こちらは馬に乗っていた。

　後ろから追ってくる賊と示し合わせてのことなのか、別のグループなのかはわからないが、状況は最悪だった。動けない馬車は前と後ろを匪賊に押さえられてしまったのだ。

　ニーナはもうとても馭者席には座っていられず、転がるように馬車の中へ避難した。

　そんなことをしたところでどうにもならないのはわかっているが、向こうから丸見えの馭者席に座っているより、いくらかましだった。

「ど、どうしましょう。キャサリンさま」

「落ちついて、ニーナ」

「で、でも、あの連中に捕まったら、身ぐるみはがされるのはもちろん、女は奴隷として売り飛ばされます！　キャサリンさまだけでも逃げてください！」

「だめよ！　ニーナを見捨てて逃げるなんて、できないわ！　売られるときは二人一緒よ」

　二人はしっかと手を握り合い、ニーナの眼に大粒の涙が浮かんだ。

「キャサリンさま。お許しください。わたしがついていながらこんなことに……」

「いいえ。謝るのはわたしのほうよ。ニーナを巻き添えにしてしまうなんて、本当にごめんなさい。まさか出発したその日のうちに襲撃されるなんて思わなかったわ」

　そうして、キャサリンはかわいらしい眉をちょっとしかめた。

「荒野って本当に物騒なのね。どうしてこんな所を放置しておくのかしら？」

「お嬢さま、今はそういうことを心配している場合じゃありません！」

「大丈夫よ。わたしたちにはみなさんがついているじゃないの。ねえ、ケイティさん？」

「あれま。あたしらがいること、覚えててくれたんだ？」

　妙にのんびりした、ついでに呆れているような声だった。

　至極もっともな言い分だった。この馬車にはニーナとキャサリンだけというわけではない。他に四人もの人間が同乗していたのである。

　その眼の前で二人は盛大に身の不運を嘆いていたことになる。

「あんまり二人の世界をつくってるもんだから、あたしらのことなんか忘れちゃってるのかと思ったよ」

　と、またケイティが言う。

　ケイティは十六、七に見えた。口調も幾分はすっぱだが、表情もいきいきと活発で、大胆なくらいに輝く大きな眼と、金色がかった薄茶の綿菓子のような髪をしている。厚手のシャツと青いデニムのズボンに身を固め、革の外套を引っかけて、あぐらを搔かいて座っている。

　対してスカートの裾をきちんと揃えて腰を下ろしているキャサリンは不満そうな顔で文句を言った。

「ケイティさん。ひやかさないでくださいな。わたしは真剣なんですから」

「真剣ね。そりゃ結構だわ。今の状況わかっててくれればもっとありがたいんだけどな」

「よくわかってますわ。今こそみなさんの出番ですわよね？　こんなに早く賊に襲われるなんて、高いお金を払って、みなさんを用心棒にお雇いしたかいがありましたわ」

「金払ってって言うけど、あたしら、まだ一文ももらっちゃいないよ？」

「ヴィルドナにわたしを連れていってくだされば充分お支払いすると申し上げたはずです。料金にしたって四人分なんですから、高くなるのは当たり前じゃありませんか」

　キャサリンはちょっと考え込んだ。

「お父さまには無駄遣いはいけないと言われていますのに、やっぱり用心棒が四人というのは多すぎたかしら？　でも、ばら売りはできないとおっしゃったのはみなさんのほうですし、賊も多そうですし、ちょうどよかったですかしら？」

　ケイティは軽くため息をついて、連れを振り返った。

「だってさ。食いっぱぐれないためにも、お仕事したほうがいいんじゃない？」

「言われなくてもそうするさ。命あっての物種だ」

　渋い顔で言ったのは何とも異い風ふう体ていな若者だった。荒れ放題の長い黒髪を頭の後ろで高々と括くくり、袖無しの上着を前で合わせて帯で締め、そこに短刀を差している。ゆったりしたズボンに足を通し、藁で編んだ風変わりな履き物を履いている。やっと子ども離れしたくらいの歳だが、むき出しの肩や二の腕にはきれいに筋肉がついていた。

　残る二人のうち一人はもう少し年長で、二十歳くらいに見える青年だった。妙にしとやかな仕草で膝立ちになり、幌の隙間から相手の出方を窺っている。軽く舌を鳴らして言った。

「困ったわねえ。どうやら挟み撃ちみたいよ。こっちの足を止めた連中が襲ってこないもの。後ろから来るのが本隊だわ」

　手入れされた黒髪をかきあげる仕草も優雅なものだが、低く豊かな男性の声が語るにしては、何とも妙な言葉である。

「待ち伏せしてた連中は五人。後ろから七人。待ち伏せの連中は恐くないけど、後ろから来る連中がまずいわ。みんな飛び道具持ってる。まともに出ていったら蜂の巣よ」

　ケイティも顔をしかめた。

「蜂の巣って、鉄砲？」

「待ち伏せの連中は刃物だけだけど、後ろから来る連中が持ってるのは連発式ライフル銃だわ。他にリボルバーも散弾銃も持ってる」

　ポニーテールの若者は短い口笛を吹き、キャサリンもまた驚きの声を上げた。

「近頃の賊はずいぶん立派な装備を持ってるんですのね。バナディスの正規兵みたいですわ」

　言ったそばから銃声が響き、馬車の上部が撃ち抜かれた。

　ニーナが悲鳴を上げて床に伏せた。キャサリンもむろんそれに倣ならったが、苦情を言うのは忘れなかった。

「早く何とかしてください！　このままでは馬車がスクラップにされてしまいますわ！」

　ケイティが同じように頭を抱えて伏せながら答えた。

「冗談じゃない。今飛び出したら、あたしらがスクラップだ」

　女言葉の青年が同調する。

「いくらクライアントの指示でもちょっとできないわね。戦力が違いすぎるわよ」

「そんな！　それじゃこのまま捕まって売り飛ばされろっておっしゃるんですか!?」

「それは困る。払いがまだだからな」

　短刀を抱えて床に這った若者が真顔で言い、話に加わらないでいた一人を振り返った。

「おう、役立たず。どうやらおまえの出番らしいぜ」

「……ぼく!?」

　用心棒の最後の一人は恐ろしく意外そうな、すっとんきょうな声を発したものだ。

　年頃は十四か五。やわらかい金髪と碧い瞳の少女のような、というより少女にしか見えない美少年である。

　どう間違っても無法地帯の荒野を無事に横断するための用心棒には見えなかった。それを言うならケイティも女言葉の青年も、用心棒という職業を体現している容貌とは言いにくいが、少なくとも彼らにはある種の雰囲気がある。怯えたり臆したりはしていない。

　ところがこの少年はさっきから荷物の陰に隠れるようにして、蒼くなって震え上がっている。

　うわーやだなーこういうの苦手なんだよぼく、早く終わってくれないかなー、という態度だ。

「だ、だけど、相手が多すぎるよ」

「全員を片づけろなんて言ってない。あの火器さえ何とかしてくれりゃいいんだ。さっさとしないと、おまえのその面つらだ。間違いなくお嬢さんたちと一緒に叩き売られる羽目になるぞ」

「差別だ、そんなの。顔は自分で選べないのに」

「匪賊にそれを言ってやれよ。聞いてくれればの話だがな」

　まるで他人事のような会話のさなか、床に伏せたケイティがこれまた至極のんびりと言った。

「ねえ。考えてみれば、あたしらの顔ぶれって匪賊にはすっごいおいしいんじゃない？　あたしとお嬢さまとコンパニオンさんはもちろん食べ頃、売り頃だしさ。男連中にしたって一人を除けば、中身はともかく見た目は結構、鑑賞に堪えうるしさ。今なんとかしなきゃ、明日には間違いなく、素っ裸でお立ち台だよ」

　キャサリンが真っ赤になった。

「そ、そんなことさせられるんですの!?」

「そりゃあね。大事な売りもんだもん。身体からだの線だの、肌の張りだの、確かめなきゃいけないことはいろいろあるでしょうよ。奴隷として売られるか仲間に分配されるか、それはちょっとわからないけどさ」

　ニーナが顔面蒼白になって、へたへたと崩れた。

　キャサリンはそんなものではすまなかった。きっとなって金髪の少年を見た。

「あなた！　どういうことかは知りませんけど何かするなら早くなさってくださいな！　ぐずぐずしないで！」

　少年がとても傷ついた顔になって何か言おうとする。その前に、彼らのすぐ近くでランナーバードの鳴き声がした。

　若者が短刀を抱えなおしたときは遅かった。三人の男が銃を構えて馬車の中を狙っていた。

「ようし、全員そのまま動くな」

　どれも屈強な男たちである。しかも、他の仲間が馬車をぐるりと囲んでいる。

　男たちの一人は、短刀に手を掛けている若者に銃口を向けて笑った。

「危ない危ない。そいつを手の届かないところへやってもらおうか。ゆっくりとだ。おかしな真似はするなよ」

　若者は言われたとおり、短刀を床に置き、両手を上げながら器用に上体を起こした。

　乗員のほとんどが女と優男と見て、賊はこちらに対する警戒を緩めたが、馬車に乗り込んでこようとはしない。外に立ち、銃口は固定したまま、一人が言った。

「さて。こんな無茶をしでかすキャサリン・ウィンスロウってお嬢さんはどこだい？」

　キャサリンはニーナと固く手を握り合い、少年を除く用心棒三人は、素早く互いの眼と眼を見やったのである。

　この荒野で旅行中の馬車が襲われることは珍しくない。日常茶飯事と言ってもいい。しかし、名指しで襲撃されることはまずあり得ない。荒野はあまりにも広く、匪賊にとっての関心は、金目の物を持っている上等の獲物か、それともはずれか、そのどちらかでしかないからだ。

　それなのに、この連中は最初からキャサリンを狙ってきたのである。

「正直に名乗り出てもらいたいな。何も命を取ろうってわけじゃないんだ。ただし、あくまで黙ってるつもりなら、ちょっとばかり荒っぽいことになる」

　すると、三人の用心棒が奇妙なことをした。馬車に腰を下ろした不自由な姿勢ながら、実にさりげなく動いて、金髪の少年をかばう格好になったのである。

　顔を強張らせて緊張していたキャサリンもこれには呆気にとられた。

　ニーナも同様だった。状況も忘れて、守る相手が違うでしょうと抗議しようとしたくらいだ。

　一方、かばわれた少年は真っ青になっていた。仲間たちの狙いを察したのだ。

　その狙い通り、賊はキャサリンには眼もくれず、熱心に少年を眺めまわしたのである。

「なるほど。男のなりをするとは凝った変装だ。発想は悪くないぜ、お嬢さん」

　賊の一人がキャサリンを指さして異議を唱えた。

「ですけど、兄貴。こっちの小さいのはどうなんです？　服だってこっちのほうが贅沢だし、見るからにお嬢さまって感じですぜ」

「馬鹿やろう。狙われてるのがわかってて、こんなぴらぴらしたなりで荒野に突っ込む阿呆がどこにいる？　このちびは囮おとりだ。こっちの眼を眩まそうって魂胆だろう」

「へえ……。なるほど。言われてみれば、なりは立派だけど貧相なガキですね」

　キャサリンは怒りのあまり顔を真っ赤にし、憤然と立ち上がりかけた。

　バナディスでも一、二を競う名門ウィンスロウの娘に向かって貧相なガキとは何たる暴言。

　言葉を慎つつしみなさい！　と、あわや叫びかけたキャサリンをニーナが必死に押さえ込む。

　兄貴と言われた男は銃口を上へ向けて、少年に向かって手を差し出した。

「さて、お嬢さん。例のものを出してもらいましょうか」

　気の毒だったのは、お嬢さまに仕立て上げられた少年である。例のものと言われたところで、心当たりがあるはずもない。かといって本物のキャサリンに『何ですか？』と訊くわけにも、さすがにいかない。

　仲間たちはもちろん知らんぷりである。

　半分泣きべそを搔きながら、少年は小さな声で訴えた。

「あのう、すみません。何のことかわからないんですけど……」

　困ったときには正直に答える。それが少年のモットーだった。もっとも、これで物事が平和的に解決したためしは滅多にないというところが問題だった。

　案の定、賊はそれはそれはにこやかな顔になった。鮫がにんまり笑ったような感じだった。

「こりゃあ失礼。それでは単刀直入に言いましょうか。お嬢さんが大事に持ってる恋人からの手紙を渡して欲しいんですよ。正確には紙ではなく、リボンか何かに書いたと聞いてますがね。これでおわかりでしょう？」

　すみません。ますますわけがわからないんですけど……。

　とは、少年は言わなかった。

　さすがに言っても無駄であることはわかっていたからである。

　冷や汗を浮かべて沈黙している少年をどう思ったのか、賊はわざとらしくため息を吐くと、おもむろに銃を構えなおし、金髪の頭に照準を合わせたのである。

「どうやらお嬢さんは物忘れの激しい人らしい。そのきれいな髪の毛をちょっと焼かれたら、思い出してもらえるかな」

　脅しではない。本当にやるだろう。銃口を突きつけられただけで震え上がっていた少年は、「ぎゃっ！」と、なんとも珍妙な悲鳴を発して固く眼をつむり、両手をしっかと組んだ。

　一見したところ、進退窮きわまった婦女子などがよくする動作である。

『神様！』とか『誰かお願い何とかして！』とかいうものだ。

　だが、その仕草は単なる神頼みなどではなかった。少年の姿が淡く輝き、男が焼いてやると予告した髪が下から風でも受けているかのように、ふわりと浮いたのである。

「な、なんだ？」

　さすがに賊もうろたえた。

　同時にそれまでまったく無抵抗だった他の三人が動いていた。

　ケイティが眼にも留まらぬ速さで放ったナイフが一人の腕を突き刺して悲鳴を上げさせる。

　細身の青年がこの狭い場所で正確に振るった鞭は生き物のように伸びて一人の銃に巻きつき、奪い取った。

　もちろん賊も為すがままだったわけではない。反射的に銃を撃とうとした。

　が、撃てなかった。

　正確には引き金が動かなかった。

　さすがに愕然として手にした銃を見る。そこへポニーテールの若者が飛びかかっていた。

　三人の賊はあっという間に武器を奪われ、なぎ倒された。若者とケイティはそのまま馬車の外へ飛び出したのである。

　ケイティは着地すると同時に地面を転がり馬車の下を通り抜け、散弾銃を持った男を狙って短剣を放った。見事に命中する。男は悲鳴を上げて乗り物から転がり落ちた。

　しかし、賊もさるもので、別の一人がすかさず倒れた仲間に駆けより、散弾銃を取り上げて、ケイティに狙いを定めようとした。

　そこへ若者が走り寄っていた。

　走り寄ったというのは正しくない。一飛びで襲いかかったのだ。

　見張りの意味も含め、賊達は少し離れて馬車を囲んでいた。距離にしてざっと数メートルはあったというのに、この若者はその距離を助走もせずに一瞬で詰めたのである。

　賊の男はさすがにぎょっとした。突如として眼の前に人が立ちはだかったのだから、無理もない。とっさに引き金を引こうとした。

　だが、その前に、飛びかかった若者は散弾銃の銃身を片手で無造作に摑んでいたのである。

　銃の奪い合いになったが、その賊は四十がらみの屈強な男だった。

　この生意気な若造を突き飛ばし、至近距離から散弾をお見舞いしてやろうとしたのだろうが、若者はなんなく男の手から銃をもぎ取って投げ捨てると、男の腕をも摑んで放り投げた。

　それだけで大の男の身体がゴム鞠まりのように軽々と宙を飛び、別の鞍上の仲間を強襲した。

　一方、散弾銃の男を片づけたケイティは再び馬車の下を転がって反対側へ出たが、運悪く、ランナーバードの足下へ飛び出してしまい、乗り手の賊は勝ち誇って乗り物を操った。

「踏みつぶしてやる！」

　たかが鳥と侮ってはいけない。ランナーバードは体重四百キロのでかぶつである。

　さらにたちの悪いことには、地を蹴って走る鳥であるだけに、その足にはすさまじく巨大な爪を持っている。これで胴体を蹴られでもしたら、間違いなく内臓までざっくりいく。最悪の場合、即死である。

　しかし、ここでも賊の思惑は外れた。巨大な凶器が振り下ろされる前に、ケイティの身体は高々と宙を舞っていた。

「げえっ!?」

　彼女の跳躍も賊を驚愕させるには充分だった。鞍に乗った人間の目線は優に二メートル半はあるのに、その乗り手が見上げるほどの高さまで跳んだのである。四メートルはあっただろう。

　ケイティは空中で身をひねりざま『眼下』に向けて短剣を放った。ランナーバードに乗った賊の顔面にぐさりと突き刺さる。その男は信じられないものを見た驚愕を顔に張りつけたまま、絶命して鞍から転がり落ちた。

　残りの賊達は乗り物から飛び降りて馬車に突進したが、そこには美貌の青年が立ちはだかり、鞭を振るってよせつけない。

「一歩でも近づいたらこれをお見舞いするわよ！」

　鞭といっても馬を打つような短いものではない。優に五メートルはある。黒蛇鞭と言われるこの革鞭は眼にも留まらぬ速さで伸びては戻り、肌に触れれば確実に皮膚を切り、肉を裂く。使い手の腕次第では骨まで砕くことも可能にする。さらには剣を叩き落とし、足に巻きついて引き倒す。間合いがある分、実に始末に困る武器なのだ。

　馬車を制圧に回った賊達は誰も銃を持ってはいなかった。斬りかかろうにも、その腕を鞭に叩かれる。短剣を投げつけても、鞭は縦横無尽に風を切って唸り、ひとつ残らず払いのける。

「ええい、畜生！　食らえ！」

　手をこまねいた男の一人が半月刀を投げつけた。これはさすがに短剣とは重量が違う。湾曲している剣はブーメランのような弧を描き、馬車に立ちはだかっている青年に襲いかかったが、この青年は抜群に眼がいい。難なく避けようとしたが、自分の後ろにキャサリンとニーナがいるのを思い出して蒼くなった。

　半月刀は偶然にも馬車の中を直撃する軌道で飛んでくる。クライアントとその連れに怪我をさせるわけにはいかない。

　とっさの判断で青年は飛び出し、両手を広げて半月刀を止めようとしたのである。

　馬車の奥で固唾を吞んでいたキャサリンとニーナには何がどうなったのかわからなかったが、半月刀が床に刺さると同時に、馬車の中に鮮血が散った。そして、二人の前にごとんと落ちて転がったものがある。

　肘の下あたりから切断された、血まみれの左腕だった。

「ひっ……」

　さすがにキャサリンも息を詰め、ニーナは全身の力を振り絞って絶叫した。

「きゃ────────っっっ!!　きゃ────っ!!　いや──────っっっ!!」

　キャサリンも悲鳴こそ上げなかったものの、唇から血の気が引いていた。

　半狂乱になって叫び続けるニーナを無意識にきつく抱きしめていた。そうすることで何とか自分をつなぎ止めていたのである。

　賊はそれっとばかりに勢いづき、馬車めがけて突進した。これだけの傷を負わせれば、戦闘続行は不可能である。後は目的のものを奪ってとんずらするだけだ。

　ところが、腕を切断された青年は悲鳴も上げなかった。激痛に呻いたり、転げまわったりもしなかった。立ったまま、色白の顔を歪めて、賊に向かって恨めしげに文句を言った。

「何すんのよ。痛いじゃないの」

　これには賊の男達も啞然として、思わず足を止めたのである。

　それはそうだろう。腕を切断されたのだ。痛いに決まっている。しかしながら、非常に場違いな文句である。

　そこへさらに場違いな、のんびりしたケイティの声がかかった。

「なんだ。珍しい。やられちゃったの？」

　女言葉の青年は唇を尖らせている。

「やられちゃったの、じゃないわよ。片づけるのが遅いわよ」

「そいつあ悪かったな」

　ポニーテールの若者は賊の一人を片手で持っていた。

　引きずっていた、ではない。腰のベルトを摑んで完全にぶら下げている。

　馬車にとりついた四人の賊は、そこで初めて『片づけるのが遅い』という青年の言葉を理解した。立っているのはすでに自分たちだけである。

「こ、こんな馬鹿な……」

　一人が呆然と呟いた。

　相手は若造二人と娘一人だ。一方こちらは十二人。しかも七人は銃を携帯していたのである。

　それでどうしてこんなことになるのか。

「ほんと、やんなっちゃう。アタシだって腕を切られれば痛いんだから……」

　ぶつぶつ言いながら、青年は切り落とされた自分の腕を拾い上げて傷口にあてた。そうして再び、恨めしげな声を発した。

「あーあ、やっぱりだわ。すぐにはくっつかない」

　だが、その言葉とは裏腹に、切断されたはずの左腕はたちまち命を取り戻した。血だらけになった切り口は見る間にふさがり、指先がゆっくりと動き始めた。

　その情景を見た匪賊は蒼白になりながらも、ようやく納得して叫んだのである。

「貴様ら……そうか、マンビーストか!!」

「ちょっと違うな」

　と、ポニーテールの若者。

「純血種なら、あんたらなんかに苦労しないよ」

　と、ケイティ。

　言いながら二人ともじりっと距離を詰めている。

　生き残りの四人は二人に挟まれた格好になっていた。距離は数メートル空いているが、ケイティの投げナイフと若者の跳躍力の完全な『射程内』だった。

　賊のほうはその事実には気づかない。驚愕を通り越して、錯乱状態に陥っていた。

「インシード!?　馬鹿な！　インシードがどうして!!……」

　その先を言うことはできなかった。

　一飛びで距離を詰めた若者の右腕が男の首を捕らえてなぎ倒したのだ。

　軽くかがんだ若者の背中の上をケイティのナイフが飛ぶ。別の一人がこれを食らって悲鳴を上げた。その時には若者はもう一人に飛び掛かり、ケイティの手から放たれたナイフも最後の一人を逃がしはしなかった。

　これで一丁上がりである。どこが苦労したのかと思うほど、鮮やかな戦いぶりだった。

　賊のうち何人かは傷を負っただけで死んではいなかったが、再度襲いかかるだけの気力など残っているはずもない。這ほう々ほうの体ていで逃げ出していった。

　二人ともこれを追おうとはしなかった。雇い主さえ守れればそれでいいのである。

　ケイティは賊の死体に刺さったナイフを回収し、血糊をきれいに拭って元の場所に収めた。

　ブーツの革の間、袖に巻いたバンテージの中、ベストの裏側など、身体中に刃物を隠しているようである。それから馬車を覗き込んで声をかけた。

「お嬢さま。コンパニオンさん。大丈夫だった？」

　ニーナはまだ啞然としていたが、キャサリンはどうにか頷きを返すことができた。

「だ、大丈夫です。わたしたちのことより、お怪我を……」

「ああ、あれなら気にしないで。一日あれば治るから」

　青年は一度切られた左手で『むすんでひらいて』を繰り返している。緩慢に動く白い指先をニーナもキャサリンも何とも言いがたい顔で眺めていたが、キャサリンが恐る恐る訊ねた。

「あの……、失礼ですけど、みなさんは、腕を切られてもすぐに治る体質なんですの？」

　ケイティが、まさか、と手を振って笑う。

「そんなけったいなのこいつ一人だよ。言ったでしょ。あたしは《猫》のケイティ。こいつは《蜥蜴とかげ》のベラフォード。蜥蜴って尻尾切られてもまた生えてきたりするからね。似たようなもんだよ」

　確かに、そういう話は聞いたことがある。

　しかし、切られた尻尾を拾ってくっつける蜥蜴はいないのではないだろうかとキャサリンは思ったが、口には出さなかった。

「外にいるのが《ごちゃまぜ》のダムー。ここで伸びてるのが《役立たず》のヴィンセント」

　少年は確かに伸びていた。

　キャサリンはすぐ横で一部始終を見ていたが、身体を包んでいた燐光のような輝きが消えると同時に、がっくりと力が抜け、文字どおりの大の字にどたっとひっくり返ったのである。

　驚いて声をかけようとしたが、とたんに激しい戦闘が始まってしまい、少年のことを気遣う余裕もなかったのだ。戦闘中から今に至るまで、少年はその姿勢のまま微動だにしない。

「あの、もし、ヴィンセントさん。大丈夫ですか？」

　キャサリンが声を掛けても、頰を軽く叩いても反応しない。完全に失神している。

「それこそ気にしないでいいよ。力を使った後はいつもこうなんだから」

「すごいんですのねえ。念動力のことは学校で習いましたけど、銃弾を止めるほどの力なんて初めて見ました」

　キャサリンが感心したように言うと、ベラフォードとケイティが同時に苦笑した。

「そりゃあ、いつでもどこでも好きなように使えれば確かにすごいんでしょうけどさ」

「山ほど条件がつくんだよ」

「条件？」

「そ。まず重量制限があってね。二キロ以内のものでなければ動かせない。同じく自分から二メートル以内にあるものでなければ動かせない。おまけにもっと早くなんとかすりゃいいのに、命に関わるような危険を感じた場合でないと使えない。なお悪いことにこうして伸びちゃう」

「つまり、念動を使うと必ずですか？」

「そ。回復に半日はかかるかな？」

「起きてからも、次に力を使えるようになるまで三日はかかるのよねえ」

「だから《役立たず》なの。実際これがなかったら、顔がいいだけの本当のお荷物だもんね」

　二人が身も蓋もない説明をしている間に、ダムーが匪賊たちのランナーバードを集めて連れてきた。潰れた馬のかわりに馬車につなごうというのだろう。

　ベラフォードは馬車の中に飛び散った自分の血をできるだけきれいにふき取り、ケイティは倒れた賊が持っていた拳銃を取り上げ、死体からガンベルトをはぎ取った。

「おまえ、そんなもん使えるのかよ？」

　ダムーの問いにケイティは、

「ぜんぜん自信ない」

　と、あっさり答えた。

　それも当然で、取り上げた銃は六連発の四十四口径、銃身は七・五インチ。超大物である。

　騎兵隊用モデルの中でももっとも威力のある拳銃だ。

「あたしじゃなくて、お嬢さまたちに持たせようと思ってさ。どうせ扱えやしないだろうけど、持ってるだけでも違うんじゃない？　なんだか物騒な仕事になりそうだしさ」

「確かにな」

　転がった屍を見やり、ダムーは肩をすくめた。

「えらく厄介な仕事になりそうだ」







　　２







　その日、キャサリンは自宅の庭で愛犬ジョニーと遊んでいた。

　アフガンハウンドのジョニーは『取ってこい』が大好きで、キャサリンが家にいると、たいていこれをねだる。ボールを投げてやる限り何度でも飽きずにすっ飛んでいき、戻ってくるとまた投げてくれと眼で訴える。子犬ならわかるが、五十キロ近い巨体になってまでこれだ。

　つきあうほうもちょっとした根気が必要になる。

「腕が痛くなっちゃったわ。これで最後よ、ジョニー」

　笑いながら言って、キャサリンはできるだけ遠くにボールを放ってやった。

　テラスに現れたニーナがちょうどいいタイミングで声を掛けてくる。

「お嬢さま。お茶が入りました」

「今、行くわ」

　テラスに戻ろうとしたキャサリンは、空を飛ぶ大きな鳥の姿に気がついた。

　ずいぶん低いところを飛んでいるのは、どうやら地上に降りようとしているらしい。

　庭に出てきたニーナも驚いた様子で空を見上げている。

「何でしょう？」

「スワン・エクスプレスの至急便だわ。どこから来たのかしら」

　鳥は屋敷の上を何度か旋回すると、さらに高度を下げて、庭の隅にきれいに着地した。

　舞い降りてきた鳥はキャサリンと同じくらい背が高かった。頭頂部は赤く、すらりとのびた首の一部と翼の先だけが黒い、残りは全身真っ白の大きな鳥だ。

　恐ろしく長い足で、ひょい、ひょいと歩いてくる。

　スワン（白鳥）ではなく、クレイン（鶴）エクスプレスである。

　長い首にからくさ模様のふろしき包みをぶら下げた丹たん頂ちよう鶴づるは、キャサリンの前まで来ると、礼儀正しく話しかけてきた。

「こちらはフォートイースのエリオット卿のお屋敷ですか？」

　長いくちばしのせいか、いささか発音が不明瞭だが、充分聞き取れる。

「ええ、そうです。小包ですか？」

「速達です。受け取りをお願いします」

　鳥はくちばしを使って胸元のふろしき包みから一通の手紙を器用に取り出した。

「まあ、珍しい。マクシミリアンの小父さまからだわ」

　マクシミリアン公爵は父の古い友人だった。

　このバナディスと同じくらいの大国、ヴィルドナの要人でもある。

　手紙を受け取ったとき、ちょっと妙な感じがしたが、キャサリンは赤いリボンに受け取りを書いてふろしきの中に押し込んでやり、遠慮がちに話しかけた。
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「ヴィルドナから飛んでいらしたのではお疲れでしょう。よろしかったら、少し休んでいらっしゃいませんか？」

「ありがとうございます。実はその、こちらでメアリという娘が働いていると思うんですが、元気にしていますか？」

「まあ。メアリのお知り合いですの？」

　鳥は（そういう仕草があるとするなら）照れくさそうに、長いくちばしの頭を傾かしげた。

「姪めいなんですよ。もうずいぶん会いませんが、あれの母親から様子を見てきてくれと頼まれたものですから……。公私混同になるようで申し訳ないんですが、少し話していってもかまいませんか？」

「もちろんですわ。ちょうどお茶が入ったところなんですの。ぜひ寄っていらしてください。メアリも喜びますわ」

　笑顔でテラスを指し示しながらも、キャサリンはほんの少し焦っていた。

　小間使いのメアリがアナザーレイスとの混血なのは知っていたが、まさかこんな伯父さんがいるとは知らなかった。

　キャサリン自身にはこうした親戚も友人もいない。父には何人か友人がいるらしいが、この屋敷に異人種を迎えたことはない。

　従ってお茶の席も人間用のものしか備えていないのだ。普通の人にするようにもてなしても失礼にならないのだろうかと、それが心配だったのである。

　この大型鳥をお茶に招待するとなると、椅子の代わりに藁の座布団か何かを用意し、紅茶はさまして首の長い壺に注ぎ、お茶菓子には生魚でも用意するのが礼儀にかなった振る舞いなのだろうか。それともいっそのことメアリ自身にどうしたらいいのか尋ねたほうがひどい失敗をせずにすむだろうかと、即断即決が信条のキャサリンらしくもなく、わずかにためらった。

　だが、丹頂鶴は、ちょっと失礼と断ってあたりを見渡すと、物置の後ろへ向かって、ひょい、ひょいっと歩いていった。

　しばらくして物置の陰から出てきたときには、きちんと服を着た人間の男になっていた。

　小太りの、額の後退した中年の小男である。足もだいぶ短い。フランネルのシャツに薄手の上着とズボンを身につけ、ネクタイ代わりのスカーフを上品に締め、足にはぴかぴかの革靴を履いていた。同じ個体のはずだが、首のふろしき包みをのぞけば優美そのものだった鳥の姿に比べると、ずいぶん滑稽な印象である。

　男はキャサリンの前まで来ると、照れたように笑って頭を搔いた。

「いや、失礼しました。服一式を抱えて飛ぶのもなかなか難儀します」

　キャサリンは思わず微笑していた。

　どうやら、あのふろしきの中身は自分の洋服だったらしい。

　なるほどさっきまでの姿ならこの男性は服など必要としない。が、人の姿で過ごすとなるとそうはいかない。人間の皮膚はもろいものだし、第一、見た目がよろしくない。

「さあどうぞ。『鳥の人』をお茶にご招待できるなんて嬉しいことですわ」

　小間使いとして五年前から勤めているメアリは今年で十九になる。

　肉親がわざわざ訪ねてきたのだ。いつもは娘達の働きに厳しく眼を光らせている小間使い頭がしらのターナー夫人も特別に持ち場を離れることを許し、キャサリンはお茶の席にメアリとその伯父さんを招待した。この時ばかりはメアリもお客様である。

　給仕はニーナがしたが、少しばかり複雑な顔をしていた。ニーナはあまり異人種が好きではないのである。どちらかというと、異種アナザー人類レイスという正式な呼称ではなく、人マンビ獣ーストという蔑称で彼らのことをとらえている部類に入るかもしれない。

　それでもキャサリンのお相手役という役目は忘れず、決して側を離れようとしないところは、さすが召使いの鑑かがみである。

　メアリの伯父さんはバターナイフやフォークを器用に使い、ゆっくりとお茶を楽しんでいた。その様子はどこから見ても人間そのものだった。さっきの姿を見ていなければ、とても『鳥の人』とはわからない。

「これはおいしいマフィンですな。こちらのお宅でおつくりに？」

「ええ、モリスン夫人は料理の達人なんです。バターもジャムも夫人のお手製なんですのよ。わたしがぴんしゃんしているうちは、店で売っている出来合いのお菓子なんかこの家にはいっさい入れませんって、高らかに宣言していますわ」

「いやまったく、けっこうなものです。実にすばらしい」

「甘いものはお嫌いではありません？　でしたら、モリスン夫人の真価をわかっていただくためにも、ぜひこのパイとケーキは味わっていただかなくては」

「ありがとうございます。や、これはおいしい」

　鳥の男性は二度も紅茶のお代わりをして、ジャムをたっぷり乗せたマフィンや糖蜜をかけたブルーベリー・パイ、ふんわりと焼いて生クリームを添えたチョコレートのシフォンケーキなどをぺろりと平らげた。

　大食の上に甘党の鳥である。

　キャサリンとニーナが聞き役に回る中、伯父さんと姪は故郷の様子や家族のことなどを話していたが、やがて話は自然にメアリの結婚のことになった。

　五年も立派に勤めあげたのだから、そろそろ暇をもらって戻ってきてはどうかと鳥の男性は言い、ちょうどいい相手にも心当たりがあるからと勧めたが、メアリは笑って首を振った。

「伯父さんたら、気が早すぎるわ。それにあたし、『鳥の人』と結婚するつもりはないのよ。あたしと同じ混血か、人間の男の人がいいわ」

「そうかねえ。そりゃあおまえの父親はステロタイ……人間だが、そうはっきり決めてしまうこともないだろうに」

『変身しない人々』──つまり人間への蔑称をつい口にしかけて、鳥の男は急いで言い換えた。

　その口調には、できれば『仲間』の若者を選んでもらいたいという響きがあったが、いつの時代もそうだったように、若い娘は周囲の望む結婚をするために恋をするわけではないのだ。

「だって、夫婦喧嘩をしたときに飛んで逃げられたりしたら困るでしょう？　あたしは飛べないんだもの。父さんはそれでよく苦労してたのよ。母さんたら何かあると、空へ飛んでいってしまって、なかなか降りてこないもんだから、父さんはそのたびに母さんの好きそうな服やら光るものやらを玄関前に置いてたの。羽のある女と結婚なんかするもんじゃないって、ぶつぶつ言ってたわ」

「……どこでも似たようなことになるんですねえ」

　同席していたニーナが口を挟んだ。

「わたしの叔父夫婦も喧嘩するたびに同じようなことになってますよ。叔父たちの場合はもちろん、どっちかが飛ぶわけじゃありませんけど。叔母は夫婦喧嘩のたびに叔父に何か贈り物をさせる名人でした」

「そのへんは人間でもアナザーレイスでも変わらないようですな」

　鳥の男が笑いながら相づちを打った。

「夫婦喧嘩といえば、以前、麻酔銃を抱えて大慌てで走っていく男を見たことがありますよ。猛獣でも逃げ出したのかと思いきや、女房が暴れ回っていて手がつけられないとかでね。だからってそんなもので女房を撃つのかと訊きましたら、あいつは《獅子》で自分は人間だから、こんなものでもなきゃ止められないって大真面目に言ってました」

「どうしてそんな思いをしてまで異人種と結婚するんですかねえ」

　ニーナが呆れたように言い、キャサリンはそんな乳姉きよう妹だいをたしなめた。

「違うでしょう、ニーナ。好きになった人がたまたま自分とは違う種族だっただけのことだわ。そのくらいのことは覚悟した上で結婚したのよ」

　鳥の男性も頷いて、

「お嬢さんの言うとおりですよ。しばらく後にまたその街を通りかかりましたら、今度はその男と、人ひとの姿の女房が喧嘩してましてね。なかなかの美人でしたが、『あんなものでわたしを撃つなんて！』って、別の意味で怒っているんです。『もうわたしを愛してないのね！』って言うんですわ。男のほうも負けじとばかりに『だったら変身して暴れたりするな！　近所迷惑だ！　俺が止めなきゃ猛獣と思われて本当に射殺されてたぞ！』ってまあ、激しいのなんの。女房はその場でまたトランスフォームしかけるわ、男はまた銃を構えるわで、こっちのほうが青くなりましたがね、近所連中は落ち着き払ったものでしたよ。どうやらこんなことは日常茶飯事らしくて、『犬も食わない夫婦喧嘩って奴ですよ』って呆れてましたわ」

　キャサリンもニーナも眼を丸くした。

「派手ねえ」

「派手ですねえ」

　しばらく世間話とお茶を楽しんだ後、男は再び一羽の丹頂鶴に姿を変えて、ふろしき包みをしっかり首から下げて飛んでいった。

　身体からだが大きい分、助走距離が長く要るらしい。先だけ墨で塗ったような純白の翼を羽ばたかせながら、スプリンターのように庭を突っ切った。

　キャサリンはその様子をずっと見つめていたが、少しばかりひやりとした。鳥の姿があんまり大きくて立派なので、この地上の引力を振り切って空まで舞い上がることはできないのではないかと、そんな気がしたのである。

　しかし、その心配は無用だった。軽快に地面を蹴っていた長い足が白い身体にぴたりと添う。そこにはもうどこか滑稽に地上を歩いていたものの姿はない。機能的な流線型の身体を持つ、飛ぶために生まれてきた姿をした生き物がいる。大きな翼は力強く羽ばたき、丹頂鶴は見事な軌道を描いて空に舞い上がった。ほれぼれするような飛翔だった。

　優雅に飛び去っていく美しい鳥の姿と、からくさ模様のふろしきのギャップがおかしくて、キャサリンは苦笑しながらメアリに話しかけた。

「メアリも純血の『鳥の人』だったら、ああやって飛んで帰れたの？」

「はい。でも、あれだと、おみやげに何も持って帰れません。服も脱がなきゃなりませんし、時間はかかりますけど、わたしは汽車のほうが好きです」

　人間は昔から空を飛ぶことにあこがれて、とうとう気球なんてものまで発明したというのに、あっさりしたものである。

　しかし、見る間に高く小さくなっていく伯父の姿に賛美の言葉を添えるのは忘れなかった。

「でも、早いことは文句なしです。ヴィルドナのマクシミリアン公爵様のお屋敷からここまで一日足らずで飛ぶんですから。どんな汽車も早馬も伯父にはかないません」

「すばらしい翼だわ。それになんてきれい」

　心から感嘆した口調でキャサリンが言うと、メアリは笑いをかみ殺して、

「伯父はお見合いをするたびに嘆いてました。あの姿だと女性にとてももてるのに──伯父の求愛のダンスはすばらしいんです。母の一族の中でも一番の舞の名手なんですよ？　なのに、人の姿に戻ったとたん、相手が首を傾げてしまうんですって。伯父には申し訳ありませんけど、無理もありませんよね」

　キャサリンもニーナも思わず吹き出した。

「おもしろいわ。お見合い用の細密画が二枚いるわね」

　それにしてもマクシミリアン公爵がどんな用件で速達をよこしたのかが気になった。

　公爵はヴィルドナでも古い家柄の貴族だった。先祖をたどれば、この西大陸に初めて人間国家を建設したエルマー王の側近にたどり着くというから、実に五百年の歴史を誇っている。

　親善大使としてこの近くに屋敷を構えていた頃、公爵はキャサリンの父と親しく交際していたが、ウィンスロウ家は名門と言っても歴史は三百年ほどに過ぎず（これはマクシミリアン公爵がエリオット卿を『格下』と判断するには充分な数字だった！）卿と公爵は親子ほども歳が離れていたこともあって、大使の任を果たした公爵が帰国してからは疎遠になっている。

　その速達はすでに他の手紙と一緒にエリオット卿の書斎に運ばれていた。

　キャサリンはもちろん父宛の手紙を勝手に開封したりはしないが、書斎へ行って、もう一度、マクシミリアン家の紋章の押されている立派な封筒を手に取ってみた。

「何をしていらっしゃるんです？」

　開いたままの扉からニーナが訊いてくる。

「気になるのよ、このお手紙。なんだか、あまりいい感じはしないわ」

　真剣な顔のキャサリンにニーナは笑って肩をすくめた。

「お嬢さまはだんだんお母さまに似ていらっしゃいますね。今に屋敷中の召使いがお嬢さまの顔色を窺うかがうようになりますよ」

「わたしはだめよ。感応力テストでもやっとＣプラスだもの。せいぜいちょっと勘のいい、普通の人だわ」

「充分じゃありませんか。わたしはＤマイナーでした。もっともみんなそうですから、却って安心しましたけど」

　小さい頃に亡くなったキャサリンの母親は怖いくらい勘の鋭い人だった。捜し物が得意で、召使いの噓は必ず見破ってしまう。親類の訃報を知らせた手紙を開封する前に言い当てたこともある。

　キャサリンはしばらく封筒を睨にらんでいたが、諦めて机に戻した。

「だめね。お母さまのようにはいかないわ。せめて小父さま自身のことか、フランツに関することなのかだけでもわかればいいのに」

　キャサリン自身にはマクシミリアン公爵自身と親密な話をした思い出はほとんどない。

　頰ほお髯ひげを蓄えた恰幅のいい人だったこと、姿全体に活気があり、声も大きくて、笑い声などはまるで低音の金管楽器のように響いたことなどを覚えているくらいだ。

　公爵の息子のフランツ・ヨーゼフのことならよく覚えている。本当にあの小父さまの子どもかしらと思うくらい、おとなしい、物静かな子だった。

　そのころキャサリンは七歳。フランツは十か十一。遊び友達にしては少し年が離れていたが、遊びの主導権を握っていたのはキャサリンのほうである。後しり込ごみするフランツを川遊びに誘い、木登りに誘い、おままごとでも（今にして思えば）たいへんなかかあ天下だった。

　男の子の産まれなかったキャサリンの父親はフランツをかわいがり、マクシミリアン公爵はキャサリンを実の娘のようにかわいがった。意気投合した二人の父親は、いっそこの子たちが大きくなったら一緒にさせようかと話していたこともある。

　双方の父たちにしてみれば軽い冗談のつもりだったのだろうが、キャサリンは嬉しかった。

　それを盾に取って、以後のままごとでは、ますますかかあ天下の度合いが増したように思う。

　久しく会わない幼友達を懐かしく思いだしていると、父が帰ってきた。

　三十六歳のエリオット卿は実際の年齢よりずっと若く見える人だった。きびきびした小柄な体軀と童顔の持ち主で、少年のように輝く青い眼をしている。もちろん身なりは立派なものだし、威厳づけに口くち髭ひげも蓄えているのだが、あまり効果が上がっているとは言いがたい。

　もちろん、こんなことをはっきり言うと父が傷つくので、キャサリンは黙っている。

　エリオット卿もマクシミリアン公から手紙と聞くと、意外そうな表情で封を切った。しかし、読み進むにつれてその顔色は見る見る変わり、ついには頓狂な声を発したのだ。

「これは大変だ。キャサリン。マクシミリアン公爵はおまえに息子と結婚してほしいそうだぞ。あのフランツ・ヨーゼフとだ」

「まさか！」

「本当だ。遅くとも今月の二十二日までには屋敷に来て欲しいとある。というのも、ヴィルドナはこの時期、有名な女神の祭典の最中だ。二十五日には祭りの最終日を記念して大舞踏会が催される。公式行事でこそないが、主立った貴族は残らず夫婦で参加するし、噂では国王陛下もお忍びでいらっしゃるそうだから、結婚の決まった貴族にとっては、自分の相手を社交界に披露する絶好の機会だな。その席で、おまえをフランツの婚約者として披露させて欲しいとのことだ。──やれやれ、死んだお母さんが聞いたら何ということか。まさか一人娘を外国に取られるとは思わなかった」

　大げさに嘆いてみせる父に、キャサリンは幾分責めるような眼を向けた。

「お父さま。詳しい事情のところを全部すっ飛ばしてお読みになりましたわね？」

「賢い娘を持ってわたしは嬉しいよ」

　卿は少年のような顔を精一杯難しくして手紙を睨んでいる。

「しかし、これはなあ……。下手に介入すれば国際問題になる」

「いったい何事です？」

「時代も変わったよ。一昔前まではいやな相手に見初められても家のために断れず、泣く泣く嫁いでいくのは娘のほうと相場が決まっていたものだが……」

「フランツが公爵家のために身売りでもするというんですの？」

「この手紙によるとそれに近い。古い家柄の貴族だが、近頃、マクシミリアン公爵家の財政はかなり逼ひつ迫ぱくした状態にあるらしいからね」

「それでまさかフランツを、でっぷり太った厚化粧の有閑マダムにつばめとして差しだそうというのではないでしょうね？」

　エリオット卿は青い眼を丸くして我が娘を見つめたものだ。

「キャサリン。おまえいったい何の本を読んだんだね？」

「ローズ・ガーランドの『愛は死なず』ですわ。今大人気のロマンス・ノベルズの看板作家で、学校でとてもはやっているんです。先生には内緒ですけど」

「だろうな。頭の固い先生方は『つばめ』なんて言葉を聞いただけで飛び上がるはずだ」

「固いのではなくて古めかしいんですわ。そんなことより、もっと詳しく話してくださいな。いったいどういうことなんですの？」

「つまり、フランツは頭の古めかしい先生方よりも、もっとやっかいな女性にとことん惚れ込まれてしまったということだよ」

　その女性の名はアンジェラ・ルビンスタイン。

　太った厚化粧の有閑マダムどころではない。現在のヴィルドナ社交界でもっとも注目されているたいへんな美女であり、熱心な信奉者も五人や十人ではきかないという。

　そのアンジェラがフランツとの結婚を望み、断ろうにも断れず、困り果てていると、マクシミリアン公は手紙に書いている。

「確かに迂う闊かつには断れないだろうな。この女性の父親は今のヴィルドナ議会でも強い発言権を持つ実力者、ルビンスタイン男爵だ。迂闊に断って男爵を怒らせでもしたら、議会での公爵の立場は非常に微妙なことになる」

「それでは求愛どころか脅迫ではありませんか」

　キャサリンの口調に義憤が混ざり、卿は苦笑しながら首を傾げた。

「わたしはそれほど悪い話だとは思わないがね。ルビンスタイン男爵は裸一貫から身を起こした立志伝中の人物だ。今ではヴィルドナでは知らぬ者のない内陸一番の金持ちだそうだよ。その豊富な財力を背景にして政界に進出し、着実に勢力をのばし、今では国王の信任も絶大なものがあるという。まだ会ったことはないが、実際、なかなかの人物らしい。一方のマクシミリアン公はここ数年どうも資金繰りに苦しんでいるようだからね」

　名家の血も誇りも、政治家としての立身を志す公爵にとっては充分役に立つものだったが、それだけでは年々厳しくなる台所事情を助けることはできなかったというわけだ。

　最近では、代々伝わる宝石や陶器を借財に充てることもしばしばであるらしい。

「わたしにはむしろ、実にしっくりする縁談だと思えるのだがねえ？　零落する名家が莫大な持参金を持つ花嫁を迎えるのはよくあることだし、地位と財産を得たルビンスタイン男爵が最後に望むのは良家の血統とその人脈だろうからね。確かに公爵家とでは多少身分が違うかもしれないが、得をするのは男爵ばかりではないよ。それは間違いない。どうしてこれほど頑かたくなに拒絶するのかな？」

「そのアンジェラという女性が公爵家にはふさわしくない方だからですわ。単に身分が違うというだけではなくて、何かよほど問題のある人なのでしょう」

「恐ろしいね。おまえは読心の術でも心得ているのかい？」

　からかい気味にエリオット卿は言った。

　アンジェラ・ルビンスタインは公爵家の嫁として迎えられるような女性ではないと、マクシミリアン公は断じている。社交界の花と言うだけあって美しいことは美しいが、悪い噂が後を絶たない。未婚の身でありながら男性関係も非常に派手であり、クラブや賭博場など、淑女なら決して足を向けないはずのいかがわしい場所にも頻繁に出入りする、いわゆる毒婦の型だというのである。

　こんな女性がフランツとの結婚を望むのは愛情からではない。ルビンスタイン家に名門の血を入れ、名実ともに上流階級の仲間入りをしたいがためだ。そしてマクシミリアン公爵は先も述べたような政治上の理由から、この申し出を断ることができないでいる。

　進退窮まったマクシミリアン公爵は、

『バナディス滞在中、フランツがご令嬢と親しくしていたことを思い出し、無礼は承知の上でご令嬢の名をお借りし、息子はキャサリン・ウィンスロウ嬢とすでに婚約をしているからとの口実をもって退けようとした。ところが……』

　ルビンスタイン男爵も、その娘も引き下がらない。それどころか条件を出してきた。今度の春の女神の祭典にウィンスロウ嬢をお招きしてはどうかというのだ。

　もちろん、キャサリンはまだ十四歳で、正式な舞踏会に参加できる年齢に達していないが、幸い、この祭典はただの祭りだ。それでいてヴィルドナ中の貴族が集まってくる。

　その大舞踏会で、キャサリン・ウィンスロウをフランツの婚約者として披露してはどうかというのである。つまり、信用できないから証拠を見せろと言ってきたわけだ。

「それで、小父さまはわたしにそうして欲しいとおっしゃっているんですのね？」

「ああ。無理は百も承知だが、この日一日だけフランツの婚約者になってくれないかとある。ルビンスタイン男爵父娘の執拗な、かつ無理難題の要求を退けるために、是非ともご助力を願いたいというのだが……どうもね。虫の良すぎる話だよ」

「どうしてです？　小父さまは本当に困っていらっしゃるご様子じゃありませんか」

「キャサリン。おまえはフランツと結婚したいと思っているのかい？」

「いませんわ、もちろん」

　平然と答えたキャサリンだった。

　昔は親しくしていたとは言え、七年も会わない相手だ。そんな感情を抱けるわけがない。

　顔だってあらためて紹介してもらわなければ、わかるかどうかおおいに怪しい。

「ですけど、それとこれとは話が別です。フランツがそんなかわいそうな結婚を無理矢理させられそうになっているのに、黙って見ていることはできません。一日だけの婚約者ですもの。別に問題はありませんでしょう。その父娘があきらめた頃を見計らって、今度は婚約解消の報告をすればすむことですもの」

「いいかね、キャサリン。ヴィルドナは外国だ。しかもこのバナディスとも親交の深い国家だ。そしてわたしの現在の役職は外務大臣の補佐官だ。やむを得ない理由があるならまだしも、他人の事情を肩代わりしてヴィルドナの要人と諍いを起こすわけにはいかないんだよ」

　威厳付けの口髭が似合わない童顔でも、さすがに国政に関わる人物である。個人としては公の窮地に同情するが、政治家としては当然の理性的な判断を、エリオット卿は下したのだ。

　しかし、その娘は父とはまったく別の判断を素早く下していた。

「わかりました。ではこうしましょう。お父さまはこの手紙についてはお受けするともお断りするとも返答はなさらず、沈黙を守ることにしてください。わたしも中身についてはいっさい知らないことにいたします。ただ、久しぶりに見た小父さまの名前が懐かしくなって『急に思いついて』ヴィルドナへ遊びに行くことにしますわ。ちょうど学校も休みですし、おかしなことではないはずです。遠い異国でどんなことになったとしても、それはマクシミリアン小父さまが『勝手に』することですから、お父さまには『何の関係もない』ことです。仮にわたしが『お父さまに無断で婚約のまねごとをする』ようなことになったとしても、目上の小父さまに懇願されたのでは断れなかったのだと思ってください。お供にニーナをつれていきます」

　呆れた父親が何か言いかけたが、キャサリンはきっぱりと言ってのけた。

「お父さま。義を見てせざるは勇なきなり、です！」

「……賢い上に勇ましい娘で、ますますわたしは嬉しいよ」

　すっかりあきらめている調子でエリオット卿は言い、キャサリンは急いで付け加えた。

「もちろん、お父さまがどうしても駄目だとおっしゃるならやめますけど、外国の様子を見ておくことは社会勉強にもなると思いません？」

　常日頃から、おまえの行くところは必ずつむじ風が巻き起こるのだから、と苦笑しながらも、娘のすることを温かい眼で見守っている父親である。苦笑しながら、この小さな冒険を許した。

　エリオット卿は自分の娘を宝物のように閉じこめておくタイプの父親ではなかった。多少の危険なしに何かを得ることはできないときちんと教える、ある意味ではとても貴族らしい一面を持った父親だった。

「おまえももう十四だ。どこにいても一人のレディとして立派に振る舞えるだろうからね」

　キャサリンは父親に抱きついて感謝を示すと、さっそく行動に移った。突然の旅行に慌てるニーナを促し、大急ぎで身支度を整えて、屋敷を飛び出したのである。

　ところが、出国のためにバナディスの大玄関である港町ボランまでやってきたキャサリンを待っていたのは、ヴィルドナ行き全便欠航の知らせだった。

　乗り込む予定になっていた客船の船長──エリオット卿の長年の友人であり、キャサリンもよく知る人物だが、その船長が天候が不安なため、出航はできないと言い出したのである。

　キャサリンは不思議そうに尋ねた。

「こんなに晴れているのに天候不順なんですか？」

「晴れているのはここだけなのですよ、ミス・ウィンスロウ」

　青い空と、穏やかそのものの海に眼をやって、船長は言った。

「このボラン港には大勢の船乗りがやってきます。さらに、デューター半島沿岸に設置された天候観測所はどんな伝令よりも早く、正確に情報を届けてくれます」

　その報告によると、半島を南に下るにつれて天候は非常に不安定であり、特に岬の沖合には大暴風雨が発生している。とても岬をまわることはできないと言うのである。

「むろん、途中まで進むこともできますが、半島沿いの国々の港は主に貨物港です。出航まで快適に過ごすための設備も充分に整っているとは言えません」

　それよりはこのボランで嵐が収まるのを待ったほうがよいと船長は勧めてくれたが、荒れた海を一度も見たことのないキャサリンには納得できなかった。

　台風なら知っている。何度か経験したことがある。農作物がごっそりやられたときなど、父は領民の納税を免除し、被害を視察に行ったものだ。

　しかし、キャサリンが乗り込む船は最新型の立派な豪華船だ。多少、海が荒れてもびくともしないように見える。

　そういうと、船長は苦笑して首を振った。

「ミス・ウィンスロウ。お気持ちはわかりますが、わたしが航海不可能だと申し上げるときはその言葉通りの意味であると考えてください。海は開拓することのできない大地です。線路を敷くことも、道をつくることもできません。たとえ大砲を備えた最強の軍艦であろうと、海の上にあっては波間を漂う小さな針にすぎないのです。頑丈な地面の上に建てられた屋敷の中で嵐が去るのを待つようなわけにはいきません。航海の無事も安全も、すべては風と波と海の神とに委ねられているものなのです」

　人の都合ではどうにもならないというのだが、キャサリンは諦めなかった。

　市内の一流ホテルに落ちつくと、荷物をほどくのも後回しにして船舶紹介所に直行したが、一等船室を主に扱っているその紹介所は、ヴィルドナ行きの便をお願いしますというキャサリンに、あっさり『申し訳ありません』と答えたのである。

「どうしてです？　波止場にはたくさん船が泊まっているじゃありませんか。それともあれは全部売り切れなんですか？」

「空き室ならばたくさんございます。お嬢さま」

　応対した係官の男性は、さすがに上流階級の客層を相手にしているだけに、キャサリンのような少女にも丁寧に答えた。

　これが場末の乗船券売場なら『欠航と言ったら欠航なんだよ』と言い返されるところだ。

「当商会は停泊中のどの船の一等船室もご用意できます。お望みならば客船を貸し切りにすることもできます。しかしながら、ただいま東への航路は全便欠航となっております。岬の沖合で暴風雨が発生しておりまして、いつ回復するのかまったく見通しが立たないような状況です。地元の漁師達の話では、今度の嵐は非常に長く、ことによると二週間から一ヶ月は続くのではないかということですから、しばらく市内でお待ちいただいたほうが……」

「まさか！　一ヶ月も続く嵐なんかありませんわ！」

「南の海には南の風が吹くのですよ、お嬢さま。特に岬の沖合は波も風もとびきり気まぐれです。長年その海に出ていた漁師達の経験は決して無視できません」

「でも、わたし、急ぐんです。一ヶ月も待っているわけにはいきません。お金ならいくらでもお支払いしますから、何とかしていただけませんか」

「申し訳ありません。お嬢さま。これはぜひともご理解いただかなければなりませんが、どんなお金持ちでも、たとえあなたが女王陛下であってもです。天候に逆らうことはできません。また、この港には必ず難破するとわかっていて船を出すような船長はおりません。先程申し上げました嵐の予想はあくまで可能性です。海は明日にも晴れるかもしれないのですから、お心安らかにお待ちいただいたほうがよろしいのではないかと思いますが……」

　なだめるような口調だった。出航できるようになったらすぐに連絡しますからと言われて、キャサリンはがっかりして紹介所を出た。

　結局わかったのは船長の言葉が正しいということだ。

　船が使えなければバナディスからヴィルドナに行くことはできない。

　二国の間には直線距離にして五百キロにも及ぶ巨大なデューター半島が横たわっているのに、そこには人間の町はなく、鉄道も道路も通っていないのだから。

　紹介所を出ると、目抜き通りの向こうに港が見えた。

　海はそよ風を受け、陽光を受けて輝いていた。大小さまざまの船がゆったりと浮かんでいる。

　平穏そのものの光景なのに、この先の海は近づくこともできないほど荒れているという。

　キャサリンは白いパラソルの柄をきつく握りしめた。

「ニーナ」

「はい、お嬢さま」

「わたしはヴィルドナへ行ってみせるわ、絶対に」

「でも、どうやって行くんです？　わたしたちはメアリの伯父さんみたいに空を飛ぶわけにはいかないんですよ」

「わかっているわ。でも、ただじっと待っているなんてわたしには我慢できない。何か方法があるはずよ」

　キャサリンが物騒な決意を込めて断言した折りも折り、二人の後ろからのんびりした少女の声が話しかけてきたのである。

「ヴィルドナへ行きたいの、あんたたち？」

　いやに低いところから聞こえたが、それも当然で、声の主は紹介所前のベンチにだらしなく寝そべっていたのだ。着古した麻のシャツに革のベスト、指なし手袋、すり切れたジーンズに革のブーツという、カウボーイのような格好である。

「あんたたち、用心棒いらない？」

　キャサリンは戸惑った。反射的に『結構です』という言葉が喉元まで出かかったが、相手の顔を見て、はっとした。

　十六、七の娘だった。だぶだぶの服を着ていても手足のしなやかさがよくわかる。

　小さな唇、白い肌に細い顎など、顔の下半分は美人顔だが、鼻がちょっと丸く、そばかすが散っているのが愛嬌になっている。

　しかし、キャサリンが息を吞んだ原因はその少女の眼にあった。

　異様なまでに丸く大きく、硝子ガラスのような金色に光っている。その大きな眼の真ん中を、針のように細い瞳孔が縦にまっすぐ走っている。

　他の部分は人間そのものだ。顔かたちも、赤い唇も、そこからこぼれる真っ白な小さな歯も、ふわふわした薄茶色の髪から見え隠れする耳も、普通の少女のものだ。なのに眼だけは違う。

　誰でも一度は見たことのある真昼の猫の眼。それが人の顔に塡め込まれている。

　硬直している二人の心境に気づいているのかいないのか、少女はあくまでのんびりと言った。

「さっきから聞いてると、あんたたち、半島へ出かけるみたいだけど？」

「半島へ？」

　馬鹿みたいに繰り返したキャサリンだった。相手の容姿に気を奪われていたこともあって、この少女が何を言っているのか、わからなかったのである。

　麻のシャツの肩を軽くすくめて、少女は言った。

「知らないで言ってたわけ？　船が使えないのにヴィルドナへ行くってからには、デューター半島を馬車で横断するしかないって、常識なんだけど？」

　キャサリンははたと手を打った。

　その横でニーナが蒼白になった。

　二人は同時に叫んだのである。

「そうよ！　その手があったわ！」

「駄目です!!」

　ニーナが悲鳴をあげたのも無理はない。半島内陸は匪賊の横行する土地だ。

　間違ってもキャサリンのような少女が足を踏み入れていいところではないのだが、もちろんニーナの悲鳴は無視される運命にあった。キャサリンはベンチに腰を下ろしている相手に勢い込んで尋ねていた。

「馬車で行けばどのくらいでヴィルドナにつけますかしら？」

「まあ、天気が良くて、運がよければ、十日ってとこかな。命あっての物種だけどね」

　どこまでも淡々とした口調である。

　顔を上げると、陽の光をまともに浴びた瞳がますます人間離れした色に光った。瞳孔が収縮する様までがはっきり見て取れる。

「失礼ですけど……『猫の人』ですか？」

「まあ、半分はね」

「インシードなんですか？　でも……？」

「そ。混血でこんな眼は珍しいでしょ。なんて、本当は純血種でもいやしないけどさ。だからあたしは《猫》のケイティ。よろしくね、お嬢さん」

　にっこり笑うと猫の眼が隠れて、意外にかわいい顔になる。

　そうしてケイティはいくらか眉をひそめた。

「これ、商売ぬきで言うけどね。あんたたちだけで半島を突っ切るなんて無茶もいいとこだよ。せめて道案内くらいはつれていったほうがいいんじゃない？」

「おっしゃることはごもっともですけれど、あなたはそういう、護衛のようなことをお仕事にしていらっしゃるんでしょうか？」

「専門ってわけじゃないけど、そういうこともしてる」

「どうしてわたしに声をかけたのです？」

「別に。誰でもよかった。ちょっと今、手持ちが心許ないし、今度の嵐は長く続くみたいだし、中にはあんたみたいに待ちきれずに陸路を行こうって馬鹿なことを考える連中もいるだろうと思って張ってただけ。で、あんた、見るからにいいとこのお嬢さんだしね。これならちゃんと払うものは払ってくれるんじゃないかって思ったわけ。苦労して送ったあげくに代金踏み倒されるんじゃかなわないからね」

　何とも遠慮のない物言いだが、キャサリンは微笑を浮かべた。おもしろい少女だと思った。

「わかりました。わたしはキャサリン・ウィンスロウ。こちらはニーナです。わたしたち二人の護衛と道案内をお願いできますか？」

「お嬢さま!?　何をおっしゃるんです！」

「だって、ニーナ。半島を横断するのなら、土地に詳しい人が絶対に必要でしょう」

「いけません！　そ……そんなに簡単に、こんな見ず知らずの相手を信用したりするなんて！　それに、それに、用心棒にしては若すぎるじゃありませんか!!」

　これまたもっともな意見であるが、ケイティは軽く肩をすくめて言った。

「気持ちはわかるけど、老けてりゃ役に立つってもんでもないでしょ？」

「おっしゃるとおりですわ。さ、そうと決まればまず馬車を手に入れなければなりませんわね。よろしかったら一緒に来て見立てていただけますか？」

　ケイティは快く承知して、キャサリンと一緒に馬を選び、幌馬車の足廻りを確かめた。

　それよりも馬車の代金を小切手で支払うキャサリンに驚いたようである。

　見事なモルガン種の馬二頭と大型の幌馬車一台に馬具一式となれば優に千パウンドにはなる。

　庶民にとっては家を買うにも等しい買い物だ。

「あんたがお金持ちのお嬢さんなのはよくわかったけど、こんなものぽんと買って親父さんに叱られない？」

「どうしても必要なら蒸気船を一隻買ったところで父は怒りはしません。でも、父のお金には違いないのですから無駄遣いはできませんの」

　優秀な用心棒として働いてくれるのなら謝礼は充分にする。そうやんわりと断っておいて、キャサリンは思いきって切り出した。

「お気を悪くなさらないでくださいね。さっきニーナが言ったことも一理あると思うんです。失礼ですけど、ケイティさんはどのくらいの経験をお持ちなんでしょうか？　本当にお一人で大丈夫ですか？」

「あたし一人じゃないよ。他に三人いる」

　思わず眼で問い返したキャサリンに、ケイティはもう一度言った。

「あたしら四人一組なんでね。切り売りはやってないの。経験については何とも言えないね。吹聴しようと思えばいくらでも大きなことを言えるからね。有能か、そうでないかは雇い主が決めることだよ」

　素っ気ない口調である。しかし、キャサリンはこれでケイティを信じる気になった。

　極端に謙遜するでなく、盛大に優秀さを強調してみせるでもない。そこにある程度の自信を感じたのである。

「ヴィルドナのキーロウという土地をご存じですか？」

「知ってるよ。ヴィルドナ王都の西にある領地だ。領主は確か……」

「マクシミリアン公爵ですわ。そこがわたしの目的地なんです。あなた方がヴィルドナの地理にも詳しいのなら、いっそのことわたしを公爵の館まで送っていただけませんか。どうしても二十二日までに着きたいんです」

　ケイティはこの申し出を快諾して、明日の朝、仲間と一緒にキャサリンの泊まっているホテルまで会いに行くことを約束して二人と別れた。

　何ともつかみ所のない印象だが、キャサリンはケイティに好感を持った。あの飄々としたところを心強くも思ったのだが、ニーナは棺桶に片足をつっこんだように感じたらしい。ホテルに帰り、夕食を食べ、湯浴みをすませてベッドに入るときまで小言を言い続けていた。

　あんなに若い女の用心棒なんて聞いたことがない。仲間を三人も連れてくるのもおかしい。

　信用できないというのである。

「仲間っていうのはたぶん男でしょうが、用心棒だなんて言ったって、その男たちが途中で、その、よからぬことを考えるかもしれないじゃありませんか。本当にヴィルドナまで案内してくれるかどうかわかったものじゃありません。お嬢さまを人質にとって身代金をせしめようとするかもしれませんし、もっと悪ければ奴隷として売り飛ばすかもしれないんですよ！」

　髪をとかしていたキャサリンは呆れたような顔で振り返った。

「ニーナ。あなたよくそこまで悪いほうに考えられるわねえ。もう少し前向きな態度で参りましょうよ」

「お嬢さまは前向きすぎるんです！」

「でも、ニーナ。わたしはどうしてもヴィルドナへ行かなければならないし、一緒に来てくれるのでしょう？」

「当たり前です！　わたしがついていなかったらお嬢さまは何をしでかすかわかったものじゃないんですから。ああ……こんなことを旦那さまがお聞きになったら何とおっしゃるか……」

「大丈夫。何とかなるわ。それにあの人、少なくとも悪い人には見えなかった」

「お嬢さまは人がよすぎます！　だいたい悪い人に見えるような悪者なんかいません！　この頃の人買いは外面だけはそりゃあ愛想よく、親切に振る舞っているんですから。いい人に見えるからなんて思って油断していると、とんでもないことになるんです」

「あら、それでは、本当にいい人と悪い人の区別はどこで付けたらいいのかしら？」

「知りません！」

　ベッドに入ってからもニーナはぷんぷん怒っている。

　キャサリンはそっと笑って寝返りを打った。

「早く寝たほうがいいわ。明日からはしばらくベッドでは寝られないのだから」

　馬車の旅は何度かしたことがあるが、夜には必ず快適なホテルか別荘に泊まっていた。寝るときも馬車の中というのは初めてである。

　ニーナにはそれが苦痛らしいが、キャサリンは逆に楽しみだった。後は一緒に旅をする用心棒の人たちと仲良くできればいうことはない。

　しかし、翌朝、ケイティと一緒に来た人たちの顔ぶれを見た時には呆あつ気けにとられてしまい、しばらくはものも言えなかった。

「あの、初めまして。ぼく、ヴィンセントです。ヴィンスって呼んでください」

　キャサリンとほとんど歳も違わない少年が、まるで少女のようにはにかみながら挨拶をする。その横から二十歳前後に見えるきれいな男の人が、女言葉で熱心に話しかけてくる。

「危ないわあ。女の子だけで半島を横断しようなんて、とんでもないわよ。ケイティから聞いた時はびっくりしちゃった。アタシは止めたほうがいいと思うけどな」

「馬鹿野郎。やめさせてどうする。商売あがったりじゃねえか」

　ざっくばらんな調子で言った最後の一人だけがかろうじて用心棒らしく見えた。それでも、まだ少年と言ってもいいような年齢なので、頼もしいというよりはかわいく見える。

「みなさん、お若いんですのねえ……」

　さすがのキャサリンもそう言うのがやっとだった。

　ケイティがいたずらっぽく瞬きしてみせた。まだ朝の早い時間なので、今のケイティの眼は瞳孔が開いて卵形になっている。まさに猫だ。

「心配しないで。みてくれはこんなだけど、中身のほうもおかまと馬鹿と変人だけど、これで結構、役に立つから」

　キャサリンはちょっと考えて、こっそり尋ねた。

「おかまさんはわかりますけど、あとのお二人はどっちが馬鹿でどっちが変人なんですの？」

　ケイティはキャサリンに負けず劣らず、真剣に答えた。

「ダムーが馬鹿で、ヴィンスが変人。でも、どっちも害はないからね。ダムーは考えなしの突進型だし、ヴィンスは──ちょっと一口には言えないけど、変わってんのよ」

　三人とも外見はとてもいいのに、もったいない話だ。

　ヴィンセントは『天使のような……』という表現がぴったりの美少年だ。粗末な手織の服を着ているが、薔薇色の頰にも、澄んだ碧あおい瞳にも、浮世離れした清々しさがある。

　純白のレースか青い天鵞絨びろうどの服でも着せて、金髪に手を入れて波打たせれば、本物の天使のように見えるはずだ。

　ベラフォードも抜けるように色が白く、指先まで整って細く、しっとりと艶あでやかな印象だ。おかまでなければ若い娘たちの誰もが眼の色を変えるような美形である。
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　ダムーはそんな二人とはがらりと違って、姿も口調も恐ろしく荒っぽく粗雑な感じがした。

　荒れ放題の黒髪を無造作にくくって背中に垂らし、身につけているものにしても、すぐさま洗濯したくなるような代物だが、引き締まった体軀は見事なまでの均整を誇り、若々しい肌は薄く油を掃いたなめし革のような照りを持ち、身のこなしは悠然として無駄がない。姿全体がはちきれんばかりの生気に満ちている。

　キャサリンはほとんど感心してこの若者を眺めていた。

　無愛想を差し引いても、まさに一見の価値はある。もう数年もしたらロマンス・ノベルズに必ず一人は登場する、

「精悍な顔立ちとそれを引き立てる浅黒い肌、たくましくしなやかな肢体、粗野でありながら優美そのものの野性の姿と危険な瞳にたいていの女たちが魂を奪われてしまう」

　ような青年になるに違いなかった。

　自分の旅の道連れがあまりにも眼に楽しい三人だったので、この人たちはみんなタイプの違うロマンス・ノベルズの男性主役をやれるわ、とキャサリンはそんなことを大真面目に考えていた。おかげで話しかけられていることにも気がつかなかった。

「……で、お嬢さん？　条件はこれでいいのか」

「あ、はい？　何でしょう」

　ダムーは眼を丸くして、まっすぐキャサリンを見下ろしていた。その身長差は頭一つくらいだから、決して大柄なほうではない。上背ならベラフォードのほうがあるだろう。

　その眼を見上げる形になったキャサリンは、あらっと思ったのである。

　それは人間の眼ではなかった。ケイティのように瞳孔が細長いわけではない。黒い瞳なので、よくよく見なければわからない。しかし、明らかに人の眼とは性質が違う。

　深く澄んだ、奥行きのある眼だった。覗き込もうとしてもはじかれてしまう、不思議な瞳だ。

　しげしげと熱心に見つめているキャサリンに、ダムーはますます眼を大きくした。

「あんた、そんなにインシードが珍しいか？」

　キャサリンは慌てて非礼を詫びた。

「ごめんなさい。きれいな眼をしていらっしゃると思って、つい……」

　謝りながらも不思議に思った。インシードは異種人類と人間との混血を指す言葉だ。

　ケイティと言い、この若者と言い、混血は混血でもブリジアンの間違いではないかと言おうとしたとき、ベラフォードが口を挟んだ。

「ね、アタシも一つ訊きたいんだけど、いいかしら。止めるつもりはないんだけど、ずいぶん焦るのね。今日が十日でしょ？　二十二日までまだ二週間近くあるわよ。嵐が止みさえすればキーロウまで四日でいけるのに、どうして今出発するわけ？」

　ヴィンセント少年も控えめに同意を示した。

「そのほうが快適な旅ができるんじゃないかと、ぼくも思います。荒野を行くのって、それはもうほんっとーに大変ですよ。少なくとも十日はかかるし、場合によってはもっとかかるかもしれないし、用心棒を雇う分だけお金もいりますし、時間とお金がもったいないんじゃないかと思うんですけど」

　それぞれもっともな疑問だが、キャサリンは毅然として答えた。

「その時間が何より大切だからですわ。嵐は止むかもしれません。でも、止まないかもしれません。他に方法がないのでしたらここで待つのも仕方がありませんが、移動できるだけの足があって、道があるなら、わたしは行動したいと思います」

　これを勇敢と言うべきか無謀と言うべきかは意見の分かれるところだった。

　しかし、明らかに無謀と判断した人もいる。今もホテル前にあわただしく馬車が着いたかと思うと、中から初老の男性が息せき切って飛び降りてきた。

「まあ、たいへん！」

　キャサリンが叫んだのも道理で、それは長年家に仕えているジョーンズという執事だった。

　何があろうと慌てず騒がず、もっとも重厚な付属物として屋敷に存在しているはずの執事が、硝子ガラス板の回転ドアをくぐるのももどかしげに叫んだのである。

「お嬢さま！　もしやと思って来てみれば、これはどういうことです!?　この連中は何者です！　まさかまた、よからぬことをお考えになっているのではないでしょうな！」

　ニーナが何とも複雑な顔になった。さすがは年の功と讃えるべきか、それとも自分の主人の『信用度ゼロ』ぐあいを嘆くべきか、判断に窮したのである。

　キャサリンはたった今狼狽したことなどきれいに忘れた様子で、にっこり笑ってみせた。

「いやだわ、ジョーンズ。何を大騒ぎしているの？」

「騒ぎたくもなります。銀行から知らせが参って──彼らは当然の業務を遂行したものとわたしは考えますが──ご主人さまの口座から千パウンドもの額面が振り出されたというではありませんか！　いったい何をするおつもりです！」

「あら、お友達と一緒に遠乗りを楽しもうと思ったのよ」

　さらりとキャサリンは言ってのけた。

「何しろ、嵐はいつ止むかわからないし、それまでここでじっとしていなければならないのが退屈で退屈で仕方がないの。少し贅沢かしらと思ったけれど、とてもきれいな馬と馬車だったものだから、わたし、どうしても欲しくなってしまったの。今日が初乗りよ。夕方まで帰らないと思うけれど、心配しないでね。お弁当も持ったし、ニーナも一緒だから」

　ジョーンズは苦虫を嚙み潰したような顔になった。

「恐れながら、キャサリンさま。この爺じいめはそんな言葉に騙されはしませんぞ。他の方ならばいざ知らず、わたしのお嬢さまがこのような状況に置かれて考えそうなことはただ一つしかございません」

「それなら、このまま行かせてちょうだい。時間がないのよ」

「キャサリンさま。あなたは半島内陸がどんなところか少しもご存じでない。男ならまだしも、ご身分のある女性が、しかも未婚のご令嬢が足を踏み入れるなどもってのほかです。ましてやお父上のお許しも得ずにそんなことをしてよいものかどうか、おわかりになりませんか」

　もっともな正論だが、だからといって素直に耳を傾けることができるかとなると話は別だ。

　まして、キャサリンの決心は恐ろしく固かった。用心棒たちを振り返ってこう言った。

「あなた方はわたしをヴィルドナまで送り届けると約束してくださいました。それは単なる道案内という意味でしょうか。それとも誰かが、あるいは何かがわたしの邪魔をしようとしたら、それを退しりぞけてくださるのでしょうか？」

　三人はすばやく眼と眼で互いの意思を確認した。どうして三人かと言えば、ヴィンセントはキャサリンの決意に感動したらしく、眼を潤ませていたからである。

　彼らは答える代わりに行動で示した。

　ケイティがヴィンセントの手を取って玄関へ向かい、ベラフォードもキャサリンとニーナの肩を抱くようにしてドアへと押しやった。残ったダムーはジョーンズの前に立ちはだかって、とおせんぼをしたのである。

　回転ドアに巻き込まれながら、キャサリンは後ろを振り返って叫んでいた。

「ダムーさん。手荒なことはなさらないでくださいね！」

「お待ちください、キャサリンさま！　ええい、そこをどかんか！」

「そう言われて退どくようじゃ商売あがったりだ」

　ダムーはいっこうに気にしない。いらだったジョーンズはダムーを押しのけて進もうとしたが、その襟首をダムーが摑んで引き戻した。

「な、何をする！　離せ、離さんか！」

　死にものぐるいでもがいたものの、若者はしっかりジョーンズを捕まえている。軽く両肩を押さえただけで身動きできないようにしているのだから、相当な腕力だ。

　この間に他の顔ぶれはホテルの停車場に直行した。馬車の管理をしているボーイがあまりのあわただしさに眼を丸くしていたが、キャサリンは早く自分の馬車を出すように急かした。

「ニーナ。手綱を取って！」

「わ、わたしですかあ!?」

「いいから早く！」

　あたふたとニーナが馭者席に這いあがり、ボーイの少年と交代する。ケイティとベラフォードはひらりと馬車に飛び乗ったが、ヴィンセントはそうはいかない。荷台の縁を摑んで一生懸命這いあがろうとしているところをケイティが襟を摑んで引きずり込み、最後にキャサリンが馭者席の隣に飛び乗った。

「出して！」

「は、はい」

　二頭の馬はよく馴らしてあり、鞭で打ったりする必要はなかった。手綱を取っただけで軽快に走り出す。路上に出ると、今度はケイティが叫んだ。

「東へやって！」

「待って、ケイティさん。ダムーさんがまだ！」

　キャサリンが蒼くなって振り返った。ダムーをホテルに残したままだ。

「いいから急いで」

「あのでも、どっちが東なんでしょう!?」

「このまままっすぐ、次の角を右よ。突き当たったら今度は左」

「だめよ、ニーナ。馬車を止めて！」

　叫んだキャサリンだが、巻き上げた幌の向こうにダムーの姿を認めて啞然とした。

　走り続ける馬車との距離をみるみる詰めてくる。

　血相を変えて必死に走ってくるのではない。悠然と、無造作な走りに見えながら、ダムーはあっと言う間に馬車に追いつき、枠に手をかけたと思ったら、ずっとそうしていたかのように幌馬車の中に座っていた。

　一部始終を見ていたはずのキャサリンにも、この若者がどうやって地上から馬車の中に乗り込んだのか、さらにはどうやって一瞬のうちに、揺れ続ける馬車の上であぐらを搔いて片方の膝を抱えるという今の姿勢になることができたのか、さっぱりわからなかった。

　数百メートルを全速力で走ったはずなのに息一つ乱していない。それどころか笑ってこんなことを言った。

「威勢のいいおっさんだな。力じゃ俺を振りほどけないとなると嚙みつこうとしたぜ」

「ジョーンズはわたしを気遣ってくれているんですわ」

　そう言ってから、キャサリンは急に心配になった。

　眼だけではない。この若者は親の能力をも受け継いでいる。それもおそらくは食肉目だ。

　彼らは血に飢えた野獣なんかではないよ。と、父はよく話している。

　そりゃあ中には頭の固い、話のわからない連中もいるだろうが、この人間社会に顔を出して一緒に暮らしているアナザーレイスは、たとえ『虎の人』であろうと、猫のように大人しくしているんだよ、とも言っている。

　それでも不安を覚えて思わず尋ねていた。

「あの、ダムーさんはまさか、ジョーンズに嚙みついたりはなさいませんでしたわね？」

　用心棒の若者は少しばかり気を悪くしたようである。

「あんな骨張ったまずそうなおっさんに俺が嚙みつくのか？　腕をへし折るとか、どてっ腹に一発入れるとか、やりようはいくらでもあるじゃねえか」

「ダムーさん！」

「やってねえって。ちょっと揺すっただけだ。眼を回してひっくり返ってるよ」

　こうして彼らはすったもんだの末に町を脱出して荒野へと向かったのである。

　最初の襲撃に遭遇したのは、それから半日と経っていない頃だった。
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　馬の代わりにランナーバードをつないで、彼らは再び出発した。

　手綱を取るのはどうにか立ち直ったニーナである。こんなお化け鳥の操縦などしたことがないと怯んでいたが、なかなか立派な馭者ぶりだった。

　ケイティはキャサリンにガンベルトと拳銃を渡したが、絶対に本当に撃ってはいけないと念を押した。ベルトは大きすぎてキャサリンのスカートからずり落ちてしまうし、拳銃も小さな手には扱いかねるような代物なのだ。

　それから彼らは（のびてしまったヴィンセント少年を除いて）あらためてキャサリンの話を聞いたのだが、ダムーは呆れたように鼻を鳴らし、ベラフォードは軽蔑の中にも苦笑を浮かべ、ケイティはごく事務的に言ったものだ。

「確かに時代も変わったもんだね。今ではお姫さまのほうが、悪い魔女と魔法使いに捕まっている王子さまを助けに行くわけだ」

　ベラフォードがそんなケイティに責めるような眼を向けた。

「ケイティ。あんたその辺の事情をなんにも聞かないで仕事を受けたわけ？」

「多少は聞いたよ。二十二日までに半島を横断したいってとこまではね」

「それはもしかして全然聞いてないって言うんじゃないの？」

「突っ込まないでよ。こんなややこしい裏があるなんて思わなかったんだから」

　責任の押しつけあいをしている二人とは裏腹に、ダムーは平然としている。

「別にどうでもいいじゃねえか。送り届けることに変わりないんだろ」

　面倒くさそうな口調である。本気でそう思っているらしい。

　ケイティはわざとらしいため息をついた。

「幸せね、あんた」

「どういう意味だ？」

「別に。それこそどうでもいいよ」

「よくない。めいっぱい馬鹿にされたような気がしたぞ」

「わかってるなら訊かなくてもいいじゃない」

「なんだとぉ？」

　剣吞に睨み合う《猫》と食肉目の若者の間にキャサリンは慌てて割って入った。

「お二人とも、喧嘩はよしてください」

「この人たちのことは気にしないでいいわよ、お嬢さん。いつものことなんだから。それより、あの物騒な連中が言ってた恋文のことを聞かせてくれない？」

　にっこり笑いながらベラフォードが言った。まぎれもない男性の声だが、その美貌のせいもあって、まるで優しいお姉さんに話しかけられているような感じがする。

「本当にそういうもの持ってるの？」

「ええ。小父さまからの手紙の中で、ぜひ持ってきてほしいと。ちょっと待ってくださいね」

　キャサリンはほんのり顔を赤くして後ろを向くと、胸元から小さな包みを引っぱり出した。

　その仕草を見てベラフォードは感心したようである。

「やっぱりお嬢さまって違うわねえ。ケイティならアタシたちの前を平気で裸でうろつくわよ」

「そりゃあ、あたしはあんたら男と思ってないもん」

　身も蓋もない台詞を平然と浴びせるケイティである。

　キャサリンが取り出したのは丁寧に丸めた茶色の天鵞絨のリボンだった。金細工で縁取ったカメオの留め具が端についている。カメオにはマクシミリアン公爵家の紋章である刺いら草くさと盾が彫り上げられており、幅二センチほどの天鵞絨の裏にはきちんとした読みやすい字で、

『キャサリンへ。婚約の証として。フランツ・ヨーゼフ』

　と、書いてあった。

　気絶しているヴィンセント少年を除く三人はしげしげとそれに見入ったのである。

「ずいぶん変則的な恋文ねえ？」

「そんなものじゃありませんわ。話だけでも婚約したことが嬉しくて、何か形のあるものが欲しくなって、フランツにねだったものです。本当に婚約すると指輪を贈られますでしょう？　フランツはかなり困っていましたけど、これを書いてくれました」

「ませたガキだな」

　ダムーが冷静に評し、ケイティはリボンを手にとって首を傾げた。

「だけどこれ、いったい何に使ってたもの？」

「元はフランツの帽子についていた飾りです」

「帽子？」

　いぶかしげな三重唱になった。

「男の子の帽子にこんな飾り？」

「ちょっとした値打ちものじゃないか？」

「まわりの細工は金に見えるけど、メッキなの？」

「いいえ。十四金の本物です。カメオも本物の瑪め瑙のうに彫ったものですわ」

　用心棒たちは開いた口がふさがらない体ていだった。

　気持ちはよくわかる。庶民階級ではまずあり得ないことだ。

「バナディスでは男の子にはそんな格好はさせませんけど、ヴィルドナでは違うようですわね。小父さまも派手好きな方でしたから、フランツもいつも子どものものとは思えないくらい贅沢なものを身につけていました。木登りをしようと言ってあったのに、金糸の刺繡をした上着やレースのブラウスなんかを着てきて……」

　ここでキャサリンは、うふっと笑った。

「本当のことを言いますと、わたし、このカメオが羨ましくて仕方がなかったんです。まだ七歳で、聖霊節のお祝いに銀の指輪を贈られた他には装身具なんて一つも持っていませんでしたから。『婚約者には贈り物をするものでしょ』って迫って、もらってしまいましたの」

「あらあら。ちゃっかりしたお嬢さんね」

　ベラフォードがおもしろそうに笑って言った。

「ねえ、お嬢さま。そのフランツって、どんな子だった。かわいかった？」

「それはもう。少しおとなしい感じはしましたけど、とてもきれいな少年でした。本当に王子さまみたいでしたわ」

「アタシちょっと思ったんだけど、その親子に迫られて困っているのは本当のことだとしてもよ？　助けてほしいっていうのはマキシー小父おじさまの口実じゃないかしらね」

「口実？」

「つまりね、これを契機にして、本当にフランツとあなたとをくっつけようと狙ってるんじゃないかしらってこと。あなたのお父さまは本物の大金持ちみたいだしね。それで成り上がりの娘は撃退できるし、フランツは逆玉の輿に乗れる。一石二鳥でしょ？」

　確かにあり得ないことではない。

　今のマクシミリアン公爵は財政的にかなり苦しい状況にあるようなことを父は言っていた。

　一方、その父は間違いなく資産家と呼ばれる人である。バナディスで要職についてもいる。

「でもね、あなたは今のフランツはもちろん知らないわけでしょ。昔の面影通りのすてきな貴公子に育っていればいいけど、とんでもない豚かカバになってたらどうする？」

　キャサリンはにっこり笑って言った。

「豚でもカバでも人助けには違いありませんわ。その辺は眼をつむって、皆様に婚約の報告をすませて、翌日さっさとバナディスに戻ればすむことです」

「そういうのって、ありなの？」

「ありです」

　きっぱり言ってから、キャサリンはおもむろに付け加えた。

「なくてもあることにいたします」

　慣れない鳥の操縦に神経を遣いながら、馭者席のニーナがそっとため息をついた。

　これだからわたしがついていないとお嬢さまは、とでも言いたげだった。

「じゃあね、逆に本当にいい男になってたらどうする？　そのアンジェラさんと決闘でもしてフランツを奪い取る？」

「それはわかりません。わたしはまだ結婚なんて考えてもいませんもの」

　正直な感想だった。今度の一件はキャサリンの正義感と冒険心から起こったことであって、間違っても恋愛感情からではない。

　お化粧でもさせたらすばらしい美人になりそうな青年はあくまで優しい微笑を浮かべたまま、ちょっとおどけて肩をすくめてみせた。

「だけどそれじゃ、あなたはアンジェラさんからひどく恨うらまれることになるわよ？」

「仕方ありませんわ。第一、道理の通らないことを主張しているのはその人のほうじゃありませんか。お父さまが議会の大立て者だからと言って、何をしてもいいとは限りませんわ」

　確固たる信念を持ってキャサリンは言った。

　青年は上品に口元を隠して「うふふ」と笑った。テノール歌手がプリマドンナのアクセントでさえずるような、音調と抑揚に激しい差がある笑い声だ。

「いいなあ。アタシ、その人の強心臓とバイタリティに感心する。金と親の権力にものを言わせて男を手に入れるって、言うのは簡単だけど、そう易しいことじゃないもの」

「おかしなことに感心しないでください。弱みにつけ込む卑劣な手段です」

「まあ、そういうふうにも、言えるけど……でも……」

　突然、言葉がとぎれがちになり、気け怠だるげになる。

　不審に思ってキャサリンが見ると、青年は大あくびをして眼をこすった。

「だめだわ……。アタシちょっと寝る」

　ヴィンセントは今までの会話をいっさい知らずに平和に眠りこけていたが、ベラフォードはその隣にぱたんと倒れ込んだ。眠るにしても唐突な倒れ方だった。

「ベラフォードさん？」

　呼びかけてもぴくりともしない。もともと白い顔からさらに血の色が失せて、死人のように青白くなっていくのを見るに至って、キャサリンは恐怖にかられた悲鳴を上げた。

「ベラフォードさん!?」

　慌てて肩に触れてみると、ひやりと冷たい。おまけに肌の感触が妙に固い。

　まるで本当に死んでいるようで、キャサリンは真っ青になった。

「たいへん！　お医者さまを！」

　ダムーがそっけないほどの調子で言った。

「ほっとけ。冬眠してるだけだ」

「冬眠!?」

「蜥蜴とかげだもの」

　ケイティがあっさり言って、説明してくれた。

　純血種の《蛇》や《蜥蜴》は深いダメージを受けると動きを止めて回復を待つように身体ができているという。この間、体温は下がり、身体は固くなり、冬眠そっくりの状態になる。そうすることによって回復が早まるのだという。

「アナザーレイスの爬虫類は普通でいう冬眠なんかしないんだけどね。ベラだって平気で雪の中を歩くのに、怪我をしたときだけは冬眠みたいな状態になるみたい。腕を切り落とされても一日で治るんだから便利なもんよ」

「単に節操なしなんだろ」

　と、これまたダムーの口調は苦々しい。

　キャサリンは不思議に思って尋ねていた。

「ダムーさんはベラフォードさんがお嫌いなんですか？」

　訊かれた本人はますます苦い顔になり、ケイティが吹き出した。

「ダムーが嫌いなのはね、蜥蜴よ。それ以上に蛇ね。こんな小さいのでも飛び上がって逃げるんだから。ベラは純血種じゃないから何とか我慢してるようなもんなんだけど……」

　ケイティはさもおかしそうに仏頂面の若者を振り返って言った。

「あんた、おかまも嫌いなんだよね」

「そんなもんが好きだったら俺は変態じゃねえか」

　いやそうな顔でダムーはもっともな正論を吐き、キャサリンはふと眉をひそめた。

「ケイティさん。今、純血種じゃないっておっしゃいました？」

「そりゃそうだよ。純血の《蜥蜴》に数十メートル先の人間が持ってる武器の種類を見分けることなんかできるわけがない。ベラは片親が《蜥蜴》の混血で、片親が《鳥》の混血だからね、そっちの眼を受け継いだんじゃない？」

　当たり前のようにケイティは言ったが、キャサリンは今度こそ驚愕して大きな声を発していたのである。

「待ってください。だってそれじゃ、どうして一度切られた腕がつくんですか!?」

　アナザーレイスには確かに様々な特殊能力がある。変身した姿そのままに《鳥》は空を飛び、《馬》は大地を駆ける。しかし、彼らは決して混血することはない。

　そもそもアナザーレイスとは人間が『変身する人々』につけた総称である。彼ら自身は自分たちのことを一緒にはしない。

「我々《虎》は……」とか「《狼》としての総意は……」という言い方をする。

　人間からみれば、動物の姿に変身するという意味において、どの種族でも同じものなのだが、彼ら自身は明確に同族と異種族を分ける。それだけの理由がある。

　なぜなら、種族の異なるアナザーレイスの間には子どもが生まれないからだ。

　ごく稀な例外として、近い属種に限った場合には誕生することもあるようだが、その場合も弊害があって生まれた子どもには生殖能力がない。

　この傾向は野生動物でも見ることができる。鳥と蜥蜴、犬と猫では交配は不可能だが、馬とロバ、獅子と豹ならかけあわせることができる。しかし、繁殖は不可能と言った具合にだ。

　その一方で、人間はどんな種類のアナザーレイスとの間にも子どもを残すことができた。

　ただし、生まれた子どもは異種人類の親の能力をまったく受け継がない。

　人間との間に誕生した混血児は《鳥》の子でありながら飛ぶことができない。《蛇》の子も地を這うことができない。《馬》や《鹿》の子も、彼らの最大の特徴である脚力を発揮できず、《虎》や《獅子》に至っては、牙はもちろん、一撃で骨をも砕く前肢の力も失ってしまう。

　彼らはどこからどう見ても、そして産まれてから死ぬまで人間そのものなのだ。

　人間と異種人類が出会ってすでに五百年になるが、こうした人間の特筆すべき性質を知った彼ら異種人類のほうが、

『こんな驚くべき「薄め液」がこの世に存在するとは思わなかった。まさに自然の驚異だ！』

　と、仰天し、不妊と出生率低下に悩む種族などは、

『我々は彼らを使って、親とは似ても似つかない子孫を残すことを優先すべきか、数の減少はまぬがれなくても、あくまで我々固有の能力を受け継ぐ子孫を残すことを最優先とするべきか、苦しい選択を強いられることになるだろう』

　と、まさに種族存亡に係わる問題を真剣に議論したくらいなのである。

　さらには、

『だいたい、生まれてから死ぬまで同じ姿で変身することができないなんて、あまりに異常だ。知能は自分たちに匹敵するようだが、なんて〈時代ステロ遅れタイプ〉な生き物なのか』

　と、軽蔑に近い驚きを持って、人間のことを評したようである。

　もちろんそれ以上に仰天したのが人間のほうで、

『彼らはいったい人なのか、獣なのか!?』

　という激しい議論が異人種との初の邂逅以来、現在まで続いている。

　そして、この人間との混血をインシード、異人種同士の混血──時に親以上の能力を持つが生殖能力のないもの──をブリジアンと呼んで、両者は明確に区別されている。

　だからこそ不思議に思ったのだ。ベラフォードの再生力、ケイティのジャンプ力、ダムーの膂りよ力りよくと脚力、どれも普通なら人間との混血児が持っているはずのないものだ。

　ブリジアンの間違いではないかというキャサリンの疑問に、ケイティは肩をすくめた。

「まあ、珍しいことは珍しいだろうけどさ。インシードも人間と同じで、どんな種類とも交配可能だからね。いったん薄まった血が逆に濃くなることもあるんじゃないの？　現にあたしがそうだよ。母親は純血種で、父親は《猫》の混インシ血ード。ただしこれも、ひいじいさんの一人が人間だったっていうだけの混血で、ひいばあさんも《猫》だし、二人の間に生まれたじいさんが結婚したばあさんも純血の《猫》だからね。人間の血なんかほとんど残っちゃいないくらいだ。それでも、あたしの父親は変身どころか爪も出せない。鼠も捕れない。どこからどう見てもステロタイプのままの、典型的なインシードだよ。なのに、娘のあたしは生まれたときからこの眼なんだから、変わり種としか言いようがないわ」

　ケイティの言うとおりだった。一度でも人間の血が入ったものは、その後どんなに純血種と交配を繰り返したとしても、やはり人間そのものの外見と能力でしかないインシードなのだ。

　それらの常識を思い出しながら、キャサリンは考えつつ質問した。

「では、ダムーさんも変わり種なんですか？」

「そ。こいつもかなり変でね。ごちゃまぜだって言ったでしょ？　ほんとにごっちゃごちゃよ。足はたぶん《馬》か《狼》の血で、馬鹿力は《獅子》だか《熊》なんだか本人にもわからない。もしかしたらどっかに爬虫類が入ってるかもね」

　縛ってあるダムーの黒髪がざわっと逆立った。

　徹底的に据わった顔つきで唸うなるように言う。

「ケイティ。てめえ。言っていいことと悪いことがあるって知ってるか？」

「何よ。やる気？　文句あるならそのへんから岩蜥蜴でも摑まえてくるけど」

「させるかよ。その前に動けないようにしてやるぜ」

「やれるものならやってごらんよ。このあたりには蜥蜴も蛇もごろごろしてるんだからね」

「おまえがそいつを摑まえるのが早いか、俺がおまえの足をへし折るのが早いかだな」

　狭い馬車の中に火花が散っている。いつ爆発してもおかしくない剣吞な空気だった。

　はらはらしながら見守っていたキャサリンが声をあげようとしたとき、ケイティがニーナを見やって言った。

「前見て操縦したほうがいいんじゃない？」

　ニーナはずっと後ろを見ながら固かた唾ずを吞んでいたのだ。慌てて手綱に集中した。

　その時にはもう、馬車に充満していた剣吞な空気は噓のように消え失せている。

　ダムーは眠そうに幌にもたれ、ケイティも手持ちぶさたの様子で自分の爪を眺めている。

　キャサリンは小さな安堵の息を吐き、用心棒の最後の一人について尋ねた。

「ヴィンセントさんはどうなんです？　やっぱり何種類か混ざっているんですか」

　これだけ変わり種ばかり揃っているのだ。この少年も普通ではないのだろうと思ったのだが、二人は真顔で首を振った。

「ヴィンスは違うよ。混血じゃない」

「こいつは純血種だ。ただし、何の種類かは言いたくない」

　実に苦々しい顔つきのダムーである。なぜなのか尋ねようとしたキャサリンに、ケイティがそっと目配せをした。つまり、この若者がとことん嫌がる種類ということだ。

　これまた意外だった。

　キャサリンは今まで一度も《蜥蜴》や《蛇》の純血種は見たことがない。しかし、名前から印象を想像することはできる。種類が種類だけにどこか冷たい感じのする、もしくはぬめっとした肌色の、どうしてもあまりかわいくない人を連想していたのだが、つくづく人は見かけによらないものだ。

「それではあの、ヴィンセントさんは時々そのう……変身なさるんでしょうか？」

　ダムーがまた髪の毛を逆立てて、壮絶な罵倒を吐く。

「冗談じゃない！　そうひょいひょい化けられてたまるか！」

「やかましいって。大丈夫。この子も少々特殊でね。純血種には違いないけど変身はしない。でなきゃダムーが我慢できるわけないからね」

「まあ、よかった」

　キャサリンもほっと胸を撫で下ろしていた。差別はよくないと思っても、きれいな丹頂鶴ならともかく、特大の蛇や蜥蜴はあまり嬉しくない。

　ケイティがさも楽しげに、そして残念そうに笑っている。

「おかまは別にしても、爬虫類ってだけでそこまで毛嫌いしなくてもいいのにと思うわけよ。蜥蜴なんてかわいいもんなのにさ」

　そんなケイティを見て、キャサリンはなぜか屋敷の飼い猫を思い出していた。

　白地に焦げ茶の縞模様を背中に乗せた彼女は、ほっそりしたきれいな猫で、鼠取りの名人でもあるのだが、一時期、蛇を捕まえることに熱中してしまい、たいへん困った覚えがある。

　蛇の独特な動きに大いに興をそそられるらしく、自らの尻尾を蛇そっくりに動かして調子をとり、次から次へと捕らえた獲物は大きいもので優に一メートル以上もあった。

　またこの猫は実に気前がよく、寝ている召使いのベッドの上や枕元に頻繁に獲物を振る舞い、メイドが何人も悲鳴を上げる騒ぎにもなったのだ。

「もしかしてケイティさんは蛇や蜥蜴で遊ぶのが好きとか……」

「大好き！」

　嬉々として答えたケイティである。きらりと眼を輝かせるその様子はまさに猫だ。

　ダムーは顔をしかめて再び身震いすると、荷物の間に背中を投げ出した。

「つきあってらんねえぜ。東へまっすぐやってくれ。日暮れまでには町に着けるだろ」

　キャサリンはぎょっとした。デューター半島は匪賊の横行する土地だ。その町というのは、まさか匪賊達の町なのではないかと思って焦ったのだが、ダムーは首を振った。

「人間の匪賊なんか、あの町には一人も入れねえよ。アナザーレイスの町だからな。お嬢さん、金は持ってるだろ？」

「ええ。ケイティさんにそう言われましたから……」

「じゃあ、今夜はホテルに泊まろう」

「ホテル!?」

　未開の地である荒野にそんなものがあるとは夢にも思わなかったので、キャサリンはさらに頓狂な声で叫び、ダムーはますます苦笑した。

「あんたたちの国だって旅行者がいるところにはホテルがあるだろ？　同じことさ。半島は、人間の匪賊が横行すると同時に、アナザーレイスの集落が点在する土地でもあるんだ」

「あんた、お金持ちだし、泊まるところがある限り、建物の中で休んだほうがいいと思うわ。野宿の最中にさっきみたいな連中に襲われたら、ひとたまりもないからね」

　ケイティも言い、やはり大きくあくびをすると、ベラフォードとヴィンセントの横で器用に丸くなった。

　ダムーも片膝を立てて抱えた姿勢のまま、すでに寝息を立てている。馬車は走り続けていて、ずいぶん揺れるのにお構いなしだ。

　キャサリンはとても眠れなかった。そっと動いて馭者席の横に座った。

「聞いた？　ニーナ。荒野の中に町があるんですって！　考えもしなかったわ」

「そんな吞気なことおっしゃって……。その町は異人種の町でしょう？」

　どんよりと暗い口調である。

「ホテルと言ったってどんなホテルだかわかったものじゃありません。食事だって、いったいどんなものを食べさせられるか……。わたし、肉食の異人種は草食の異人種を食べるって聞いたことがあります。出されたステーキが以前は人の姿をした、言葉をしゃべる牛の肉だったりしたら、どうしたらいいんです。そんなものを口にするくらいなら死んだほうがましですよ」

「ニーナ。それは彼らに対して失礼というものよ。彼らは動物の姿に変化することはあっても、決してけだものではありません。それに『牛の人』なんていないでしょう？　牛や豚は人間がつくりだした家畜だもの」

「でも、虎も狼も鹿を食べますし、時には馬も食べますよ」

　ニーナは頑固に言い募った。

　アナザーレイスには《虎》も《狼》も《鹿》も《馬》も実在する。

　だが、馭者席に座ったキャサリンは考え考え、言葉をつないだ。

「そうやって野生動物になぞらえて考えること自体、何か、違うような気がするの。だって、『虎の人』と『鹿の人』の住むところはずいぶん離れているはずよ。それでは毎日の食事にはしたくてもできないんじゃないかしら？　彼らは積極的に異種族と交流を持ったりしないし、変身したところは同じ姿に見えても、性質もずいぶん違うわ。野生の虎は繁殖期以外は完全な単独生活者で、テリトリーの外にはまず出ていかないって聞いたけれど、『虎の人』は家族と一緒に自分たちの村で暮らしているって。学校で習ったでしょう？」

「教わりましたけど、でも、本当に『虎の人』が畑を耕すところを見たわけじゃありません。彼らが普段の主食に何を食べているのか、確かめたわけでもないんです」

　まだ納得しかねる様子のニーナだが、キャサリンは笑って首を振った。

「もうよしましょう。偉い学者が何人もよってたかって何百年も議論し続けて、いまだに解決できない問題だもの。わたしたちに結論が出せるはずもないわ。親の能力を受け継ぐ混血は存在しないって、これもくどいくらい学校で習ったのに、ここに三人もいるんですものね」

「やめてください。今まで混血だから大丈夫だって思っていましたのに、これじゃ気の休まる暇がありません」

「そうかしら？　わたしはこれで安心して休むことができると思うわ」

　自分の旅の道連れが、頼むべき実力の持ち主であることを知って、キャサリンは満足だった。

　それに、彼らはなかなか愛すべき人たちでもある。この人たちは自分をヴィルドナに送り届け、報酬を受け取るときまでは味方でいてくれるだろう。手元には装塡した銃もある。

　それで充分だった。







「では、キャサリン・ウィンスロウは今もこちらに向かっているというのですか」

　その女性は落ち着き払って言った。

　口調だけならキャサリンのそれにも似ているが、声の深みと艶つやがまるで違う。

　ずば抜けて美しい妙齢の女性だった。やわらかい黒のシルクドレスに身を包んでいる。

　肩から膝までをほぼ同じ幅で裁たった、年齢の割にはシンプルなシックなドレスだが、身体からだの曲線を微妙に映し出しているのが艶なまめかしい。腰に飾られた赤い薔薇の造花が華やかな印象を添えている。

　最上等と思われるスイートルームを背景に、初老の従僕を傍かたわらに置き、天鵞絨張りの椅子に優雅に腰を降ろして足を組んでいる彼女の姿は実に絵になった。

「腕の優れたものばかりを十二人も雇ったと聞きましたが、それでもその娘を国元に追い返すことができなかったのですか？」

　穏やかに言う彼女の前には、四十前後に見える男が緊張して立ち、冷や汗を流している。

「申し訳ありません。その娘には護衛がついているとのことでして。インシードだそうですが、これが大変に手強く、純血種といっても差し支えないほどの能力の持ち主だったとか……」

　苦し紛れの弁明を聞いて、女性は完璧なまでに形のいい唇をゆっくりと吊り上げた。笑っているのだった。

「わたしはあなたよりはアナザーレイスのことを知っています。わたしの父はご存じのように、彼らの領域に近いところを拠点として働き、現在の財産を築きました。そうした環境に育ったわたしにはアナザーレイスやインシードの友人が大勢います。もちろん、インシードの特性についてもよく承知しています。一度でも人間の血が入ったものは親とは似ても似つかない──極端な言い方をすれば同族の血を引いているというだけの『ステロタイプ』そのものになってしまうのです。そのために一部の閉鎖的な群では人間との結婚を禁止し、混血児を排斥する傾向すらあるというのに、『純血種レベル』の『インシード』ですか？」

　冷ややかな口調だった。

　男はますます緊張して額の汗を拭ったのである。

「し、しかし、部下は確かに……。いえ、おまかせください。今度は必ず……」

「いいえ、もう結構です。どうぞ、お引き取りください」

　丁重ではあるが、有無を言わせぬ態度である。

　男がすごすごと引き上げていくのと同時に新たな客人が部屋に入ってきた。年頃は二十五、六、なかなか整った顔立ちの、風采の立派な男だった。

　椅子に座ったままの女性の前に跪いて、白い手に接吻を送る。

「ウィンスロウ嬢は意外に手強いようですね。レディ？」

　男の接吻に手を預けながら、その女性は素っ気ない口調で言った。

「他人の婚約者を奪うためにバナディスから半島を越えてくるような娘です。厚かましいのはわかっていましたが、ボディガードまで用意してくるとは、呆れてものも言えません」

「あなたを相手に本気で戦うつもりらしい」

「身の程知らずな……」

　目線を険しくした女性はもちろん、アンジェラ・ルビンスタインその人だった。

　ここはヴィルドナ最西端の都市、ルワナ。西部でももっとも大きな都市であり、一番半島に近い町だ。道路はきれいに舗装され、煉瓦と大理石の近代的な建築物が立ち並び、夜になればガス灯が輝く。ここは土の匂いをかけらも受け付けない、人間の街だ。

　その中でもルワナ・ホテルは優雅な外観と最高の調度品、自動昇降機や給水装置などの最新設備を備えた高層建築物である。

　アンジェラは五日前からこのホテルの住人だった。キャサリンが自宅を出たのとほぼ同時に、アンジェラも自宅を飛び出して、ルワナまでやってきたのである。

　お茶の盆を捧げ持った中年のメイドが現れて、アンジェラと客の前に茶器を置くと、従僕の隣に音もなく控えた。この従僕とメイドは、キャサリンにとってニーナがそうであるように、アンジェラの腹心の部下だった。主人に付き従って、このルワナまでやってきたのである。

　彼らの主人の、血のように赤く染めた唇が、ゆっくりと意図的な微笑をつくった。

　彼女の敵は西からやってくる。

　生意気な、ものの道理も知らない小娘。十年近くも前の戯れの約束を盾に取って、彼女から婚約者を奪うためにやってくる。

「できるだけ穏便に済ませようと思ったのに、困ったお嬢さんだこと。あくまでわたしを敵に回すおつもりのようね」

　ソファに腰を下ろし、長い足を組んだ男がおもしろそうに言う。

「それで、どうなさいます、レディ。今度は軍隊でも出動させますか？」

　あまりに気楽な物言いに、アンジェラの顔には軽い侮蔑の表情が浮かんだ。

「ベルナール卿。冗談でもそんなことはおっしゃらないように。つむじまがりのお嬢さんに、ご自分の軽率な行動を反省してもらうためだけの道具に、国家の財産を乱用しろと？」

「これは失礼」

　男はソファに座ったまま、気き障ざな仕草で大げさに一礼した。

「しかし、今度ばかりはあなたにとっても少しばかり相手が悪い。エリオット・ウィンスロウ卿はバナディスの著名人だ。問題の令嬢はその一人娘ですからね。むろん、女性としての魅力を競うのであれば、あなたの敵ではないでしょうが、さしものルビンスタイン男爵といえども、エリオット卿を敵に回したくはないでしょう」

「こんなつまらないいざこざに父を巻き込むことはできません」

　アンジェラの顔には怒りも無念さもなかった。嫣えん然ぜんと、女王の威厳を持って微笑んでいた。

「わたしとあの方との結婚は、父とマクシミリアン公爵さまとの間で正式に取り決められたことです。今さら、誰が何をしようと覆くつがえりはしません。それを、子どもの遊びと家同士の約束の区別もつかない、分別のかけらもない娘が図々しくも先約の権利を主張し、破約にしろというのです。わたしの独断で裁きますわ。それで充分です」

「ごもっともです。わたしも無論、そのために手を貸しますとも。それで？　どうします？　ウィンスロウ嬢が泣いて家に戻るようにすればよろしいのですかな」

「それだけでは不足ですね」

　再び悠然と女王の笑みを見せてアンジェラは言った。

「あの方はその娘に、ちょっとした品物を婚約の証として贈ったそうです。帽子の飾りか何か、天鵞絨のリボンに署名して渡したとか。むろん、幼かったあの方にとって、ままごとのようなものだったのでしょうが、わたしはそれをその娘の手元に残しておきたくないのです」

「なるほど。あなたの婚約者がかりそめにでも他の女性のものだったという動かぬ証拠ですからな。あなた自身の手で焼き捨てることをお望みですかな？」

「できれば」

　冷然とアンジェラは言い、ベルナール卿はにやりと笑って立ち上がった。

「必ずや、女王陛下のお心に添うようにいたしましょう。他人のものになってしまうとしても、あなたの麗しさには従わずにはいられないものがありますのでね」

「嬉しいことを言ってくださるのね。ですけど、ベルナール卿。あなたの手を煩わせる必要はないかもしれません。わたしもこんな侮辱を受けて黙っているつもりは毛頭ありませんので」

「ほほう？　第二弾を用意されたというわけですな。では、お手並み拝見と致しましょう」
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　キャサリンは緊張にごくりと唾を飲み込んで、目の前の建物を見つめていた。

　その隣に寄り添うようにして、ニーナが青くなって震えている。

　赤い大地をなお赤く染めあげた太陽はすでに地平線に沈んでいる。ただの人間の二人には、建物から洩もれる明かりがなかったら何も見えないところだ。

　そこは荒野の真ん中にあるとは思えないくらい立派な町だった。どの家も機械けずりの板を使って建てられ、窓には硝子がはまっている。家畜小屋を建てて馬を置いている家もあった。

　陽が沈んでも、通りには人の姿があった。扉を開放した酒場らしい建物からは陽気な音楽と歌声が聞こえている。ホテルは町中では一番大きな建物で、賑にぎやかな大通りを過ぎた町はずれに建っていた。二階建てのしっかりした造りで、裏は馬を放した牧場になっている。

　馬車を車庫に入れ、今まで走り続けてくれたランナーバードにも水と飼料を与えて休ませ、キャサリンたちはホテルの正面に回ったのだが、そこで足が止まってしまったのだ。

　ニーナは最初から後込みしているし、キャサリンにとってもこの建物の中に入っていくのは勇気のいることだった。手提げ鞄かばんの中にはしっかりあの銃をしまってある。

　身体からだを堅くして建物を見上げている二人の後ろで、豊かなテノールの声が、優しい女言葉でこんなことを言って寄越した。

「二人とも食事の前に顔と手を洗わなきゃね。そのままじゃレディが台無しよ」

　その通りだった。キャサリンもニーナも土つち埃ぼこりで真っ黒である。二人は顔を見合わせて同時に吹き出し、それで少し気が楽になった。

　入ってすぐの右手が受付になっていた。左手は食堂である。ちょうど夕食の時間のようで、扉越しにも食器の鳴る音や、大勢の人の楽しげな声が聞こえてくる。

　記帳を済ませ、キャサリンとニーナは受付の奥の小部屋で顔と手を洗わせてもらった。

　水道などはもちろんないが、その小さな部屋の洗面台には冷たくてきれいな水をなみなみとたたえた水差しと洗面器が置かれていた。壁の吊り輪にかかっている長いタオルも、真っ白な清潔なものだ。洗面台の下には使った水を空けるバケツが置いてある。

　ニーナはまずキャサリンのために洗面器に水を張り、キャサリンがよくよく顔を洗った後で水を捨て、今度は自分が顔を洗った。どちらの場合も洗面器の水は真っ黒になった。

　それからキャサリンはごわごわになってしまった髪をブラシでとかし、前髪には櫛くしを入れた。

　ニーナも同じように前髪をとかし、結い上げた髷まげの部分には水をつけてきれいに撫でつけた。

　そうして二人は思いっきりすまして、しずしずと食堂に入っていった。

　ここはアナザーレイスの町だとダムーは言った。しかし、テーブルについている人々は自分たちとどこも変わらない。姿形も服装も、食器を使って、器用に食物を口に運ぶ様子もだ。

　その料理にしても、テーブルに並んでいるものを見る限り、外見も匂いも知っているものばかりだ。少なくとも何を食べさせられるかという心配はしなくてすみそうである。

　キャサリンとニーナと四人の用心棒は一つの丸テーブルを囲んで夕食を取った。

　料理はすばらしかった。焼き立てのパンとつくりたてのバター。ヒッコリー・スモークの香りも濃厚なハムやソーセージ、たっぷりの肉汁をかけたじゃがいものマッシュ、香ばしいベーコンと玉とう蜀もろ黍こしと玉たま葱ねぎの煮込み、詰め物をした鶏にわとり、緑を散らしたチーズ、クリームの甘いカスタードパイにブルーベリーパイなど、こんなところでこんなごちそうに出会えるとは思っても見なかった。あんなに怖がっていたニーナでさえ、無我夢中で食事にしたくらいだ。

　飢えきっていてもキャサリンは食べ物をむさぼるようなことはしない。淑女らしく、品よく食事にしていたが、ダムーの食べっぷりには驚いた。手品のような食べ方なのである。

　分厚いステーキがダムーの前に運ばれてくる。キャサリンが自分のパイを切りわけて、一切れを口に入れる。そうしてふと目を上げると、もうダムーの皿は空っぽなのだ。

　あんまり速いので、最初は食べてしまったのだとは気がつかなかった。床に落としたのかと思ったくらいである。しかし、そこへまた前にもまして分厚い、血の滴るような肉が運ばれてくる。キャサリンがパイの一切れを味わっている間に、またもや肉は消えてしまう。

　お行儀の悪いことなのはわかっていたが、眼を丸くしてまじまじと見つめてしまった。

　ケイティは、ダムーとは打って変わってつつましく食事にしていたが、急に話しかけてきた。

「ねえ。お嬢さん。昼間の連中、変なこと言ってたよね。狙われてるのがわかってて、とか、あの恋文のこととかさ。なんであんなものを盗ろうとしたんだろう？」

「アタシもそれは不思議に思ったのよね。それ以前に、お嬢さまがあれを持ってるってことをどうして知ってたのかしら。そのことを知ってるのって、誰と誰がいるの、お嬢さま？」

「わたしの他には父とマクシミリアン小父おじさま、それに、フランツくらいです」

　キャサリンの答えを聞いて、ベラフォードはバターナイフを持った手の動きを止め、考える顔になった。

「だけど、そうなると話が難しくなってくるのよねえ。マキシー小父さまはあなたからこれを取り上げようとするはずがない。あなたのお父さまにしたって、あんな無茶はしないでしょう。残るのはフランツ本人だけってことになっちゃう」

　キャサリンは呆気にとられた。

「まさか、フランツがどうしてそんなことをしなければならないんです！」

「ベラが言ってるのはあくまで可能性だよ、お嬢さん。事実だけを並べてみよう。あの連中はあんたが半島を渡って来るのを知っていた。あの帽子の飾りのことも知っていた。ここでもう一つ問題になるのは、いくら本物の瑪め瑙のうと十四金とは言ってもだ。あれは十人以上で徒党を組んで強奪するほどの値打ちものじゃないってことだよ。さあて、そこでもう一つ問題になる。あんたから無理やりあれを奪い取って、いったい誰が得をするのか？」

　独り言のようなケイティの疑問に、まだステーキと取っ組み合っているダムーが答えた。

「案外、フランツって野郎は、アンジェラって女と結婚したいんじゃないのか」

「あんたって、ときどき鋭いこと言うよね。あたしも今それを考えてた」

「ダムーさん！　ケイティさん！　冗談でもそんなことはおっしゃらないでください！」

　啞然としていたキャサリンはようやく我に返って訴えたが、二人ともどこ吹く風である。

「だってさ、親父さんの公爵の意見は聞いたけど、当の本人の意見は、あたしらは知らないよ。あんただって知らないんだろ？」

「親父は息子にふさわしくないあばずれだと思っても、息子のほうはそのあばずれにすっかりいかれちまってるのかもしれない」

　ニーナが食事の手を止めて、不安そうにキャサリンを窺うかがっている。もしそうなら、この旅はまったく無駄なものになってしまう。

　しかし、キャサリンは首を振った。

「あり得ません。もし、フランツがその人との結婚を望んでいるのなら、あんな者達を使ってわたしを襲わせたりする必要はないんです。父が何と言おうと自分はこの人を選んだのだと、この人と結婚する意志は固いのだと、そう一言断ってくれれば、わたしは家を飛び出したりしませんでした。そのくらいのことはフランツも承知のはずです」

「そりゃそうだな」

　ダムーはあっさり納得し、ケイティは難しい顔になった。

「でも、それだとますます話は厄介だね。いったい誰が、あんな連中を雇ってまで……」

　ベラフォードも気遣わしげに言う。

「理由はともかく、名指しにされたのは間違いないわけだしね。さっきの拳銃はお嬢さまには大きすぎるけど、腰につるしておいたほうがいいんじゃない？」

　頷いたキャサリンだった。淑女が腰に拳銃を下げるなんてとんでもないと、お作法の先生は血相を変えて言うだろうが、命あってのものだねだ。

「この町には革細工の店はありますか？」

「ベルトに穴を開けるだけなら、受付で何か貸してくれるんじゃないか。余分の革を切るのは俺がやってやるよ」

　そこでキャサリンは食後の紅茶を飲み終えてしまうと、まだ食事を続けている彼らに断って席を立ち、馬車からガンベルトを取ってきて受付へ行った。

　受付の男はキャサリンを愛想よく迎えてくれたが、錐きりか、穿孔機パンチを貸してくれという言葉に首を傾かしげてしまった。

「はあてね。そんなものがあったかな？」

「これに穴を開けたいんです」

　ホルスター付きのガンベルトを差し出すと、受付の男は眼を丸くした。

　無理もない。ずっしりと重いベルトの輪には四十四口径の実包がずらりと差してあるのだ。

「こりゃまたずいぶんな大物ですな。お嬢さんがお使いなさる？」

「使わずにすめば越したことはないんですが、とりあえず腰に下げられるようにしたいんです。このままでは緩すぎますので」

「そういうことでしたら革職人の店が近くにあります。今夜はもう店じまいしてるでしょうが、明日にでも行ってみるといい。すぐにやってくれますよ。──いや待った」

　受付の男はキャサリンの背後に眼をやって言った。

「やあ、ヘンリーさん。いいところにいらした。ちょっと頼まれてくれませんか。これに穴を開けてほしいんですよ」

　男の視線を追ってキャサリンは背後を振り向いた。瞬間、心臓が跳ね上がった。

　全身の毛穴からどっと汗が噴き出したのが自分でもわかった。

　ほっそりと背の高い人がこちらへやってくる。

　古代の人々が愛用したトーガをゆったりと身に纏まとい、流れるような動きで歩いてくる。

　大抵のことにはびくともしないキャサリンだが、その人の姿を前にしたときだけは、とても冷静ではいられなかった。我を忘れて悲鳴を上げそうになった。

　その人には髪の毛がなかった。眉毛も、鼻も、耳すらもなかった。のっぺりした顔の全体が黒と茶色の鱗に覆われ、鈍い色に光っている。二つの小さな穴が開いている鼻の部分から顔の下半分にかけてがぐうっと前に突出し、到底、人の顔かたちとは思えない輪郭をつくっている。

　首の部分は顔と違って白っぽいが、そこに見えるのは間違いなく蛇じや腹ばら模様だ。口には少しの赤みもなく、そもそも唇というものがない。顔を真っ二つに分けるように描かれた一本の線でしかない。耳まで裂けている一本線の口から二股に別れた長い舌がちろりと覗いて引っ込んだ。

　何より決定的なのはその人の眼だった。一度も瞬きをしない。したくともできないのだ。

　その人には瞼まぶたがなかったのである。

　丸い眼がん窩かに、黄色い硝子ガラス玉のような眼球が塡め込まれているだけの眼だった。

　ケイティの眼と違って夜になってもその瞳孔は針のように細く鋭い。何を考えているのかまるでわからない、心を少しも映さない無機質な眼だ。

『蛇の人』だった。

　パニック寸前のキャサリンを、その人は瞼のない眼で見下ろして言った。

「何かお困りですか。お嬢さん？」

　どこからこんな声が出てくるのかと思うような、豊かな、魅力的な声である。顔を見る限り、さっぱり年齢がわからないが、声を聞くと、まだ若い男性のようだった。

　しかし、父から台風娘とからかわれるキャサリンも、今度ばかりはそう簡単には立ち直れなかった。逃げ出さずにいられたのが信じられないくらいだが、何のことはない。足ががくがく震えていて動かないのだ。心臓は爆発寸前だし、頭の中は真っ白だ。

　受付の男のほうはいっこうに平気で、震えているキャサリンの手からガンベルトを取り上げ、その人に指し示したのである。

「実はね。お嬢さんはこのベルトが緩すぎてずり落ちてしまうと言うんですよ。この辺に一つ、穴を開けてやってくれませんか。それでちょうどよくなると思うんだ」

　蛇の人は細くて長い手でベルトを受け取った。その手の甲にも濃い茶色の鱗が浮いている。

　瞬きしない眼や鱗に覆われた肌など、表情を見分けるのに非常な努力を要する部品の数々が邪魔をして、よくわからなかったが、その人は首を傾げたか、顔をしかめたかしたようだった。
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「こんな物騒なものをあなたのようなお嬢さんがお持ちになるのはどうかと思いますが、わたしでよければお役に立ちますよ」

　本当なら、お願いしますと言わなければならないところだが、とても声が出ない。頷くのが精いっぱいだった。

　すると、その人はガンベルトを自分の口元へ持っていったのである。

　耳元まで裂けるかと思うほどの口の中にまぎれもない蛇の牙がのぞき、その人はゆっくりと革を嚙んだ。鋭い牙を錐の代わりにして、器用に穴を開けたのである。

「これでよろしいですか？」

　ベルトを返してもらっても、キャサリンは身体を固くしたまま、大きく喘いでいた。

　心の中ではこんな事ではいけないと思っていた。この人は姿形は恐ろしく不気味だが（それはもう正視するのが耐えられないほどだが）紳士らしい立派な態度で、見ず知らずの自分に親切にしてくれたのである。お礼を言わなければいけないのに、舌も身体も硬直しきっていて、どうしても自分の自由にならないのだ。

　キャサリンが答えないので、その人は軽く頭を下げて通り過ぎていこうとし、ちょうど食堂から出てきたケイティと顔を合わせる格好になった。

　ケイティは蛇の人を見て眼を丸くした。

　蛇の人もケイティを見て、ちらりと舌を出した。

「ヘンリー！」

「やあ。ケイティ。久しぶりだね」

「懐かしいわ。そうか。もう脱皮の時期なんだね」

「おかげで、せっかくのきみの顔もよく見えないんだよ。元気そうだね」

　キャサリンの見ている前で、二人は親しげな抱擁を交わしている。ちろりと伸びた長い舌はケイティの顔をなめんばかりだったが、ケイティはいやがる様子もない。

「用心棒稼業は順調なのかい？」

「まあね。今はこのお嬢さんをヴィルドナまで届けるとこなの」

「この人を？」

　瞼がないヘンリーは目を見張ることもできない。それでも興味を持った様子でキャサリンを見下ろした。

　キャサリンは深々と空気を吸い込んで吐き出すと、武者震いして一歩進み出た。今こそ言わなくてはいけない。

「どうも、ありがとうございました。とても、助かりました」

　声が震えていたが、どうにか言うことができた。

　真っ青な顔のキャサリンと旧友との間に立ったケイティが、はたと手を打った。

「そうか。お嬢さんは《蛇》の脱皮を見るのは初めてなんだ？」

「ええ。蛇の人を見たのも初めてで……驚いてしまって。失礼をして申し訳ありません」

　その人は一本線のような口の両端を微妙に変化させた。微笑を浮かべたようだった。

「初めて見たのに、悲鳴を上げなかったとは上出来ですよ。《無ノン形フオー種マー》のお嬢さん。わたしは《蛇》のヘンリーです」

「よろしく、ヘンリーさん。キャサリン・ウィンスロウです」

　キャサリンが名乗ると、ヘンリーは濁った硝子玉のような眼を鈍く光らせた。

「失礼ですが、バナディスのエリオット・ウィンスロウ卿のご令嬢ですか？」

「はい」

　反射的に頷いたキャサリンだが、ちょっと不思議に思った。父はバナディスの要人だから、名前を知られていてもおかしくないが、ヘンリーの口調には何か引っかかるものがあった。

　この時、新たな客人が、さっと扉を潜ってホテルに入ってきた。

　その人を見たキャサリンの眼はまたまた丸くなってしまった。

　今度の人は、少なくとも顔かたちは尋常だった。性別は女性で、年歳は二十代半ばくらいに見えたが、恐ろしく大胆な服装をしていた。肩も腕も地肌をむき出しにして前掛けのような一枚布（ホールターというものだと後で教わった）で身体の前部分を隠している。だぶだぶのズボンを荒縄のようなベルトでかろうじて胴体にくくりつけ、足は裸足のままだ。

　しかし、キャサリンが本当に驚いたのはそんなことではない。

　その女性は背中に羽を持っていたのである。

　立派な翼だった。肩けん胛こう骨こつのあたりから盛り上がり、きれいな線を描いて、羽先は膝の下まで流れている。身体をすっぽり覆ってしまえるほど大きなものだ。

　一瞬、天使が現れたのかと思ったが、その翼は白くはなかった。光沢のある濃い茶色の羽は鷹や鷲を思わせる。女性の持つ雰囲気もまさに猛禽類のもので、金色に光る眼孔は鋭く、猛々しい。その眼がロビーにたむろしていたキャサリンたちを認めて、ふと微笑んだ。

「ヘンリー。ケイティ。珍しいじゃない。あんたたちが一緒にホテルにいるなんて」

「そっちこそ一人でどうしたのよ」

　ケイティが笑って進み出て、また抱き合った。

　その人は両手でケイティを抱きしめている。メアリの伯父さんの丹頂鶴は明らかに腕が翼に変化していたのだが、この人は違う。腕は腕でちゃんとある。

　しかし、あんな大きな翼を背中に生やしていたのでは、椅子に座るのも、ベッドに寝るのも大変だと思って見ていたら、驚くべきことが起きた。一度、羽ばたくように翼が広がったかと思うと、女の人の背中を覆っていたそれが急に消えてしまったのである。

「まあ！」

　キャサリンは思わず声を上げていた。

　後はもう、どこから見ても鳥の人とはわからない。風変わりな服を着た女の人がいるだけだ。

　ケイティはその女の人をキャサリンに紹介してくれた。《隼はやぶさ》のマーシア。ヴィルドナから飛んできて、これからご主人と合流するところだという。

　キャサリンはきちんと自己紹介できたかどうかも忘れていた。いったいあの翼をどうやって消したのか、それが気になって仕方がなかったのである。ところが、マーシアもキャサリンの名前を聞いて眉をひそめた。

「あなた、もしかして、マクシミリアン公爵の次男と婚約しているっていうお嬢さん？」

　ここまで来るとさすがに捨て置けない。

　キャサリンもケイティも思わず二人に迫った。

「どうしてそのことをご存じなんですか？」

「あんたたち、何か知ってるなら教えてくれない？　このお嬢さんをヴィルドナへ行かせたくない連中がいるみたいなんだけど、あたしらには理由がさっぱりわからないんだよ」

《隼》のマーシアと《蛇》のヘンリーは顔を見合わせた。

「これはどうやら、詳しいことを話したほうがよさそうだな」

　ヘンリーが言い、ケイティも頷いた。

「ぜひ、そうして。このお嬢さん、お金持ちだから、食事代くらい持ってくれるよ。その前にちょっと待ってて。危険物を片づけるから」

　ケイティの言う危険物とはもちろんダムーのことである。小さな蛇でも飛び上がるくらい嫌いなのに、『等身大』の蛇の顔など間近で見られるわけがない。

　二人が食堂に戻ってみると、ダムーは七面鳥の丸焼きという大物に挑戦していた。さんざんステーキを食べた後だというのに、いったいどういう胃袋をしているのかと思う。そもそも、この身体のどこにこれだけの食べ物が入るのか、大いに疑問だった。

　ケイティはまっすぐテーブルに戻り、ダムーを急かして立たせようとした。

「ちょっと、そこどいて」

「何だよ、いきなり」

「いいから早くどきなって。それだけ食べればもう充分でしょ」

「冗談。やっと腹八分目だぞ」

　あくまで皿にしがみつくダムーに、ケイティは冷たく言った。

「いいの？　ヘンリーが来るんだよ」

　とたんにダムーは立ち上がった。結った長髪が一気にざわっと逆立ったようにさえ見えた。

　食堂は夕食時のピークも過ぎて、空席が目立つようになっている。

　しっかり食べ物を抱えて入り口から一番遠いテーブルに向かいながら、ダムーは壮絶な声で言った。

「絶対に近寄るなって言っておけよ」

「わかってるよ」

　一方、キャサリンはニーナの手を取って、先に二階へ上がるように言い聞かせていた。

　ヘンリーと正面から顔を合わせるのは無理だろうと思ったのだ。しかし、忠実なお相手役は頑として首を縦に振らない。お嬢さまより先に休むことなどできませんと言うのである。

「ニーナ。今そこに、ケイティさんのお友達の、アナザーレイスの人が来ているのよ。その人からお話を伺わなければならないの。ニーナはアナザーレイスが恐いでしょう？」

「恐いですけど、でも、ちょっとくらいなら我慢できます。我慢できなくて逃げ出すようならこの旅のお供はしていません」

　さあ困った。自分でも我慢できないような人だから言っているのだが、そうしているうちに、ケイティはヘンリーとマーシアを呼びに行ってしまった。

「ニーナ。気をしっかり持ってね。間違っても悲鳴を上げたり、取り乱したりしては駄目よ。多少──いえ、はっきり言って、かなり独創的なお顔の方なの。でも、とてもいい方だから」

　ベラフォードが納得したように頷いた。

「はあん。なるほど。脱皮前なのね、ヘンリーは」

　これが利いた。ニーナは何とも珍妙な顔になって、おそるおそる問い返したのである。

「なんて言いました……？」

「見たことないかしら？　野生の蛇は大きいのも小さいのもみんな脱皮するでしょう。彼らもそうなのよ」

　あっさり言って、青年は楽しそうに付け加えた。

「脱皮なら《蜥蜴》もするけど《蛇》のように芸術的には脱げないのよね。《蜥蜴》の脱皮は垢の大きいのがぽろぽろ剝がれる感じで、あんまり美しくないんだけど、彼らの脱いだ皮って、ちょっとした見物なのよ。ほんと、きれいに一ひとつながりになっているんだから」

　すでに顔が引きつっているニーナに向かって、今度はヴィンセントが大真面目に言う。

「野生の蛇で、半分脱げかけているのを見ると、脱げた尻尾のほうを摑んで引っ張ってみたくなりませんか」

　ベラフォードが呆れたように言い返す。

「どうしてそういうよけいなお節介をしようとするのかしら。蛇にしてみればいい迷惑だわ」

「だって、みんな、すごく大変そうに脱いでるんだよ。手伝ってあげたほうがいいような気がするんだけど……」

「お話にならないわね。あんただって生なま皮かわ剝がれるのなんかいやでしょう」

「あれ、生皮っていうのかなあ？　生でなくなったから脱いでると思うんだけどな」

「へりくつこねるわねえ。脱ぎ終わるまでは生皮じゃないの」

「ネズミヘビの抜け殻なんか、レース編みみたいできれいなんだよね。ぼくは好きだな」

　ニーナはだらだら汗を流しながら、ぎくしゃくと食堂の入り口を振り返ったが、そこにいたヘンリーの姿を遠目に見ただけで、椅子を蹴って立ち上がった。

　悲鳴を上げなかっただけでも上出来である。

　ニーナは逃げるように食堂の端へ向かうと、こちらに背を向けて座っているダムーの横に、どすんと腰を下ろした。等身大の蛇よりはインシードのほうがましということらしい。

　ヘンリーは相変わらずゆっくり歩いてきて、テーブルの二人に挨拶をした。

「やあ、ベラフォード。ヴィンセントも元気そうだね」

「久しぶりね。ヘンリー。皮を脱ぎに来たの？」

「ああ。たぶん、今夜あたりだと思うんだよ。この頃は荒野も物騒でいけないからね。建物の中なら安心して脱皮できる」

　キャサリンはごくりと唾を飲み込んだ。朝日に照らされた部屋の床に、特大の蛇の抜け殻がべろんと伸びている光景をつい想像してしまったのである。慌てて頭の中から追い払った。

　見た目は恐ろしくとも、物静かで穏やかなヘンリーは慎ましやかに腰を下ろし、食堂の端で固くなっているダムーの背中を曇り硝子の眼で捕らえて、首を傾げた。

「わたしは相変わらず、彼には嫌われているらしいね」

　席に着きながらケイティが言う。

「ほっときなさいよ。ダムーは爬虫類なら何でも嫌いなんだから」

「やれやれ、つれないね。わたしは何も蛇に生まれようと思って生まれたわけではないのだがね」

　すると、ヘンリーの横に座ったマーシアが笑った。

「俺も嫌いになろうと思って蛇嫌いになったわけじゃない、だってさ。気にすることないわよ、ヘンリー」

　キャサリンは驚いてマーシアを見、優に十メートルは離れたところで、こちらに背を向けているダムーを見た。さらにもう一度、マーシアに問いかけの眼を向ける。

　これだけ距離があって、しかもこちらに背を向けての呟きだ。普通なら聞こえるはずがない。

「《鳥》はね、特に眼と耳が発達してるの。この距離なら厨房のおしゃべりも聞こえるわよ」

　マーシアは長い距離を飛んできておなかが空いているとかで、さっきのダムーと同じように分厚いステーキにかぶりついた。『鳥の人』というと無意識に白鳥や白しら鷺さぎ、あるいはメアリの伯父さんのような丹頂鶴を想像していたが、この女性は間違いなく猛禽類だ。

　一方のヘンリーは脱皮前は食欲がないとかで、パンとコーヒーだけの簡単な食事をゆっくり味わっている。

「わたしはマーシアとは逆に、この状態では眼と耳はほとんど利かない。無形種の基準で言うなら、弱視で難聴というところだろうな。脱皮した後、音楽を聴くのが楽しみだよ」

　それでも遠く離れたダムーを見分け、友人たちと言葉を交わしている。どうやらヘンリーは人間とは違う器官でものを見、音を捕らえているらしい。

「ところで、さっきの話ですが、お嬢さん。どうやらあなたは、今の自分が大変な有名人だということをご存じないようですね」

　ステーキを咀そ嚼しやくするのに忙しいマーシアも言う。

「ヴィルドナ社交界ではちょっとした話題になってるわよ。名門マクシミリアン公爵の次男に二人の花嫁現る！　ってね」

　さすがにキャサリンも絶句した。

　まさか自分の行動が、しかもこんなに早いうちに、ヴィルドナ社交界に知れ渡っているとは想像もしていなかった。いったいどうしてそんな噂が流れたのか不思議だったが、マーシアはキャサリンの疑問に肩をすくめた。

「噂の出所なんていつも不明と相場が決まっているものよ。何でも、もう一人の花嫁は新興の男爵のお嬢さんなんだって？　あたしが聞いた話だと、その男爵令嬢と問題の次男が結婚することはほとんど決まりかけていたのに、そこへもう一人のお嬢さんが──つまりあなたが──遠路はるばるバナディスから殴り込みをかけに来るっていうんだから、そりゃあ、物見高い連中にはたまらないでしょうよ。上流階級の人間なんて馬鹿な暇人ばっかりだからね。どっちがその男をものにするかで賭の対象にもなってるみたいだったわ」

「まあ……」

　人の一生を左右する問題を取り上げて興味本位に騒ぐ人々にキャサリンは憤りを覚えたが、その横でケイティが含み笑いを洩らした。

「ま、殴り込みといえば殴り込みかもね」

「ケイティさん！」

「ようやくわかったよ。どんな手段を使ったにせよ、袖そでにされそうになっている当の本人は、このお嬢さんの動きをとっくに知ってたわけだ。そりゃあ、穏やかじゃないだろうね」

　ヘンリーが頷いて言う。

「確かに、大ニュースになっているようだった。わたしは向こうからきた友人が持っていた新聞を読んだんだが、それによると、ルビンスタイン男爵は公爵家に不義理をされたというので、かんかんに怒っているらしい。その父親以上にお冠かんむりなのが当のミス・ルビンスタインで、何が何でもフランツと結婚してみせると、大変な剣幕なんだそうだ。気の強い人のようだし、またマクシミリアン家の次男は有名な美男子だからね」

「どうやら、決まりだね」

　ケイティが冷ややかに言い、

「ま、また襲われるのかな？」

　ヴィンセントは早々と青ざめ、

「それにしても、ずいぶん単純な頭をしてるのねえ。お嬢さんを止めれば何とかなると本気で思っているのかしら？」

　呆れたようにベラフォードが首を傾げる。

　彼らの意見がまとまるより先に、マーシアが口を挟んだ。

「あれだけの装備はただのならず者には持てない。まず、その何とか家が差し向けてきた連中だろうって、ダムーが言ってるわ。お嬢さんが来ない限り、チャンスはまだあるが、来られてしまったらそれでおしまいだから。だって」

　もっともな意見だが、キャサリンは、一人離れた席に着いているダムーが、自分たちの話の一部始終を聞いていたことに驚いた。マーシア同様、彼も並外れた耳を持っているらしい。

　ヘンリーがちらりと二股に裂けた舌を覗かせ、ダムーの背を見て穏やかに言った。

「マーシアがいるおかげで話をするのに不自由はしないが、さみしいよ。こちらのテーブルに来てはくれないかね」

　そのマーシアは笑い出したいのをこらえているような顔で言った。

「死んでもお断りだ。だって。あきらめなさいよ、ヘンリー」

「そうよ。男は引き際が肝心よ」

　ベラフォードが悔しそうに言い、彼らはどっと笑い転げた。

　キャサリンも釣られて笑いながら、自分のテーブルの実に風変わりな顔ぶれのことを考えた。猫に鳥に蛇に蜥蜴だなんて。それらが同じ席について仲良く談笑しているなんて。

　野生の猫は鳥を食べる。蛇だって鳥の卵や雛を食べる。でも猛禽類は蛇を食べるし、小鳥や蜥蜴も食べる。蛇も大きいのになれば猫を一吞みにしてしまう。

　なんだか不思議だった。自然界の食物連鎖は忘れなければならないとあらためて思った。

　彼らは間違いなく人間だわ。と、キャサリンは思う。

　異種アナザー人類レイス──その呼び名が示すとおり、自分たちとは違う種類の人類なのだと、生物学者が一説として唱えているように遠い昔に人間と別れてしまった人々なのだと（ヘンリーを見るとちょっと自信がなくなるが）認識することにした。

《猫》のケイティが《蛇》のヘンリーに質問する。

「さっきもちょっと話してたんだけど、肝心のフランツの意思はどうなってるわけ？」

「それがはっきりしない。そもそも彼はアンジェラ嬢と、ろくに口もきいたことがないはずだ。貴族社会に属する人たちはいまだに中世時代の習慣をかたくなに守って、縁談に本人の意思は関係ないという方針を取っているからね」

「そのアンジェラってお嬢さんはどうしてもフランツでなければいやだと言ってるのに？」

「だからこそ、ルビンスタイン家はその財力にものを言わせて、なりふり構わずに、この人のヴィルドナ入りを阻止するつもりでいるんじゃないのかな」

　六人が座っているテーブルが、しんと静まり返った。

　用心棒三人は顔を見合わせ、ベラフォードがキャサリンに尋ねた。

「どうする？　お嬢さま。それでもヴィルドナへ行く？」

「当たり前じゃありませんか！」

　キャサリンは驚いて言い返した。

「小父さまとフランツがそんな困った状況に置かれているのに、見捨てることはできません。わたしで役に立つのなら喜んで参りますわ」

「ずいぶん危険の大きい人助けになるわよ」

「わかっています。だからこそ、みなさんをお雇いしたんじゃありませんか。現に今日だって、みなさんはわたしを守ってくださいましたでしょう？」

　なのに、どうして今になってそんなことを言い出すのか、意外だった。疑問にも思ったが、キャサリンのその疑問に用心棒たちは誰も答えようとしない。マーシアが代わって言った。

「あなたもそのうちの一人に入るのかもしれないけど、ステロタイプ──っと、無ノン形フオー種マーって言わないといけないんだっけ。あなたのように変身しない種族のことだけど、その中でも、お金持ちって言われるような連中はね、最後の手段として必ずあたしアナザーたちレイスを使ってくるのよ。現にあなたも彼らを用心棒に雇ったわけでしょ？」

「でも、それは、わたしが自分の身を守るためにお願いしたことですわ」

「同じよ。自分の欲求を満たすために、他人を使ってやらせるっていう意味ではね。情けない話だけど《鳥》の中にもそういう無ノン形フオー種マーに金で雇われて悪事を引き受けるような連中がいるの。《鳥》は普通夜目が利かないけど、種族によっては夜でも見えるのがいるし、飛んで逃げればいいわけだからね」

「我々は無形種よりはるかに強靱にできている。もしくは彼らにない能力を持っている。それだけに誘惑に負けやすいのだろうね。無形種の社会では金さえあれば、たいていの望みは叶う。嘆かわしいことだよ。せっかくこれまで築き上げてきた友好的な関係をそんなことで台無しにするのはね。しかも、盗みくらいですめばまだいい。我々にとって無形種を殺すのは、相手が武器さえ持っていなければ、家畜を殺すよりはるかにたやすいことなんだ」

　淡々とした口調だけに、かえって恐ろしいヘンリーの言い分だった。

「でも、ルビンスタイン家がいくら血迷ったとしても、わたしを殺すことなどできませんわ。昼間の賊もはっきりそう言いましたもの。ウィンスロウ家に喧嘩を売るつもりはないって」

　キャサリンはようやくのことでそう言ったが、ケイティは相変わらず難しい顔である。

「そうはいってもねえ。危ないことには違いないよ」

「みなさんがついていてくださっても、ですか？」

　ベラフォードとケイティは顔を見合わせて肩をすくめた。

「あんたをお守もりしてヴィルドナに届けるだけならそう難しいことじゃない。危ないところを避けていけばいいわけだし、ちょっかいを出そうとする連中がいたにしても、それが人間なら、まあ、何とかなるよ。今日のように話をつければいいわけだからね」

「だけど、次から次へと、金で雇われた荒事専門の純血種に襲いかかってこられるとなると、話は全然違ってくるわよ。純血種とインシードじゃ、普通は勝負にもならないもの。はっきり言って自信ないわ」

「でも、みなさんはあんまり普通ではありませんでしょう？」

　キャサリンは食い下がった。本来のインシードであれば、小間使いのメアリがそうであるように、外見も能力も人間と何ら変わらないはずなのだ。しかし、ベラフォードの腕はもう何の支障もなく動くようだった。細くて長いきれいな指で前髪をかきあげている。

「確かにね。アタシたちみたいなのは突然変異の部類に入るらしいわ。おかげで相手が人間や、同じインシードなら何とかなるけど、徒党を組んだ純血種が相手となると……。それも肉食の連中や《熊》なんかが出てくるとなると……」

「遠慮したいね。そんなのと顔を合わせるのはさ」

「そんな！」

　意外な成りゆきにキャサリンは蒼ざめた。ここはもう荒野の真ん中である。今ここで彼らに見放されるかと思うと、ぞっとした。心底、恐ろしかった。

　しかし、彼らの足下に跪ひざまずいて救いを乞うのなどまっぴらである。次に猛烈に腹が立った。

　報酬こそ未払いだが、彼らは自分をヴィルドナへ送り届けると約束したはずである。なのに都合が悪くなってくると、その約束を反ほ故ごにしようというのだ。

　血の気の引いた顔にみるみる血が上る。その勢いのままキャサリンは昂然と言ってのけた。

「よくわかりました。あなた方が臆病風に吹かれたというなら、わたしは一人でヴィルドナまで行ってみせます。わたしは何の力もない、ただの人間の娘ですけど、一度決めたことを翻ひるがえすような弱虫でも、知人の窮地を見て見ぬ振りをするような卑怯者でもありませんわ！」

　がたんと音を立てて立ち上がったキャサリンをヘンリーが止めた。

「お嬢さん。そう興奮しないで席にお着きなさい。彼らはあなたのためを思って言っているんですよ」

　落ちついた、物静かな声だった。

　その声に癒されるように、キャサリンの心に冷静さが戻ってくる。こんなことで取り乱した自分を恥ずかしく思いながら席に着いた。

　すると、キャサリンを心配そうに窺っていたヴィンセントが、おずおずと話しかけてきた。

「あの、キャサリンさん。怒らないで聞いてほしいんですけど、それはよしたほうがいいです。一人で行くなんて絶対にやっちゃ駄目です。荒野は広くて、誰もいないように見えますよね。ぼくは寝てたから知りませんけど、今日もあれから何もなくてここまで来れたみたいだし……運がよかったとも言えると思いますけど。でも、本当は、荒野のあちこちには、自分たちの集落にいられなくなった純血種がいっぱい隠れてるんです。なんでいられなくなったかって言うと、ボス争いに負けたとか、悪いことして追い出されたとかなんですけど、とにかくそういうのがいっぱいいて、人間の匪賊と旅行者の取り合いをしてるんです。もし、キャサリンさんが一人で、ニーナさんと一緒でもですけど──その場合はもっと悪いんですけど、ヴィルドナへ向かったりしたら、たいていの純血種は鼻が利きますから、絶対逃げられません。殺されるとかじゃないんですよ？　だからってお金を取られるわけでもないんですけど、つまり……」

　キャサリンは眼を丸くして、しどろもどろになっている少年を見つめていた。一方のヴィンセントも思いきったように顔を上げて、一息に言った。

「つまり、ええと、ごめんね、ヘンリー。たとえ話に使わせてください。ヘンリーはどんなに女の人にもてなくてもマーシアを口説いたりしません。アナザーレイスは基本的に同じ種族の異性にしか、そのう、反応しないからです。だけど、人間の女の人はどの種族の男にとっても『女』なんです。でも、この荒野に人間の女の人なんか普通いませんから、彼らにとって若い女の人の旅行者なんて、ものすごく貴重なんです。もちろん、人間の匪賊にとってもです」

　キャサリンは耳たぶまで真っ赤になった。

　わかっていたはずのことなのに、天使のようなこの少年の口からこうもあらためてはっきり聞かされると、どうにも気まずいものがあった。ヴィンセントもなめらかな頰から首まで赤く染めて、もじもじと居心地悪そうにしている。

　ベラフォードが感心したように、そんな少年を誉めた。

「偉いわ、ヴィンス。よくあんな長い台詞言えたわね」

「しゃべってるうちにわけわかんなくなっちゃった。ちゃんと言えたかどうか自信ないけど、そういうことです」

　キャサリンはようやく顔を上げて、小さな声で詫びた。

「ごめんなさい。そのくらい、わかっていなければいけませんでしたのに……」

　ヘンリーが（その顔からは限りなく想像しにくかったが）優しく笑いかける声で、キャサリンに話しかけた。

「お嬢さんはせっかくあんな大物の拳銃をお持ちなのだから、有効に使うべきですよ。同族の女性に相手にされないことを恨んで、非力な無ノン形フオー種マーの女性を腕力で屈服させようとするような輩にはね、かまいませんから風穴を開けておやりなさい。いい薬になるでしょう」

「本当にね」

　マーシアも同意した。

「あたしも銃は好きじゃないけど、無形種の女の子には武器が必要だと思う。めったやたらにぶっ放されるのは困るけど、こんなところじゃ自分で自分を守るしかないんだから」

「しかしだ、言わせてもらえば拳銃一丁ではやはり不充分だよ。はぐれた純血種はもちろん、荒野には無形種の匪賊もいるんだ。しかも、こちらは徒党を組んで襲ってくる。一人か二人は倒せても、お嬢さん一人ではどうにもならない」

　キャサリンは唇を嚙みしめていたが、きっと顔を上げて、用心棒の三人を見た。

「それでもわたしの意志は変わらないと申し上げたら、あなた方はどうなさいますか。一緒に来てくださいますか。それともここで契約を取り消されますか」

　三人は眼を丸くして、まじまじとキャサリンを見つめた。キャサリンも冷静に彼らを見つめ返した。その顔はどんな言葉よりも雄弁に、紛れもない本気だと語っていた。

　ヴィンセントは何か言いかけて止め、ケイティは軽く肩をすくめ、そしてベラフォードが、食堂の端を向いて問い掛けたのである。

「どうする？」

　キャサリンも釣られてそちらに眼をやった。ダムーはかたくなに背を向けたままだった。

　振り返ってヘンリーの姿を眼にするのがいやなのだろう。

　距離ざっと十メートル。普通ならこんな問いかけが聞こえるわけがないのだが、マーシアがややあって『中継』してくれた。

「乗りかかった船だ、仕方ないだろう。だって」

「ま、そりゃそうか」

　意外なことにケイティがあっさりと頷き、ベラフォードは深い眼の色をして言った。

「となると、ちょっと細工をする必要があるわね」

　ヴィンセントが実に情けない顔になる。

「もしかして、また、ぼく？」

「仕方ないじゃない。誰が見たってあんたが一番適任なんだから。あんたは囮おとり。ヴィルドナに着くまでは、あんたがキャサリンお嬢さん。いいわね」

　決めつけておいて、ベラフォードはキャサリンに問いかけた。

「お嬢さま。服と靴の替えは持ってる？　できれば香水もあるといいんだけど」

「服なら舞踏会用のと、向こうでの普段着にするつもりだったのが何着もありますわ。靴も。でも、香水は持っていません。わたしにはまだ必要のないものですから」

「コンパニオンさんなら持ってるんじゃない？　おしろいか口紅。化粧水でもいいよ」

　ケイティの言葉を、ダムーは横に座ったニーナに伝えたらしい。

　ややあってマーシアが言った。

「安物のおしろいでよければありますって。さあ、ヘンリー、あなたはそろそろ退散したほうがいいわよ。あたしももう休むから、ダムーとこの人たちは話ができなくなるわ」

「やれやれ。困ったことだ。百獣の王者に勝る帝王が蛇一匹を恐がるとはね！」

　からかい調子に言いながらも、ヘンリーは立ち上がった。

　食堂を出ていくヘンリーとマーシアの後ろ姿を見送りながら、キャサリンはマーシアの翼のことを訊くのをすっかり忘れていたのを思い出した。

　聞いてみたかったが、ダムーとニーナがこちらへ戻ってきたのでひとまず後回しにした。

　ニーナはまだ蒼い顔である。

「お嬢さま。わたし……わたし、こんな恐い思いをしたのは初めてです」

「ええ。最初に見た時はわたしも驚いたけど、あのお顔からは想像できないくらい立派な方よ。そんな見かけで判断するわたしたちのほうがいけないのかもしれないわ」

「気にすることないわよ。お嬢さま。ダムーなんか半分蜥蜴だってだけでアタシを避けるし、蛇だっていうだけでヘンリーを悪者扱いなんだから」

　しみじみと文句を言うベラフォードの頭をダムーがこづいた。

「うるさいぞ、てめえ」

「ああら。本当のことを言われたからって怒らないでくださる？」

「しなをつくるな！　俺はまともな男なんだ。おかまに迫られるのなんざまっぴらなんだよ」

「ひどい言いぐさねえ。アタシやヘンリーがいつあんたに迫ったっていうのよ」

「一緒にするんじゃねえ！　ヘンリーはいい奴だぜ。べらぼうにいい奴だ。それはわかってる。わかっちゃいるが、だ」

　ダムーは大きなため息を吐き、ニーナも重々しく頷いた。

「そういう問題じゃないです。生理的に我慢できないって言うか、頭で考えてどうこうできることじゃないですよ。わたし、あの方がどんなに立派な紳士でも同席はご遠慮したいです」

「そういうことだ」

　キャサリンはなんだかおかしくなった。この二人は妙なところで意気投合したらしい。

　ヘンリーがダムーを評した言葉も気になったが、それも後回しだった。まずは急いでヴィンセントをお嬢さまに化けさせることになったのである。
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「本当にいつもこれを着けてるんですか!?」

　ヴィンセントは疲労困こん憊ぱいした様子で、げっそりと言ったものだ。

　その前ではヘアブラシを手にしたキャサリンとコルセットを持ったニーナが顔を見合わせ、ベッドの上ではケイティが大笑いしている。

　彼らは隣り合った部屋を二つ取り、それぞれ男三人、女三人で使うことにした。

　今、ヴィンセントはその女性陣の部屋へ引きずり込まれているわけだが、気の毒に、完全なおもちゃだった。ケイティが悪戯心を起こして、お嬢さまに化けるならとことんやらなきゃとニーナをけしかけ、女物の下着を着せて、コルセットをつけさせたのである。

　しかし、ニーナがコルセットの留め具をはめ終え、背中にまわって紐を締め上げたとたん、少年は窒息してひっくり返った。

　慌てて身体からだを楽にしてやり、息を吹き返したとたんに少年が発したのが、先の一言である。

　ケイティは自分で言ったように、本当にこの少年を男とは認識していないらしい。シャツもズボンも脱ぎ捨てたはしたない姿でベッドに転がり、腹を抱えて笑っている。

　涙を拭ぬぐいながらようやく起きあがると、隣のベッドで伸びている少年に声をかけた。

「ヴィンス。そのくらいで音を上げてるようじゃお嬢さま失格だよ。ステロタイプのレディは美しい体型を保つ義務があるんだからね」

「こ、こんな拷問みたいなのが義務なの？」

「そ。真のレディは寝る時もそれをつけるのよ。女性のウェストってものは細ければ細いほどいいことになってるんだからね」

「骨が折れる！　息が詰まって死んじゃう！」

　膝丈の木綿のシュミーズ一枚という珍妙な姿での切実な訴えである。

　何故こんなことをしているかと言えば、昼間の一件からもわかるように、襲ってくる連中はキャサリンの顔を知らない。わかっているのは名前と、人間の女の子ということだけだ。

　それなら、誰が本当のキャサリンだかわからないようにしてやろうというのが用心棒たちの提案だった。今でも混乱材料としてニーナがいる。キャサリンよりずいぶん年上のはずだが、童顔で、実に若く見えるのである。

　ニーナの歳はキャサリンも知らない。これを聞くとにっこりと（いくらか凄みのこもった）笑顔になって、

「いやですわ。お嬢さま。女性に歳なんか聞くもんじゃありませんわ」

　と、かわされる。

　女同士でそんなことを言わなくてもいいのにと思うのだが、ニーナはこれだけは頑として譲らない。そこへもう一人『お嬢さま』を仕立ててやれば、襲ってくる連中もだいぶ混乱するはずだと言うのである。

　理屈はよくわかるのだが、何もヴィンセントを身代わりに立てなくてもよさそうなものだ。

　ケイティのほうがまだ適任のような気がするが、ケイティは首を振った。

「あたしじゃ駄目。匂いでばれる」

「匂い？」

「あたしんちの系図、話したでしょ。あたしは確かに混インシ血ードだけど、ひいじいさんの一人が人間だっていうだけの雑インシ種ードだからね。匂いはほとんど《猫》なんだよ。それじゃあ連中の鼻はごまかせない。いくらそれらしく化けたって《鳥》や《蜥蜴》ならともかく、あたしを人間の娘と勘違いしてくれるような食肉目はいないだろうね」

「そんなことまで匂いでわかるんですか？」

「初歩の初歩だよ。嗅ごうと思えば、だけどね。犬の鼻が利くのは知ってる？」

「ええ」

「《猫》もわりと鼻が利くほうだけど、《狼》や《コヨーテ》になると、相手の健康状態とか心理状態までわかるよ。丈夫そうに見えるけど病気くさいとか、強がって見せてるけど本当は怯えてるとかね。逆を言えばだ、無機物は連中にはあんまり意味を持たない。仮にあんたの写真を見せられて、この人間の娘をさらって来いって言われたとしよう。ここまでやってきたはいいものの、あんたとコンパニオンさんを見比べて、さんざん迷ったあげくあんたの代わりにコンパニオンさんをさらっていく可能性はきっちり半分。そのくらい絵だの写真だのを見分けるのは苦手で、匂いに重点を置いてる。逆に、あんたの洋服やハンカチを渡されたとしたら、間違いなくあんたを識別してさらっていくわけだ」

「警察犬みたいですわね。でも、それなら、食肉目以外のアナザーレイスが襲って来た場合はどうするんです？　それこそ《鷹》とか、《毒蜥蜴》とかだったら？」

「たいていの《鳥》は夜目が利かないし、連中の武器はくちばしと爪だ。そんな武器は空から急降下しなければ使えない。いくら連中の爪が鋭くて強くても、まさか馬車ごとは引っこ抜けないよ。《蜥蜴》に関しては、幸い、ごく一部の例外を除けば、そう強い種類じゃないからね。あたしとベラで何とかするわ」

「ダムーさんはやっぱり《蜥蜴》や《蛇》の人とは戦えないんでしょうか？」

　ちょっと心配になってキャサリンが尋ねると、ケイティは妙な笑顔で首を振った。

「戦えないどころか、怖さ余って何とやらでね。こっちの身の安全のためにも、ダムーに爬虫類の相手はさせないほうがいい」

「もう一つ気になるんですけど、そんなに嗅覚の鋭い悪党たちなら、ヴィンセントさんが男の人だということくらい、簡単に嗅ぎわけてしまうのではありません？」

「だからヴィンスがいいんだよ。この子はまだほんの子どもで匂いがほとんどない。ダムーの鼻でもどっちだか判断に困るくらいだからね」

　首をかしげたくなる説明だったが、とにかくヴィンセントが一番の適任なのは確かなようだ。そうしてとどめにおしろいを塗ろうということらしい。

　キャサリンの靴はうまい具合にヴィンセントにも履くことができた。服も、ボタンの位置を少し直すだけでどうにかなりそうである。自分の下着や服を男の子に着せるのは実はちょっと抵抗があったが、始めてしまえば結構おもしろかった。対象が天使のようなきれいな顔立ちをしていたせいかもしれない。等身大の人形で着せ替え遊びをしているようなものだ。

　一度脱がせた服をニーナが直す間に、キャサリンはニーナのコンパクトを持って、ヴィンセントの首におしろいを塗ろうとした。化粧のためではなく匂いづけなのだから、別に顔に塗る必要はないのである。顔に塗ったのではあまりに気の毒でもあるのだが、そこで手を止めて、キャサリンは言った。

「ごめんなさい。ヴィンセントさん。このチョーカーを外してくれます？」

　少年の首につけられている風変わりな飾りが邪魔だったのだ。

　それは男の子が身につけるにしてはずいぶん変わった品に見えた。幅二センチほどの厚みのある黒天鵞絨びろうどのリボンがぴったりと白い首に添い、左のうなじに当たるところには色のついた石が七個、並んで塡めこまれている。赤、オレンジ、黄色、緑、青、藍、紫。虹の七色だ。

　一つ一つの大きさは五ミリ以上ある。色硝子かしらと思ったが、もし本物の宝石だとしたら、ちょっとした値打ちものだ。

　少年は首に手をやって笑った。

「ああ、これ。上から塗っちゃっていいですよ。はずれないんです」

「留め金が壊れたんですか？」

「いいえ。そういう取りはずしできる部分がないんです」

　コンパクトを持ったまま、キャサリンは眼を見張った。

「留め金がないって、じゃあ、はずしたことがない？」

「はい。つけっぱなしです。別に首が苦しいこともないし、ちょっと派手ですけど」

「お嬢さんの身代わりにヴィンスを選んだ理由の二つ目がそれよ。なかなかいいものに見えるでしょ。どうも連中の狙いはあの帽子の飾りみたいだからね。どこにあるのかって訊かれたら、こういうふうにつくりなおしちゃったって言うわけ」

　なるほどと思ったが、今のキャサリンの関心は少年の首飾りにあった。わずかな緩みに手を入れて、よくよく眺めてみた。

「つけっぱなしっておっしゃいますけど、寝るときもお風呂に入るときもですか？」

「はい」

　そんなことをしたら天鵞絨は台無しになるはずだ。なのに、このチョーカーはおろしたての新品のように見える。

　いや、それはどうやら天鵞絨ではないようだった。それどころか布地でもないようなのだ。

　やわらかい手触りも光沢も天鵞絨に似てはいるが、もっと張りがあり、もっと柔軟で、固く、みずみずしかった。触れているうちに何だか金属のようにも思え、生物のようにも感じられて、キャサリンは柄にもなく恐くなって、首飾りから手を離した。

「これ、留め金がないならどうやってつけたんです？」

「赤ん坊のときから首についてましたから、ぼくがつけたんじゃないと思います」

　そういうことを真顔で答えられても困るのだが、本人はそれで説明したつもりらしい。

　ケイティが見かねて口を挟んだ。

「かまわなくていいって。それはへんな首輪でね。絶対にはずれないし、絶対に切れない」

「切れない？」

「そ。前にもたちの悪い連中が、その石に眼をつけて切ろうとしたんだけどね。小型のナイフからデニム用の大鋏ばさみに特大のジャックナイフ、最後はチェーン用のペンチまで持ち出したけど、傷一つつかなかったよ」

「そこまでやって切れないって、どういうことです？」

「だから、ただのリボンに見えるけど、ただのリボンじゃないってことでしょ。──できた。はい、お嬢さん。これでどう？」

　ケイティはナイフを使って、キャサリンのガンベルトを器用に直していた。本当はダムーがやるはずだったが、ヘンリーが嚙んだものなんかさわれるか、と言って逃げてしまったのだ。

　キャサリンはコンパクトを置いてガンベルトをつけてみた。

　こんなことなら乗馬ズボンを持ってくればよかったと思ったが、ベルトの重みはスカートのふくらみをうまく押さえている。ホルスターも調節してすぐに銃を引き抜けるようにした。

「こちらもできました、お嬢さま」

　手練の早はや業わざでボタンを付け替えていたニーナが顔を上げた。

　それから二人は少年の腕や背中におしろいをぬりつけてやり、少年はシュミーズ一枚の姿でキャサリンのドレスと靴を持って隣の部屋へ引き上げていったのである。

　こんな窮屈なものを着なきゃならないのはいやだなあ、という態度だが、女の格好をすること自体は別に抵抗があるようでもない。

「なんだか変わった子ですねえ」

「本当にねえ。そりゃあヴィンセントさんにはドレスが似合うでしょうけど、普通の男の子はもっといやがるんじゃないかと思うわ」

　眼を丸くしている二人に向かって、ケイティが寝床に入るように促した。

「さ、二人とももう寝ないと。明日も早いよ」

　思えば、旅の初日にしては、なかなか大変な一日だった。ちゃんとしたベッドで眠れるとはありがたい限りである。ニーナもキャサリンも寝間着に着替え、ベッドに潜り込むとほとんど同時に寝入ってしまっていた。







　キャサリンは夢を見ていた。

　屋敷で飼っているアフガンハウンドのジョニーが出てきて、自分の頰をなめていた。

　変な夢だった。ジョニーはいつも庭にいる。キャサリンのベッドに乗り上がってくるようなお行儀の悪いことをするはずがない。

　それなのに寝ているキャサリンの顔をなめまわしてくる。

「よしなさい、ジョニー。悪い子ね」

　夢の中でジョニーを叱ったところで意識が現実に戻った。

　自然な目覚めでないことは明らかだった。あれからぐっすり眠ったようで頭は冴えていたが、枕に頭をつけたまま、キャサリンは何かがおかしいと感じていた。もう眼は覚めているのに、ここは自分の屋敷ではなく、荒野のホテルの一室なのに、枕元ではまだジョニーが舌を出してハアハア言っている！

　とっさに跳ね起きたキャサリンの口を誰かの手が捕らえ、すごい力で再び枕に押さえつけた。

　窓が開いている。月の光が射し込んでいる。その薄明かりの中にかろうじて相手の顔を認め、キャサリンは大きく息を吞んでいた。

　爛々と光る眼に大きく裂けた口、だらんと舌を垂らした犬の顔がそこにあった。

　顔ばかりではなく、キャサリンを押さえつけている手もごわごわの体毛に覆われている。

　その手は五本の指を備えたれっきとした人間の手だったが、臭いは違う。むっとした異臭を発している。キャサリンにもわかるくらいの獣くささだ。

　顔は犬に見えたが『犬の人』はいない。《狼》《コヨーテ》《ジャッカル》そのどれかだ。

「お、おまえ、キャサリンか？」

　犬科の男は低い声で言った。妙にはばかるような声だった。

　心臓を鷲摑みにされたような気がしたが、キャサリンは不自由な姿勢で首を振った。

「ち、違うのか？　じ、じゃあ、あっちの女か？」

　ニーナのことだ。キャサリンはまた懸命に首を振った。

　ケイティは何をしているのかと思った。彼女はニーナのベッドで一緒に寝ているはずだった。確認したくてもベッドに押さえつけられているので、わずかに首を動かすことしかできない。

　半人半獣のその男は苛立った様子でキャサリンを引きずり起こし、手を離した。

　身体を起こして初めてわかったが、男は全身毛むくじゃらだった。それでいて、体格はまだ人間のもので、二本の足で立っているのである。

「いいか、さ、騒ぐなよ。お、おまえもあの女も違うって、いい、いうのか？　じゃ、じゃあ本物はどこだ」

「知りません」

　大きく喘ぎながらも、キャサリンは低い、はっきりした声で答えた。

　キャサリンの全身は冷や汗に濡れていた。もちろん恐ろしかったのだが、自分以上に、この男のほうが恐がっていることに気づいていたのである。

　言葉がつっかえがちなのも、息が荒いのも、キャサリンを獲物と認めて興奮しているからではない。何かを恐れているからなのだ。

　こんなときに震えて悲鳴を上げては台風娘の沽こ券けんに拘かかわる。ほとんど強がりではあったが、キャサリンはどっしりと肝を据え、冷静に相手を見つめて、低く警告を発していた。

「行きなさい。でないと、大声をあげますよ」

　犬の顔をした男は明らかに怯ひるんで眼をそらした。しかし、ここまで乗り込んできて手ぶらで帰るわけにもいかないと思ったらしい。

「そ、そ、そうはいかねえ。こ、来い。来るんだ！」

　男はキャサリンの腕を摑んで寝床から引きずり出し、窓へ駆け寄ろうとした。キャサリンを抱えたまま飛び降りるつもりらしい。

「離しなさい!!」

　キャサリンは本気で怒った。恐怖は感じなかった。理由はわからないが、『この男は弱い。言いなりになんかなってはいけない』と本能的に感じたのである。

　気づけば自由なほうの手で、毛むくじゃらの男の腕をぴしゃりと打っていた。

　次の瞬間には自分のしたことに気づいて、さすがに恐くなった。もしかしたら殺されるかもしれないとも思った。

　ところが、腕を打たれた男は、ぱっと、キャサリンの手を離したのである。

　眼を疑うほど驚いたキャサリンだが、逃げ出したりはしなかった。こんなとき急に動いたり背中を向けたりしたら間違いなく襲われる。男から目線を離さずにゆっくりと後ずさった。

　枕元の床には拳銃が置いてある。あと少しで手が届きそうなところまで下がったが、そこで何かに足を取られて、キャサリンは仰向けに倒れ込んでしまった。

「きゃっ！」

　悲鳴をあげたりしてはいけないとわかっていたのに、抑えられなかった。何より仰向けに倒れたのがまずかった。案の定、男は再び勢いづいて飛び掛かってきたのである。

　今度こそ血の気が引いたが、男がキャサリンを捕まえるより先に、ドアの向こうから何かが飛び込んできた。着地してさらに一飛び。あっと思った時には男に襲いかかっていた。

「ぎゃあっ!!」

　男の悲鳴が上がった。

　廊下から飛び込んできたのも半人半獣だった。身体はまったくの人に見えたが、その頭部は人のものではなかった。この男のような犬科のものでもなかった。

　緑色に爛々と光る眼、丸い頭部の上にぴんと立つ三角の耳、濃い茶色のトラ縞模様。

　大きさを別にすれば、揺り椅子に座った老婦人の膝の上などでよく丸くなっている生き物の頭部を持つその半獣人は、耳まで裂ける真っ赤な口をカッと開き、

「ギャアォ────ゥッ!!」

　まさに毛を逆立てた猫さながらの、血も凍るような叫び声を発したのである。

　鋭い爪で鼻先を抉えぐられた犬科の男は無言で床に手を突いた。

　キャサリンの目の前で、その男の人間としての骨格はみるみる溶けてなくなった。広く張り出していた肩は体内に取り込まれたように縮み、手も足も細く小さく爪先立ちになり、胴体は長く、全身はますます深い毛に覆われる。

　そこには長い尾を垂らした一頭のコヨーテもしくは狼がいた。

　アナザーレイスの形態トランス変化フオームを初めて目の当たりにしたキャサリンは、その速さスピードにまず驚いた。

　一瞬といっては速すぎるが、変化の過程を眼で捕らえられない。何がどうなったかもわからないうちに、それは完全な獣へと変貌を遂げていたのである。

　第二にその大きさだ。本物の狼やコヨーテを間近に見たことはないが、目の前のそれは尾を含めれば体長一メートル七、八十、体高九十センチはある。とんでもない大物だ。

　ドアから飛び込んできたほうは首から下は人間のままだった。袖無しの肌着を着ているのでそれがよくわかる。体毛さえ生えていないなめらかな肩の上にトラ縞の猫の頭部が乗っている。

「お嬢さん。ピストルを取って」

　猫の頭がケイティの声で言った。

　キャサリンはあんまり驚いたので、言われたとおりにするのはおろか返事もできなかった。

　動いたのは睨み合っていた獣のほうだった。再びキャサリンめがけて襲いかかってきたが、これはケイティの誘いだった。眼にも留まらぬ速さでケイティの手が動き、ナイフが飛ぶ。

　キャサリンに嚙みつこうとしていた獣は鼻先に三本ものナイフを食らって悲鳴を上げると、顔中を血だらけにしながら窓から逃げ出した。

　すかさず、頭部だけ猫に変化したケイティが窓へ走り寄る。

　今の襲撃を見てもわかるように、この敵は二階の窓へ飛び上がることなど朝飯前だ。

　また侵入してくるようなら迎撃するつもりだったが、その時には隣の部屋の窓からダムーとベラフォードが飛び出していたのである。

　月明かりに照らされた地面に二人はきれいに着地した。そこはホテルの裏側、牧場に面した部分だった。ここには何頭もの馬が放牧され、夜は一塊りになって眠っているはずだったが、二人を出迎えたのは明らかに馬ではない、いくつもの光る眼だった。ざっと十人はいる。

　姿形はまちまちだった。人の姿でいるもの、すでに完全に形態変化しているもの、さっきの男のように半獣人の形態でいるものもいる。

「さっそく団体さんのお出ましかよ」

「ちょっと、いくら何でも早すぎない？　昨日の今日どころか、昼間の夜じゃないの」

　鞭をかまえたベラフォードがさすがに逃げ腰で言う。

　ダムーも短刀を手にしながら舌打ちしていた。ダムーの鼻は彼らの匂いを瞬時に嗅ぎ分けていた。全員が《狼》の純血種だ。まったく、このものものしさときたら、倍額料金でももらわなければ割が合わない。

　群の中から男が一人、進み出てきた。年齢は四十前後か、人の姿で、きちんと服を着ている。

　これがリーダー格らしい。

「おまえたちが、例の娘の護衛か」

「だったらどうする」

「この仕事から手を引け。ただでとは言わん。おまえたちが受け取る報酬の倍だそう」

「そりゃあ無理な相談だ。何しろ、いくらもらえるのかまだ聞いてない」

　きっぱりと言い返したダムーだった。

　相手は少々面食らったようである。金額の上乗せを要求しているのかとも勘ぐったらしいが、あいにくダムーは至って真面目に答えていた。

「あんたたちこそなんだって、あの娘をそうまで追い回すんだ？　それこそいくらの仕事だ」

「おまえたちには関係ないことだ」

「だったら、俺たちが何をしようと、あんたたちには関係ないことだ」

「我々の雇い主は金持ちだ。穏便に解決できるのなら、金に糸目は付けないと言っている」

「笑わすんじゃねえよ。金で片が付くことなら、なんだってあんたたちみたいな物騒な連中が団体で出て来るんだ」

　面倒くさそうな口調のダムーだった。彼はこんなやりとりは時間の無駄だと思っていたし、さっさと襲いかかってくればいいのにとも思っていた。

　純血種相手の喧嘩には微妙な作法と仁義がある。ダムーとしては、

「相手が問答無用で攻撃してきたので、仕方なく撃退した」

　という筋書きにしたかったのだ。

　この連中は《狼》の社会から追放された無頼漢だろうとは思うが、もし、そうでなかったら、迂闊に仕掛けたりしたら《狼》全体を敵に回すことにもなりかねない。それは避けたい。

　売られた喧嘩なら、どの種族に対しても正当防衛が通る。だが、同じことを考えているのか、相手はなかなか襲いかかろうとしなかった。それどころか妙なことを言ってきた。

「おまえたちは混血のようだが、我々とステロタイプと、どちらの味方をするのだ」

「はあ？」

　眼を丸くしたダムーに代わって、ベラフォードが馬鹿にしたように答えた。

「ずいぶん陳腐な質問をするのね。それって、ろくに話せない子どもに向かって『お父さんとお母さん、どっちが好き？』って訊くのと変わらないわよ」

「何だよ。俺たちはろくにしゃべれないガキなのか？」

「違うわよ！　まったく、どうしてそう短絡的な頭をしてるのかしら。アタシが言いたいのは、そんな答えられないことを訊くほうがどうかしてるってことよ」

「おう、それには賛成だ。どっちの味方かなんてどうでもいいだろう。俺たちの今の雇い主はあのお嬢さんなんだからな。俺たちはあのお嬢さんを守る。なんたって料金未払いだ」

「だから、そういうことは言わなくてもいいんだってば」

　今ひとつ緊張感の感じられないやりとりの間も、二人は警戒を怠ってはいなかった。しかし、《狼》は鉄のチームワークとリーダーへの絶対服従が信条である。リーダーの男を押しのけて勝手な振る舞いをする者は一人もいない。

　これでは動くに動けない。じりじりしていたダムーは急にはっとして振り返った。

「玄関に何か行ったぞ！」

　ケイティは素早かった。声と同時に身を翻ひるがえして部屋を飛び出していた。キャサリンも急いで銃を取って後に続いた。暗い廊下を階段まで一気に走る。

　階段のある一階ホールは吹き抜けになっていた。そこまで来て、キャサリンにも、下に何かいるのがわかった。一つや二つではない。大きな獣が四頭、光る眼でこちらを窺うかがっている。野生動物ではない。明らかにアナザーレイスが変化した姿だった。

　他にさっきの男と同じように全身毛むくじゃらの姿で直立しているものが二人いた。

　階段の上に立ちはだかる格好になったケイティがナイフを構えながら言う。

「お嬢さんは部屋に戻ってな」

「そうは参りません！」

　キャサリンも銃を構えて階下の獣たちに狙いを定めた。すると、その獣の一頭が下卑た声で笑った。

「こりゃあ勇ましいや。俺たちを撃つのかい？　それとも天井に鉛玉をくれてやるのかい？」

　ほかの獣たちも人の声で笑った。それも当然で、キャサリンがかまえているのは女性が護身用に持つ二十二口径とはわけが違う。騎兵隊モデルのアーミー・リボルバーである。不慣れな人間が扱おうものなら、衝撃に眼を回し、手をやられる。弾は狙ったところに飛ぶどころか、獣がいみじくも言ったように天井に穴を開ける羽目になる。

　獣たちはむしろそれを狙っていた。一発でも撃てば、相手は若い娘だ。その威力に耐えられるわけがないと思ったのだろう。ことさら挑発的に言ったものだ。

「しっかり狙ってくれよ。お嬢さん」

「そうさせていただきますわ」

　大真面目に答えると、キャサリンは無造作に重い引き金を引いていた。

　深夜のホテルが揺れるような轟音が響いた。

　しかし、キャサリンの撃った弾は今しも飛び掛かって来ようとした狼の鼻先に見事に着弾し、床に大穴を開けていた。音もすごいが威力も凄まじい。まるで小型の大砲である。

　その反動で壁に叩きつけられても当然のはずが、キャサリンは衝撃をきれいに受け流して、変わらずまっすぐ立っていた。銃を取り落としもしなければ、よろめきもしなかった。

　狼たちとケイティがさすがに啞然とし、眼を丸くして見つめる中、キャサリンは再び冷静に狼たちに狙いをつけていた。

「あなたたちは何者です。誰に頼まれて何をしに来ました？」

　そう聞かれて素直に答える悪党はいない。しかし、キャサリンの銃が気になり、飛び掛かることもできない。

　猫の顔のケイティが感心したように言った。

「呆れた。あんた、そんな銃もん使えたの？」

「使えないとも使ったことがないとも、わたしは一言も言っていませんわ」

「確かに。けどさ、それだけの腕があるんだったら用心棒なんかいらないじゃん」

「滅相もないことですわ。射撃は得意ですけど、こんな大きいのは使ったことがないんです。あの悪者たちの言うとおり、弾がどこへ飛んでいくかわかりません」

「普段は何を使ってるわけ？」

「ライフルと、拳銃でしたら三十八口径です」

「それなら得意？」

「ええ、この距離ならあの悪者たちの指を撃ち抜くくらいの自信はあるんですけど、さすがにこう大きな銃だと当てるのが精いっぱいですわね」

　キャサリンは決して噓を言っているのではなかった。教えてくれたのはエリオット卿だが、今ではキャサリンのほうが達者なくらいである。

　ケイティが猫の顎で、獣たちを差して言った。

「だったらちょうどいいじゃん。あれで練習しなよ。こっちへ飛び掛かってくるのはあたしが何とかするからさ」

「当ててもかまいません？」

「女の寝込みを襲うような連中に遠慮するわけ？」

「もっともですわね」

　では、とばかりに銃口を向けられて獣たちは飛び上がった。

　大慌てで逃げ出そうとしたが、キャサリンは容赦なくその足下に一発ぶち込んで、にっこり笑った。

「あなたたちのような悪党なら背中を撃ってもいっこうにかまわないと思うんですのよ」

　かまう。いや、是非かまってもらいたいと、その悪党たちは冷や汗を流しながら眼で訴えているが、キャサリンはもちろん無視した。

「誰に頼まれてきました？」

「し、知らねえ」

「わかりました。あなたたち、そんなに鉛玉が好きなんですね。存分に味わってくださいな」

「噓じゃねえ！　本当に知らねえんだ！　俺たちはただキャサリンって娘を脅かして国に帰るようにしむけろって言われて──ボスが受けた仕事なんだ！　ボスに訊いてくれよ！」

「いくらの仕事です？　それも知らないんですか」

「娘がバナディスに戻ったら百パウンド、娘の持ってるリボンを持っていけばもう百だ」

　おいしい仕事だが、いかにも奇妙な注文である。

　キャサリンが考え込み、銃口が逸れたとたん、獣たちは反射的に動いていた。

　襲いかかってきたのではない。あるものは受付のカウンターを飛び越え、あるものは食堂へと、蜘蛛の子を散らすようにばらばらに逃げたのだ。これではキャサリンもケイティも狙いを定められない。

「お嬢さん。部屋へ戻って」

「わたしも行きます」

「ここから先はあたしの仕事だよ。ドアにしっかり鍵を掛けて、部屋の中でその大砲を構えてドアを狙って。窓からのはダムーとベラが防ぐはずだから気にしなくていい。あたしが戻るまで部屋でじっとして、誰かが部屋に入ろうとしたら、さっきみたいに足下を狙って撃つんだ。いい？　絶対に部屋の外へ出ちゃいけないよ。相手は夜でも見えるんだからね」

　忙せわしく言うと、ケイティは足音を立てずに階段を降りていった。

　一瞬迷ったキャサリンだが、結局ケイティの言葉に従った。昼ならともかくこの暗がりでは、ただの人間の自分には分が悪い。

　部屋に戻り、ドアにしっかり鍵を掛ける。開け放ってあった窓も閉めた。外を見てみると、さっきまでいたダムーたちがいない。男たちの姿も見えない。

　自分には見えないところで戦っているのだと、キャサリンは直感した。カーテンは閉めずに、部屋の真ん中に椅子を置く。背もたれと座る部分の間に大きな隙間のある椅子だ。

　背もたれのほうをドアに向け、キャサリンは床に膝をつき、銃を握った腕を椅子に乗せた。

　頭をぎりぎりに低くしたので、ちょうど背もたれの隙間から扉が見えた。銃口はもちろん、ぴたりとドアを狙っている。

　二度も銃声が響いたのに、ホテルの中は異様なくらい静まり返っていた。普通のホテルならとっくに宿泊客が起き出して大騒ぎになっている。

　窓から差し込む月明かりに照らされて室内は充分に明るかった。息を詰め、ひたすらドアを眺めてどのくらいの時間が過ぎたのか、キャサリンは得体の知れない気配を感じとった。

　廊下のほうからごく微かな音が聞こえてくる。何かが、そっとこちらへ近づいてくる。

　最初は負傷した足を引きずっているのかと思った。普通の足音とはまるで違っていたからだ。しかし、この気配はもっと大きい。それに重い。

　だが、麻袋でもないし、丸太でもない。第一、ホテルの廊下をそんなものを引きずって歩くわけがない。もしかしたら、用心棒の誰かが気絶した賊を引きずって戻ってきたのかとも思ったが、キャサリンは自分で自分の考えを否定した。

　そんなものとは違う。この微かな音は明らかに生きている。キャサリンが知らないだけで、確かに生き物の気配なのだ。何とも言いようのない、背筋が寒くなるような感じだけがする。

　謎の気配と息づかいを持ったそれはゆっくり近づいてきて、まさにキャサリンの部屋の前で止まった。床に膝をついたキャサリンはごくりと唾を吞んで銃を構えなおし、引き金にかけた指に思わず力を込めたが、その動きを察したように、やんわりとした声が廊下で笑ったのだ。

「その物騒なものを下げてくれますか、お嬢さん」

「ヘンリーさん！」

　ほっと安堵したキャサリンだった。急いでドアへ駆け寄って鍵を外したが、扉を開ける前に、ヘンリーはそれを制したのである。

「そのまま。そこにいなさい。ドアを開けてはいけない」

　相変わらず穏やかではあるが、逆らいがたい調子の声である。

　キャサリンはドアにぴったり身体をつけて、もどかしげに尋ねた。

「悪者たちが何人も押し込んできたんです。下にいます。ケイティさんが追ってるんですけど、会いませんでしたか？」

「大丈夫。今、戻ってきましたよ」

　その言葉どおり、ややあってケイティの声が混ざった。

「ヘンリー。来てくれたの」

「余計なお世話かと思ったんだが、今し方、下で狼に襲いかかられてね。思わず絞め落としてしまった。あれはこちらのお嬢さんを狙ってきたものかな？」

「らしいわ。ずいぶんご大層な襲撃だった。ありがとう、助かったわ」

「このホテルでこんな真似をしでかすとは馬鹿な連中だ。一人はマーシアの部屋に飛び込んで、ひどい目に遭わされたらしいよ」

「ああ、そりゃあ災難だわ。よりによって寝起きの《隼》にね。顔を握りつぶされたかな？」

「似たようなものだろう。残りはきみが片づけたのかい」

「それが、襲撃に失敗したら即座に撤退って決めてたみたいだね。ほとんど勝手に逃げ出して行ったんだよ。ダムーとベラもそろそろ戻って来るんじゃないかな」

「おやおや。それはたいへんだ。わたしも部屋に戻るとしよう。──おやすみ、お嬢さん」

「おやすみなさい。ヘンリーさん」

　少し間があってドアが開き、ケイティが入ってきた。

「大丈夫だった？」

　眼の前にぬっと突き出された毛ぐるみの顔に、キャサリンは思わずのけぞった。

　焦げ茶のトラ縞の毛皮、瞳孔がまん丸になったつりあがりぎみの大きな眼、まっすぐ立った三角の耳にピンと張った髭、逆三角形の鼻先から口の部分はいくぶん突き出て、その下に鋭い牙を隠している。寸法を別にすればどこからどう見ても猫の顔だった。

　なのに首から下はまるきり人間の、若い女性の身体なのである。

　何とも異様な姿にキャサリンはあらためて息を吞んだのだが、それ以上にケイティの足下にはっとした。

　暗くてよく見えなかったが、廊下の上を奇妙なものがゆっくりと動いていくのが見えたのだ。

　背筋がぞくりとするのを感じた。何とはなしに予感はあったのだ。キャサリンは思いきって（本当にかなりの勇気を必要としたが）そっと扉から身を乗り出し、部屋の外を窺ってみた。

　廊下は相変わらず暗く静まり返っていた。掛燭の明かりだけが頼りなげに揺れている。その明かりに『それ』は映し出されていた。

　最初それはこんもりと盛り上がった黒い山に見えた。廊下に黒土を盛り上げたか、あるいは恐ろしく大きい車輪を積み重ねたようにも見えたが、その車輪は見たこともないほど太かった。

　何より、車輪の上にはつややかな光沢を放つ黒い鱗が鮮明に浮かび上がっている。

　その鱗は生きて、動いていた。先頭の部分は既に暗い廊下の先に消えて見えないのに、後ろ半分、つまり尾の部分は今やっとキャサリンの部屋の前を離れようとしている。どのくらいの長さがあるのか見当もつかない。

　キャサリンが見たのは、人間をも一吞みにできそうな巨大な蛇が巧みに胴体をくねらせて、ゆっくりと廊下を進んでいくところだった。

　身震いして扉を閉めた。

　指先まで冷たくなっているのがわかった。足の震えが止まらない。冷や汗が吹き出している。

　胸を押さえ、大きく喘ぎながら、キャサリンはやっとのことで言葉を吐き出した。

「あれは……あれが、ヘンリーさんですの？」

「そうだよ。脱皮したばかりだから、水を飲むために下に降りたんだろうね。逃げ出した狼もよくよく運が悪い。よりによって大蛇に出くわすなんてね」

　キャサリンはもう一度大きく息を吐いて言った。

「いったいヘンリーさんは手足をどうなさってるんでしょう。ケイティさんにしたって、これ、この耳、本物なんですか？　それにどうして首から下はすべすべのままなんです？」

「純血種じゃないからね。このくらいが限界なわけよ」

　そう言って、ケイティはぺろりと鼻の頭をなめた。これも猫そのものの仕草である。

　キャサリンはおそるおそる手を伸ばし、きれいな茶色の毛皮に触ってみた。頰の部分がふっくらして、手触りまで普通の猫と変わらない。それにしても人間の顔と同じくらいの大きさの猫の顔というのは、何とも言いがたいものがある。

「普通の猫はよく髭をぴくぴく動かしますけど、このお髭も動くんですか？」

「そりゃ動くよ。ちょっと、痛いって。いじくらないでよ」

　熱心に顔を撫で回すキャサリンの手を嫌がってケイティが逃げる。二人でもみ合っていると、ベッドの上でニーナが身動きした。よほど疲れていたのか、それとも鈍いのか、ニーナはさっきからの騒ぎをものともせずに、ぐっすり眠っていたのである。

「お嬢さま、もう起きたんですかあ……」

　寝ぼけまなこで身体を起こしたが、そこで猫と化したケイティの顔をまともに見てしまい、ニーナは眼を剝いて絶叫した。

「化け猫!!」

　そうして再びくたくたとベッドに倒れ込んでしまったのである。

《猫》のケイティは顔をしかめる意味で片方の耳をぴっと後ろに寝かせて、大きな眼をさらに丸くして言ったものだ。

「ほんとのことかもしれないけどさ。それってあんまりな台詞なんじゃない？」







　翌朝、眼を覚ましたニーナは化け猫を見たと大騒ぎしたので、ケイティはもう一度猫の顔になってみせねばならず、結果としてニーナは再び気絶しかけた。

「詐欺です、こんなの。混血っていうのはそういうことはできないはずです」

　と、息を吹き返してからも蒼白な顔で無理な文句を言っていた。

　一方、キャサリンはホテルの支配人に会い、玄関前の床に大穴をあけてしまったことを詫び、損害はウィンスロウ家に請求してくれるように頼んだのである。

　ダムーとベラフォードは何事もなかったように朝食にしていた。ヴィンセント少年はまさに『役立たず』で、あの騒ぎの間中、ニーナ同様、何も気づかずに眠っていたらしい。もっとも、今はキャサリンの身代わりとして立派に役に立っている。

　ニーナとベラフォードの手でキャサリンの服を着せられた少年は、髪にリボンもつけられ、なかなか可愛らしくなっている。黙って座っていれば立派なお嬢さまだ。

　出発間際、宿の払いを済ませているとき、キャサリンは一人の紳士と一緒になった。

　旅装束に身を固めたその人はすらりと背が高く、姿も顔立ちも上品な、色白の美青年だった。年齢は二十代半ばか、ゆるやかにウェーヴのかかった明るい茶色の髪をきれいに整え、優しく聡明な光を浮かべた水色の瞳をしている。物腰も洗練された優雅なもので、都会的な香りさえ漂わせた紳士、いや、貴公子だった。

　ニーナはぽかんと口を開けてしまっている。キャサリンも内心で感嘆の声を洩らした。

　もし、この人がロマンス・ノベルズで主人公を演じるとするなら、その表題は『禁じられた宮廷』か『薔薇の聖騎士』というところだろう。その美貌の騎士は武勇に長け、人格に優れ、宮廷中の美女たちがその人の姿を眼にするだけで至福を感じ、その愛を乞い願って足下に花を投げるが、実は彼は主君の娘である皇女との許されぬ恋に身を焦がしているのだった……。

　そんな話がぴったりだと思いながら我も忘れてうっとり見とれていると、その紳士は二人に軽く会釈して言ったのだ。

「おはよう、お嬢さん」

　ヘンリーの声だった。

　キャサリンは心臓がひっくり返るほど驚いたので、挨拶を返すのはもちろん、その人の姿を認めたダムーが慌てて外へ逃げ出したのにも気づかなかった。

　ベラフォードがその人の肩を叩いて、

「相変わらずいい男ね、ヘンリー」

　と言うのを聞いて、ニーナも眼を剝いた。驚きのあまり、顎が顔から落ちそうになっている。

　昨夜の、あの恐ろしい顔の人と、眼の前に立っている紳士とが、ニーナの頭の中ではとても一緒にならなかったのだ。それはキャサリンも同様である。

　この、いたずらっぽく瞬きして微笑む人が昨夜は大蛇になって廊下を這はっていたとはとても信じられなかったが、キャサリンは玄関を出ようとするヘンリーに追いすがって声をかけた。

「ヘンリーさん。あの、いろいろとありがとうございました。ご恩は忘れませんわ」

　手を差し出したキャサリンにヘンリーは微笑して、握手を交わした。

「旅の無事を祈りますよ、勇敢なお嬢さん」

　暖かい手だった。

　それから一行は馬車で出発したが、キャサリンもニーナも興奮気味でヘンリーの話題に熱中した。特にニーナはしみじみと首を振って『詐欺です』をさかんに連発したものだ。

「こんなのってないですよ。昨夜はこんなに恐い思いをしたことはないと思ったのに、今朝になったらこんなにすてきな紳士は見たことがないだなんて、詐欺です。あんまり落差が激しすぎます！　あのヘンリーさんにならどんな女性だって夢中になるに決まってますよ！　わたしなんかぼうっと見とれてたんですよ！」

「わたしだってよ！　なのにあの方、昨夜はホテルの中を這いまわっていらしたのよ！」

「やめてください！　這いまわってただなんて！」

「だって本当なのよ！　胴体はニーナ、断言してもいいけれど、あなたのウェストより遙かに太かったわ！　長さは優に二十メートルよ！　いいえ、もっとあったかもしれないわ。それにあの鱗！　どう言えばいいのかしら？　黒光りする石炭？　それとも黒水晶？　ああ、うまく言えないわ！　とにかく、あの広いホテルの廊下を半分も占領する鱗の山だったのよ！　ぴかぴか光っていたわ！　そんな大蛇がゆっくりと廊下を這っていくの！　想像できる!?」

「したくありません!!」

「俺もしたくない」

　ダムーが耳を押さえながら、げっそりと言った。その横ではベラフォードが爪を磨いている。

「アタシは大蛇でいるときのヘンリーも好きだわ。スマートなハンサムなのよね。お嬢さんは鱗が黒光りしてたっていうけど、明るいところで見ると、きれいな編目の錦模様なのよ」

　全身鳥肌状態のダムーである。

　どうしてあんなものに『すまーと』だの『はんさむ』だのの言葉を適用するのかと言いたいのだろう。『きれいな模様』に至っては断じて認められないに違いない。

　馬車に揺られながら、キャサリンは一息ついて振り返った。

「徒歩で出発なさいましたけど、やっぱり這うより歩いたほうが速いのかしら？」

「あら、そんなことないわ。連中はいざとなればそりゃあ敏捷に動くわよ。歩くよりよっぽど速いんじゃないかしら。ただ、あの格好だと、人間に出くわしたときが大変なのよ。あの姿を見て冷静でいられる人間はまずいないもの」

「第一、手足がないから荷物も持てない」

　ベラフォードとケイティが言う。キャサリンもなるほどと納得したが、どうしても気になることがあったので、訊いてみた。

「あんなに長いお身体で、そんなに速く動いて、こんがらがったりしないんでしょうか」

「それ知ってる。漫画でそういうの見たことあるわ。蛇が自分の身体で片結びをつくってたり、二匹の蛇がちょうちょ結びになってたりするやつでしょ？」

「ええ、中には数十匹の蛇が絡からまって、ほどこうとしてもほどけなくなって、大きな蛇団子になったまま、ごろごろ地面を進んだりする諷刺画もありますわ」

　ダムーが何とも言えない壮絶な呻うめき声を発したので、この話はここでおしまいになった。




　それからの旅は比較的順調だった。

　ランナーバードは来る日も来る日も東に向かって走り続けた。町があればホテルに泊まり、なければ馬車の中で休んだ。

　名指しで襲われることはあれ以来なかったが、荒野には匪賊がつきものであり、匪賊は旅行者と見れば襲いかかってくる。しかし、相手が人間では身を隠すのもへたくそだ。風下に回るだけの機転も利かない。

　キャサリンの用心棒はみんな優れた感覚の持ち主で、そんな匪賊を難なく見つけだした。中でもダムーの嗅覚はたいしたもので、一キロ先に何が隠れているかを言い当てることができた。

　ヴィンセントが忠告したように、集落から追放されたと思われる純血種が単独で襲いかかってくることもあったが、襲撃されるまでダムーが気づかないでいたことは一度もない。

　人の姿をした《馬》や《狐》の男はベラフォードの鞭を恐れて近づけず、物陰に身を潜めてニーナめがけて音もなく飛び掛かってきた《豹》や《狼》は、それ以上に素早く投じられたケイティのナイフの前に、すごすごと引き上げていった。純血種相手では分が悪いと言っていた彼らだが、常に互角以上に渡りあっているようだった。

　その技倆に素直に感嘆して誉めると、ダムーは意外にも顔をしかめて首を振った。

「俺たちが強いんじゃない。あいつらが弱すぎるのさ。この荒野をうろうろしてる豹なんざ、大陸の北のほうの女鹿の相手にもなりゃしないぜ」

　豹と言えば虎や獅子と並んで猛獣の代名詞のように聞こえる。同時に鹿は『美しく、いたいけな』生き物の代名詞のように聞こえるのだが、間違いなく鹿が勝つという。

「大きさが違うからな。《鹿》はどんな清楚なほっそり美人でも、化けると数百キロになる。《豹》はほとんど体重変わらないんだから、ちょっと気の毒な勝負だ」

「種族によってそんなに変身したときの大きさに差がでるとは思いませんでしたわ。この間、ケイティさんの顔だけ変化したところを見ましたけど、考えてみれば、本物の猫は大きくても五、六キロでしょう？　なのに『猫の人』がもし全身を変化させると……」

「少なくとも体重二十キロの化け猫ができあがる」

「二十キロ!?」

　キャサリンは逆の意味で驚いた。それでは『人』の体重としては軽すぎる。ケイティだって、少なく見積もっても四十キロはあるだろう。

「おもしろいんですのねえ。どうしてそんなに軽くなったり重くなったりするのかしら？」

「そういうふうに身体ができてるとしか言いようがないぜ。ただ、さすがに鼠や小鳥みたいな小さなものに化ける奴はいないな。《犀さい》の連中なんか普段でもばかでかいしな」

　キャサリンは驚いて訊き返した。

「犀って、あの、角のある犀ですか？」

「ああ。化けりゃあ二トンのでかぶつだ。普段でも優に身の丈四メートルはあるぜ」

「まさか！　そんな人たちがいるなら話題にならないはずがありませんわ」

「話題にされるのがいやだから、わざと人前に出ないようにしてるのさ。連中は別にステロタイプが嫌いってわけじゃないし、排他的な性格でもない。ただ、周りが騒がしくなるのがいやなんだろうな。もともと図体に似合わないのんびり屋で静かに暮らしたがってるんだ」

　キャサリンは呆気にとられていた。

　身長四メートルもある巨人だなんて、おとぎ話の世界とばかり思っていたが、考えてみれば狼男や蛇人間だって、昔はただの空想の生物だと言われていたのだ。

「それでは、北大陸の伝説も本当のことかもしれませんわね」

　眼を輝かせて言ったキャサリンに、ダムーはちょっと笑ってみせた。

「あんたが言ってるのは『鍛冶屋のニルス』の伝説のことか？」

「ええ。沿岸国家の子どもなら誰だって知っている有名な物語ですわ。竜巻に巻き上げられて北大陸まで運ばれた彼はいろんな不思議な生き物に出会うんです。わずか十センチの大きさの羽の生えた妖精、角の生えた一角獣や巨人族。時にはグリフォンに食べられそうになったり、時には人魚に騙されて海に引きずり込まれそうになったりしながら冒険を続けて、ペガサスと友達になって、最後にはそのペガサスに乗って高山に住んでいるドラゴンに会いにいくんです。北大陸ではドラゴンはすべての生き物から尊敬されていて、ニルスの話を聞いたドラゴンはニルスを乗せて西大陸まで送り届けてくれるんです」

「そうしてニルスは竜巻にさらわれてから十年後に自分の故郷へ帰ってきた。──その伝説を信じてるのかい？」

「本当だったら素敵じゃありません？　空を飛ぶ竜を見たって昔話はあちこちに残ってるんですから。昔話どころか、もっとも新しい記録はたったの五十年前ですわ。ドラゴンは必ずこの西大陸のどこかに住んでいると思ったからこそ、昔の人は冒険を重ねて、西大陸の奥深くまで進んで、アナザーレイスの集落を次々に発見したんですもの。残念ながら、この西大陸に竜が住んでいないことはほとんど間違いないようですけど、それなら彼らは北大陸から飛来したに決まっています。今はまだ、北大陸も単なる想像上の大陸だと思われていますけど、わたしは本当にあると思うんです。いつか北大陸に上陸することができたら、そして詳しい調査ができるようになったら、その時こそペガサスやドラゴンが見つかるかもしれませんわ」

　わくわくするような話だと思うのだが、ダムーは顔をしかめたようだった。

「そうしたら、今度はドラゴンの剝製でもつくるのかよ？　初めて《虎》や《豹》を見たとき毛皮を剝ごうとしたように」

「ダムーさん！」

　非難の叫びを上げたキャサリンだった。

「よしてください。今は中世の暗黒時代じゃないんですから」

　キャサリンも本当にそういうことがあったのは知っている。歴史の時間に習ったのだ。

　でも、今は違う。一応、人間は人間の、アナザーレイスはアナザーレイスの国をつくって、別れて暮らしてはいるけれど、人間の国で暮らしているアナザーレイスも、アナザーレイスの国で暮らしている人間もいる。

　それどころか、一番最初に異種アナザー人類レイスの集落に人が住んだのは一六〇二年というから、今から二百五十年も前のことだ。その人の名は今も記録に残っている。

　生物学者フライシュマンは当時のすべての生物学者がそうだったように、人類の新しい隣人──アナザーレイスに魅了された一人だった。中でも、特に彼が愛したのは、高度な社会性を持つ《狼》である。フライシュマンは八歳になる娘を連れて《狼》の集落に移り住み、研究を続け、十年後には《狼》の若者と娘との間に女の赤ん坊が誕生したことを学会で発表した。

　しかし、フライシュマンの意に反して、この発表は当時の学会の猛反発を浴びてしまった。

　こともあろうに、研究のために自分の娘をけだものとかけあわせるとは言語道断、人の道に悖もとる行為だというのである。

　フライシュマンはこの的外れの非難に猛然と抗議した。第一に彼らは決して獣などではない。変身のメカニズムこそ我々の眼には脅威に映るが、高度な知性を有した立派な人々だと断言し、何より、自分は決して娘にそれを強要したのではない。娘と《狼》の若者とは幼い頃から仲のいい遊び友達だった。成長した二人はあくまで自発的に愛し合い、当然の結果として子どもが誕生したのだと反論したが、不幸なことに、彼の意見はほとんど聞き入れられなかった。

「今は違います。人間はそこまで馬鹿じゃありません。父がよく言っていますもの。アナザーレイスをいまだに動物と同じように言う連中がいるが、時代錯誤もいいところだって。彼らは少しばかり自分たちと違う身体をしているだけなんだって」

「ほんとにそう思ってるんならりっぱだけどよ。ステロタイプの偉いさんってのは口先だけで差別はいかんとか何とかよく言うもんだぜ」

「そんな人たちと父を一緒にしないでくださいな。父は昔、《虎》に助けてもらったことがあるんです。密林を旅行しているときに仲間とはぐれてしまって、すっかり道に迷ってしまったところへばったり出くわして……」

　エリオット卿はそのとき、その虎が野生なのか、それとも『虎の人』が変身したものなのか、必死に見分けようと試みたそうである。迂闊なことに銃も持っていない。野生の虎なら一巻の終わりである。

　しかし、その虎の眼には明らかな知性の光があった。卿はそれで少し望みを抱いたが、虎はじっと動かず、口も開かない。一飛びでエリオット卿を嚙み倒せるくらいの距離で、鋭い眼を光らせているだけだ。

　アナザーレイスの中には人間を快く思っていないものもいることを卿は知っていた。しかも相手は《虎》である。この相手がその気になったら自分の身体を引き裂くことなど、紙人形を破くよりもたやすいのだ。

　全身を冷や汗で濡らしながら、エリオット卿は何とか相手の態度をやわらげようとした。

　幸い、この《虎》は言葉を理解してくれるはずだった。しかし、どう話しかければいいのか、何と言えばあまり友好的ではない相手の心を動かすことができるのか、それでなくても極限状態の頭では効果的な文句が浮かぶはずもない。結局、恐怖と緊張に喘ぎ続けるエリオット卿の口から無意識に絞り出されたのは『きれいな毛皮ですね』という、実にその場にはふさわしくないものだった。

　この話を父から聞かされたキャサリンは恐ろしいのと呆れたのとで大声を上げたものだ。

「お父さま。それでは殺してくれと言うようなものです！」

「わたしだってそう思ったよ。よりにもよってこんなときにこんな台詞しか出てこないとは、我ながら何たるざまかと歯がみしたね。これであの前肢の一撃を食らうようなことになったら、ウィンスロウ家の歴史に残る間抜けな死に様だぞとも思った。だがね、キャサリン、それは本当に見事な、ほれぼれするほど美しい姿をしていたのも確かなんだ。彼らの本当の姿は本来の行動圏で見て初めてわかるんだよ。檻に捕らえられた野生動物などとは比べものにならない。決して同じものなどではないんだ」

「野生の虎と『虎の人』とでは身体のつくりが違うんですの？」

　熱を込めて語る父が不思議で、キャサリンは問い返した。両者は基本的に同じ姿をしているはずである。どこがどう違うのかと思ったが、父は笑ってこう言った。

「おまえもその眼で見ることがあればわかるよ。もっとも、そのときにはわたしのような恐い思いをしなければならないわけだが、おまえならもっとうまく切り抜けられるだろうな」

　しかし、エリオット卿の破れかぶれの切り抜け方は結果的にうまくいったのだ。《虎》は黒と黄色と白の巨大な顔を初めて緩ませ、太い牙を見せて吠えるように笑った。

　そして、長さ一メートル以上もある尾をくねらせてエリオット卿の左方向を差してみせると、悠然と背を向けて樹林の中へ歩き去ったのである。

　へたり込んでいた卿はやがて立ち上がり、半信半疑で《虎》が示した方向へ足を向けてみた。

　すると、ほとんどすぐに自分を捜し回っている仲間と合流することができたのである。

「父はそのときのことを決して忘れてはいません。虎の人が自分を助けてくれたことも、その姿の美しさも。わたしも今回、荒野を旅することになって、父の言う、檻の中にいるのとは全然違う姿を見てみたいと思っていたのですけれど……」

　キャサリンはため息をついて、ダムーを見た。

「ここで見られる人たちは、父の言うような『本物』ではないんですのね」

「まあな。しかし、あんたの親父さんも度胸があるんだか無茶なんだか。自分の娘に《虎》と出くわしてみればわかるとはよく言ったもんだ。《虎》や《獅子》なんぞ、会わずにすむならそれに越したことはない相手だぜ」

「でも、彼らだって、そういつも攻撃的というわけではありませんでしょう？」

「そりゃそうさ。普段の連中はぐうたらとものぐさの代名詞みたいなもんだ。俺が言うのは、敵としては会いたくないって意味だ。ただのインシードには手に余る相手だからな」

　とても本気で恐がっているようには見えなかった。それにダムーの勘の良さ、感覚の鋭さ、並外れた腕力や動きの速さは、キャサリンの眼から見ても、この若者はただのインシードではあるまいと思わせるに充分なものがあった。

　アナザーレイスと人間との間に混血児が誕生しているのは知っていたが、それだけではない。交配は不可能だと言われてきた他種族のアナザーレイスたちも、人間を仲介することによって、間接的に混血化が進んでいるのだ。

「それでも普通は、あたしの親みたいに同族でおさまる場合が多いんだけどね」

　旅も終わりにさしかかったある夕暮れに、ケイティが夜営の支度をしながら言った。

　ニーナとキャサリンは薪たきぎを集めて火を熾おこし、ベラフォードはランナーバードから引き具を外して休ませていた。ダムーは水を汲くみに行っている。彼らは半島を流れる川や泉の場所をよく知っており、飲み水に不自由はしなかった。

「ベラは二種類きれいに混ざったことになるよね。一世代の《鳥》と《蜥蜴》のインシードが交配しても、産まれてくる子どもはただのステロタイプにしか見えないはずだから、両親ともあたしみたいな三世代か四世代だったんじゃない？」

　純血のアナザーレイスと人間が結婚して産まれた子どもを一世代、その子がさらに同種族のアナザーレイスと子どもを儲もうけた場合に限り、それを二世代と呼ぶらしい。

「では、もし、ケイティさんが純血の『猫の人』と結婚して赤ちゃんが生まれたら、その子は《猫》の四世代ということになるんですね」

「ただし、その間に他種族の血が入ることもある。むしろ、その確率のほうが高いだろうね。第一、普通は五世代になってもステロタイプそのものにしか見えないのがほとんどだよ。一度でもステロタイプの血が入ったら、アナザーレイスの血は全部払ふつ拭しよくされるはずだもん。あたしらみたいなのは本当に少数派だよ。中でもダムーみたいなのは二人といないね。あいつのご先祖って、そろいもそろってよっぽど変わってたらしいわ」

　ダムーの場合、すでにどの種族の何世代と言えるような段階は通り越しているのだという。

　本人も自分の詳しい系図を知らない。だから『ごちゃまぜ』なのだと。

　ランナーバードの手入れを終えたベラフォードがやってきて、話に加わった。

「ダムーは走ればこの荒野なんか三日で横断するわ。力もあるし、動きも早い。泳ぎも得意の万能選手と言っていいでしょうね。ただ、あの大食らいだけは何とかならないかしらと思うわ。いくら食費を掛けても足らないのよね」

　ケイティも頷いて、しごく真面目な顔で、ぼそっと言った。

「あたし、ダムーの食べかた見てるとさ、なんだか食べ物をゴミバケツに放り込んでるような気がするんだよね」

　吹きだしそうになったキャサリンだが、水を汲んだダムーが戻ってくるのが見えたので、口をつぐんだ。ケイティも黙ったが、ちゃんと聞こえていたらしい。ポニーテールの若者は腰を降ろしながら仏頂面で言ったものだ。

「バケツ並みの胃袋で悪かったな」

「まったく、あんたどういう耳してるわけ？　立派な小こ姑じゆうとになれるよ」

「おまえが遣り手ばばあになるほうが先だ」

　ニーナが顔をしかめている。そもそもの初めから、ニーナは彼らの言葉遣いが気に入らないらしい。お目付役として、こんな下品な言葉をキャサリンに聞かせてはいけないと思っているのだろうが、彼らの話す言葉はキャサリンにはおもしろかった。

　毎日の昼食はもちろん、野外での朝夕の食事の支度は、意外にもキャサリンとニーナの役目だった。用心棒たちは食事に手を掛ける必要を感じないらしく、塩漬け肉と水があればそれで充分という態度だったが、キャサリンはどんなときでも食事はおいしく食べたかった。

　昼は冷たいものですませるにせよ、朝にはちゃんと火を熾して、足つきのフライパンでパンケーキを焼き、バターを乗せてシロップをかける。ベーコンも焼く。夜にはハムや塩漬け肉を炒め、移動用の小さなオーブンを使って人数分のパンを焼いた。それから沸かし立てのお湯で挽き立てのコーヒーを淹れる。現金なもので、そうやってできあがった料理そのものはみんなきらいではないらしい。広大な地平線に朝日が昇るのを眺めながら、あるいは満天の星の下で火を囲みながら、みんなで摂とる食事は楽しいものだった。

「この分なら予定より早くヴィルドナへ着けそうだな」

　例によって塩漬け肉をほとんど一口で片づけたダムーが言うと、間延びした手つきでパンをちぎっていたヴィンセントが問い掛けた。

「そうしたら、この服を脱いでもいいのかな？」

「別に脱がなくたっていいじゃない。よく似合ってるわよ。それとも、あんた、そういう服はきらいなの？」

「ううん。好きだよ。ひらひらしててきれいなんだけど、ちょっと動きにくくて……」

　ベラフォードのからかいに、ヴィンセントは真面目に答えている。そうして感心したような眼でキャサリンを見た。

「あのものすごい鎧をつけて、同じような服を着てるのに、キャサリンさんは全然平気みたいですけど、何かこつでもあるんですか？」

　笑い出したいのをこらえながら、キャサリンは精一杯しかめっ面をつくって答えてやった。

「こつではなくて、慣れですわ。その服をそんなに気に入ってくださったのならさしあげてもいいんですけど、ヴィンセントさんがお困りになるでしょう？」

　少年は碧い眼をぱちくりさせて、首を傾げた。

「どうしてですか？」

「だって、ドレスを着ていたのでは女の子にはもてませんわよ」

「ええ!?　そ、それは困ります」

　これにはニーナまでが吹き出した。

　走り続けて八日目には深い森も見渡す限りの地平線も姿を消し、ボランを発してから九日目の夕方に、彼らはヴィルドナでもっとも西に位置する都市、ルワナに到着したのである。

　ニーナはもう大はしゃぎだった。キャサリンもその立派な町並みには眼を見張っていた。

　石畳で舗装された道路の上を車輪はなめらかに走っていく。町の中心には時計塔つきの市会議事堂が建てられ、煉瓦づくりの高層建築も目にすることができる。街角にはガス灯が立ち並び、ヴィルドナの豊かさをそのまま象徴しているような町のたたずまいだった。

「キャサリンさま。公爵さまのお屋敷へお伺いする前に、どこかでお湯を使いたいですねえ。すっかり埃だらけになってしまいましたもの」

「ええ。ここまで来ればもう大丈夫。キーロウまでたったの百キロだもの。ホテルに着いたら、お父さまと小父さまに電信を打ちましょう。きっと心配していらっしゃるわ」

「でも、せっかくここまで来たのですから、一日ルワナを見物していきませんか？」

「あら、ニーナったら、ボランを出るときはこの世の終わりのような顔をしていたくせに、いつの間に観光をするほど余裕ができたの？」

「お嬢さまにはかないません」

　二人ともヴィルドナまで無事にたどり着けたことで、旅は終わったも同然と安心していたが、『百ひやく里りを行く者は九く十じゆう九く里りを半なかばとす』とのことわざどおり、そううまくいくわけはなかったのである。
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　ルワナ・ホテルはその名の通りルワナを代表する最高級のホテルだった。

　見上げるような建物の外装は色違いの煉瓦と彫刻に飾られ、一階のロビーには床にも柱にもふんだんに大理石が使われている。

　用心棒四人はこんな立派なホテルは場違いだと後込みしていたが、キャサリンは彼らを労ねぎらう意味も込めて最高級のスイートルームを取ったのである。

　最初は、キャサリンとニーナ、ケイティとヴィンセント、ベラフォードとダムーでそれぞれ部屋を取ろうとしたのだが、ダムーとヴィンセントが難色を示した。

　ダムーはベラフォードを指さしてこんな危険人物と二人で泊まるのは断じてごめんだと言い、ヴィンセントはかなり控え目にだが、一晩中おもちゃにされますと訴えた。

「いい加減その偏見はよしてちょうだい。アタシいやがる男にむりやり迫ったりしないわよ」

「あたしもどうせおもちゃにするならもっと逞しいのがいい」

　危うくロビーで四人の盛大な口喧嘩が始まりそうになるのを、キャサリンとニーナが慌てて止めた。

　それでは個室を取ろうと言うと、今度はケイティとベラフォードが残った仲間を指さして、

「このお馬鹿さんたちをこんな高級ホテルで一人にしたらたいへんよ。エレベーターに乗っただけで腰を抜かしかねないし、バスルームを水浸しの泡だらけにするのは眼に見えてるわ」

「ドアの開け方がわからなくて錠前ごともぎとりかねないし、ベッドのスプリングが気に入らないからって中身を全部ほじくり返しかねない」

　再び喧嘩が始まりそうになる。

　キャサリンはその中にようやく割って入り、結局、この間と同じ部屋割りに落ちついた。

　実際ヴィンセントにとってエレベーターという上下に動く箱は初めての体験だったらしく、蒼い顔をして床にへたり込みそうになっていた。ダムーが引きずり起こして立たせてやったが、そのダムーは部屋の前まで来ると、扉の端についている優美な曲線を描く金の取っ手を最大の難関とも言うべき顔で睨みつけている。

「ちょっと手前に引いて下に倒すのよ。簡単でしょう」

　ベラフォードが実践してみせたが、本人はその『ちょっと引く』というのがどうしてもできないと言う。

　少し早めの夕食を済ませ、自分の部屋に腰を落ちつけたキャサリンは、小さな取っ手の前で唸うなっているダムーを思い出しておかしくなった。

　徒党を組んだ匪賊や異人種の悪党をも恐れずに撃退する人の苦手が華奢なドアノブだなんて、おもしろいことだと思ったのである。

　隣の部屋へ行っていたケイティが、ヴィンセントからはぎ取った服を持って帰ってきた。

　文明圏に到達できたことでもあるし、もう、あの少年にキャサリンの身代わりをさせておく必要はなくなったからである。本当ならニーナの仕事だが、男性ばかりの部屋に入って少年の服を脱がせるなんて、ニーナには断じてできないことだった。

　それでも受け取った服の手入れはかかさない。

「一度、洗えればいいんですけどねえ。明日の朝には出発しなければなりませんし……」

　入念にブラシをかけながらニーナが嘆いていると、部屋のドアが控えめにノックされた。

「どなた？」

　答えたのは愛想のいい、若い男の声だった。

「客室係でございます。洗濯物を受け取りに参りました」

　キャサリンとニーナは思わず顔を見合わせてしまった。

　まるでニーナの嘆きを聞いていたようなタイミングの良さである。それ以上にキャサリンは不思議に思った。上流階級向けのホテルでそうしたサービスを行っているのは知っているが、それはあくまで長期滞在客に限られるはずだ。

「部屋を間違えているのではありません？　わたしたちは明日にはここを発つ予定なんです」

「さようでございますか。それでしたら、多少の別料金をいただければ、必ず間に合うように急いで仕上げさせていただきますが、いかがでしょう？」

　この時ケイティはバスルームを使っていた。彼女がいればもっと警戒し、注意しただろうが、ニーナは嬉しそうに立ち上がった。

「せっかくですからお願いしましょうよ、お嬢さま。今、洗っておけば、公爵さまのお屋敷で着ることができますもの。ついでにわたしの服も頼んでいいでしょうか」

　そうして、いそいそとドアを開けてやり、廊下に立っていた男を迎え入れてやったのである。

　ボーイの制服を身につけた男はあくまで愛想よく一礼して入ってきたが、礼儀正しい振りはそこまでだった。洗濯物を受け取る代わりに後ろ手にドアを閉め、小型の拳銃を取り出して、ニーナに突きつけたのだ。

「静かに。騒がないでくださいよ。手荒なことはしたくないんです」

　ニーナが息を吞んで立ちすくんだ。

　キャサリンも呆気にとられた。自分の眼が信じられなかった。まさかここまできて、しかもこんな町の真ん中で、これほど堂々と襲って来られるとは思ってもみなかった。

　男はニーナに銃を向けたまま、キャサリンを見て言った。

「キャサリン嬢ですね？　こんな場合ですので、あらたまった挨拶は抜きにしましょう。昔、お友達からもらった、公爵家の紋章付きのリボンを渡していただきたい。いやだというなら、この人を撃たなければなりません」

　真っ青な顔のニーナがキャサリンを見る。キャサリンも同じくらい蒼い顔で男を見た。

「今、わたしの手元にはありません。隣の部屋にいる友人に預けてあります」

　これはケイティと打ち合わせていたことだった。もしものときは（まさにこんな場合には）必ずそう言うようにと、ケイティは二人に念入りに言い含めたのである。

「隣は三人のお友達が使っていますが、そのうちの誰です？」

「金髪の……少年です」

「あれは少年でしたか？　なるほど。では、たいへん申し訳ありませんが、隣へ行って品物を受け取ってきてください。おわかりでしょうが、くれぐれもよけいなことはおっしゃらないでくださいよ。一分以内に戻ってきてくださらないと、こちらのご婦人には少々不愉快な思いをしてもらうことになりますからね」

　キャサリンは頷いてドアへ向かった。

　男はニーナを銃口でつついてキャサリンから遠ざけると、巧みに部屋の奥へ移動した。

　続き部屋の奥の寝室にすばやく眼を走らせて人がいないことを確認すると、ニーナを椅子に座らせる。そうして、自分はバスルームと部屋の扉を両方見張れる位置をとった。こうすれば中に人がいても（実際にケイティがいるのだが）顔を出したとたんに撃つことができる。

　そこまで態勢を整えると、男は出ていこうとするキャサリンにやんわりと声をかけた。

「あなたの協力的な態度に感謝します」

　キャサリンは胸がむかむかしてきた。

　ニーナを人質に取り、銃を突きつけて脅しておきながら、こんな猫なで声で丁寧な物言いをするこの男が許せなかった。振り返って、男を睨みつける。

「何も言いませんし、すぐに戻ります。だから余計なことは言わないで！　その人にも指一本触れないでください」

　忙しいノックに応えて扉を開けてくれたのはヴィンセントだった。しかし、そこまで来て、キャサリンはこの少年の首飾りがはずれないということを思い出した。

「ああ！」

　絶望的な呻き声に、ヴィンセントのほうが驚いた顔になる。

「どうかしたんですか？」

「いえ、違うの。何でもないの。ごめんなさい」

　後はもう方法は一つしかない。自分の胸元に隠してある本物を渡してやることだ。

　これは単に、昔の約束が事実であったことを示すものではない。キャサリンがキャサリンであることを示す身分証明でもあった。マクシミリアン公爵は七歳のときのキャサリンの顔しか知らないのである。だからこそ、これを持ってきてくれるようにと言ったのだ。

　公爵はともかく、ルビンスタイン父娘はここぞとばかりに、身分の証明ができない娘をエリオット卿の令嬢と認めるわけにはいかないと言い張るだろうが、ニーナの命には代えられない。

　胸元からカメオを抜き取ると、キャサリンは扉の前で大きく深呼吸をした。

　ダムーがどうしても開けられない取っ手を動かしてドアを開ける。

　正面の椅子に座っていたニーナがすがりつくような表情でキャサリンを見た。

　その後ろに立っていた男が卑しい笑いを浮かべながら、キャサリンに向かって手を差し出し、キャサリンが観念して一歩を踏み出した、まさにそのときだった。

　壁の向こうで異様な物音がした。

　キャサリンから見て左手、男の右手のほうの壁、ダムーたちのいる部屋からである。

　鈍器で壁を叩きつけているような鈍い破壊音だった。花模様の壁紙に亀裂が走り、たちまち大きな裂け目になる。キャサリンとニーナ、ニーナに銃を突きつけていた男が呆あつ気けにとられている間に壁は崩れ落ちて人の手が現れ、続いてダムーの顔がぬっと現れた。

　様子がおかしいというので、壁をぶちこわしてこちらの室内を確かめたらしい。

　ダムーを認めた男の反応は早かった。銃は使わず、どこから取り出したのか、ケイティと同じように短剣を擲なげうった。

　だが、そんなものをむざむざ食らうダムーではない。すばやく身を引いて壁の後ろに隠れる。同時にバスルームからケイティがそろりと忍び出てきた。

　男はダムーに注意を奪われていて、ケイティの接近に気づかない。人の身体からだでありながら、まったく音を立てずにその背中に忍び寄る様子はまさしく《猫》の面目躍如たるものだ。もし尻尾があったら左右に振って調子を取ったに違いない。

　充分に近づいてからケイティは全身の力をためて男に飛び掛かった。男が気づいたときにはもう遅い。振り返ろうとした肩を床に押さえつけられ、銃を握った右手首も鋭い爪でがっしり固定される。それでも反射的にもがこうとした男の耳元で、ケイティはにたりと笑った。

「暴れると、あんたの首をがぶりとやるよ」

　それは『殺すよ』という意味だった。

　牙を持つ者が言うのでなければ、こんな言葉に真実味を持たせることはできない。しかし、男はぴたりと抵抗をやめた。ケイティの言葉がただの脅しでないと本能的に察したらしい。

　ニーナが転がるように椅子を飛び出して、キャサリンに抱きついた。

「お嬢さま！」

「もう大丈夫。大丈夫よ」

　ところが、ちっとも大丈夫ではなかったのだ。

　今度は反対側の壁だった。さっきと同じように鈍い音が響いたかと思うと、やはりさっきと同じように壁に大きな亀裂が入る。頑丈なはずの壁が日干し煉瓦のようにあっさり崩れ落ちた。

　そして、その向こうから直立した熊が現れたのである。

　あまりと言えばあまりに場違いだった。着ぐるみなどではない。どう見ても本物の熊だ。

　身の丈優に二メートル以上はある。その全身が黒褐色のふさふさした毛に覆われ、牙が覗く口元だけが白い。前まえ肢あしの爪は鋭く長く、表情の読めない顔の中で小さな眼が鈍く光っていた。

「どいつがウィンスロウの娘っこだ」

　と、《熊》は言った。

　キャサリンにしがみついたニーナはもう悲鳴を上げることもできないでいた。

　壁の向こうから現れた熊を見る眼もどこかぼんやりと放心しているようだった。無理もない。立て続けにこんなことに出くわしたのでは神経が持つはずがない。

　キャサリンも心中仰天していたが、取り乱しはしなかった。ケイティが捕らえた男に視線を走らせると、男はすでに縛り上げられ、ご丁寧に猿ぐつわまで嚙まされていたが、突如として現れた熊に対して驚きの眼を向けていた。

　この男と熊とは共謀しているわけではない。それなら混乱させたほうがいい。キャサリンはそうとっさに判断すると、ニーナの身体をダムーのほうに押しやりながら言ったのである。

「お嬢さま。ここは危険です。向こうに避難してください」

　ニーナが驚いて何か言おうとするのをキャサリンは眼だけで黙らせた。ダムーもケイティも、キャサリンに対して賞賛のまなざしを贈り、ダムーは自分が壊した壁から進み出て言った。

「メイドさんの言うとおりだ。こっちへ来な」

　熊の注意は案の定、視界から遠ざかろうとするニーナに集中した。

「おおっと。ちょっと待ってもらおうか。その娘をこっちへ渡してもらおうかい」

　熊は大きな声で言い、残った壁を蹴り壊して、のそりと部屋の中へ入ってくる。

　キャサリンはその隙に銃をしまってあるチェストに近寄ろうとしたのだが、ダムーが止めた。

「あんたもだ。危ないから向こうへ行ってろ」

　ケイティが縛り上げた男をダムーの所まで引きずってくる。ダムーはその男を片手で摑んで、自分たちの部屋へ放り投げた。ケイティも壁の大穴をくぐって隣室へ避難し、キャサリンにも来るよう手招きした。

「早く。あんたがいても邪魔になるだけだよ」

　ためらったが、そこまで言われては仕方がない。急いで従った。

　ダムーたちの部屋ではぐったりしたニーナをヴィンセントが介抱し、気つけのブランデーを飲ませてやっている。ベラフォードはどこにいるのか姿が見えない。

　キャサリンは息を吞みながら、ダムーの背中を見つめていた。その向こうには《熊》がいる。

　両者の間には檻もない。熊は鎖で繫がれてもいない。いつでも襲いかかってこられるのだ。

　間近に見た熊の大きさと迫力はまさに圧倒的なものがあった。恐ろしいほどの緊張感の中、キャサリンはケイティに顔を寄せ、喘ぐように囁いていた。

「ケイティさん。ダムーさんの応援を」

「馬鹿言っちゃいけない。熊の一撃がどんなものか知らないの？　あたしらの頭なんか果物と同じよ。片手で払っただけで中身までざっくりだ」

「そんな！」

　縦も横も圧倒的な量感の熊に比べると、ダムーの身体はいかにも貧弱に見える。

　実際、後うしろ肢あしで直立した熊は前まえ肢あしで腹を抱えるようにして、太い声で笑ったのだ。

「インシードのガキが、勇ましいことは褒めてやるが、怪我をしないうちにそこをどいて娘を渡したほうが身のためだぞ。なあに、ちょっと借りるだけのことよ」

　ダムーは答えなかった。

　一言もしゃべらずにいきなり飛び掛かった。

「うおっ!?」

　ダムーが右手に握った短刀が熊の後ろ左肢をざくりと切っていた。熊が前肢を振り回すのをかいくぐり、脇腹に切りつける。熊は猛り狂って向きを変えるが、そこにもうダムーはいない。

　必殺の一撃を避けながら間断なく飛びついて切りかかり、飛び離れてまた切りつける。稲妻さながらの動きだった。いかに丈夫な毛皮に覆われていても、これではたまったものではない。

　熊の黒褐色の毛皮は血まみれになった。

「この野郎!!」

　相手を捕まえることのできない苛立ちから、熊は狂ったように暴れ回った。前肢の一振りでキャサリンたちが避難している部屋の壁を搔き砕くのだから、すさまじい膂力である。

　ケイティがキャサリンを部屋の奥に引っ張って言った。

「駄目だ。逃げよう。いつこっちに飛び込んでくるかわからない」

「それこそ駄目です！　ダムーさんを置いてはいけません！」

　キャサリンが叫び返す。同時に、熊の現れた壁の奥からも鋭い声が響いていた。

「この馬鹿が。任せろと言うから任せてみれば、力ずくで押し通すことしかできないのか」

　猛り狂っていた熊は唸りながらもおとなしくなった。ダムーも動きを止めた。

　新たな侵入者は若い男だった。赤銅色に灼けた顔を癖のある濃い金髪が縁取り、都会的な、しゃれた衣服を身につけている。華やかな顔立ちといい、均整のとれた体軀といい、ほれぼれするような美男子だったが、そんなものより何より、そこだけ空気の色が違う。男の周りには厳しく熱い荒野の風と、北方の森の冷たい静けさとが同時に漂っているようだった。

　男は慌てる様子もなく、ひっそりと歩いてくると、めちゃめちゃになった室内に顔をしかめ、血まみれになった熊に目線を移した。

「まったく、なんてざまだ。娘はどうした」

「向こうの部屋だ。俺を見てひっくり返った」

　ダムーは用心深く相手の出方を窺うかがっていた。一対一ならともかく、二対一では分が悪い。

　しかし、男はすぐには攻撃する意志はないようだった。ダムーを見つめて言った。

「今、ダムーと聞こえたが、おまえの名前か？」

「だったらどうするよ」

「それが俺の知っている名前なら戦いたくはないと思ったのさ。俺の匂いがわかるか？」

「わかるさ。いよいよ《虎》のお出ましだってことはな」

　面倒くさそうに言ったダムーに、男は少し眼を細めたようだった。

「なるほどな。おまえがそうか。《万能》のシャールダムーン。噂には聞いたことがあるが、とても信じられんな。こうして近くにいても確かにインシードの匂いだ」

「当然だろうよ。俺はただのインシードなんだからな」

「純血種の、しかも肉食を退しりぞけるほどのインシードだろう」

「だから、だとしたらどうするよ」

　挑発的なダムーの台詞に《虎》の男はますます眼を細めた。表情こそ変わらないが、剣吞な雰囲気だった。

「俺たちの狙いはウィンスロウ家の娘だけだ。素直にそこを退どいてもらえないか」

「そう言われて退くようじゃ用心棒失格だぜ。これは俺の仕事なんだ」

　熊が軽蔑したような声を発した。

「仕事だあ？　こいつはたまげた。あいのこ連中の間じゃ、金で買われてステロタイプに尾を振ることを仕事って言うのかよ。だいたい、てめえらの雇い主の女はなあ……」

　言い募つのろうとした《熊》を《虎》の男が手で制し、ダムーから眼を離さずに言った。

「今のおまえを見る限り、純血種並みの戦闘能力を持っているとは誰も思わない。正直言って、俺も信じられない。だが、インシードの若造がたった一人で《獅子》の群を撃退した話のことならよく知っている。それがおまえなら、遠慮なく戦えるということでもある」

　話しながら、男は首からスカーフを抜き取り、上着を脱ぎ捨て、シャツの襟を緩めた。

「ただし、俺とおまえが戦えば互いにただでは済まなくなるがな。もう一度だけ訊く。そこを退く気はないか」

「喧嘩をふっかけてきたのはあんたらだ。俺はそれを買っただけだ。退く理由がどこにある」

「いいだろう」

　口数少なく答えた《虎》の男に変化が起きた。金髪がさわりと逆立ち、その顔に金色の毛が密集する。顔かたちさえまったく別のものへと変化させながら、《虎》は《熊》に声を掛けた。

「こいつの相手は俺がする。おまえは娘を捕まえろ。いいか、間違っても怪我はさせるな」

「だからおまえは甘いってんだよ。腕の一本もへし折ってやりゃあいいんだ」

　この発言に啞然とし、もっとも腹を立てたのは当のキャサリンだが、形態トランス変化フオーム中の男も鋭い眼で熊を睨にらんだのである。

　身の丈二メートルの熊は決まり悪そうにしながら、なおも言った。

「腕を折るのはやりすぎとしてもだ。ちょっとばかり痛い思いをさせてやったって悪いことはないはずだぜ。ここの見えっぱりの出しゃばりの高慢ちきの馬鹿娘のせいで、いったいどんなことになったと思ってる」

　ダムーが眼を丸くした。それ以前に我慢できなくなったキャサリンは猛然と走り出ていた。

　銃を入れてあったチェストは天板がもぎとられ、半分残骸となっている。キャサリンは男たちの眼の前で剝がれた天板の隙間からガンベルトを引っ張り出して腰に巻き、ホルスターから銃を引き抜くと、熊に向かって銃口を突きつけたのである。

「よくも言いましたわね！」

　熊はきょとんとなった。

　形態変化中の虎までが驚いた顔になった。珍しいものを見るようにしげしげとキャサリンを見つめている。

　キャサリンはダムーに何も言わせなかった。熊を睨み、凛りんとした口調で言った。

「ダムーさん。その虎はお願いします。わたしはこの無礼な熊に話があります。他人の部屋に壁を壊して侵入するような振る舞いを平然としてはばからない、正義はおろか一片の礼儀をもわきまえないならず者の犯罪者であるあなたが、いったいどのようなあつかましい思いこみによってエリオット・ウィンスロウの娘を傷つけても当然だと豪語するのか！　聞かせてもらいましょう！」

　キャサリンの憤激の理由が熊にはわからない。

　また、キャサリンが本気で自分を撃つつもりであるとも思わなかった。こんな小さな娘にはあまりに不似合いな大型拳銃だったからである。扱えっこないと思ったのだろう。

「お嬢ちゃん。そんなものを振り回すと怪我するぞ。危ないから下がってろ」

　例によってキャサリンは無造作に引き金を引いていた。凄まじい轟音とともに発射された弾丸は熊の右耳をすれすれにかすって背後の壁に命中した。

　壁の一部が砲丸を食らったようにぼろりと崩れ落ちる。

　熊と虎が呆気にとられて立ち尽くす中、キャサリンは再び熊に狙いをつけていた。

「今のはわざと外しました。答えなさい」

「ちょっと待てよ！　わざとって、あんた！」

　大慌ての熊である。

　キャサリンは無言で二発目を撃った。これも見事に熊の左耳のあたりをかすめて背後の壁を粉砕する。

「次は当てます」

　両手にしっかりと銃を構えてキャサリンは言った。

　キャサリンがまぎれもない本気であること、それだけの腕を持っていることがさすがに熊にもわかったのだろう。並外れた体力と回復力を誇る《熊》でも、この至近距離で四十四口径をぶち込まれたら無事ではすまない。慌てて両手を挙げて降参の姿勢を取ると、しどろもどろになりながら懸命に訴えた。
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「お嬢ちゃん。あんたは知らないんだ。あんたのご主人はそりゃあひでえ女なんだよ。名家の出だかなんだか知らないが、自分こそが公爵家の花嫁にふさわしいって鼻高々でさ。死ぬほど好きあってる二人の仲を裂くためにバナディスからのこのこ出てきたんだ。あの二人は本当に愛しあってるんだよ。それは俺たちが保証する。俺たちはただ、あんたのご主人に、生木を裂くようなひどい真似はしないでくれって言いたいだけなんだ」

「さっぱりわかりません。いったい誰と誰が愛しあっていると言うのです？」

「誰って、そりゃもちろん……」

「待て。どうやら、このお嬢さんの話を聞いたほうがよさそうだぞ」

　虎の男が熊の言葉を遮った。形態変化をやめて人の顔に戻っている。まだ銃を構えたままのキャサリンに丁重に話しかけた。

「失礼を許してください。お嬢さん。あなたの言うとおり、強引に壁を砕いて侵入した非は我々にあります。今さら名乗るのもおこがましいかとは思いますが、わたしは《虎》のランスーリン。これは《熊》のブイトーです。──あなたのお名前を伺ってもよろしいでしょうか？」

　ケイティが捕らえた男の見せかけの品性とはわけが違う。ランスーリンの態度にも口調にも真の紳士の礼儀正しさと謝罪の意志があったが、キャサリンは頑として突っぱねた。

「卑怯者の悪党に名乗る名など持ち合わせておりません」

「しかし、そう言うあなたも我々を銃で脅しておいでだが、それは卑怯ではありませんか？」

　やんわりと責めるような言葉にキャサリンの心は揺らいだが、歯を食いしばって立ち直った。

「わたしを卑怯者呼ばわりするあなたがたはアナザーレイスです。人間であるわたしを簡単に傷つけるだけの力があります。対してわたしは牙も爪も持ちません。あなたがたが、公爵家の苦境を救うために駆けつけたわたしを傷つけ、腕の一本もへし折って当然と考えているのなら、わたしも自分の身を守らなければなりません！」

「あんたがキャサリン!?」

《熊》のブイトーは驚きのあまり大声を上げ、《虎》のランスーリンも眼を丸くした。

「苦境を救うとはどういうことです？」

「そっちこそ、生木を裂くような真似とはどういうことです!?」

　ダムーは二人が妙な動きをしないように見張りながら、キャサリンのすることを呆れて見ていた。まったくとんでもないお嬢さんである。これでは用心棒の出る幕がないと思っていたが、彼の耳はこちらへ向かって慌ただしく駆けつけてくる大勢の足音を聞きつけた。

　遅すぎるくらいだった。さっきからこれだけ派手に暴れて銃をぶっ放しているのだ。騒ぎになって当然である。

「ケイティ」

　それだけ言った。外の連中を何とかしろという意味だった。

「あいよ」

　壊れた壁の向こうからこちらを窺っていたケイティはすぐさま吞み込んで、引っ込んだ。

　隣の部屋のドアから廊下に出る足音までをダムーの耳は正確に捉えていた。

　だが、次にダムーに聞こえたのはケイティの悲鳴である。ついで廊下に何かが倒れる音。

　さらには大勢の足音が隣の部屋へ駆け込んだかと思うと、キャサリンにも聞こえるくらいのニーナの悲鳴がした。

「どうした!?」

「ニーナ！」

　二人が隣の部屋に注意を奪われて首を返したそのとき、この部屋の扉が蹴破られた。しかも、廊下には銃をかまえた警官がずらりと並んでいた。

　警官隊は真っ先に熊に銃口を向けて言ったのである。

「そこのアナザーレイスに警告します！　公共の場においてのトランスフォームは禁じられています！　すみやかに形態変化を解き、衣服を着用しなさい！　この警告を聞き入れない場合、騒乱物陳列罪で逮捕します！」

《熊》のブイトーは仁王立ちのまま、その小さな眼をめいっぱい見開いた。

「そうらんぶつだぁ？」

「猥わい褻せつ物ぶつと言われないだけありがたいと思うんだな」

　ランスーリンが冷たく言う。警官隊はさらにキャサリンに対しても銃口を向け、

「武器を捨てなさい！」

　と警告してきた。

　ホテル内で四十四口径の大物を構えているキャサリンに向かってそう言うのは、警官として当然の行動だが、キャサリンとしてはそう簡単に《熊》から銃口を外すわけにはいかなかった。

「わたしはバナディスの外務補佐官エリオット・ウィンスロウの娘、キャサリンです。この二人はわたしを力ずくで連れ去ろうとしたのです。先にこの二人を拘束してください。そうしたら銃をお渡しします」

　きちんと事情を説明したのに、警官隊の態度は変わらなかった。それどころかキャサリンに向かって厳しく言ったのだ。

「あなたにはベルナール・デュポン卿に対する傷害の容疑がかけられています。武器を捨てて同行しなさい！　抵抗すれば発砲します！」

　呆気にとられた。警官が何を言っているのか、キャサリンにはわからなかった。

「そのベルナール卿というのはいったい誰のことです？」

　今まで黙っていたダムーがぼそりと言う。

「ケイティがとっつかまえた、あの野郎じゃねえのか」

　警官隊は答えなかったが、その揺るぎない表情を見るだけで、ダムーの推測が正しいことがわかった。彼らにとってキャサリンは著名人に危害を加えた容疑者であり、危険人物なのだ。

　しかし、そんな馬鹿な話はない。

「待ってください！　ベルナール卿がどういう人物かは知りませんけど、あの男は銃を持ってこの部屋に押し込んできたんです！　罪を問う相手が違いますでしょう!?」

「あんたら、俺の仲間の女をどうした。今、悲鳴が聞こえたぜ」

　二人の問いに警官は答えない。定石通り、前列の警官二人が片膝立ちの姿勢で、その後ろに二人が立っている。計四丁の銃口が室内のそれぞれを狙っている。

　キャサリンはためらった。政治家の娘として生まれ育ったキャサリンは、国や国家機関には──それが外国のものであっても──今まで信頼を置き、従ってきた。しかし、今回、相手の言うことは明らかにおかしいし、間違っている。身分を偽り、武器を所持して、他人の部屋に侵入してきた不審人物を叩きのめして縛り上げたところでどうして罪になるのか。

　それでも、バナディス外務補佐官の娘として、ヴィルドナの警官ともめ事を起こすわけにはいかなかった。自分の失態は父の失態になる。理不尽ではあるが、ここはおとなしく同行して、警察署で事情を説明するべきかもしれない。そう判断して、キャサリンが銃口を下ろそうとしたときだった。

　警官隊の後ろから、何かが部屋に投げ込まれたのである。

　ダムーもキャサリンも《熊》のブイトーも《虎》のランスーリンも、それを見た。

　最初キャサリンは何だろうと思った。直径十センチくらいの鉄の球に見えるが、その中から短い紐が飛び出している。おまけにその紐の先には火がついている。

　ダムーが絶叫した。

「手榴弾だ!!」

　熊と虎の二人は呪いの声を上げ、壊して入ってきた壁の向こうへ一飛びで避難した。

　キャサリンはそうはいかない。呆然と立ち尽くしているのをダムーが片手でひっ抱かかえて奥の寝室へ逃げ込み、ベッドを引き起こして楯にした。何がどうなったのかキャサリンが自覚する間もないほどの早業だった。

　間一髪で、スイートルームの居間は爆音と共に粉々になったのである。

　頑丈なベッドの陰にいてもキャサリンは思わず耳を塞ぎ、顔を覆った。

「ダムー、大丈夫!?」

　寝室の窓から顔を出したのはなんとベラフォードだった。この窓の外は建物の外壁なのだが、そこに張りついていたらしい。

「ばかやろう！　てめえ今まで何してやがった！　ケイティがやられたぞ！」

「言わないでよ！　アタシはあんたが相手を弱らせたところを鞭で押さえるつもりでこっちにまわったんだから！　そこへあの連中が押し込んできたのよ。どうしようもないじゃない！」

「開き直るな！　いったい何があった？」

「ちらっとだけど、廊下に閃光が見えたわ。たぶん照明弾よ。ケイティはそれを間近に浴びて眼をやられたんだわ」

　ダムーは低く唸った。ホテル内の暗い照明に合わせてケイティは瞳孔を大きく開いていた。

　その状態で閃光を浴びたら《猫》は一瞬何も見えなくなる。立ち往生するしかない。

「ヴィンスとコンパニオンさんも連れていかれたわ。銃を持った男が六人いたのよ。アタシに何ができると思うの」

「とんでもない警官だぜ。ありゃあ本当に本物の警官か!?」

「本物なのは確かみたいよ。ただ、彼らにとってベルナール卿は相当な重要人物らしいのよ。その要請は無視できないってことみたいなのよ。あなたの耳ならもっとよく聞こえるはずよ」

　ダムーはバリケードとなっている寝台の所まで近寄って、外の気配に耳を澄ませた。突然の爆弾に驚いたのは警官隊も同様らしい。ひどく混乱しきっている様子が伝わってくる。

　しばらく聞き耳を立てていたダムーは肩をすくめて、キャサリンたちの所へ戻ってきた。

「だめだ、ありゃあ。爆弾を投げ込んだのも俺たちの仲間の誰かに違いないとか言ってやがる。突入の準備をしてるぜ」

「そんな！」

　キャサリンが悲鳴を上げる。ベラフォードがため息を吐いた。

「ここで摑まったら、アタシたちって、発砲罪、建築物損壊、器物破損に要人への暴行傷害に公務執行妨害、他にいったいどのくらいの罪状がつくのかしらね」

「もひとつおまけに身分詐称ってのがつくぜ。あれはキャサリン嬢を騙かたる偽物だ。自分はその証拠を摑むために部屋に侵入したのだ。ベルナール卿とかいうのがそう説明してるよ」

　キャサリンの全身に血が上った。怒りのあまり舌さえうまく動かないような気になったが、そんな濡れ衣を着せられて黙っているわけにはいかなかった。

「冗談じゃありませんわ！　話して参ります！」

　憤然と立ち上がったキャサリンの腕をベラフォードが摑んで、慌ただしく言い聞かせる。

「駄目だったら！　顔を出したとたんに撃たれるわよ！　おとなしく投降したって、しばらく留置場に放り込まれるわ！　わからないの？　あなたの到着を妨害しようとしている男爵家がそのベルナール卿とやらを手先に使って、都合のいい話を吹き込んだのよ！　問題の舞踏会にあなたが出席できなくなれば彼らはそれでいいんだから！」

「そういうことだ。つまり、ここは逃げるが勝ちってことだ」

「だってニーナは!?　ケイティさんとヴィンセントさんはどうするんです！」

　ダムーがキャサリンの顔を覗き込んで、きっぱりと言った。

「いいか、お嬢さん。今は人の心配をしてる場合じゃない。自分の穴けつを捲まくるときだぜ。俺たちの仕事はあんたをその舞踏会とやらに間に合わせることだ。あんたの目的もそうだったはずだ。一度にあれもこれもってのが無理なら、今確実にできることをやるんだよ」

　ダムーは立ち上がると、持っていた短刀をベラフォードに放り投げ、履き物も脱ぎ捨てた。

「あんた、高いとこは平気か。高所恐怖症ってことはないな？」

「は、はい。平気ですけど……」

　逃げるのと高所恐怖症が何の関係があるのかと思ったキャサリンの前で、ダムーはいきなり服を脱ぎ始めたのである。

　さすがに度肝を抜かれた。いったい何をするつもりなのか聞こうとして、声が出なくなった。

　ズボンから足を抜くと、ダムーは髪をくくっていた紐を無造作に解いた。高く結ってあったダムーの黒い髪がばらっとほどけて肩と背中に豊かに広がったが、それはもう黒くはなかった。

　キャサリンの眼にはダムーの髪が一瞬で白髪になったように見えた。そればかりか、毛髪の量が一気にふわっと増して、頭の形さえわからなくなった。

　髪だけではない。あらわになった浅黒い肌もみるみる白い毛で覆われる。両手を床に着くとダムーの身体はむくりと一回り以上もふくれあがり、荒野で見た《狼》のトランスフォームと同じように骨格は溶けてまったく別のものに変化していき、見る間に一頭の獣になった。

　床にへたりこんだまま、キャサリンはものも言えずに『それ』を見つめていた。

　四本の足で立ち、長い尾をくねらせているのだから獣には違いない。だが、これはいったい何なのだ？

　体格は明らかに大型猫科のそれである。虎がもっとも近いかもしれない。尾を含めれば全長三メートル以上は優にある。一見したところ鈍重そうに見えるほどの巨漢でありながら、その筋肉はしなやかさと強靭さを秘め、すさまじい破壊力と瞬発力に満ちている。桁外れの均整と、他に類のない皮ひ毛もうの美しさを誇るその姿は、大型猫科獣だけに許された神秘の身体だ。自然の生み出した数々の造形物の中でも間違いなく最高傑作に位置するものだ。

　だが、黄色地に黒い縞模様の虎と違って、この生き物の全身は雪のように白い毛皮に覆われ、その上に淡いブルーの模様が散っていた。

　頭部から肩に掛けて頭骨の形がわからなくなるほどふさふさした、真っ白なたてがみを備え、胴体の部分はところどころが渦を巻いて豹の斑紋にも似た模様をつくり、長い尾の部分だけは白とブルーのきれいな縞模様になっている。
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　白地にブルーの虎に白いライオンのたてがみをつけたら、これに近いものができるかもしれなかった。それでいて虎ともライオンとも言いがたい。そんな不思議な生き物だった。

　キャサリンは今の状況をほとんど忘れて、それに魅入っていた。こんなに美しい生き物は今まで見たことがなかったからである。しかし、どうしてもわからないことが一つだけあった。

　黙っていられずに叫んでいた。

「どうして下着を穿いたままなんです!?」

　申し分なくきれいなその生き物は下半身に黒いパンツを着用したままなのである。著いちじるしい違和感がある。

「言わせたいのかよ？　でなきゃお互い気まずい思いをすることになるだろうが」

　振り返った獣の顔を見てキャサリンは思わず声を上げた。驚いたことにその顔は『人でいるときの』ダムーの顔そのものだった。

「乗りな、お嬢さん」

「の、乗るって……あの、これにですか？」

「人の身体をこれ呼ばわりするんじゃねえよ」

　獣がダムーの声で、ダムーの顔のままでしかめっつらをする。いや、よく見れば、まるきり同じと言うわけではなかった。肌の色はやはり別人のように白くなり、何より黒々としていた双眸は冷たく燃えるような碧あおい輝きを放っていた。

「二人とも、早く！」

　既に窓の外に避難していたベラフォードが緊迫した声で呼ぶ。

　同じ言葉をダムーはキャサリンに繰り返し、キャサリンは困惑しきって首を振ったのである。

「ごめんなさい。立てません」

「腰抜かしてる場合かよ！」

　なんだかわからない生き物へと変化したダムーは苛立ってキャサリンの腕を摑んだ。

　そう、摑んだのである。猫科動物の前肢がものを摑んだり握ったりできるわけがないのにだ。

　キャサリンは反射的にその手を摑み返していた。純白の体毛に覆われ、人の手の倍ほども大きくなり、長い爪を備えている。しかし間違いなく、人のそれと同じ五本の指を備えている手。

　顔を上げると、透き通ったアイスブルーの瞳とぶつかった。

「ダムーさん。あなたいったい……」

「詮索は後にしろ。来るぞ！」

　キャサリンは落とした銃を拾い上げてホルスターに放り込み、長いたてがみにしがみついた。

　同時に白い獣は寝室の窓から外へ向けて飛び出していったのである。

　バリケードの寝台を突破した警官隊が突撃してきたのはその直後だった。
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　スイートルームは五階にあった。

　その窓から外に向かって飛び出したのだ。街灯の明かりが遙か下に眼に入る。キャサリンは思わずダムーの毛皮をぎゅっと摑み、堅く眼を閉じた。馬に乗って障害を跳躍するときに似た感覚、ただしもっと長い浮遊感が続き、着地の衝撃が来た。

「きゃっ！」

　身体からだが前に飛びだしそうになったのを、ダムーがぐっと頭を反らして押さえてくれる。

　眼を開けて、キャサリンは驚いた。自分がどこにいるのか一瞬わからなかったのだ。今まで見ていた風景とはまるで視線の高さが違う。慌てて後ろを振り返って、さらに啞然とした。

　通りの向こうにルワナ・ホテルが見えた。

　獣のダムーはキャサリンを乗せたまま大通りを飛び越え、ホテルの斜め向かいに建っていた二階建ての店舗の屋根に飛び降りたのである。

　こんなことが可能な生き物がいるとは信じられないほどのジャンプ力だった。獣はそのまま屋根の上を走り抜け、無造作に別の建物の屋根へと飛び移った。

　キャサリンは力いっぱい、その首にしがみついていた。

　乗馬は得意なキャサリンだが、馬の背にいるときとは感覚が全然違う。身体の構造も馬とはまったく違う。走る度にダムーの両肩が大きく揺れるので、乗り心地はひどく悪い。

　白い獣はキャサリンの重みなどものともせず、らくらくと疾走と跳躍を繰り返している。

　ざっと十回は屋根から屋根へ飛び移った後、獣はとある家の中二階の屋根で立ち止まった。

「もっとちゃんとつかまって、足も使いな。落ちるぞ」

「えっ？」

　何を言うのかと思ったら、ダムーは今度は壁を垂直に登り始めたのである。

　キャサリンは慌ててダムーの首にしがみつき、両足にも力を入れて獣の背を挟んだ。

「ど、どこへいくんです!?」

「この上に平たい場所があるみたいだからな。ちょっと頑張ってくれ」

　ダムーは木登りする猫の要領で壁を登っている。その爪は人間の手と同じように煉瓦の壁をがっしり摑み、着実に自分の身体を引き上げていく。

　ルワナの建物には原則として屋上というものがない。どの屋根も、縁が少しめくれた縦長の三角形のような形をしているからだ。ダムーが目を付けたのはその三角屋根の上に設けられた小さな物干し台だった。たぶん、女主人が洗濯物を干すために後から備えたものだろう。

　そこまで登って、キャサリンはようやくダムーの背から降り、自分の足で立った。

　何しろ物干し台だからあまり快適な場所とは言えないが、傾いた屋根よりはましである。

　しなければいけないことは山ほどあった。何より、連れていかれた三人の行方を突き止めて救出しなければならないし、さっきの熊と虎の正体も気になる。そうわかってはいたのだが、キャサリンの口はまったく違うことを尋ねていた。

「その下着、ちゃんと尻尾用にお尻に穴を開けてあるんですか？」

　人の顔をした白い獣は、長い爪の生えた手でぴしゃりと自分の顔を叩いた。

「頼むぜ、お嬢さん。他に言うことはないのかよ？」

「わたしもそう思うんですけど、さっきからその下着がどうにも気になって……尻尾も。あの、やっぱり不自然ですわ、それ。お脱ぎになったほうがよくありません？」

「脱いでもいいけどよ、いくら俺でもレディの前ですっぽんぽんっていうのは気が引けるぜ」

　首を傾げたキャサリンだった。おかしなことを言うと思った。こんなに豪華な自前の毛皮を纏まとっているのに、どうしてそこまでこの人間的な装飾品に拘るのか、わからなかったのだ。

　このすばらしい毛皮の上にわざわざ衣服なんかを着る必要はどこにもないはずである。

「神様に誓ってもいいですけど、たとえ王様の衣裳だって、今のあなたの姿の半分ほども立派じゃないと思いますわ。でも、それがあると非常に見苦しい感じがするんです」

「今はそれでよくても人に戻ったときはどうすんだよ。あんたの前で丸裸で歩くのか？」

　そこまで言われて、さすがにキャサリンにもわかった。赤くなった頰を押さえて言った。

「それでは、さっきの《熊》はわざわざ素裸になって人の部屋に押し込んできたわけですか。本当にあつかましい！」

　獣のダムーは声を立てて笑った。碧あおい眼がいたずらっぽく瞬いてキャサリンを見る。

　キャサリンはため息をついて、あらためて相手の姿をしげしげと眺めてみた。

　いくら見つめても飽きることはなかった。これこそ一枚絵にふさわしい姿だと思った。

　真綿色のたてがみが風になびき、同じ白い毛が首から胸にかけて長く密生している。胴体はもちろん、両手足にも、邪魔な下着に覆われた下半身にも、純白の毛皮に淡いブルーの模様が鮮やかに浮かび上がり、長い尾はきれいな縞模様になっている。

「……あなたは、伝説のスフィンクスですの？」

　顔は人間、身体はライオンという怪物を思い出してキャサリンは尋ねてみた。模様があるところを別にすれば今のダムーの姿にもっとも近いような気がするが、ダムーは首を振った。

「言ったろ。俺はただのインシードだ」

「ただのインシードがどうしてここまで姿を変えられるんです？　ほとんどは《猫》だというケイティさんでさえ、顔だけがやっとなのに」

「なんでって言われても、俺は《ごちゃまぜ》だからな」

　ダムーは後うしろ肢あしで耳の後ろを器用に搔いた。白い毛に覆われて尖り、ずいぶん大きくなってはいるが、ちゃんと人の耳の形をしている。顔だけを形態変化させたケイティのように頭部の上についているのではなく、人間と同じように眼の横の位置にある。

「俺の父親は化けりゃあどっからどう見ても純血の《虎》なんだ。同じように母親はどう見ても《狼》なんだな」

「でも、種類の違うアナザーレイス同士は……」

「交配できない。事実、俺が生まれたわけだから、どっちも純血種じゃない。その証拠に二人ともかなり変なんだ。親父は《虎》のくせにめっぽう走るのが得意で、やけに身が軽い。水平なら三十メートル、高さなら二十メートルもの距離を一飛びに越えちまう。どこを探したってそんなへんてこな《虎》がいるわけがない」

　キャサリンは可愛らしい眉をちょっと寄せて、訝しげな顔になった。

「簡単におっしゃいますけど、水平三十メートルって、相当な距離ですわよ？」

　高さ二十メートルにしてもだ。それでは地上からルワナ・ホテルの五階までジャンプできることになってしまう。

「だから、他のどんな《虎》にもできない真似だ。おふくろにしてもそうだ。《狼》のくせにえらい馬鹿力でな。化けたときの戦いぶりでも、一人で男の《鹿》を相手にしてこてんぱんに叩きのめしちまうんだから、普通の犬科には逆立ちしたってできない芸当だ」

「……？　だって、野生の狼って鹿を襲いますでしょう？」

「一匹じゃ無理だ。狼の本領はあくまでチームワークだぜ。単独ではでかい獲物を狩るだけの力がないから、群をつくって対抗するわけだ。アナザーレイスの《狼》は野生の狼よりずっと強いが、それは《鹿》だって同じことだ。この間も言ったが、《狼》がせいぜい五十キロなら、《鹿》は四百キロだぞ。しかも雄には馬鹿でかい角がある。単独で鹿を仕留められる狼なんて、野生でもアナザーレイスでもいやしねえよ」

　獣のダムーは、すっかり形の変わった両肩を器用にすくめる真似をして見せた。

「親父とおふくろの話じゃ、それぞれのじいさんばあさんには実にいろんな種類がいたんだと。《獅子》のインシードや純血種の《ユキヒョウ》やらな。それから二人が口を揃えて言うには、兄弟たちの中でこんな身体と能力を持っているのは自分だけだってことだ。おふくろの兄貴、俺には伯父に当たる人だが、この人なんぞはまるっきりステロタイプと変わらない。要するに、大勢の兄弟の中で両親だけにそうした特徴が出て、俺はどうやら両親よりそのまた昔の親族の特徴が出たってことらしい」

「でも、どうしてなんでしょう？」

「そんなこと誰にわかる？　考えたって始まらないし、どうでもいいことだ」

　面倒くさそうにそこまでしゃべると、ダムーは物干し台の上に半円を描いて寝そべった。

　組んだ両腕の上にたてがみの頭を乗せる。長い尻尾が緩く動いて、ぱたんと床を叩いた。

　超特大サイズであることを除けば、猫そのものの仕草である。

「あんたもちょっと寝たほうがいいぞ」

「ダムーさん！　そんなのんきなことを言ってる場合じゃありませんわ！　ニーナやケイティさんたちを助けなければ！」

　獣は頭を上げて碧い眼を丸くした。

「あんたのほうがよほどのんきなこと言ってたと思うがな。こんなときになんでそこまで俺をひんむきたいのかと……」

「言わないでください！　そんなつもりじゃなかったんですから！」

　真っ赤になったキャサリンに、白い獣は低く笑った。

「三人の行方ならベラに任せな。あいつはこうした仕事にうってつけだ。そのために残ってる。──いいか、お嬢さん。今のうちに言っておくぞ」

　獣は急に口調を変えて、キャサリンに念を入れた。

「もし連中が留置場に連れていかれたんなら、力ずくで助けるのはまず無理だ。俺たちはお尋ね者あつかいだからな。牢破りなんかしたらますます立場が悪くなっちまう。だから、そのときは連中の救出はすっぱり諦めろ。かわりに、俺とベラはできるだけ早くあんたをフランツの親父さんのところまで届けてやるから。フランツの親父さんもヴィルドナでは相当な偉いさんなんだろ？　だったら、連中を留置場から出すくらいの力はあるはずだ。あんたの召使いには二、三日、臭い飯を食わせることになっちまうが、それでいいな？」

　キャサリンは獣の言うことを真摯に聞いて、頷いた。

「わかりました。おっしゃるとおりにしますわ。でも、ダムーさんは、ニーナやケイティさんたちは留置場には送られていないと思っているんですのね？」

「ああ。ルビン何とかはあんたの持ってる飾りを欲しがってるんだ。となりゃあ、できるだけ、俺たちが連中を取り戻しやすいようにしてくれるんじゃないのか」

「それは、敵が用意した罠に自ら飛び込むということですか？」

「そういうことになるな。──怖いか？」

「いいえ」

　反射的に答えたキャサリンだった。本当に怖くはなかった。

「あなたなら何とかしてくれると信じていますわ。《万能》のシャールダムーンさん」

　獣は呆れた様子で碧い眼を見開いた。

「あの状況で、よくそういう細かいとこに気がつくよな」

「だって、ずっと気になっていたんですもの。それがあなたの本当のお名前ですか？」

「大仰な名前だろ？　誰に話しても大笑いするからさ。俺はただのダムーでいいんだ」

　わたしなら笑ったりしないのに、とキャサリンは思った。

　ヘンリーはダムーのことを百獣の王にも勝ると言った。あの《虎》は、その名を持つ混血の若者がたった一人で《獅子》の群を撃退したと言った。

　獣の姿のダムーは確かに他を圧倒するだけの風格を備えている。それに、この若者の強さは今までの旅で充分わかっている。

「絶対にケイティさんたちを助けて、みんなで小父おじさまのお屋敷に向かいましょう。──でも、こんな屋根の上にいたのでは、ベラフォードさんと合流するのも不便なのではありません？」

「心配しなくていい。奴のほうで見つけてくれるさ。あんたは少し寝なきゃ駄目だ。ここじゃ寝にくいだろうが……」

「ここって、ここ、ですか？」

　思わず指さしてしまった。緩いＣ字型になった獣の、まさにそのへこみの部分である。

「俺を枕にして寝るのがいやでなけりゃ、だけどな。くっついてればあったかいだろ」

　いやだなんて、とんでもない。実に魅惑的なお誘いだった。

　物干し台の板の上に直接寝るのはあまり気持ちいいものではなかったが、キャサリンはガンベルトを外すと、できるだけ楽な姿勢で座り、生きた毛皮にそっと頭をもたせかけた。

　人の姿をしているときには感じなかった、動物のきつい体臭がする。

　町の明かりもそろそろ消えかけて、空には星が瞬いている。

　急に眠気が襲ってきた。気づかなかったが、くたくたに疲れきっていたのである。

　意識は睡魔に吞み込まれそうだったが、思わず呟きが洩もれた。

「……売られた喧嘩ならば、買わなければなりませんものね」

「そうさ。明日は倍にして返してやんな。その大砲で」

　キャサリンは半分眠りながら頷いた。もっと話したいことがあるようなのに、眠くて、もう考えることができなかった。ほんのちょっとだけと思って眼を閉じる。

　次にぱっと眼を開けたら、あたりはもう明るくなっていた。

　物干し台に太陽の光が燦々と降り注いでいる。真っ先に見えたのは、陽を浴びて雪のように眩まぶしく輝くたてがみと、掌の下にあるブルーと白の模様だった。

　キャサリンが枕にしているその模様は暖かく、獣が呼吸をするたびに緩く上下する。

　頭をつけたまま、ゆっくり毛皮を撫でてみた。天鵞絨のような手触りだった。手を伸ばしてたてがみにも触ってみる。こちらは絹のようだと思った。本物のライオンにはもちろん触ったことがないので比べられないが、馬のたてがみに比べるとかなり感触が違う。

　ダムーはそのたてがみに半分顔を隠して眼を閉じている。

　明るいところで見ると、ダムーの顔にも細かい白い産毛がびっしり生えていた。長い睫まつげまで白くなり、唇も白い体毛に覆われている。第一、頭と顔の大きさは人でいるときとはまったく違っていた。それも当然で、身体がこれだけ巨大化しているのだから、頭の寸法だけ変わらないでいたらひどく不格好なものになる。それでいて顔を構成する眼や鼻、唇と言った部品の形そのものにはほとんど変化がない。

　常識の範疇外の集大成みたいな姿である。こんな生き物を生物学者が見たら、驚愕のあまり失神するか、狂喜乱舞して正気を失うか、二つに一つだ。

　キャサリンは少し手を伸ばして、顔を覆っている白い産毛に触ろうとした。起こすつもりは全然なかったのに、ダムーはぱちっと眼を開いた。

　あの碧い眼だった。氷のように薄く透き通って、宝石のようにきらきら輝いている。

　キャサリンは思わず息を止めてその碧さに見入った。黒い色でいるときはわからなかったが、こうして色が抜けると、実に人間離れした眼なのがわかる。

　眼の色がこれほど淡いのなら、普通なら瞳孔の線がくっきり浮いて見えるはずなのに、この眼は違う。瞳孔は虹彩と一体になっているようで、容易に心を見せない。

「おはようございます」

「おう」

　ブルーの模様を全身に纏った白い獣はのそりと起きあがると、床に爪を立てて思いきり背を伸ばした。眼を覚ました猫がよくやる仕草だ。

　しかし、見れば見るほど腰の黒パンツが邪魔である。

　また赤くなりそうな自分を慌てて叱咤したキャサリンのすぐ後ろで、大きな鳥の羽ばたきがした。驚いて振り返ると、物干し台の縁に『鳥の人』が立っていた。

　キャサリンは思わず息を吞んでいた。完全な鳥の姿ではなく、背中に翼のある人という姿はマーシアと似ているが、地味な姿のマーシアに比べて、恐ろしく色鮮やかな姿だったからだ。

　背中を覆う大きな翼は陽光の加減で青にも緑にも輝いて見える。羽自体が油を刷はいたような金属光沢を放っているのだ。

　下半身はズボンを穿いていたが、裸の上体は羽毛に覆われ、胸元は赤からオレンジ、腹部で黄色に変じていた。肩の辺りには金に茶色の斑紋を持つ長い飾り羽がひるがえっている。

　まさに極彩色だった。孔雀や錦きん鶏けいの雄だってこんなに華々しくはない。

　呆気にとられて見とれていると、『鳥の人』は顔をしかめて言った。

「あんたたちねえ、アタシに一晩中働かせて、二人で何してたのよ？」

　キャサリンは再度驚いた。声を聞くまで、これが見慣れた青年の姿とはわからなかったのだ。

　肩にかかる黒い髪はそのままなのに、華やかな羽毛と翼によって印象がまるで違って見える。

　眼を白黒させているキャサリンをよそにダムーは簡潔に答えた。

「見りゃわかるだろうが。寝てたんだよ」
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　物干し台の縁に裸足で立ったベラフォードは、ハンカチでも持っていたら、悔しげにそれを咬かんで『キーッ！』と言いそうな有様だった。実際には持っていた荷物に爪を立てた。

「ああやだ、だから女の子って嫌いよ！　それ以上に男っていやよ。ちょっとかわいい子だともうでれでれしちゃってさ！」

　支離滅裂な文句だが、キャサリンの耳にはそんなものは届いていなかった。思わず叫んだ。

「ベラフォードさん、飛べたんですか!?」

　ダムーが実にそっけない口調で言う。

「ケイティが言うにはな、こいつはただのカマ蜥蜴じゃなくて、飛びカマ蜥蜴なんだとよ」

「とびカマとかげ……」

　強烈な単語である。

「そんなことより、連中の居場所はわかったのかよ？」

「わかったわよっ！　時計塔よ！」

　キャサリンははじかれたように顔を上げて、ルワナの町並みに眼をやった。

　探すまでもない。この町の中でもっとも高い建築物こそ、町のどこからでも見られるようになっている時計塔だった。しかし、その時計塔は市会議事堂の一部なのだ。

　議事堂自体は珍しくも屋根の平たい、五階層くらいの建物だ。その屋根の一角に、極太の四角い鉛筆を立てたような姿で時計塔がそびえている。階層に直せば十階建て以上になる。

「世も末ですわね。市会議事堂があんな悪党の巣に使われているわけですか」

「あのベルナールって男が警察署長や市長と話をつけたらしいわ。三人の身柄をひとまず議事堂に保管するってね。金だかコネだか知らないけど、いやな感じよ、あの男」

「俺たちが行くのを待ってるわけだ」

「そういうことになるでしょうね」

　ベラフォードは翼をしまって物干し台に飛び降りてきた。あのときのマーシアと同じように上半身を覆っていた極彩色の羽毛もきれいに消え失せ、たちまち色白の人肌になる。

　ベラフォードは持っていた荷物の一つをダムーに投げると、腰を降ろしながら、もう一つの包みを広げた。中にはどうやって手に入れたのか、パンケーキやハムなどの食べ物がぎっしり詰まっている。水筒まである。それにキャサリンの財布が入っていた。

「はい、お嬢さん。これがあればとりあえず何とかなるでしょ」

「まあ、ありがとうございます。よかった。あの警官隊に没収されたかと思いましたわ」

「没収されるところだったわよ。でも、人間社会じゃお金がないと何にもできないでしょ？　あの連中があなたたちを追って外へ飛び出した隙に、壁を這って取ってきたのよ」

　この辺が蜥蜴である。

「さあ、とりあえず食事にしましょうよ。腹が減ってはなんとやらだわ」

　キャサリンもその意見には賛成だったが、ふと背後を振り返って思わず声を上げた。

　そこでは人の姿をしたダムーが風変わりな履き物を足にくくりつけているところだった。

「ダムーさん！　どうして戻っちゃったんです!?」

「いけないみたいな言い方だな？」

　今はもう黒い眼を丸くして、黒い髪を束ねている。包みの中に入っていた短刀を腰に差し、同じく中に入っていたベラフォードの上着と靴を投げ返した。

「こんな朝っぱらからあの格好で町中を闊歩できるもんか。たちまち人だかりができちまう。連中を助けるどころじゃなくなるぞ」

　その通りだと思いながらも、キャサリンはちょっとがっかりした。もう少し明るいところで見ていたかったのである。

　三人は他人の家の屋上で手早く朝食をすませたが、ダムーは人の姿に戻り、ベラフォードも翼をしまい、服を着てしまっている。いったいどうやってここから降りるのかと思ったのだが、その心配は無用だった。

　三人が今いる場所は物干し台である。

　そして空は晴れ渡っている。

　彼らのすぐ足下で扉をばたんとやる音がして、山のような洗濯物の籠を抱えたおかみさんが大儀そうに物干し台に上ってきたのだ。

　おかみさんは、そこで自分と出くわした男二人、少女一人を見て啞然とした口調で言った。

「あんたたち、人んちの屋根で何してるんだい!?」

　もっともな疑問である。キャサリンはすばやく進み出ておかみさんに声をかけた。

「おはようございます。朝早くからご熱心ですわね。下に物干し場がないのは建物が密集して立っているせいだと思いますけど、毎日こんなにたくさん洗濯物を持って上まであがってくるのは本当にたいへんなことだと思いますわ。立派な労働です。一家を預かる主婦というものは何よりも家の中をきちんと整えて、家族の衣類には特に気を配るものだって、わたしの祖母は口癖のように言ってましたのよ。あらゆる労働の中でも主婦の働きはもっとも尊いものだって、まさにその通りだと思いません？」

　キャサリンがまくしたて、おかみさんが呆気にとられている間に、男二人はそーっと動いて足音も立てずに古びた階段を降りていく。一度、階段の下に消えたダムーが、ひょっこり頭を出してキャサリンを手招きし、キャサリンはおかみさんに向かって優雅に一礼してみせた。

「ここからの眺めがとても素敵でしたので、申し訳ないとは思いましたけれど、無断で一夜の宿にお借りしましたの。それでは失礼いたします」

「ちょっと、あんた！」

　おかみさんが叫んだときにはキャサリンは一気に階段を駆け下り、屋内に飛び込んでいた。

　ベラフォードが扉を閉め、ダムーがつっかいぼうをする。それから三人は勝手もわからない家の中をとにかく下に向かって駆け下りたのである。

　途中で何度か悲鳴が上がったが、もちろん無視した。そうして無事に地上に降りた三人は、一路、時計塔を目指したのである。
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　問題の時計塔では、ヴィンセント少年がぐるぐる巻きに縛られて床に転がされていた。

　その周りを数人の男たちが剣吞な雰囲気で取り囲んでいる。彼らは数人がかりで少年の首に巻かれた黒いリボンを焼き切ろうとしているところだった。

　もちろん、最初はちゃんとした刃物を使って切ろうとしたのだ。しかし、その黒い天鵞絨はどんな鋭い刃物も受け付けなかった。それどころか逆に刃こぼれさせる始末だ。

　最後の手段として、男たちは真っ赤になるまで熱した鉄かな梃て子こを持ち出したのである。

　一人が少年の頭を押さえ、一人が手袋を塡はめた手でチョーカーを鷲摑みにして浮かせ、別の一人が鉄梃子をそのチョーカーに押しつけている。

　一応、皮膚には触れないようにしてはいたが、首のすぐ傍に火のような熱源があるのだから、少年は悲鳴をあげっぱなしだった。

　しかし、薄い天鵞絨のチョーカーはそこまでやっても切れない。切れないどころか焼け跡も残らない。男たちはとうとう舌打ちして手を離した。

「どういう代物なんだ、こいつは!?」

　鉄梃子を持っていた男が、身体からだごと持ち上げそうな勢いでヴィンセントの襟を摑む。

「小僧、これはいったいどうやってはずすんだ？」

「だからあ……、どうやってもはずれないんだって、何度も言ってるじゃないですかあ……」

　涙声のヴィンセントである。

　そこは時計塔の内部につくられている部屋の一つだった。一般職員はおろか、議員も勝手に立ち入ることはできない区域だ。獲物の検分にはもってこいの場所である。

「どうする？　ベルナール」

「こいつは何か仕掛けがあるんだ。普通の方法じゃ歯が立たねえ。第一、焼いちまったんじゃ、報酬はどうなるんだ？　こんな苦労をさせられたあげく、ただ働きなんてのはごめんだぜ」

　口々に問われて肩をすくめたのはむろん、昨夜キャサリンの部屋に押し入った男である。

　今はボーイの服装はやめて、ぴしっとした衣服に身を包んでいた。身なりだけを見ればなかなか立派な伊達男だ。

　その場にはニーナとケイティもいた。二人とも後ろ手に縛られて床に直に座らされている。

　ケイティはこの状況でも平然としていたが、ニーナはすでに蒼白になっている。

　ベルナールはそんな二人のほうへ歩み寄ると、ケイティを見下ろして言った。

「おまえ、あの娘の用心棒なんだろう。この首輪のはずし方も知ってるんじゃないか？」

「知ってても言えないね」

　ケイティの口調は実にそっけない。

　ベルナールはケイティを見下ろすと、いやな笑いを浮かべた。

「そういう態度はあんまり賢い方法じゃないと思うぜ。俺たちは首輪の代わりにあのぼうやの首を切ってもいっこうにかまわないんだからな」

　ニーナが小さな悲鳴を上げる。しかし、卵形のケイティの目線はそれでも揺るがない。

「そんなことをしたって無駄だよ。それは偽物なんだから」

「じゃあ、本物はどこにある？」

　ケイティは答えなかった。一転して口をつぐんだ。その態度が、ベルナールの眼には答えに窮したように映るのを充分承知していながらだ。

「やれやれ、仕方がないな。おい、斧か何か持ってこい」

「やめてください！　お願いですから！」

　ニーナが今度こそ悲鳴を上げて、すがるようにケイティを見た。

　ヴィンセントを見殺しにするのかと言いたかったのだろうが、ケイティは取り合わなかった。それどころか、目元に笑いを浮かべていた。そうしてくれれば助かるとでもいうようにだ。

　ニーナはぞっとして黙り込んだ。

　彼らのこういうところがニーナにはどうしても理解できない。自分とは違う生き物なのだとまざまざと思い知らされる。

　首を切られると言われた少年は恐怖のあまり身動きもできなくなったようだった。縛られた状態のまま、床に座り込んで震えている。

　いったん部屋を出た男の一人が薪まき割り用の斧を持って戻ってきた。他の男たちが抵抗しない少年を床に押さえつける。ニーナはもうとても見ていられずに眼を背けたが、ケイティは斧が振り下ろされる瞬間を待ちかまえてうずうずしていたのである。

　あの少年が本当に身の危険を感じたときが唯一のチャンスだった。ニーナはすっかり忘れているようだが、ヴィンセントの保身能力が必ず発動するはずだ。

　斧そのものは少年が念動で動かせる重量を優に超えているが、周囲には、鉄梃子やナイフが無造作に転がっている。これが動き出したら男たちも相当慌てるはずだ。

　しかし、斧が少年の首に振り下ろされる寸前、冷ややかな声がそれを止めた。

「馬鹿なことはよしなさい。いったい誰があなたたちに人殺しまで頼んだというの」

　ドアの所に、若い女性が立っていた。つややかな黒い髪が大きく波打ちながら背中に広がり、羽毛飾りのついた燃えるような色のドレスを着ている。

　幾分きつい、しかし非常に美しい顔立ちに、その華やかなドレスはよく似合っていた。

　女性はつかつかと室内へやってくると、目線だけで男たちをヴィンセントから引き剝がし、さらには恐ろしくきつい眼でベルナールを睨にらみつけた。

「ベルナール卿。説明していただきたいわ。昨夜からの狼藉はどういうことなの。公爵さまのお口添えがあったからこそ、あなたをルワナの市長や警察署長に紹介したのに、わたしや父の顔に泥を塗るおつもりなのかしら」

　口調にも棘がある。どうやら、ベルナールのしたことが何か気に入らなかったらしい。

　ベルナールは笑いながら、気障な仕草で一礼してみせた。

「申し訳ありません。穏便に済ませられるような状況ではなかったんですよ。まさかホテルの中で手榴弾を爆発させて仲間を置き去りにして逃走するとは、政府高官の娘が聞いて呆れます。いったいバナディスでは将来の淑女となるべき階級の少女たちにどういう教育をしているのか、他人事ながら心配ですよ。おまけに、主人が主人なら従者も従者でして、昨夜から暴れて手がつけられないものですから、やむを得ず拘束してあるんです。この少年があなたのお目当ての品を持っていたことだけは幸運でしたが、困ったことにどうやってもはずれないんです。たぶん、ウィンスロウ嬢だけがはずし方を知っているんじゃないでしょうか」

　黒髪の女性は縛られたケイティとニーナを見てちょっと顔をしかめたようだった。それから床に転がされたヴィンセント少年を見て、ほとんど慈愛に満ちた笑顔を浮かべたものだ。

「かわいい子ねえ。おいくつ？」

　恐怖に竦すくんでしまっているのか、ヴィンセントは答えない。

　女性は今度はニーナとケイティのほうを見て微笑んだ。

「ごめんなさいね。窮屈な思いをさせてしまって。でも、あなたがたのご主人がいけないのよ。こんなにかわいい人を側に置いているのに、人の婚約者を奪うためにバナディスからのこのこ出てくるのだから」

　ケイティがぼそっと言った。

「だいたい予想はつくけどさ。あんた誰？」

「アンジェラ・ルビンスタインよ。申し訳ないけれど、もうしばらく辛抱していてくださる？　そうしたら必ず無事にお帰しするわ。あなたがたに危害を加えるつもりはないのよ」

　ケイティは思いきり鼻白んだ顔でアンジェラを見た。拳銃で脅して、警官隊を突入させて、自分たちを拉致しておいて、そんな台詞を信じろと言うほうが無理である。

　だが、アンジェラはケイティの眼を見て、ちょっと顔を曇らせた。

「眼は大丈夫？　《猫》がいるのに照明弾を使うなんて、非常識にもほどがあるわ」

　後半はベルナールに向かっての文句である。

　ケイティは、おや？　と思った。

　たとえ素振りだけにせよ、アナザーレイスについて知識を持ち、ある程度の好感を持っていなければこういう台詞は出てこないものだ。ニーナは親の敵でも見るような眼でアンジェラを見ていたが、ケイティはあくまで事実に基づいて物事を判断する性分だったので、この女性に対する評価をほんの少しだけ、上向きにした。

　一方、ニーナは精一杯の勇気を奮い起こして、アンジェラに向かって嚙みついていた。

「こ、こんなことをして、お嬢さまも、バナディスの旦那さまだって、絶対に黙っていませんからね！」

　ここまで思い切った真似をしたからには、ウィンスロウ家を敵に回すことはアンジェラにもわかっていたはずだが、アンジェラは動じなかった。むしろ厳しく言い渡した。

「手段が荒っぽくなったことはあらためてお詫びするわ。でも、エリオット卿は有能な政治家であると同時に、立派な人格の方だと伺っています。わたしをお怒りになるよりも、ご自分のお嬢さんの軽率な行動をたしなめられるはずよ。わたしも父もウィンスロウ家には何の恨みもないの。ただ、あなたの馬鹿なご主人に道理をわかってもらいたいだけなのよ」

　ニーナが顔を真っ赤にして『お嬢さまは馬鹿でも道理のわからない方でもありません！』と、怒鳴ろうとしたとき、男が一人駆け込んできた。

「来たぜ。もうじき建物に入るところだ」

「どうします、レディ？」

「こんな狭苦しいところでは失礼だわね。下でお出迎えしましょうか」

　アンジェラと共に、ケイティ、ニーナ、ヴィンセントは縛られたまま立たされて部屋を出、一階層下のフロアに移動した。その際、アンジェラはニーナに向かってこう言った。

「あなたのご主人にも仲間を見捨てないだけの気概はあるようね。少しは見直したわ」







　市会議事堂は朝の九時に開く。

　時間になるまでは内側から鍵がかかっている。泊まり込みの守衛が玄関内側の取っ手に鎖を回し、南京錠を下ろしているのだ。この手合いの錠を外からはずすのは無理だろうが、この日の朝に限って、議事堂の玄関には鍵がかかっていなかった。

　あからさまに罠だが、ダムーは気にせずに建物に入り込んだ。

　どうやって三人を助けるかとのキャサリンの問いに、ダムーは正面から乗り込めばいいと、あっさり答えたのである。乱暴なやり口だが、他にいい方法がないのも確かだった。

　建物内に入ると、ダムーはちょっと空気を嗅いだだけで、階段に向かった。

　議事堂の一階は役所の窓口になっている。二階が市議会場である。二階までは一般市民でも入れるが、三階に続く階段には関係者以外立入禁止の札が立てられている。

　ダムーはその札を無視して階段を駆け上がった。後ろにベラフォードとキャサリンが続く。

　三階を見上げる踊り場まで来て、ダムーは初めて足を止めた。上の階にお約束の邪魔が立ちはだかっていたからである。警備員の服装をし、警棒を持った屈強な大男が三人だった。

　中心の男が獰猛な顔に愛想笑いを浮かべて言う。

「困りますな。ここは一般市民は立入禁止ですよ」

　その口元に牙が覗いたような気がして、この男はアナザーレイスだとキャサリンは直感した。キャサリンにわかったくらいだから、ダムーにはもっとはっきり種類までわかったはずである。

　しかし、ダムーは躊躇しなかった。数メートルの距離を一瞬で無にする跳躍力で階段を飛び上がった。

　警備員になりすました男は下から突っ込んだダムーを叩き落とす勢いで警棒を振り下ろした。

　それは見事に空振りして足下の階段を激しく殴りつけることになったのだが、なんと、その一撃で石の階段がぼろりと崩れ落ちた。すごい力だった。

　なぜダムーがこの恐ろしい一撃を食らわずに済んだかと言えば、わざと手前の階段を狙って飛んだからだ。空振りの直前に垂直のジャンプを行い、体勢を崩した男の後頭部をめがけて着地したのである。ダムーの踵が男の延髄を深々と捕らえ、蹴り飛ばした。

　男が階段を転がり落ちる間に、ダムーは残りの二人を昏倒させていた。すかさず上の階から降りてきた男たちめがけて突っ込んでいる。

　キャサリンとベラフォードは完全に見物役である。正確には後からついていく役だ。

　ダムーの戦いぶりはまさに瞠目に値した。相手はダムーの倍もありそうな大男ばかりなのに、端から払いのけ、なぎ倒している。腰の短刀は必要ないんじゃないかとキャサリンは不思議に思ったくらいだ。ダムーは自らの肉体そのものを最強の武器として使っている。

　中にはその拳や蹴りを食らって階段から突き落とされても、なお立ち上がろうとする健気な悪者もいたが、それは待ちかまえていたベラフォードが踏みつけて黙らせた。

「顔を踏むのはちょっとやりすぎじゃありません？」

「そんなことないわ。いい男ならともかく、踏まれて気の毒な顔には見えないわよ」

　青年は平然たるものだ。客観的に見てキャサリンもその意見には賛成だった。

　四階を素通りして、ダムーは最上階の五階まで駆け上がったが、そこにはまるで人気がない。

　がらんと静まり返っている。

　ダムーはちょっと首を傾げて立ち止まった。この階なのか、それともこの下の階だったのか迷ったように見えて、キャサリンは不安の表情でダムーを見上げた。

　この人が動いてくれないと、自分にはニーナの居所もわからない。

　しかし、ダムーは今までよりゆっくりした足取りで廊下を歩き出した。迷ったのではなく、いくらか警戒を強めたらしい。広い廊下の突き当たりにある扉を慎重に押した。

　途端に晴れ渡った空が頭上に広がった。視界が開ける。彼らの目の前にはルワナでは珍しい屋上があった。縦長の屋上のつきあたりに時計塔の巨大な姿がある。

　こうして間近に見るとたいへんな迫力だった。三人は早足に屋上を横切り、入口らしい扉に向かった。ここも当然、鍵がかかっていなければならないはずだが、やはり開いている。

　ダムーは無造作に内部に踏み込んだ。もちろんキャサリンも続く。暗くじめじめした塔内を想像していたが、中は意外に明るく、空気も清浄だった。

　あちこちに明かり取りと空気入れ替えの窓が設けられているらしい。

　入ってすぐ階段があった。今までの立派な階段とは異なり、人一人通るのがやっとのような狭い階段が壁にそって上に続いている。ダムーは躊ちゆう躇ちよせず、上を目指した。

　階段を昇ると、時計塔の中とは思えないほど立派な廊下が現れた。廊下そのものは短いが、右側の壁には優雅な掛燭が掛けられ、緋色の絨毯まで引いてある。

　左側に三つ並んだ扉も上等の樫材だった。凝った浮き彫りまで施されている。

　滅多に人も来ないはずの時計塔内にどうしてこんな設備があるのかと、キャサリンは訝いぶかしく思ったが、ダムーは廊下をすたすた進んでいった。

　二つの扉をまったく無視して素通りし、三つ目の扉を開けようとして、ダムーは手を止めた。いやな顔になって振り返った。

「壊してもいいか？」

「よしなさいよ。昨日のホテルだってアタシたちのせいにされてるんだから。損害賠償なんか請求されたら厄介じゃない。──鍵がかかってるの？」

「かかってない、と思う……」

「はい、はい。開けられないのね」

　仏頂面のダムーに代わって、肩をすくめたベラフォードがあっさりと扉を開けた。

　そこは貴婦人たちが茶会を開くのにちょうどよさそうな、ちょっとしたサロンになっていた。

　室内の壁には色鮮やかな壁紙が張られ、天井は幾何学模様に彩られ、つり下げられた大きなシャンデリアが眩いばかりに煌めいている。内装も調度品も、重厚さと華麗さを併せ持つ趣味のよいものばかりだが、感心している場合ではなかった。部屋の中央に天鵞絨張りの長椅子が置かれ、その長椅子に縛られたニーナとケイティ、ヴィンセントが座らされていたからだ。

「お嬢さま！」

「ニーナ！　無事だった!?」

　叫んだキャサリンだが、近寄ることはできなかった。三人の後ろには拳銃を握った男が立ち、その横には、別の椅子に腰を下ろした若い女性がいた。背後に従僕と召使いを従えている。

　キャサリンはその女の人の美しさにまず驚き、さらには着ているドレスに眼を奪われた。

　燃えるような緋色のドレスは申しわけ程度に袖が付いているだけだ。全体を細身につくり、腰から下はやわらかいシフォンが滝のように流れている。今まで一度も見たことのないデザインだったが、とても斬新で華やかに見え、急に自分の、昨日から着続けてくたびれたドレスが気になったのである。
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　その女性は立ち上がろうとはしなかった。座ったままキャサリンに一瞥をくれて、微笑した。

「ようこそ、お嬢さん。わたしはアンジェラ・ルビンスタイン」

　キャサリンは一気に表情を硬くして、それでも名乗り返した。

「ご丁寧に痛み入りますわ。キャサリン・ウィンスロウです。友人たちがお世話になっているようですけど、ヴィルドナ流のもてなしはずいぶん不作法なんですのね。すぐにその人たちの縄を解いてください」

　最大限の自制心を発揮して声を抑えたキャサリンだが、目線にも口調にもたっぷり棘がある。

　それはアンジェラも同様だった。表情こそ穏やかにしているが、キャサリンを見つめる眼は実に冷ややかなものである。

「お友達に不愉快な思いをさせたことに関してはお詫びするわ。こんなに手荒なことをするつもりはなかったのよ。ただ、あなたに少しばかり反省してもらいたかっただけなのに」

　キャサリンは激怒した。形ばかりでも礼節を保とうとした自分に舌打ちする思いだった。

　この相手には山ほど反省してもらわなければならないが、自分には反省しなければならないことなど一つもないのだ。

「その言葉はそっくりあなたにお返しします！　フランツや小父さまがあなたとの結婚を承諾できないわけがいやでもわかりましたわ！」

　今度は、アンジェラの青い眼に火花が走った。

「口を開く前によくお考えになることね。小さなお嬢さん。わたしもいつまでも冷静に話していられるわけではないのよ」

「わたしが小さいならあなたは何です？　どう見たってフランツより年上でしょう！」

　苦しまぎれに叫んだ言葉だったが、これはアンジェラにとって痛いところをついたらしい。

　それまで超然とした大人の女性だったのが、ほんの少し顔色を変えて言い返した。

「どこまでも失礼な人ね！　たった二歳くらいが何だというの！」

　つまりアンジェラは二十歳ということになる。キャサリンはほとんど勝ち誇って、断言した。

「充分、年増じゃありませんか」

　この侮辱にはアンジェラも憤然となったが、それ以前に、キャサリンの後ろで壮絶な殺気が発生した。

「あのねえ、お嬢さま。世の中には言っちゃいけない台詞って言うのがあるのよねえ」

　ベラフォードが今にも爪を研ぎそうな猫なで声で言えば、まだ縛られたままのニーナまでが凄みを込めて断言した。

「二十歳で年増と言われたんでは年頃の女性の立場がありませんね」

　キャサリンもさすがに冷や汗を搔いた。アンジェラの怒りはともかく、こちらは真剣に恐い。

「あら。いやだわ。わたしは決してそんなつもりではなくて……」

　しかし、二人はそろってキャサリンに冷たい眼を向けている。

「そうよねえ。十四歳の、おむつも取れないようなお嬢ちゃんに比べれば、アタシなんかもう年増よねえ」

「仕方がないですよ。ベラフォードさん。百年前なら十五、六で結婚するのが普通でしたから。それを思えばわたしたちなんて立派な年増です」

「まあ、そんな。ひどいわ、二人とも、お願いだから機嫌を直してくださいな」

　キャサリンは大慌てで二人をなだめ、その横でダムーが冷静に呟いた。

「醜い女の争いだな」

　取り残されたアンジェラが苛立たしげに手を打って、三人の痴話喧嘩を止めさせる。

「さあ。内輪もめは後にしてちょうだい。キャサリン。あなたには誰かがはっきり言う必要があるようね。結婚は子どものままごと遊びとはわけが違います。お父さまに迷惑を掛けるのも大概にして、早々に国にお帰りなさい」

　キャサリンは再びきっとなって、アンジェラを睨み据えた。

「あなたのような人に父の名を軽々しく口にしてほしくありません。人質を取った上で、厚かましくもわたしを脅迫するのであればなおさらです」

「お友達は今すぐお放しします。でも、その前に、この少年の首飾りを返していただきたいわ。これはあなたが持っているべき品ではないのだから」

　キャサリンはちょっとためらった。では、アンジェラは今もそれを本物だと思っているのだ。

　しかし、その首飾りは持ち主の少年でもはずせないという代物である。何よりアンジェラの言い分はキャサリンには到底納得できなかった。あえて強気の姿勢を取った。

「おかしなことばかりおっしゃるんですのね。どうしてお渡ししなければならないんでしょう。それはわたしにとって大切な思い出の品なんです」

　すると、アンジェラは苦い顔になって、ため息を吐いたのである。

「厚かましいのはどちらのほうなのかしら。あなたが道理をわきまえてくださる人であれば、あなたがそれを、ただの思い出の品として大事にしてくださっているのであれば、何も問題はなかったはずなのに」

　キャサリンは首を傾げた。アンジェラが何を言っているのか本当にわからなかった。

　おまけに、アンジェラの口調にも態度にも、何やらこちらを非難するようなものがある。

　どういうことなのか問い質そうとしたとき、ニーナの悲鳴が響いた。

　長椅子の後ろに立っていたあの男がニーナを椅子から引きずり立たせ、その首に短刀を突きつけたのである。

　キャサリンが腰の銃を抜くより早く、アンジェラが憤然と立ち上がって叫んでいた。

「何の真似なの!?　その人を離しなさい！」

「レディ。こちらのお嬢さんは一筋縄ではいかないんですよ。このくらいはしませんとね」

　男の合図で隣室から屈強な男たちがわらわらと現れる。みんな武器を持っていた。それも、腰にピストルを吊した上で、大口径のライフルやら散弾銃やらを持つという念の入れようだ。

　その男たちを背後に従えた上で、ニーナを人質に取った男はキャサリンに眼を向け、にやりと笑った。

「さてと、お嬢さん。昨夜の続きといきましょう。あなたはもちろん、この首輪のはずし方をご存じですね？」

「知りません」

　硬い声で言ったキャサリンだった。本当に知らないのだ。答えようがない。

「やれやれ。情の薄いご主人だ。このご婦人はまだ未婚でしょう？　顔に大きな傷がついたら、嫁ぎ先を見つけるのにもさぞ苦労することでしょうね」

「待って！　あなたの欲しがっているものは！」

　ここにある。自分が持っている。キャサリンはそう言おうとした。

　それをダムーが凄い剣幕で遮ったのである。

「言うな。しゃべったら殺されるぞ」

「でも、このままではニーナが殺されます！」

　キャサリンは叫んだ。必死だった。

　ここでアンジェラが一歩進み出た。その眼には怒りの炎が燃えている。

「ベルナール卿。もう一度言うわ。今すぐその人を離しなさい。こんなことをして、いったいなんと申し開きをするつもりなの？」

「手出しは無用ですよ。レディ。あなたはそこで黙って見ていてくださればよいのです。まあ、わたしにお任せください」

　男は相変わらず猫なで声でキャサリンに言う。

「わたしが欲しいのはその首輪だけなんですよ。お嬢さんにとってその思い出の品がお友達の命より大切だというのであれば、少年の首を切り落として首輪を持っていってもいいんですが、できればそんなことはしたくない。このご婦人の未来を台無しにするのも後味が悪い。お願いですから、それをはずしてもらえませんか？　そのほうがお互いのためだと思いますよ」

　キャサリンは青ざめた顔でダムーを見た。

「ダムーさん……」

「駄目だ」

「でも！」

　この時、キャサリンの横でベラフォードが、そして長椅子の上で縛られたままのケイティが深く息を吐き出した。武者震いでもするかのようにだ。そして二人はいやに真剣な顔をポニーテールの若者に向けたのである。

「ダムー。こうなったらもう仕方がないわよ」

「あんただってわかってるでしょ。方法は一つだけだよ」

　二人の言葉にダムーはこれまたいやそうな顔で長いため息を吐くと、ベルナールに眼をやり、片手の親指でヴィンセントを指して言った。

「しょうがねえな。こいつの首輪をはずせばいいんだな？」

「その通り。あんたはなかなか話がわかる」

「だけど、お嬢さんはそいつのはずし方なんか知らないぜ。俺が知ってる。はずしてやるから、ヴィンスをこっちへよこしな」

　キャサリンは驚いた。ニーナもだ。さらに意外だったのは当のヴィンセントが難色を示して椅子の上で後ずさったことである。

「やだ！」

「ヴィンス！」

　叱責するようなダムーの鋭い声に少年は身を竦ませた。おまけに横に座っていたケイティがそんな少年の身体からだをブーツの踵で蹴った。

「なにしてんのよ。さっさと行きなさいって」

「だって……やだよ」

「この状況でどうしてごねるわけ？　でなきゃ殺されるんだよ。あんたはよくても、あたしは死ぬのはまっぴらなんだからね！」

「ぼくだって死にたくないよ！」

「だったらとっとと行けっての！」

　無情にもケイティは少年を椅子から蹴り落としてしまった。

　ぐるぐる巻きに縛られたままのヴィンセントは芋虫のように床に這っている。この不自由な姿勢で立ち上がるのは少年には難しいことだった。屈強な男の一人がその身体をつまみ上げて、ダムーのほうに突き飛ばした。

　ニーナを捕らえたままのベルナールが猫なで声で言う。

「言うまでもないが、縄は解かないでくれたまえよ。欲しいのはその首輪だけなんだ」

「縄を解いたところで、こいつには何もできやしないぜ」

　悠然と答えたダムーは扉の傍から動こうとしない。ベラフォードが手招きし、少年はそれに応えるかたちで、よたよたと近寄ってきた。

「どうしても外すの？」

　叱られる子犬のような顔である。

　その首に手を伸ばしたダムーもまた、苦虫を嚙み潰したような顔だった。

「俺もこれだけはやりたくなかったんだがな。蜂の巣にされるよりはましだろうよ」

　言いながら、ダムーは七個の宝石をいじっている。適当に、緑、赤、オレンジ、また緑と、一つずつ指で押している。でたらめな動きに見えたが、それだけで、焼けた鉄梃子を当てても傷もつかなかったチョーカーが、宝石の列のちょうど真ん中あたりでぽろりと分かれたのだ。

　武器を構えていた男たちが歓声を上げる。ベルナールも満面の笑顔になった。

「たいへん結構だ。では、こちらへいただこう。くれぐれも妙な動きはするなよ？　あんたはどうやら普通の身体じゃないらしいが、これだけの弾を食らえば象でも倒れる」

　ダムーは逆らわない。ベルナールに向かってゆっくり歩を進めていく。

　キャサリンははらはらしながらそれを見守っていたが、ヴィンセントが妙な呻うめき声を発して床にずるずると座り込んだのには驚いた。

「ヴィンセントさん？」

　駆け寄ろうとしたキャサリンをベラフォードが止める。同時にベルナールはニーナを仲間に押しつけ、ダムーの手からチョーカーを奪い取っていた。

　次の瞬間、驚くことが起きた。目的のものを手に入れたベルナールはなんと、仲間の男から拳銃を受け取り、その銃口をアンジェラに向けたのである。

　そればかりではない。キャサリンに向かって、ねっとりした声でこう言った。

「お嬢さん。今こそ契約を果たしますよ。あなたにとって邪魔なこのレディを片づけるというね。──レディ。申し訳ないがそういうことなので、恨まないでくださいよ」

　アンジェラは先程からずっとベルナールのすることに唇を嚙みしめていたが、ここに至って人を射殺せるような眼をキャサリンに向けた。

「お、お嬢さま……」

　喘あえぐような声を発したのは、アンジェラの背後に控えていた召使いである。健気にも主人の前に進み出ようとするのをアンジェラが制した。自分の身代わりに撃たれることはないと暗に示したのだ。それからキャサリンに眼を戻し、激しい嫌悪と軽蔑の言葉を浴びせかけてきた。

「キャサリン・ウィンスロウ。驚いた人ね。あなたのような恥知らずは見たことがないわ」

　アンジェラの双眸には火が燃えている。啞然としていたキャサリンだが、驚くべき素早さで状況を判断した。このままでは自分がアンジェラ殺害を指示した主犯にされてしまう。

　嫌いな相手には違いないが、そんなのはまっぴらだった。かといってまともに問い質しても、この男から真意を聞き出すのはまず無理だ。

　意を決したキャサリンは、ベルナール以上の猫なで声で、にっこりと話しかけたのである。

「よかった。一時はどうなることかと思いましたけど、あなたはわたしの味方なんですのね。でしたら、そのチョーカーは必要ありませんでしょう。返してくださいません？」

「いいえ。これはわたしが持っていきます。途中でなくしたりしたら大変でしょう」

「まあ、ご親切にありがとう。ですけど、大事なものですもの。自分で持っていたいんです。アンジェラを殺すより先にそれを返してくださらなくては困りますわ」

「いえいえ、そうはいきませんよ。これを持っていくのも契約のうちなんですからね」

　途端、キャサリンはあの重い銃を抜き、ベルナールに狙いを定めていた。厳しい声で言った。

「語るに落ちるとはこのことです。二枚舌の蝙蝠こうもりさん。あなたはわたしにアンジェラの殺害を依頼されたと言いながら、その首飾りをどこかへ持っていこうとしている。アンジェラを殺し、それを持っていくことであなたにお金を払ってくれるのはどこの誰です？　誰がそんなものを必要としているというのです？」

　アンジェラが驚きに眼を見張った。そして、ベルナールはぐっと言葉に詰まった。どうやら図星だったらしいが、素直に白状するような男でもない。にやりと笑った。

「なるほど。あなたはうわさに聞くほど馬鹿なお嬢さんではないらしい」

「アンジェラから離れて！　ニーナを返しなさい！」

　キャサリンは厳しくベルナールを見据えていたが、視界の端に、ヴィンセント少年がひどく苦しそうに呻いて床に倒れるのを捕らえた。意識を失ったように見えた。

　激しい焦燥を感じたが、今は少年にかまっていられない。キャサリンはベルナールに銃口を向け、ベルナールはアンジェラを狙っている。ベルナールの部下の男たちはどうしたらいいかわからずに互いの顔を見やり、ベルナールの指示を待っている。

　その膠着状態を破ったのは風だった。

　こぢんまりした室内を突如として強風が襲ったのである。

「きゃっ!!」

　危うく壁に叩きつけられそうになったキャサリンをベラフォードが受け止めた。

　嵐のような轟音が耳を打った。この部屋には窓もないのに、大の男がよろめくほどの強風が室内を荒れ狂っている。自然の法則ではあり得ないことだ。さすがに男たちが呆然となった。

　この騒ぎを待ちかまえていたように、ケイティが動いた。後ろ手に縛られた両腕の輪の間に尻と両足を通し、あっという間に身体の前で縛られた状態にする。

《猫》は身体のやわらかさが身上だ。縛られたままの両手で、ケイティはブーツの中に隠してあったナイフを引き抜き、ベルナールめがけて投げつけた。

「こ、こいつ！」

　男たちの一人が銃を撃ったが、ケイティはもうそこにはいない。

「銃を何とかしろ!!」

　ダムーが叫んで、ベルナールに飛びかかった。

　散弾銃を持った男がその前に立ちはだかる。強風に煽られながらもダムーを撃とうとしたが、引き金を引くどころではなかった。男の手から銃がすっぽ抜けた。

　いくら風が強くても、重い猟銃を吹き飛ばすほどではないはずなのに、銃は一直線に空中を横切っていき、ヴィンセントから一メートルほど離れた空中でぴたりと停止したのである。

　男たちは愕然とした。半ば眼を疑い、半ば恐怖に駆られながら、彼らは一斉に倒れた少年に銃弾を浴びせかけた。だが、抜群の殺傷力を誇る散弾も、猛獣を仕留められるはずの大口径のライフル弾も、少年の身体を傷つけることはできなかった。

　弾はみんな気を失っている少年の手前、空中で止まってしまった。

　恐怖の表情を浮かべた男たちの顔が、まったく別の感情を浮かべて自分の手を見る。

　散弾銃やライフルを握っている手が、己の意志とは関係なしに持ち上がっていく。

「わ、わっ！」

　一人が悲鳴を上げて手を離した。武器はさっきの銃と同じように宙を飛び、少年のすぐ傍で見えない壁に当たって停止する。他の銃器も次々と持ち主の手から奪われ、同じ動きで少年のところへはせ参じる羽目になった。

　ベラフォードとともに懸命に身体を支えながら、キャサリンは大きく喘いでいた。

　この怪現象をヴィンセントがやっているのは間違いない。しかし、この旋風といい、次々と力を使っていることといい、普段のヴィンセントにできることではない。ましてや今は完全に意識を失っているのだ。それなのに、ダムーの言葉に反応して銃を取り上げ、銃弾を止めた。

　すべてあの首飾りをはずしてからだ。

「あれは、あのチョーカーはまさか……」

　硬い顔のベラフォードがその疑問に答える。

「そう、安全装置よ」

　すばやく縄を解いたケイティが一瞬で猫の顔になり、ニーナを捕まえていた男に飛び掛かる。

　顔をかきむしられたその男は悲鳴を上げてニーナを手離し、ケイティはニーナを抱えたまま部屋の隅へと飛びすさった。

「ダムー。急いで！　戻せなくなる！」

「わかってるよ！」

　しかし、遅かった。しつこく逃げようとしたベルナールを叩きのめし、何とかチョーカーを取り返したときには、少年の身体が火を吹いていた。

「ヴィンセントさん!?」

　火の渦巻というものをキャサリンは初めて見た。

　少年の回りを生き物のように炎がとりまき、部屋の天井にまで達している。シャンデリアは風と炎に煽られて大揺れに揺れ、部屋全体が熱気で炙あぶられるようだった。

　真っ先に逃げ出したのはベルナールの部下の男たちだった。だらしのない悲鳴を上げながら隣室へ駆け込んでいった。この部屋の出入り口は少年の放つ炎が塞いでいるから、逃げようと思ったらそこしかない。

　アンジェラも素早かった。男たちが武器を奪われたと見るや飛び出していた。進路を塞いだ男に容赦のない肘撃ちを食らわせて沈め、立ち上がろうとしていたベルナールを思いきり靴の踵で踏みつける。冷徹な怒りの籠もった一撃だった。

　ベルナールが潰れた蛙のように呻くのには見向きもせず、従僕と召使いを引き連れて、ひらりと隣室へ向かう。その際、キャサリンを振り返って、悠然と微笑んだ。

「また会いましょう。小さなお嬢さん」

　首飾りを取り戻したダムーは何とかして火に包まれているヴィンセントに近寄ろうとしたが、もうとても不可能だった。近寄れば黒こげだ。

　ダムーは盛大な舌打ちを洩らし、自分も逃げながら、声を限りに叫んだのである。

「ここじゃ駄目だ。外へ出ろ！　下の屋上にいるからな！」

　用心棒たちはキャサリンとニーナを抱えるようにして、隣の部屋へ逃げた。そこから廊下へ出ればさっきの階段である。螺旋階段を駆け下りて、一行は転がるように屋上へ出た。

　広い屋上を突っ切ってできるだけ時計塔から離れる。屋上の一番端まで来てやっと足を止め、用心棒三人は真剣な顔で、少年が残っているはずの時計塔を振り返った。

　ニーナはやっと自由の身になったわけだが、助けられた安堵を感じている暇もない。激しく息を乱し、その顔からは血の気が引いている。

「お、お嬢さま。いったい何が起きたんです？　あの子はどうなったんです!?」

「わたしにもわからないわ」

　キャサリンも緊張に顔を強ばらせていた。しかし、用心棒三人にはわかっているらしい。

　彼らが見上げている時計塔の、壁の一部が吹き飛んだ。中から爆破されたような感じだった。

　その奥に、光に包まれた少年の姿が見えた。

　身体を縛っていた縄は自分で切ったのか、燃えてしまったのか、今の少年は両手で壁を伝うようにして身体を支えていた。壁に開いた大穴に向かって、ふらりと近づいていく。

「危ない！」

　キャサリンとニーナが声を揃えて叫ぶ。その声に押されたかのように少年の身体はゆらりと傾き、塔からまっ逆さまに落ちたのである。

　ニーナは悲鳴を上げて顔を覆ったが、キャサリンは眼を背けることができなかった。瞬きもできなかった。息が止まるような想いをしながら、落ちていく少年の姿を見つめていた。

　だが、少年の身体は屋上に叩きつけられはしなかった。落下の途中で消えてしまった。

　キャサリンの口から細く、長い悲鳴が洩れた。

　同時に空に異変が起きた。たった今までこの屋上に降り注いでいた太陽の光が急に遮さえぎられ、濃い影が落ちたのだ。

　上を見上げてキャサリンは二度、悲鳴を上げた。

　手の届きそうな所に雲が覆い被さっている。しかもそれは凄い速さで動いている。

「いったい……」

「お嬢さま……」

　二人はしっかと抱き合って、それを見上げたのである。雲ではない。こんなに低い空を漂い、こんなに濃い影を落とす、真珠貝のように輝く雲などあるわけがない。

　それはある生き物の一部だった。

　空中で大きくのたうち、一直線に高度を上げる。舞い上がるにつれてその姿が明らかになる。

　蛇に酷似した巨大な身体は光り輝く鱗に覆われ、頭の部分には鹿のような角とたっぷりしたたてがみを生やし、申し訳程度の短い手足を持っている。

　たとえ見るのは初めてでも間違いようのない生き物の姿がそこにあった。

「ドラゴン……！」

　キャサリンは大きく喘いだ。

「北大陸のドラゴン！」

　ニーナは空を見上げたまま、言葉もない。

　竜は翼もないのに悠然と空を飛んでいた。空中に、水平に、８の字を描くようにだ。

　地上でも大騒ぎになっているのがわかる。ここまで人の叫び声が聞こえてくる。

　人の顔に戻ったケイティが言った。

「あーあ、やっちゃった。どうする？」

「どうもこうもあるか。逃げるが勝ちだ」

　言うなりダムーは腰の短刀をケイティに預け、服を脱ぎ始めた。ベラフォードもそれに倣う。

　上半身裸になった青年が眼にも鮮やかな羽毛を纏まとい、背中に翼を生やすのを見て、ニーナはさらに絶句した。あんまり眼を見開いているので目玉が落ちるのではないかと思うほどだった。

　しかし、下着以外を脱ぎ捨てたダムーが大型猫科獣に似た姿に変化するに至っては、緊張の糸がぷつんと切れたらしい。絹を裂くような悲鳴を上げて逃げ出そうとした。

「ニーナ。しっかりして！　これはダムーさんよ！」

　叫び続けるニーナを懸命に押さえながら、キャサリンは震える声で呟いた。

「それにあの竜は……ヴィンセントさんだわ」

　ニーナが叫ぶのを止める。怯えと驚愕と激しい疑問の眼差しでキャサリンを凝視した。

「そんな、まさか……そんな馬鹿なこと!?」

「他に考えられないもの。そうなのでしょう？」

　男たちの脱いだ衣服をまとめて包みにしていたケイティがこれに答えた。

「話は後だよ。急いでここから離れなきゃ、あんたそれこそ舞踏会どころじゃなくなるよ」

「ですけど、逃げるにしたっていったいどうやって逃げるんです!?　この建物のまわりはもう野次馬でいっぱいのはずです！」

「あれに乗って行くんだよ」

　ブルーと白の模様の獣がいやそうに言い、ニーナは今度こそ屋上にへたり込んでしまった。

　キャサリンもとっさに口が利けなかった。

「乗ってって……乗れるんですか!?」

　ニーナの顔は蒼白を通り越して紙のように白くなっている。

　竜あれに乗る、馬の代わりにするという発想は彼女には断じて容認しがたいものだったのである。

　しかし、キャサリンにとっては夢のような話だ。

「俺だってそんなことやりたくない。正直言って力いっぱいやりたくないぞ。誰が好き好んであんな長ったらしいにょろにょろの鱗つきの、蛇の化けもんみたいな奴に……」

　渋い顔でぼやき続けるダムーを、ケイティとベラフォードが叱しつ咤たした。

「見苦しいわよ！　アタシたちはいいとしてお嬢さまたちを置いてく気なの!?」

「そんなことしたら契約違反でただ働きになるってわかってんの!?　絶対に駄目だからね！　さっさとお嬢さんたちをヴィンスに乗せて、キーロウへ行くように言うんだよ！　あのヴィンスと話ができるのも元に戻せるのもあんただけなんだから！」

「話ができるなんて誰が言った!?　できれば苦労はしないんだ！」

　人間のケイティと、全長三メートルを優に越す獣のダムーが真剣に言い争っている。

　二人は啞然として見ていたが、キャサリンは思いだしたようにベラフォードに尋ねた。

「元に戻せるのがダムーさんだけって、どうしてなんです？」

「つけ加えるならあの首飾りをはずせるのも、ね」

「だからどうして!?」

　叫んだキャサリンの眼の前で、ダムーはようやく腹を据えたようだった。

　大きく深呼吸すると、空に向かって長く吠えたのである。

　空中を優雅に旋回していた竜はその声に敏感に反応した。長大な身体を蛇のようにくねらせ、こちらへ向かって降下してきた。

　ベラフォードが背中の翼を思いきり広げる。差し渡し五メートル以上もありそうな極彩色の翼を羽ばたかせると、青年の身体はふわりと宙に浮き、ケイティを捕まえて舞い上がった。

　ニーナとキャサリン、それにダムーは屋上に置いてきぼりである。

　どうするのかと思ったら、白い獣の若者はまさに『ごちゃまぜ』だった。

　両手を突っ張って力んでいたとみるや、広い背中に翼が現れたのである。

　それはまったく、出現したとしか言い様のない唐突さだった。しかも、獣のダムーの体格をすっぽり覆ってしまうほど大きなものだ。

　見事な翼は乳白色でありながら、真珠貝のような光沢を放って虹色に輝いている。ちょうどこちらへ向かって降りてくる竜の腹部のようにだ。

　キャサリンもニーナもただただ息を吞むばかりである。その姿から浅黒い肌の黒髪の若者を連想することはもうとてもできなかった。

　翼のある、白とブルーの模様をした虎の胴体と、白い獅子のたてがみを持ったスフィンクス。

　そんなものがあるとするなら今のダムーがまさにそれだった。

「二人ともちょっと我慢してくれよ」

　後ろ足で立ち上がると、ダムーは右腕にキャサリン、左腕にニーナを抱えこんだ。

「きゃ────────っっ!!」

　久々にニーナ特大の絶叫が上がる。

　虎かライオンのような獣の太い腕が自分の胴体にがっしりと絡みついたのだから無理もない。しかし、ニーナの災難はこれにとどまらなかった。ダムーはその状態で背中の翼を羽ばたかせ、見事に宙に舞い上がったのである。

　人間二人を抱えて飛ぶのだから大変な力だ。鳥類学者が聞いたら『あり得ない!!』と言ってまたもや絶叫卒倒発狂するところだろうが、今のキャサリンにそこまで考える余裕はなかった。

　ついさっきまで立っていた屋上がみるみる小さくなっていくのを、空を飛翔する竜の胴体が間近に迫ってくるのを、かつてない高揚感とともに見つめていた。

　竜の背中は広かった。充分立って歩ける広さがある。しかし、蛇嫌いのダムーがこの巨大な鱗つきの生き物に抱く嫌悪感は察してあまりあるものがある。白い翼の獣はすぐにはその背に降りようとはしなかった。自分たち二人を抱えたまま、しばらく竜を見下ろす状態で、空中に静止していたようにキャサリンは感じた。それから、たたらを踏むように竜の背中に着地した。

　ニーナは悲鳴を上げて腰を抜かしかけたが、獣のダムーも毛並みが一気に逆立った。

　ベラフォードとともに、既に竜のたてがみにしがみついていたケイティが言う。

「二人とも座ってしっかり摑まって！　いつスピードがあがるかわからないんだから！」

　足下の鱗は蛇より魚の鱗に似ていた。一枚の大きさが三十センチはあろうかという化け物のようなものだが、鱗には違いない。足場にするにはひどく心許ない感触だったが、幸い、竜のたてがみは荒縄のようだった。摑まるのに不自由はしない。

　それにしても驚異的なのはその大きさだった。全長は優に百メートルはあるのではないかと思われる巨体である。

　キャサリンは思わず呟いていた。

「あんな小柄な人がどうしてここまでふくれあがるのかしら？」

「問題が違います！」

　ニーナが叫び返し、ぐらりと傾いだ足場に慌てて両手でたてがみにしがみついた。

　竜が背中を波打たせ、上昇に移ったのだ。

「わあ……！」

　キャサリンの口から感嘆の声が漏れる。

　空がいっぱいに近くなる。下を見ると、方向転換をした竜の尾が時計塔に接触し、わずかにかすっただけの尾の一振りで、屋根の一部がもぎ取られて地上に落下するのが見えた。

　怪我人が出なければいいがと思ったが、まずは自分たちの心配をしなければならなかった。

　直射日光を浴びて針の眼になったケイティが叫ぶ。

「ダムー！　方向が違う、西へ飛んでる！」

「俺が知るか！」

　喚いたダムーだが、また長く吼えた。狼の遠吠えでもなければ、獅子の咆哮とも違う。何を叫んでいるのかキャサリンにはわからなかったが、竜は確かに方向を変えた。

　急な方向転換だったものだから、座っている足場がぐらりと揺れる。ここには座席もない。身体を固定するベルトもない。傾いたその拍子にニーナは空中に投げ出されそうになった。

「きゃ──────っっ!!　いや────っ!!　も、もう降ります!!　降ろしてください!!」

　あいにくこの乗り物は途中下車不可である。

　竜は悠然と空を泳いでいる。時にはゆったりと穏やかに、時には素早く風を切る。一度など、ワニがよくやるような、身体をぐるぐる横に回転させる動きをしたものだから、キャサリンもニーナも思いきり振り回されるはめになった。

　キャサリンはその状態でもどうにかたてがみを離さずにいられたが、ニーナが振り回されて落とされそうになり、ベラフォードが文字どおり飛んでいって捕まえ、連れ帰った。

「お願いだから気絶しても手だけは離さないでね。アタシはケイティを地上に降ろすので手一杯なんだから」

「だったら早く降ろしてくださあい！」

　半狂乱のニーナである。

　キャサリンも無我夢中だった。

　子どもの頃、丸太にまたがって川下りをしたことがある。風を切って進むスピード感もさることながら、放り出されてずぶぬれになるのがおもしろかった。

　しかし、この丸太は生きている。生きて、うねりながら空へ向かって昇っていく。

　今までのどんな丸太乗りよりも危険で、一瞬も油断できない。落ちたらそこは暖かい川ではなく、何もない空中なのだ。スリル満点、というよりも、はっきり言ってありすぎる。

　それでも、竜のヴィンセントはいつも暴走していたわけではない。ゆっくりと水平に飛んでくれることもあった。

　そういうときはどうにか身体を休めることができた。一息つくと同時に、周りの景色に眼を奪われる。今までにこんなすばらしい眺めを見たことがないと思った。

　空と大地が一体になっている。雲に手が届きそうだった。

　自分の回りに空間しかないということがこれほど解放感をもたらし、身体が宙にあるということがこれほど高揚感をもたらすとは思わなかった。大地は遙か足下にあり、どこまでも緑が続いている。その上に見える白い小さな点々は羊の群だろうか。それとも牛だろうか。間近で見れば圧倒されるに違いない古い屋敷も、まるでおもちゃの小箱のようだ。

　キャサリンは胸を弾ませ、大きく息を吸い込んだ。

「すごいわ……！」

「何がですかあ！」

　しっかり眼をつむっているニーナが叫ぶ。

「ニーナ、怯えていないで眼を開けてごらんなさいな！　すばらしいわ！」

　竜がぐうっと高度を下げる。こでまりのような羊の群が間近に迫り、羊たちは驚いて走り出す。度肝を抜かれた表情でこちらを見上げている羊飼いの帽子までがはっきり見える。次の瞬間、羊も羊飼いもはるか彼方へ吹っ飛び、はてしない空が目前に開ける。それは地上で見るのとはまったく違う空の色だった。

　強い風が顔を叩いて髪をめちゃめちゃにしていく。空気は冷たくて、竜が大きく動くたびに時には息もできなくなるけれど、キャサリンは大声で歌いだしたい気分だった。実際には薄い空気をせっせと取り込むのに精いっぱいでそれどころではなかったのだけれど。

　キャサリンの身体が冷え切り、さすがに手も痺れてきたころ、ベラフォードが叫んだ。

「ダムー。そろそろよ！」

　腹這いになっていたケイティがあの首飾りを取り出してベラフォードに渡している。

　どうやら何か始まるらしい。キャサリンは好奇心をむき出しにして、成りゆきを見守った。

　ダムーはさっきから竜の頭の部分に立っている。ベラフォードが羽ばたいてそこまで行くと、ダムーが翼を広げて飛び上がった。手にはしっかりあの首飾りを持っている。

　ところが、竜の背中に残ったベラフォードも片手に首飾りの端を持っている。

　つまり、長さ三十センチほどしかなかった黒いチョーカーがロープのように伸びたのだ。

「まあ！」

　翼を生やした大型猫科獣のような獣はそのまま旋回し、竜の首を黒い紐の中に捕らえようとしたが、竜がこれを嫌った。思いきり首を背けて逃げたのだ。

　足下は大揺れに揺れ、ニーナの悲鳴はもはやとぎれる暇もない。

　ダムーはすぐに戦法を変えた。紐の端を口にくわえ、竜の首に取り付くと、爪を立てて回り始めたのである。竜は激しくのたうって暴れ回り、キャサリンは腕の力だけを頼りに、必死に身体を支えなければならなかった。

　こんなときだというのに、キャサリンはボランで出航を止められたことを思い出していた。

　経験したことはないが、恐らく台風の中をいく船だってこんなには揺れないだろう。

　と思ったら、足場がなくなった。

「……え？」

　たった今までしがみついていた荒縄のようなたてがみが、腹這いになっていた大きな鱗が、一瞬にして消え失せたのである。

　キャサリンの身体は完全に宙に浮いている。

　呆気にとられたのもつかの間、キャサリンは自然の法則に従ってまっ逆さまに落下し始めた。

「────!!」

　悲鳴もあげられなかった。叫びたくても声が出ないのだ。頭の周りで風が轟ごう々ごうと鳴っている。身体が空を切り裂いて猛烈な速度で落下していく。

　気が遠くなった。

　このまま地上に激突して死ぬのかと感じたとき、何かがキャサリンの身体をがっしりと抱き留めたのである。力強い腕だった。その腕の感触が朦朧とした意識を現実に引き戻してくれた。

「しっかりしろよ、お嬢さん」

　ダムーの碧い眼がキャサリンを見つめていた。反対の腕にはぐったりと眼を閉じたニーナを抱えている。キャサリンの身体も足もまだ宙に浮いているが、きつい風と重力から解放されて、いくらか息が楽になった。獣の腕にしがみつき、大きく喘ぎながら問いかけた。

「ニーナは？」

「気絶してるだけだ」

　獣は力強く羽ばたいている。旋回しながらゆっくりと降下を続け、器用に地上に降り立った。

　久しぶりに自分の足で地面を踏んだキャサリンだが、さすがに立っていられずに、その場にへたりこんでしまった。

　さっきまでほんの小さな苔こけのように見えていた木が、今は頭上に大きく枝を張り出している。

　とてもすぐには動けなかったので、キャサリンは大きな木の下でしばらく座り込んでいた。

　足の下には揺るぎない大地がある。その香ばしい匂いを胸一杯に吸い込んでいる。背中にはしっかりと頑丈な木の感触がある。あんな体験の後だと、今まで当たり前のように思っていたそれらの感覚が無性に嬉しく、ほっと安堵するものであることにあらためて気づかされた。

　木こ洩もれ陽びが肌に暖かかった。強ばった身体がゆっくりと溶けていくようだった。

　思った以上に身体が冷えていたらしい。

　辺りを見渡してみたが、人家の近くではないようだった。今、キャサリンが背もたれにしているのはりんごの木だ。

　それが均等間隔で並んでいるところを見ると、どうやら果樹園の中のようだった。

「ここはどこですの……？」

　呆然と尋ねたキャサリンに、人の姿に戻ったダムーは言った。

「キーロウの郊外十キロってとこだ。今日中に公爵のお屋敷につけるぜ」
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　馬車が二日がかりで進む距離を竜は一時間ちょっとで飛んでしまったことになる。

　地上に降りた用心棒たちが真っ先にしたことは、気を失ったヴィンセント少年の回収だった。

　首飾りが元通りにつながったことによって、少年は空中で竜から人の姿に戻り、結果として、キャサリンは空中に放り出されてしまったのである。だが、まっ逆さまに落下したのは少年も同じことだ。果樹園の土の中に全裸で深々とめり込んでいた。

　それでも死なないのだから、丈夫を通り越して不死身のような身体からだのつくりだ。この分なら、銃弾を浴びてもびくともしないのではないだろうか。

　ベラフォードが果樹園で働いている人を見つけ、キャサリンの財布の中から銀貨を一枚取り出して、少年に着せる服を手に入れた。あれだけ振り回されてもキャサリンはしっかり財布を懐に抱えていたのである。

　マクシミリアン公爵家へ行きたいのだというと、その人のほうが驚いて荷馬車で送ると申し出てくれた。キャサリンもそうしてくれれば充分な礼を支払うと約束した。

　このころにはニーナは気絶から覚めて、よろめきながらもどうにか自分の足で歩いていたが、馬車に乗り込むと再びぐったりと倒れ込んでしまった。

　ヴィンセント少年はずっと気を失ったままだ。仕方がないのでケイティが服を着せてやり、ダムーが担かついで荷馬車に運んだのだが、その際もかなりいやがっていた。

「あんなもんに化けたりしなきゃ、かわいい役立たずなんだがな」

　荷馬車はことこと揺れながら、軽快に野道を走っている。

　空は青く晴れ渡り、陽光が燦々と野原に降り注いでいる。のどかな春の昼下がりだった。

　それにしても、ついさっきまで竜に乗って空を飛んでいたのに、今度は駄馬の引く荷馬車に揺られて田舎道をいくのだから、何とも妙な気分だった。ずいぶんな落差である。

「アンジェラは大丈夫だったかしら」

　思わず洩もらしたキャサリンの呟きを聞きとがめて、ダムーが笑った。

「さっきまで派手にやりあってた相手の心配をするのかよ？」

「彼女のことは好きではありませんけど、それがフェアプレイの精神というものですわ。第一、わたしが彼女を殺そうとしたと思われるのは心外ですもの」

「そうだよな。あの男もなんだってあんなことを言いだしたんだろうな？」

「無礼な男ですわ。うわさに聞くほど馬鹿ではなさそうだなんて。いったい、ヴィルドナではわたしのことがどう取りざたされているんでしょう」

「俺も変だと思った。あの熊と虎もそんなことを言ってただろ？　でもよ……」

　ダムーはキャサリンをまじまじと見つめて、

「あんた、おてんばで負けん気で向こう見ずで、やることなすことてんでお嬢さまらしくないけどよ。馬鹿じゃあないよな？」

　そこまで念入りに言われると、さすがに返す言葉がない。いささか引きつった微笑を浮かべつつ、キャサリンは話題を逸らした。幸い、聞きたいことは山ほどあった。

　どうして少年が竜になるのか。どうしてあの首飾りが必要なのか。どうしてダムーだけが安全装置を解除できるのか。

　しかし、彼らは例によってあっさりしたものである。別段、重大な秘密というわけでもないらしい。ヴィンセントが竜に変化するのも、ダムーが首飾りを解除できるのも単なる事実であり、それ以上の興味はないらしい。

　ケイティが言った。

「あたしらが知ってるのはヴィンスが捨て子で、《蜥蜴》に育てられてたこと、捨てられてたときにはもう、その飾りをつけてたってことくらいだよ。──よろよろしてるわりには頑丈で、崖から落ちても《犀》に跳ねられても生きてる、変な子だとも思ってたけどね」

　ベラフォードが感慨深げに言葉を添える。

「ヴィンスを拾って育ててたのは、アタシたちの間で『賢者』って言われてる老人なんだけど、その方はさすがにいろいろ考えていらしたわね」

「イグアナのお化けだ」

「ダムー。失礼よ」

「本当のことだろうが。全身いぼいぼの、ぎょろ眼の、二本足で立って歩く特大のイグアナだ。思い出しただけで寒気がする」

「それで、そのイグアナの賢者はヴィンセントさんやこのチョーカーのことを何とおっしゃいましたの？」

「首飾りに関しては北大陸の技術だろうって。赤ん坊のときから首についてて、ヴィンスが大きくなると同時にそれも大きくなってるのよ。いつでもちょうどよくて、絶対首が締まったりゆるんだりしないんだから、そんなもの、こっちでは到底つくれないって言ってたわ」

「まあ……捨てるだけでもひどいのに、わざわざ変身できないようにしたんですか？」

　その所行に眉を顰ひそめたキャサリンだが、青年は微笑している。

「ひどいっていうのはどうかしらね。あなたも見たでしょ。形態変化したヴィンスの能力って、ちょっとした超常現象よ。やろうと思えば軍艦だって沈められるわ。しかも、本人はその力をまるでコントロールできない。この西大陸で暮らすのなら、そんな力は使えないほうが却って幸せじゃないかしら」

「竜の考えることなんか、あたしらにはわからないけどさ。この子が北大陸では暮らせない、何らかの事情があったんだろうって、イグアナ老人は言ってたよ」

「ただねえ、お嬢さん。いったい誰がああいう両親から子どもを取り上げて、こんな仕掛けをつけられると思う？」

　この質問にキャサリンは考え込んだ。

　虎こ穴けつにいらずんば虎こ児じを得ず、というが、危険の度合いが段違いである。

「だから、賢者さまはこう考えてた。ヴィンスにこの仕掛けをつけたのはヴィンス自身の親か、少なくとも仲間だったろうって」

「どうしてそんなこと!?」

「そこまではわからないわよ。ヴィンス自身、自分がその……」

　ベラフォードは駄馬を御している農夫を気にして声を抑えた。

「竜だなんて知らなかったんだから。ダムーに会って初めてあれがはずれるまではね」

「でも、どうしてダムーさんだけがそれをはずせるんです？」

「たぶん、俺が北大陸の血を引いてるからだろうよ」

　キャサリンは思わず眼を見開いて、ダムーの顔を凝視した。

「なんですって？」

「たぶん、だ。あんたも言ってただろう？　『鍛冶屋のニルス』の話。ステロタイプの間じゃ、ニルスが戻ってきたところで話が終わるみたいだが、あれには俺たちだけが知っている後日談があるのさ。ニルスを送ってきたドラゴンはこの西大陸が気に入ったので、姿を人に変えて、人の娘と結婚した。最初は幸せに暮らして子どもも生まれたが、何年かすると故郷が懐かしくなったので、嫁さんと子どもを置いて北大陸へ戻ったっていうのさ。ひでえ野郎だよな」

　ケイティが小さく笑った。

「ほうらね。やっぱりあんたのご先祖って、立派な鱗つきの長なが虫むしだ」

　今はもう黒い髪を逆立てて、ダムーがケイティに殴りかかる。ケイティは難なく躱かわしたが、借り物の荷馬車の上で暴れるのはまずい。キャサリンとベラフォードが仲介に入って、何とかその場を納めた。ダムーはすごい眼でケイティを睨みつけていたが、彼の力だ。本気でやれば勝負はとっくに決まっているはずである。

　一方、キャサリンは勢いづいてダムーに迫っていた。

「では、その後日談は実話で、あなたはその子孫だというんですか？」

「決めつけるなよ。何百年も前の話だぜ。はっきりわかってるのは、俺の母方のじいさんだかひいじいさんだかに、飛ぶことはできなかったが、羽の生えた馬に化ける人がいたってことだ。つまり、ペガサスのなりそこないだな。父親のほうにも、ひいばあさんだかその母親だかに、植物と話のできる人がいたらしい」

「植物と話って、それは……」

「ニルスの話の中に出てくるだろ？」

「森の妖精ですわ。餓死しそうになったニルスのために真冬の森にお願いして、特別に果物を実らせてくれるんです。『雪がちらつく森の中、寒さにかじかむ手で野莓いちごをむさぼり』って、有名なくだりです。そんな馬鹿なことがあるはずないって言われてますけど……」

　雪がちらつくほど寒い時期に野莓が実るわけがないからだ。

「そのご先祖は薬づくりの名人だったそうだ。それも薬の材料に使ったのは植物だけ。初めて見る植物でもどんな効能があるか、たちまち見抜いたんだと」

　ケイティが真剣そのものの顔で言った。

「あんた、どうせならそういう能力を受け継げばよかったんだよ。お金になったのに」

「おまえ、ほんとにその守銭奴ぶり、何とかしろ」

　すっかりいつものように口喧嘩を始めている。たくましい人たちである。

　キャサリンは健やかに眠る少年の顔を見下ろしてみた。さっきまで大木のような胴体と全長百メートルもの身体を持っていた生き物だとはとても思えない、あどけない寝顔である。

　その眼がゆっくりと開いて、キャサリンを見た。

「ヴィンセントさん、気がつきました？」

　身を乗り出したキャサリンだが、少年が何か言うより先にダムーが少年の頭を殴りつけた。

「ダムーさん!?」

「さんざん手間かけさせられたお返しだ。おかげで全身じんましんだらけだぞ」

「うん。ごめんね……」

「だいたいおまえはな。はずそうとすればいやがる。つけてやろうとすればこれまたいやがる。どっちかに統一しろ」

「そんなこと言ったって……覚えてないんだもん」

「竜になっているときのことを？」

　キャサリンが驚いて尋ねると、飛んでいたことは何となく覚えてます、と、少年は言った。

「飛ぶのは好きなんだと思いますけど……竜になるときがすごくいやなんです。蛹さなぎが脱皮するときって、あんな感じじゃないかなあ。背中の皮がびりっと破けて、その中から肉の塊が全部あふれ出すみたいで、痛いっていうか、気持ち悪いっていうか、戻るときにしたって、今度は身体が挽き肉になってお団子にこね回されているみたいで……小さな入れ物に無理やりぎゅうぎゅうに詰め込まれるみたいな感じで……何だか泣きたくなるんです」

　聞いているこちらのほうが気の毒になってくる。

　そんな苦労をしてルワナから『飛んできた』一行は田舎道を揺られていき、ようやく本来の目的地であるマクシミリアン公爵邸に到着したのだった。

　キーロウ郊外にある公爵邸には門も塀もない。深い森を通り抜けると広々とした芝生が現れ、堂々とした大きな邸宅が聳そびえているのが見える。

　近づくにつれ、きちんと整備された私道が現れる。その両側に並んだ生け垣も、庭の芝生や花壇も、すみずみまで手入れが行き届いていた。

　駄馬の引く荷馬車を公爵さまの玄関先までつけるのは恐れ多いと、馬車を御していた農夫が後込みしたので、キャサリンたちは私道の途中で丁重に礼を言って荷馬車を降りた。

　ニーナはふらふらしながらも何とか立ち上がれたが、ヴィンセント少年はまだ自分の足では立てない。結局ダムーが背負ってやった。

「おまえらなあ。俺にばっかり荷物を押しつけるなよな」

　ダムーが苦情を述べても、他の二人は平然たるものだ。

「へえ、かよわい女性にそんなもの背負わせようっての？　ひどいじゃない」

「そうよ。かよわいおかまにそんなもの……」

「殴るぞ」

　身なりと言い、やりとりと言い、公爵邸にふさわしいとはとても思えないご一行様である。

　キャサリンにしても昨日から着続けのくたびれた衣服だし、その後も長時間風にさらされ、野道を揺られてきたのだから、だいぶ埃まみれになっている。

　玄関前の取り次ぎ役は胡う散さん臭そうな顔を隠しもしなかった。横柄な口調で誰何すいかしてきたが、キャサリンが後生大事に抱えていた公爵家の紋章入りの帽子飾りが、初めて効果を発揮した。

　取り次ぎ役はがらりと態度を変えて一行を通し、召使いも彼らを丁重に迎えてくれ、そしてキャサリンは一人だけ立派な居間に通されたのである。

　長く待たされることはなかった。マクシミリアン公爵はすぐに大きな足取りでやってくると、両手を広げ、満面の笑顔で、感激もあらわにキャサリンの手を取った。

「おお、これがあの小さかったキャサリンか！　よく来てくれた。いや、本当によくいらしてくれた！」

　金管楽器のように響く太い声は、今もさすがに貫禄があった。頭髪と髭にだいぶ白いものが混ざっているものの、少しも老け込んだ印象はない。顔は日焼けして張りがあり、恰幅のいい身体をきびきびとさばいている。

　七年ぶりの再会に、キャサリンも嬉しくなった。ここまでやってきた甲斐があったと思った。

　スカートを軽くつまみ、お作法の先生も満点を出しそうなくらい優雅な仕草で一礼する。

「お久しぶりです、小父おじさま。お変わりなくて嬉しく思いますわ。見苦しい姿ですが、どうかお許しください。ここまで来るのに大変な思いをいたしましたの」

「わかっている。わかっているとも。半島へ向けて出発したと聞いて身も細る思いをしたぞ。もしものことがあったら父君に顔向けできなくなるところだったが、いや、間に合ってくれてよかった。舞踏会までにはまだ日があるからな。まずはゆっくりと休んでくれ」

「ありがとうございます。小父さま。ですけど、わたしは、小父さまが父に出された手紙の内容は存じませんの。そういうことにしておいてください。父を巻き込みたくないのです」

「おお、そうか。無論かまわぬとも。しかし、事情は知っていてくれるのだろうな？」

「ええ。小父さまにもフランツにも久しぶりにお会いできると思って、とても楽しみに参ったのですけれど、どういうわけか途中で引き返すようにさんざん言われましたの。それもかなり荒っぽく」

　公爵の顔がさっと曇った。

「何も危険なことはなかったろうな？」

「ルワナではホテルに手榴弾を投げ込まれました」

　公爵は盛大な呪いの声を上げた。

　それからがっしりした手で、キャサリンの肩を抱いたものだ。

「すまなかった。まさかそんな目に遭わせてしまうとは夢にも思わなかった。許してくれ」

「いいえ。こうしてお会いできたのですもの。何でもありませんわ」

　キャサリンはアンジェラのことは一言も言わなかった。何故かは自分でもよくわからないが、彼女の名を出すことはそのまま彼女を誹ひ謗ぼうするような気がしたのである。

　しかし、キャサリンが言わなくても、マクシミリアン公爵が充分に並べ立ててくれた。

　力ずくでキャサリンを撃退しようとしたことからも明らかなように、調べてみればみるほどアンジェラという女性にはよからぬ噂が多い。妻子ある男性に誘いをかけたり、恋敵となった男たちに決闘をけしかけたり、そんな気まぐれの犠牲になって身を滅ぼした男が何人もいるという。父親の男爵もそんな彼女を諫いさめるどころかおもしろがっている有様で、そもそも、この男爵にも黒い噂が常につきまとっている。今でこそ資産家として社交界に名を知られているが、ここまで成り上がってきたその手段は到底誉められたものではなく、陰で泣く人の怨嗟の声が後を絶たない。名士とは形ばかりで、その実体はやくざ者と何ら変わらないというのだ。

　真っ赤になって力説する公爵の憤慨ぶりを見ていると、そのやり口の悪辣さも想像がついた。

「わしの眼の青いうちは断じて、あのような家の娘をこの公爵家には入れさせまいと頑張っていたのだが、いかんせん力が及ばず、押し切られてしまった。頼む、キャサリン。この窮地を救えるのはそなただけなのだ。ヴィレンの舞踏会で、かたちだけでいい。フランツの婚約者として紹介させてもらいたいのだ。むろん、適当な時期を見て破談にしてくれて結構だ。その旨、ウィンスロウにも話を通しておくが、どうだろう。引き受けてはもらえまいか」

「もちろん、わたしでよければ喜んでお役に立ちますわ。そのために参ったのですもの。フランツはどこですの？」

「今は所用で出かけているが、舞踏会までには戻ることになっている。まず身体を休めてくれ。我が家の取っておきの客間を用意させるぞ。侍女は控えの間でよいかな？」

「はい、わたしとニーナは同じ部屋で結構です。友人たちは四人一緒でかまわないと思いますので、近くに一部屋ご用意してくださいますか」

　すると、公爵はいやな顔になった。

「あの者たちは身の回りの護衛に雇ったものだと聞いたぞ。こうして屋敷に無事についたのだ。もう用はなかろう。賃金を与えて追い放てばよい」

　キャサリンは呆気にとられた。顔色が変わるのが自分でもわかった。

　確かに目的地に無事に着いたことはついたが、それも彼らがいたからこそだ。

「でも、小父さま。彼らは単なる仕事以上にわたしによくしてくれたのです。今のわたしには彼らに充分な謝礼をすることもできませんし、舞踏会が終わったら彼らと一緒にドルメックの屋敷へ行くつもりでおります。ここで別れることなどできません」

　マクシミリアン公爵はますます渋い顔になった。しきりと口髭を引っ張っている。

「キャサリン。そなたの優しさは尊く思うが、それも相手によりけりだ。あの連中は人マンビ獣ーストだぞ。甘い顔をすればつけあがるだけだ。何より、エリオット卿は自分の娘がそんな者たちと親しくすることを快くは思うまい」

「小父さま！」

　キャサリンは今度こそ驚いて声を上げていた。

「お言葉を返すようですが、父はそんな人ではありませんわ！　彼らはわたしの命の恩人です。その恩人に対して礼を欠いた振る舞いをしようものなら、わたしが父に叱られます！」

　キャサリンの抗議に、公爵は困った顔で考えていたが、やがて笑顔になった。

「わかった。では、こうしよう。庭のはずれに門番が住んでいた丸太小屋がある。ちょうど今、無人になっているからな。そこを片づけさせよう」

　キャサリンは自分の耳が信じられなくなった。

　これはいったいどういうことかと思った。

　公爵がここまで彼らを嫌う理由がさっぱりわからない。しかし、だからといって引き下がるわけにはいかなかった。相手は父の友人であり、遙かに目上の人だが、明らかに理の通らないことを言っているのである。

　そんな言葉に従うつもりは毛頭ないキャサリンだった。低い、抑えた声で言った。

「わかりました。では、わたしとニーナがその丸太小屋に参りましょう。友人たちはきちんとした客間に通してくださるよう、お願いいたします」

「これ、キャサリン。わからぬことを言うものではない」

　たしなめる口調になった公爵だが、キャサリンは表情を変えなかった。きっとした顔つきで立っていた。

　結局、折れたのは公爵のほうである。厄介事を頼むのだから仕方がないと思ったのかもしれなかった。渋々ながら、キャサリンたちの部屋の向かいに彼らの部屋を用意すると約束した。

　このやりとりの間、用心棒たちは隣室で待っていたが、ダムーは抜群に耳がいい。案の定、顔を出したキャサリンに向かって大真面目に、

「俺は丸太小屋でも全然かまわないぜ」

　と、言ったものだ。

　ベラフォードも全部は無理にせよ、キャサリンが声を上げた部分は聞こえていたようで、

「気にすることないわよ、お嬢さま」

　そう言ってくれたが、キャサリンは情けなくて顔が上げられなかった。

　ドルメックは王都ヴィレンの東にある都市だった。そこにはエリオット卿がヴィルドナでの活動拠点にしている屋敷がある。

　小切手帳はホテルに置いてきてしまったし、今、キャサリンが持っている財布の中身は銀貨ばかりだ。キャサリンとしてはせめて金貨で彼らの働きに報いたかったのである。

　気まずい思いをしたのはキャサリンだけのようで、彼らのほうは一向に気にする様子もなく、舞踏会が終わるまで、遠慮なく公爵邸に滞在させてもらうと言った。

　実際、普通の庶民なら身体が竦むほど豪華な公爵邸にあっても、彼らの態度は見事なくらい飄々としていた。

　ベラフォードとケイティは、もともとお作法の先生も文句のつけようがないほど、きちんと食器を使う。食事中のマナーもいい。それは、ブリキの食器を使って荒野で食べているときも、銀の食器と大理石の皿を使って公爵邸の食堂で豪華な晩餐を取っているときも変わらない。

　ヴィンセントは食器を扱いかねて、ぽろぽろパンをこぼしているが、これもいつものことだ。

　そして、ダムーの異常なほどの食欲も健在だった。いちいち切り分けたりはしない。骨付き肉の骨を摑んで口へ持っていく。

　この晩餐に、マクシミリアン公爵は忙しいと言って同席しなかった。

　主人の屋敷で、主人抜きで、客人たちだけで晩餐を摂るなど、普通ならあり得ないことだ。

　主賓のキャサリンは公爵にとって友人の娘だ。年も十四と若い。つまりは格下の客である。正式なもてなしをする必要はないと判断したのかもしれないが、いくら食堂が豪華なものでも、贅を尽くした最高級の料理が並ぼうと、主人席が空では虚しさは否めなかった。

　その夜、キャサリンは一人、どこか苦い思いを抱いだきながら寝床についたのである。

　彼らは公爵にとっては見ず知らずの人々だ。丁重にもてなしてくれと言うのは無理かもしれない。しかし、これが父ならどうしただろうか。

　遠路はるばる訪ねてきた知人の娘が、命の恩人だと述べて引き合わせた人たちを庭はずれに押し込めるようなことは決してしないはずだ。

　その苦い思いは翌日になってますます強まった。

　この日、キャサリンは朝早くからニーナと一緒に町へ出て、ドレスや靴、髪飾りなどを新調した。持ってきたものはすべてルワナに置いてきてしまったからである。

　公爵が口を利いてくれたので、洋裁店は一日つきっきりでキャサリンの好みを聞き、型紙を取り、明後日の昼までに必ず仕上げますと請け負ってくれた。

　店を出たときにはもう夕暮れになっていたので、外で夕食を済ませて戻ると、彼らのほうも食事を済ませたところらしく、召使いが大勢、皿を下げていくところを見かけた。

　ただ、どういうわけか彼らは台所ではなく、裏庭のほうへ皿を持っていくのである。

　どうしてそんなことをするのか、一人を捕まえて聞いてみると、言いにくそうにしながらも、ご主人さまのお言いつけです、という。

「どういうことなの？」

　ニーナと同い年くらいの召使いはずいぶん長い間もじもじしたあげく、自分が話したことはご主人さまには言わないでくれ、と前置きまでしてようやく打ち明けた。

　半分異人種のつかった食器など汚いから処分しろと、公爵が命じたというのだ。

　キャサリンはもう何がなんだかわからなくなった。

　蹌そう踉ろうとした足どりで彼らの部屋に顔を出してみると、ケイティとヴィンセントがふかふかのベッドに飛び乗って遊んでいる。

　ベラフォードは風呂あがりらしく、バスローブを着て鏡台に向かい、洗ったばかりの髪をブラシでとかしていた。鏡に映ったキャサリンを認めて明るく話しかけてくる。

「あら、お嬢さま。ドレスはできた？」

「ええ。明後日の昼には仕上げてくれるそうです。ダムーさんは？」

「庭を見に行ったわ。裏のほうにこんもりした森があるでしょう？　ああいうの好きなのよ」

「今日はみなさん、ずっとこちらにいらっしゃいましたの？」

　ベッドで跳ねて遊んでいたケイティがけらけら笑った。

「ダムーは一日食べ続けよ。信じられる？　豚の丸焼きを一人で平らげたんだよ。十七キロはあったってのに」

　少し分けてくれてもいいじゃないかとケイティは言ったのだが、ダムーはその皿を絶対に他人に譲ろうとしなかったという。給仕の召使いが眼を丸くして見守る中、一人で丸ごと食べられるかどうかに挑戦し、本当にまるまる一頭、その信じられない胃袋に収めてしまったらしい。

「昨日、飛んだことで相当体力を消耗したみたい。ヴィンスはなんともないのにね」

「町でも竜を見たって、かなりの騒ぎになっていましたわ」

　まさか、その竜本人がベッドのスプリングで遊んでいるなんて誰も思わないに違いない。

　町へ出た際、キャサリンは主だった新聞に眼を通したが、運良く写真には撮られずにすんだようだった。ヴィンセントは好きで変身したわけではないのだし、これからも変身する意志はないのだから、正体を突き止められるような材料はないほうがいい。

　ベラフォードは鏡台に映る自分の姿をしげしげ眺めている。

「だけど、本当に豪勢なお屋敷よね。いいお風呂だったし、バスタブなんて金の足のついた大理石だし、このブラシだって銀だもん。もらってっちゃおうかな」

「そういうことはしちゃいけないんだぞ」

　ヴィンセントが言うと、ベラフォードは平然と言い返した。

「そりゃあ泥棒はいけないことでしょうけど、どうせアタシたちが使ったものは処分されちゃうんだもの。そのくらいならもらってったほうがいいじゃない。もったいないわよ」

　キャサリンは身体と表情を硬くしてベラフォードを見やったのである。

「小父さまがそうおっしゃいましたの？」

「面と向かっては言わないけど、あれじゃあ、アタシが半分《鳥》でなくても聞こえるんじゃないかしら。ステロタイプって時々そういうことするでしょ？　わざと聞こえるような大きな声でいやみを言うのよ」

　ベラフォードは心から楽しそうに笑っている。

「だけど食器やシーツ、バスタオルはいいとして、さっきのバスタブをどうする気かしらね？　あれを捨てるの、たいへんよお」

　キャサリンは憤然と立ち上がった。

「小父さまに話してまいります。いくら何でも、あんまりですわ！」

「よしなさいって。言うだけ無駄よ」

　これまた平然と青年は言い、ベッドに腹這いになっているケイティも頷いた。

「あたしらのことなら気にしなくていいよ。ああいう連中には慣れてるからね。ステロタイプ以外は『人間』と思ってないんでしょ」

「でも……！」

　義憤に燃えているキャサリンに比べて、ケイティはあくまで淡々としていた。

「お嬢さん。あんたにとって人間ってのはステロタイプのことだろう。同じようにあたしらにとっては、あたしらとアナザーレイスこそが『人間』なんだよ。ニルスを送ってきた竜が結婚した『人』の娘っていうのも、種類まではわからないけど、アナザーレイスのことさ。だから、ステロタイプの間にはその話が伝わってない」

　腹這いの姿勢で頰杖を突いているケイティの眼はランプの光を受けて鋭く光っている。

「そりゃあ、アナザーレイスにも偏屈なのはいるよ。あたしらが雑種なのは本当のことだし、完全な同族として認められなくても仕方がない。だけど、どんな種族にしたってインシードのことを汚いなんて言いやしないよ。よっぽど頭の固いのにしたって『混ざってるな』って面と向かって言うくらいで──断っとくけどこれだって相当失敬な話なんだからね？　そのたびにあたしら、きっちり話はつけてきたけどさ」

「それでは、あなたがたにとって……ステロタイプは何です？」

「石頭の馬鹿」

　簡潔に答えたケイティである。

「全部が全部とは言わないけどね。ここの親分みたいなのはもう最悪だわ」

「あちらがアタシたちを理解できない、一緒にいたくないと言うなら、無理にしてもらう必要はないのよ。アタシたちも理解しようとも思わないしね。ただねえ、これはアタシの個人的な見解だけど」

　入念に梳くしけずって、絹のような光沢を取り戻した髪を満足そうに眺めると、ベラフォードはキャサリンに向き直って、わずかに眉をひそめて見せた。

「あの公爵さまは、あなたの助力を受けるのにふさわしい人には見えないわね」

　ケイティは黙っている。その沈黙は青年の言葉を明らかに肯定するものだった。

　ヴィンセントは困惑の表情で両者を見比べていたが、キャサリンを慮おもんばかったらしい。ためらいがちに割って入ってきた。

「よそうよ、ベラ。ダムーがいたら、それは俺たちには関係ないことだって言うよ」

「でしょうね。アタシだってそう思うけど……」

　キャサリンはそれ以上いたたまれずに席を外し、そのまま中庭に出た。

　ニーナが心配してついてこようとしたが、キャサリンは硬い声でそれを遮った。

　少し、一人になりたかったのである。

　広大な公爵家の裏手には手つかずの自然林が広がっているが、客間のある西翼から出られる中庭はきれいに刈り込まれ、かたちを整えられて、少々つくりものめいた印象を与えている。

　花壇に植えられた花の色の配置は見るからに数学的なものだし、そのまわりを縁取るように植林されている針葉樹にしても厳密に枝葉の形をそろえすぎて、逆に不自然だ。

　キャサリンは香りのいい庭を悄然とした足取りで歩いていた。

　昔の公爵はあんな人ではなかったはずなのにと思う。

　それとも、自分が知らなかっただけなのだろうか。自分はまだ七歳で、ほんの子どもだった。公爵がどんな意見を持つ人なのか、はっきり認識していたわけではない。あの人は仲のいい友達の父親で、優しい小父さんだった。それで充分だったのだ。

　いまだに戻ってこないフランツのことも気になった。いい遊び友達だったが、もしかしたら今のフランツも公爵のような人になってしまっているのだろうか。

　それを思うとどうしても気が塞ふさいでくる。

　空は既にとっぷりと暗くなり、無数の星が冷たく輝いている。

　部屋着一枚で飛び出したキャサリンはさすがに肌寒さを覚え、部屋に引き返そうとしたが、木の陰から誰かが音もなく現れるのを見て足を止め、眼を細めた。

　最初は庭師か門番かと思ったが、乏しい星明かりでも、相手がすらりとした長身で、立派な身なりをしているのがわかる。

　その人は足音も立てずに近寄ってきて、数メートル離れたところで立ち止まった。

「こんばんは、お嬢さん」

　声と同時に、ようやくその顔が明らかになった。一昨日、ルワナ・ホテルに押し入ってきた、ランスーリンと名乗った《虎》の男である。

　瞬時に顔を強ばらせたキャサリンはくるりときびすを返し、屋敷に向かって歩き出した。

　今度はすぐ背中で声がした。

「先日の無礼はあらためてお詫びします。話を聞いてもらえませんか」

　さすがは《虎》だ。一瞬で距離を詰めたらしい。

　キャサリンは足を止めて振り返った。男の顔が眼の前にあった。

「性懲りもなく、またわたしをさらいに来たのですか？」

「いいえ。あなたに聞いてもらいたいことがあるだけです」

「聞きたくありません」

「お嬢さん。怒るのももっともだが、これには訳が……」

　男の声に焦りが混じり、キャサリンはそれを振り切って駆け出そうとした。すると虎の男は今度はキャサリンの眼の前にたちふさがって、低く言ったのである。

「あなたはフランツが監禁されていることをご存じですか？」

　大声で叫ぼうとしていたキャサリンは危うく声を吞み込んだ。

　激しい衝撃とともに男の顔を見つめ返す。この男は非常に見つめがいのある美男でもあるが、いくらロマンス・ノベルズファンのキャサリンでも、その美貌を鑑賞するどころではなかった。

「監禁……とはどういうことです!?」

「やはりご存じではない？」

　男はその事実に力を得たようだったが、キャサリンにしてみれば到底信じられる話ではない。

「いったい誰がどうしてフランツを監禁したりするのです!?」

「お嬢さん。あなたはあのとき、公爵家の苦境を救うために半島を渡ってきたとおっしゃった。しかし、このヴィルドナでは、あなたの行動はそのようには受け取られていません。あなたは是が非でもフランツと結婚したいがために、なりふり構わずに駆けつけてきたのだと思われているんです。わたしたちが無礼を働いてあなたの部屋に侵入したのも、本人の意志を無視した結婚を強要するのはやめていただきたいと直談判をするためでした」

　ますます驚いたキャサリンだった。急いで言った。

「待ってください。そんな馬鹿な話ってありませんわ。フランツが不本意な結婚を強要されているのは知っています。そう聞いたからこそフランツを助けようと思って、たいへんな苦労をして、ここまで来たんじゃありませんか。わたしとフランツの婚約はあくまで真似ごとです。小父さまに聞いていただければわかります」

　ランスーリンはゆっくり首を振った。

「そのマクシミリアン公爵がフランツを監禁しているんです。わたしは彼の親しい友人ですが、今は顔を見ることもできません」

　キャサリンは大きく息を吸い込んだ。呼吸することすら忘れて、極限まで眼を見張って男の顔を凝視したが、頼りない星明かりでもその顔に深い苦悩と焦燥があるのがわかる。

　噓を言っているようには見えなかった。

「それは……それは、いったいどういう……」

「何もかもお話ししましょう。あなたが本当にフランツを助けたいと思っているのなら、明日、わたしと一緒に来ていただけませんか。フランツが監禁されている場所まで案内します」

　いきなりそんなことを言われても、どうしたらいいかわからない。キャサリンがためらっていると、後ろで声がした。

「来てくれっていうんなら行ってやったらどうだい？」

　森を歩いていたはずのダムーがいつの間にか、すぐ側に立っていた。

「ダムーさん。でも……」

「あんたをさらうのが目的なら問答無用でかっさらっていけばいいことだ。《虎》の腕力なら朝飯前だぜ。だから多分、本当に何か言いたいことがあるんだろ」

　虎の男はダムーを見て感謝の笑みを浮かべ、キャサリンに視線を戻した。

「お嬢さん。わたしが信用できないなら彼をお連れになればいい。できればそこのお仲間にも手を貸してもらいたい。フランツを助けるためにね」

　振り返ってみると、用心棒三人とニーナまでがそこにいた。

　ニーナはキャサリンが風邪を引くといけないと思って、上着を持って迎えに来たのである。

　キャサリンは咄嗟に腹を決めた。この男の真意がどこにあるかはわからないが、フランツの居場所まで案内してくれるというのなら、フランツの口からはっきりしたことを聞きたかった。

「その監禁場所は遠いのですか？」

「領内の森にある公爵の別邸です。といっても、ここから二十キロはある。あなたなら馬車を使う必要があります」

「では、明日はみなさんと一緒に遠足に出かけることにします。小父さまには馬車だけお借りするとして、馭者はニーナにやってもらいましょうか」

「ま、またわたしですか？」

「この人の話が本当なら、この屋敷の馭者を使うわけにはいかないでしょう。ドレスができるまで一日あるし、明日は何もすることがないのだもの。近くを馬車で一回りしたいと言っても小父さまは反対なさらないはずよ。ランスーリンさんはわたしたちの馬車がこの屋敷を離れた後で合流していただくということで、よろしいですか？」

「結構です。では、その馬車を北に走らせてください。途中の道でお待ちしています」

　それだけ言うと、《虎》の男は再び音もなく闇の中に消えていった。

　翌朝、キャサリンは何事もなかったかのようにマクシミリアン公爵に朝の挨拶をし、遠足の許可を求めた。

　公爵は快く許してくれたが、その際、

「北の森には近寄らぬほうがよいぞ。暖かくなってきたとは言え、あそこには物騒な獣が多く出るからな」

　と、心配そうに釘を刺してきた。

　キャサリンはにっこり笑って、そんな危ないところには近寄らないと約束して、馬車を借り、召使いにお弁当をつくってもらうと、用心棒一行と共に屋敷を出発したのである。

　最初は西を目指していた馬車は屋敷が見えなくなると、くるりと方向を変えて北を目指した。

　公爵邸の北にはどこまでも広がる濃い森がある。そこへ続く道は一本しかなかったから迷うことはなかった。森の入口で待っていたランスーリンと合流し、馬車はその案内でさらに北を目指して走り続けたのである。

　ランスーリンが合図して馬車を止めたのは既に正午も近くなった頃だった。

「ここからは歩きにしてください。馬車で近づくと気づかれてしまうかもしれませんから」

　そこで、キャサリンたちはランスーリンの後について歩き始めた。

　春の盛りの森は美しかった。木洩れ陽がきらきら輝き、枝から枝へと栗鼠が走り回っている。

　鳥のさえずりがそこかしこで聞こえていた。

　やがて、木立の向こうに開けた場所が現れ、石造りの建物が建っているのがちらりと見えた。

　キャサリンたちは物陰からそっと、建物の様子を窺った。この建物は公爵の狩猟用の別邸ということだったが、なまじの屋敷より遙かに立派なつくりである。

　しかし、二階の張り出しにも玄関前にも散弾銃を持った見張りが立ち、油断なく辺りを警戒していた。穏やかな森の中だというのに、まるで前線基地のような物々しさである。

　ダムーが呆れたように呟いた。

「なんだい、ありゃあ？」

「公爵の部下だ。我々が現れたら即座に射殺するように命令されている。同時に、フランツを逃がさないようにとも命じられているんだ」

　ランスーリンは見張りに気づかれないように森の中を動き、あらかじめ決めてあったらしい待ち合わせ場所にキャサリンたちを連れていった。

　そこには男が一人、待っていた。見たことのない大男だったが、キャサリンとダムーを見て、決まり悪そうに笑った。

「この間は失敬したな」

「あのときの無礼な熊ですか？」

「ブイトーだよ。お嬢さん。俺も反省しているからそう無礼者呼ばわりしないでくれ」

　男はしきりと頭を搔いている。

　熊でいるときはわからなかったが、こうしてみると人柄は悪くなさそうだった。意外なほど若い顔には愛嬌と人なつこさがある。陽気で前向きな、気のいい山男といった感じである。

　そうして彼らはそこで二人の話を聞くことになった。

　あの要塞のような建物の中に、フランツはもう一月以上も閉じこめられていると言う。

「閉じこめたのは昨日もお話ししましたが、父親のマクシミリアン公爵です。どうしてそんなことになったかと言えば、フランツがわたしの妹を愛したからです」
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　呆あつ気けに取られる一同に彼らが言うには、ランスーリンの妹はメリッサと言って十八歳。母親違いの妹になるという。

　この母親は《虎》とのインシード（一世代）であり、ランスーリンの父は無論純血種だから、メリッサは《虎》の二世代ということになる。彼女自身は形態変化も特殊能力も発揮できない、人間と何ら変わらない典型的なインシードだが、確実に《虎》の色濃い血を引いている。

　フランツはそうしたことを承知の上で彼女を愛し、彼女もフランツを愛した。

　メリッサの両親もフランツを気に入った。アナザーレイスの彼らに『身分違い』などという概念はない。たまたま娘の愛した人が公爵家の息子だった。しかし、良さそうな若者であり、娘を愛している。娘もその若者を愛している。ならば一緒にさせてやるのが当然と考えた。

　ところが、自分たちの結婚を父親に報告しに家に帰ったフランツはそれっきり姿を見せない。代わって公爵家の使いの者がやってきた。フランツさまにはすでに結婚を約束した方がいらっしゃいますので、こちらの娘さんとのことはご破算にしてもらいたいと言うのだ。

「妹もわたしたちもそんな説明では納得できませんでした。もし本当に、フランツが心変わりしたというのなら、彼自身の口から直接聞きたい。妹はそう訴え、わたしもそれに賛成でした。しかし……」

　ランスーリンとメリッサは事情を聞くために正式に公爵家を訪問したが、

「フランツとウィンスロウ嬢との婚約はかねてから決められていた事実であり、これを今さら破棄するなどはとんでもないこと」

　と、門前払いを食わせられた。

　その結婚は本当にフランツ自身が望んだことなのかと突っ込むと、個人の意志より家を救う道を選ぶのが当然だと、フランツのことは忘れてもらいたいと言い渡されたというのである。

「そっから先は俺が話そう」

　ブイトーが言い出した。

「ステロタイプの結婚に愛情以外のものが絡んでくるのはよくある話だ。そこまではわかる。もう一つ、フランツが家の事情だろうが何だろうが、とにかく自分の考えで決めてメリッサを捨てるってんなら、これまた俺たちが口を出す問題じゃない。メリッサにしたって、自分より家の事情なんかを取る奴と一緒になったっていいことないしな。だけど、今度のはどうも胡散臭い。とてもフランツの意志とは思えない。そこでちょっと調べてみたら、驚いたことにフランツはここへ戻ってからずっとあの屋敷に閉じこめられてると来てる。おまけにそのウィンスロウ嬢は──つまりあんたは、港が封鎖されてるってのに半島を突っ切ってまでヴィルドナへ来ようとしてる。これはやっぱりあんたのほうがフランツとの結婚にご執心なんだとばっかり思った。あんたがごり押ししてるから、フランツの父親も断れないでいるんだと」

　キャサリンは激しく首を振った。

「とんでもない！　マクシミリアン小父さまがぜひ来てくれとおっしゃったんです！　ルビンスタイン父娘があまりにもしつこくて困り果てているからって！　断る口実としてヴィレンの舞踏会で、かたちだけでもいいからフランツの婚約者としてふるまってくれって！　わたしはそのメリッサという方のことなど、今初めて聞きました！」

《虎》と《熊》は顔を見合わせ、何とも言いがたい顔になった。ランスーリンが言う。

「お嬢さん。恐らくそんなことではないかと思ってはいましたが、公爵が我々に話したことと、あなたに話したことの間には天と地ほどの差があると思いますよ」

　しかし、キャサリンはまだ態度を決めかねていた。この男たちの言うことが本当かどうか、わからない。今の話のほうがでたらめだという可能性もあるのだ。

　そんなキャサリンの心情を察したのだろう、ランスーリンは熱心に言った。

「突然にこんなことを言われても信じられないとおっしゃる気持ちもわかります。ですから、フランツに会ってみてください。そうすれば何もかもはっきりするはずです。素直に会わせてくれるわけがないが、そこでこちらのお友達の力を借りたい」

　ダムーがちょっと顔をしかめ、首を傾げている。何となく納得できない様子だった。

「あんた、俺たちを利用して、フランツを取り戻したいだけなんじゃないのか？」

「正直に言うとそれもある。いくら我々でも鉛玉の雨をまともに食らえば無事ではすまない。わたしも奇襲ならともかく、こっそり忍び込むのはどうも苦手でね。せめて夜行性の《鳥》か、《豹》の知り合いでもいれば何とかなったんだが、いるのは馬鹿力の熊だけなんだ」

「親身になって手伝ってる友人に言う台詞か、それが」

「どのくらいの損害を請求されるかも考えずに、ルワナ・ホテルの壁を砕いた奴が何を言う」

「いつまでも根に持つ奴だな。あのときはあれが一番手っ取り早かったんだ」

「それが思慮不足だというんだ。少しは反省したらどうだ。茂みや藪を搔き分けていくのとはわけが違うんだぞ」

　言い争いをする《熊》と《虎》に、ダムーが口を挟む。

「けどよ。あんたたちならあんな見張りは一撃で殺せるだろうに？」

　どうしてやらないのか不思議がっている口調に、ランスーリンは友人との口喧嘩を中断して、微笑しながら首を振ってみせた。

「相手が暴力的で好戦的だからと言って、こちらまでそれにつきあう必要はないだろう。無論、武器を向けられればそれなりに応対するがな」

　ブイトーも苦い顔でがしがし頭を搔いている。

「実際に俺たちが攻撃されたわけじゃないし、メリッサのこともあるしな。そりゃあ殺そうと思や簡単にできるがよ。どう考えても、あの見張りを殺す理由が俺たちにはないし、やっぱり異種人類はけだものだ、なんて、事情もろくに知らない連中に言わせるのは癪しやくだろうがよ」

　ニーナはこの説明にぞっと震え上がったが、混血の用心棒たちは大いに納得して頷いた。

　ベラフォードがしみじみと感心した様子で言う。

「そうよね。無用な衝突は避ける。それが真に人間的な態度ってものよね。あなたたちの爪の垢あかでも煎じて、あの公爵さまに吞ませてやりたいくらいだわ」

「そうか。じゃあ、手を貸してくれるか」

　ブイトーが身を乗り出したところにすかさずケイティが割って入った。

「待ちなよ。それとこれとは話が別。あたしら今はこのお嬢さんに雇われてる身なんだからね。お嬢さんの要請ならやってもいいよ。ただし、それは護衛とは別の仕事になるから……」

「もちろん、別料金をお支払い致しますわ。ダムーさん。見張りに気づかれないように、あの建物にこっそり忍び込めますか？」

「こっそりとなると俺も管轄外だぜ。どうだ、ケイティ？」

「あたしかベラなら入れるだろうけど、それじゃあ意味がない。ましてこんな明るくちゃね。夜を待とうか？」

　ランスーリンが再び首を振った。

「向こうもそれはわかってる。夜になると見張りが増えるんだ。こっちの鼻を殺すつもりかもしれないが、蚊いぶしの煙まで盛大に焚たいてね」

「ふうん。じゃ、いっそ眠らせましょうか。この近くに水はある？」

　ベラフォードが取りだしたのは眠り香だった。これを燃やした煙を吸い込むと強烈な眠気に襲われるという代物だ。

「アナザーレイスならこんなものには引っかからないわ。少なくとも風下から突っ込むような馬鹿な真似は絶対にしない。でも、見張りは全部ステロタイプでしょ。家の近くで火が出たとなれば、のんきに見張りもしていられないはずよ」

　それから彼らはあらかじめ水を用意した上で、別邸の風上で盛大な焚き火を熾おこした。

　屋敷を警備していた男たちは仰天した。ベラフォードの言葉どおり、見張りもそっちのけにして全員がすっ飛んできた。こんな近くの、森の火事を放っておいたらそれこそ命取りだ。

　しかし、風下からまっすぐに駆けつけた彼らは消火どころか、火元を確認することもできず、途中で次々によろめいてひっくり返ったのである。

　キャサリンたちは煙を吸い込まないように注意しながら火を消し、男たちを縛り上げると、ランスーリンとブイトーも加わった総勢八人で建物に向かった。

　玄関には鍵がかかっていなかった。多分、見張りの男たちが出入りするためだろう。

　一階に召使いがいたので締め上げてみると、フランツは二階にいると白状した。ただ、その部屋には鍵がかかっていて、鍵はここにはない。公爵邸にあるという。

　つまり、この召使いも見張りたちもフランツとは直接会えないでいるということだ。

　食事や必要なものは扉の横の窓から差し入れており、掃除は週に一度行われ、そのときだけ、公爵邸からわざわざ鍵を運ばせているという。部屋の中にはバスルームも完備されているので不自由はしないというのだが、キャサリンは呆れ返った。それ以上に憤慨した。

「仮にもご自分の息子になさる仕打ちとは思えないわ」

「同感ね。よっぽどの凶悪犯でもここまではやらないわよ。それより、その『開かずの間』の前には見張りが残ってるんじゃないの？」

　ベラフォードの言うとおりだった。屋内で散弾銃を構えるという非常識な見張りが二人、外の騒ぎにも動じずに立ちはだかっていたが、問題の部屋は階段を上がり、廊下を折れてすぐの場所にあった。つまり、階段を登りきったところから見張りまでの距離はわずか数メートルにすぎず、しかも見張りのほうからは階段が見えないのだ。

　それでは何の意味もない。純血種の《虎》にとって、そして、その純血種と互角に渡り合うおかしな混血にとって、それっぽっちの距離はまったく何の障害にもならなかった。ダムーとランスーリンは音もなく見張りに躍りかかり、引き金には指もかけさせない早業で気絶させた。

　鍵のかかった扉の前にベラフォードが跪ひざまずき、鍵穴に何やら得体の知れない道具を差し込んで作業をしていたかと思うと、すぐに立ち上がった。

「はい、開いたわよ」

「相変わらず、あざやか」

「ベラは用心棒より泥棒のほうが向いてるよねえ。忍び込むのも鍵を開けるのもうまいもん」

　ケイティとヴィンセントが場違いな賞賛を贈っている。

　キャサリンは動悸が激しくなるのを自分でも感じながら、慎重にその部屋に踏み込んだ。

　そこは書斎と居間をかねたようなつくりになっていた。恐らく公爵自身の居室なのだろう。

　寄せ木細工の床には色鮮やかな絹織りの絨毯が敷かれ、立派な肘掛け椅子が置いてある。

　その椅子に黒髪の青年が座っていた。

　色白の美青年だったが、今は疲労と焦燥の色が濃い。突然ぞろぞろと現れた侵入者を驚きの眼で見つめていた青年は、《虎》の男性を認めると、満面の笑みを浮かべて立ち上がった。

「ランス！　来てくれたのか！」

「やっと会えたな。フランツ」

　進み出た二人は固い握手を交わし、ランスーリンはキャサリンを優雅な手つきで指し示した。

「こちらのお嬢さんが誰だかわかるか？」

　青年はまじまじとキャサリンを見つめ、キャサリンも昔一緒に遊んだ少年を思い出していた。

　見上げるほど背が高くなり、少女のように優しかった表情に凛々しさが加わっている。

　今度の旅でずいぶん色々なタイプのロマンス・ノベルズの男性主人公たちと出会ってきたが、その総まとめがここにいた。一般の少女たちが夢見る代表的な王子様である。表題をつけるとするなら『恋の魔法』か『星空にキス』といったところだろう。こんなにやつれていなければ、娘たちの誰もが振り返って見るに違いない。それほど立派に成長した幼友達の姿だった。

「ひどい目にあったわね。フランツ」

　キャサリンは心からの同情を込めて話しかけ、とたん青年はぱっと顔を輝かせた。

「ケート！　きみかい!?」

「そうよ、フランツ。あなたはいつもわたしをそう呼んだわ」

　ケートはキャサリンの愛称の一つだ。キャサリンの友人達は皆キャシーと呼ぶのだが、この少年だけは親しみを込めてケートと呼んでいた。

　フランツはキャサリンとも再会の握手を交わして、無邪気に訊いたのである。

「懐かしいよ。何年ぶりだろう。でも、どうしてきみがランスと一緒にいるんだい？」

　フランツは明らかに何も知らされていなかったらしい。自分とキャサリンが明後日、婚約を発表することになっていると聞くと、それこそ茫然自失、とっさに立ち直れない体だった。

　事実、フランツは頭を抱えて再び肘掛け椅子に沈み込んだのである。

　いったいどんな苦悩がこの青年を襲ったのか、フランツはすぐに、以前にも増して憔悴した様子で立ち上がり、キャサリンに向かって床に届かんばかりに深々と頭を下げたのだ。

「すまない。いくら詫びてもお詫びのしようがない。まさか、そんなことになっていたなんて。きみまで巻き込んでしまっていたなんて……本当にすまない」

「では、この人の話したことは本当なのね？　あなたはこの人の妹さんと……」

　やつれた青年の顔に情熱がよみがえる。力強く頷いた。

「ああ。ランスはぼくの義理の兄だよ。メリッサとはこんな事情で結婚こそできないでいるんだが、ぼくは彼女以外の人を妻と呼ぶつもりはないんだ。それは彼女も同じだと思っている」

　キャサリンは大きなため息を吐いていた。

　安堵からでもあり、自分自身を納得させるためのものでもあった。事態はどうやら想像していたものとはまったく違っているらしい。

「小父さまは、その人がインシードだから、あなたとの結婚に反対なのね？」

「ああ」

「でも、それならアンジェラはどうなるの？　あの人もあなたと結婚するつもりでいるのよ」

　その名前を聞いてフランツの顔がさっと曇った。

「やっぱりそういう話になっているのか？」

「なっているのかって、フランツ！」

「アンジェラとは何度か、パーティで顔を合わせた程度の知り合いなんだよ。もちろん彼女はすばらしい美人で、尊敬に値する立派な女性だ。そういう意味では好感を持っていたよ。でも、ぼくは二年も前からメリッサと交際を重ねていて、結婚するつもりだった。それを父に黙っていたのがいけなかったんだが、父はルビンスタイン男爵の財力と人脈を魅力に感じて、ぼくに無断で、アンジェラとぼくとの縁談を男爵に申し込んでしまったんだ」

　キャサリンは啞然とした。

　おかしい。話がとてつもなく間違っている。

「小父さまが？　小父さまのほうから、あなたとアンジェラとの縁談をルビンスタイン男爵に申し込んだというの!?　だって!!」

　憔悴した顔でフランツは頷いた。

「そうなんだよ。社交界の誰に聞いてくれてもいい。申し込んだのは父のほうなんだ。男爵は即答こそ避けたものの、悪い気持ちはしなかったらしい」

　ここでランスーリンが口を挟んだ。

「ところがしばらくして、男爵が先日の話を正式にお受けしようと言い出すと、だ。マクシミリアン公はすっかり慌てふためき、困り果てながら、あの縁談にたいへんな障害が発生したと言い出した。エリオット・ウィンスロウ卿のご息女が先約の権利を主張してきたと言うんだ」

　今度はブイトーが困ったような顔をしながら言い出した。

「その一方で下のほうには全然別の話が流れていてな。俺はここの召使いと酒場で知り合って、詳しいことを聞き出してみたんだ。そうしたら……」

　その召使いは、うちの若さまが婚約者のある身で妙な女にひっかかったもんだから、またそのことが当の婚約者に知れたもんだから、さあたいへん。婚約者本人が遠路はるばるバナディスから乗り込んでくるんだ、と笑いながら言ったそうだ。

「娘の父親はバナディスの大物だ。公爵さまも怒らせるわけにはいかないんだが、そのキャサリンお嬢さんって人は、自分という婚約者がありながら異人種の娘なんかに心を奪われるとは何事かって、もうかんかんなのさ。若さまは今でもその異人種の娘にご執心らしいんだがね。バナディス名家の令嬢が相手じゃ異人種の娘なんかに勝ち目はないやな。せめて妾として側に置きたいっていうのが男心だろうが、これも無理な相談だろうぜ。それでなくても女ってのはやきもちをやくもんだが、そのお嬢さんはとりわけ気位が高くて、マクシミリアン公爵家ほどの名家に異人種の血を入れるなんてもってのほかだと公言しているらしいからな」

　これにランスーリンもブイトーも腹を立てたのである。

「つまり、アナザーレイスの──この場合はインシードか──娘なんかを愛するのはあなたの身分にふさわしくない、もっと血統の正しいステロタイプであるわたしを愛しなさい、なんてことをフランツに押しつけにその娘はわざわざ出てくるのかと思ったもんだから。それに今度の舞踏会に出席されちまったら、ステロタイプの間じゃ、あんたとフランツが結婚することは既成事実になっちまうって聞いたもんだから、だったら、その娘が、つまりあんたが、舞踏会に出席できなくなるようにちょっと邪魔をしてやろうと思って……こんなことだとは知らなかったんだよ、本当に。怒らないでくれよ、お嬢さん」

　ブイトーはそこまでしどろもどろにしゃべったが、これでキャサリンに怒るなというのは、導火線に火をつけられたダイナマイトに向かって爆発するなと言うに等しかった。

　怒りのあまり真っ赤になってぶるぶる震えているキャサリンは爆発どころか噴火寸前である。

　今日も護身用にしっかり腰に吊していたあの拳銃を引き抜きかねない勢いで叫んでいた。

「このわたしが──キャサリン・ウィンスロウがそんな侮蔑的な暴言を吐いたと──いったい誰がそんなことを言いました!?」

　ランスーリンもブイトーも答えない。

　代わりにベラフォードがため息を吐いた。

「アタシの想像だけど、それっていかにもあの公爵さまが言いそうな台詞に聞こえるわ」

「同感」

「ぼくも」

　ケイティとヴィンセントが声を揃えて相槌を打つ。

　キャサリンは髪のリボンがちぎれそうな勢いで激しく金茶の頭を振った。

「わたしにはわけがわからないわ！　いったいぜんたいどういうことなの!?　小父さまはどうしてご自分で申し込んでおきながらそんな小細工をしなければならなかったの!?」

「ルビンスタイン男爵がインシードだったからだよ」

　ひどく苦い顔で答えたフランツに、キャサリンは息を吞んだ。

　ニーナもはっとした。

　ダムー以外の用心棒たちは苦いため息を吐き、それで何もかも納得できたとばかりに頷いた。

　ケイティがダムーを振り返って言う。

「あんた、アンジェラを見たとき、それに気がつかなかったわけ？」

「いんや。何代か前の血が入ってるだろうと思ったぜ。たぶん《豹》かなんかじゃないか」

「なんで今まで黙ってたのよ？」

「言わなきゃいけないことだったか？　おまえ、眼の前にいる相手が赤毛だか黒髪だかなんてわざわざ口に出して言うか？　そんなもん、見りゃあわかることじゃねえか」

　ダムーにとってそれはわざわざ口にするのもばかばかしいくらいの問題であり、人の毛髪が何色をしているかという程度の些細な話題でしかないのである。

　フランツは疲れたように再び椅子に座り込み、頭を抱えながら話を続けた。

「ぼくは何も知らなかった。今も言ったように父はぼくに黙って男爵に話を持ちかけ、感触が悪くないので大喜びしていた。話が本決まりになってからぼくに話すつもりだったんだろうね。そこで父は男爵の身上が気になったらしい。男爵は新興の貴族だ。親族にあまり芳かんばしからぬ人がいては困るからと、一応調べておこうと、そのくらいの気持ちだったんだと思う。ところが、父にとっては、どんな凶悪犯罪者が身内にいるという事実よりもたちの悪い結果が報告された。男爵の祖母に当たる人がアナザーレイスだということがわかったんだ」

　インシードとは直接の混血のみを指して言うわけではない。ダムーたちのように何代か前に人間の血が入ったが今では限りなくアナザーレイスに近い人々、逆に何代か前にアナザーレイスの血が入ったが今では限りなく人間に近い人々、すべてがインシードである。

「男爵の他の親族はすべて人間だったそうだ。ぼくはこの表現も無ノン形フオー種マーとあらためたほうがいいと思っているけどね。異種人類もぼくたちも知的生物という意味での『人間』なんだから。それでも厳密な区分を言うなら、男爵は四分の一だけアナザーレイスの血を引いていることになる。アンジェラは八分の一だ。だけど、いったいなんだってそんなことを取りざたしなきゃならないんだ？」

　マクシミリアン公爵は額から湯気を立てて怒ったという。

　自分で申し込んだことも忘れて、こんな大事なことを黙っているなんて卑劣にも程があると、ルビンスタインに騙されたと一人で憤慨し、危うくマクシミリアン家にけだものの血を入れるところだったとまで言い切った。

「まさか父の口からあんな言葉を聞くことになるなんて思ってもみなかった。ぼくにとってはそんなことはどうでもいい。大事なのは男爵が立派な人物であり、アンジェラが非の打ち所のない真のレディだということだ。メリッサやメリッサの両親がそうであるようにね。だいたい百年も昔ならともかく、この現代にそんなことを問題視するほうがどうかしている。ところが、父は何代か前にアナザーレイスの先祖がいたという一事だけで、それだけでアンジェラのすべてを否定したんだ。間の悪いことに、この縁談が持ち上がっていることをぼくが知ったのは、父がそうやって憤激している最中のことだったんだ。メリッサとのことを話そうと思って家に帰ってきた、まさにそのときだったんだよ。父の反応も想像できるだろう？」

　現にフランツはその場で取り押さえられて、この別邸に幽閉されてしまったのである。

「父はぼくの頭がおかしくなったと思ったらしい。ふさわしい花嫁を見つけてやるから、それまでここで頭を冷やせと言われたよ。だけどそれがまさか、ケート、きみだったなんて」

　キャサリンにはまだ信じられなかった。いいや、信じたくなかったのだ。呆然と呟いた。

「あの小父さまがそんなことを……」

　フランツの表情も苦悩と苦渋に満ちたものだった。

「ぼくもこうなってみるまで、まさか父があれほど『ステロタイプ』だったとは思わなかった。けだものだの、血が汚れるだの、アンジェラとルビンスタイン男爵にはお詫びの言葉もない。あげくに都合のいい話をきみに聞かせて、こんなことにまきこむなんて……」

「では、あの、アンジェラについての悪い評判は……男爵が血も涙もない人だというのは」

　公爵からの手紙に書き連ねてあった、公爵自身も口を極めて罵った、容貌は美しいが性格は自堕落で陰険で男性関係の派手な毒婦だという、あの話は。

「アンジェラ・ルビンスタインは天成の麗れい質しつのみならず、高潔な人格で知られた人だよ」

　フランツの口調には明らかな好意と、ほのかな賞賛の響きがある。

「女性とは思えないくらい凛然とした人だから、しおらしいところや弱々しいところは少しもない。あの人の勇気は男顔負けだよ。正義感も強い。特に腐敗や不正には激しい嫌悪と厳しい姿勢を示す人だ。だけど、厳しいばかりじゃない。本当に気持ちの優しい人だよ」

　ブイトーが頷いて後を続けた。

「男爵だってそうだぜ。俺はあの人の監督する採掘場で働いたことがあるがよ。朝から晩まで俺たちと一緒になって真っ黒になって働いてた。苦労人って感じだったぜ」

　ランスーリンも感慨深げに言う。

「恐らく公爵は、ルビンスタイン父娘おやこにはこちらのお嬢さんをさんざん悪くふきこんだんじゃないかな。アンジェラとフランツを一緒にさせてやりたいのは山々だが、キャサリン嬢があくまでも強硬な態度で迫ってきて困り果てているとか何とかな。アンジェラ嬢も案外、こちらのお嬢さんの横暴を許せないと思ったのかもしれない」

　ヴィンセントがおずおずと言う。

「じゃあ、あの人、アンジェラさんにはキャサリンさんの悪口を言って、キャサリンさんにはアンジェラさんの悪口を言ったってこと？　おんなじような悪口を？　うわあ、あくどい」

「それだけですみゃあいいけどね」

　ケイティがぼそっと言った。吐き捨てるような口調だった。

「あたし、ずっと気になってたことがあるんだよね。あたしたちが時計塔に捕まってたときさ。あのベルナールって男は正真正銘の悪党で、アンジェラともうまくいってないみたいだった。アンジェラはベルナールがあたしたちをさらったことも、あたしに照明弾を使ったことも苦々しく思ってたよ。そのとき、アンジェラが確かこう言ったんだよね。『公爵さまのお口添えがあったからこそ、あなたをルワナ市長と警察署長に紹介したのに』って。あれってもしかして、ここの公爵さまのことだったんじゃない？」

「なるほどねえ。わかるわ。たぶん、あんたの言うとおりでしょうね」

　ベラフォードがしみじみと頷いている。

　キャサリンは恐ろしくいやな予感に襲われた。ほとんど喘ぎながら問いかけた。

「何をおっしゃりたいんですの？　ベラフォードさん」

「もしベルナールの本当の雇い主がここの公爵さまなら、全部話が通るってことよ。あなたが言ったんじゃないの。『アンジェラを殺し、その首飾りを持っていくことで、あなたにお金を払ってくれるのはどこの誰です』って。ここの公爵さまなら条件ぴったりよ。混インシ血ードとわかった以上、賭けてもいいけど、あの公爵さまはアンジェラを殺すことをためらったりしないわよ。だって、あの人にとって混インシ血ードは人間じゃないんだもの。卑しいけだものなんだもの」

「そうだよ。そのけだものと自分の息子を結婚させないですむ一番の方法は、けだものの娘を殺してしまうことだ」

「だけど、そのけだものの父親には金を借りる都合がある。いえ、娘が死んだらフランツとの結婚もご破算になるだろうし、融資の話も立ち消えになるだろうけど、男爵はヴィルドナでは実力者なんでしょ。だったら怒らせるわけにはいかない。アンジェラ殺しの犯人はどうしても別にでっち上げなきゃならない。そうだ。フランツとしゃかりきになって結婚したがっているバナディスの馬鹿娘がいることになっている。ちょうどいい。この娘がアンジェラを殺したことにしよう。その一方、アンジェラ殺しに失敗したときのことも考えておかなければならない。フランツの『花嫁』をでっちあげるためにも、フランツの直筆入りの飾りはぜひとも欲しい。あれには公爵家の紋章も入っているし、充分、婚約した証拠に使える。馬鹿娘にはすぐに駆けつけるように催促したが、陸路で来るのでは間に合わないかもしれない。それなら紋章入りの飾りだけ先に奪い取らせて届けさせよう。適当な娘を身代わりに仕立ててルビンスタイン男爵に引き合わせればいい。幸い、外国の娘で顔なんか知られていないし、証拠の品さえ持っていれば男爵に怪しまれることもないだろう。あらあら、きれいに筋が通るわ。あとでやってくる本物の馬鹿娘には適当な話を聞かせて追い返せばいいとでも思ってたんでしょうね」

「そんな小細工がどこまで通用するものか、ちょっと考えればわかりそうなもんだけど。あの親父さん、そういう頭の悪いこと平気でやりそうだもんね」

　ベラフォードとケイティがそれぞれの見解を並べる間、キャサリンは唇を嚙みしめて立っていた。父親を誹謗されているフランツも返す言葉もなくうなだれていた。

　もちろん二人の話は単なる推測である。その推測を証拠だてるものは何もないのだ。しかし、なんと信憑性に満ちていることか。

　キャサリンは大きく息を吸い込んで、アンジェラの言葉を思い出してみた。

　道理をわきまえてもらいたいと彼女は言った。なるほどもっともだ。

　しかし、一番道理をわきまえてもらわなければならない人は誰なのか、言うまでもない。

　フランツが立ち上がり、心からの謝意を込めて、キャサリンに右手を差し出した。

「すまなかった、ケート。きみには本当に迷惑をかけてしまって、なのにこうして来てくれて、心から感謝する。おかげでやっとここを出ることができるよ。きみもすぐに屋敷を発たって国に帰ってくれ」

「とんでもない。駄目よ、フランツ」

　キャサリンはきっぱり言って、フランツを見上げた。

「あなたは明後日、わたしと一緒にヴィレンの舞踏会に出席するのよ」

　フランツの眼が丸くなる。ランスーリンもブイトーもだ。

「でも、ケート」

「いいえ。黙って。このまま逃げても何の解決にもならないわ。小父さまがそんなにあなたの婚約を発表したいというならさせてあげればいいのよ。社交界の方々やお忍びでいらっしゃる国王陛下の面前で、これ以上はないくらいに盛大に、華々しく。誰が見ても厳然たる事実だとわかるようにしてさしあげるわ」

　口調こそ静かだが、キャサリンの声こわ音ねの一つ一つには静かな雷鳴が轟き、青い眼には絶えることのない稲妻が閃いている。

　優しい容貌の王子様がたじろいだくらいの迫力だった。熊と虎の二人も、またぶっ放されることを警戒して、思わず逃げ腰になった。

　キャサリンはダムーの前に立ち、今は黒い眼を見上げて冷静に言った。

「ダムーさん、あなたの嗅覚は警察犬より遙かに優れていると思います。その嗅覚を見込んで、ぜひとも探し当てていただきたいものがあります。お願いできますか？」

　黒髪を束ねた若者はにやりと笑った。彼は物事をじっくり考える性分ではなかったが、勘は鋭い男である。キャサリンの表情を見ただけで『探し物』の正体を察していた。

「おもしろそうだけどよ。今からだとけっこう骨だぜ。必ず見つけるとは約束できないな」

「それならアタシも手伝うわ。空から探すっていうのも一つの手でしょ？」

「ぼくもやる。空から探す」

「馬鹿だね。あんたは引っ込んでればいいんだよ。ただし、それも別料金で頼むからね」

　どこまでも現実的なケイティが話を締めくくった。

　キャサリンは頷きを返すと《虎》と《熊》に向き直り、丁寧に一礼した。

「ランスーリンさん、ブイトーさん、本当に申し訳ありませんでした。お二人の言葉を疑ったことを許してください。この始末はわたしなりのやり方でつけさせていただきます」

　ブイトーは眼を丸くしてへどもどとなり、ランスーリンは微笑して優雅な礼を返す。

　そして主人の気性をいやと言うほど知り抜いているニーナは、そっとため息を吐いていた。
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　春の女神の祭典は一週間続く、文字通り国を挙げてのお祭りだ。

　上流階級の人々にとって祭りの最後を締めくくるのが大舞踏会だった。会場はヴィレン市の中央部に建つ舞踏会場である。まるで大理石の神殿のような造りの建物で、その勇壮な外観をガス灯が明るく照らし出していた。

　一歩中へ入れば、大ホールはぴかぴかに磨き上げられ、贅を尽くした食べ物が飾られている。笑いさざめいている男女はみな最新流行の衣裳に身を包み、特に女性たちはそれぞれに意匠を凝らした宝石を誇らしげに披露している。

　マクシミリアン公爵もきらびやかな勲章に身を飾り、旧友たちに次々と挨拶をしていた。

　その横には悄然とした様子のフランツが付き従っていた。こちらも礼服に身を包んでいる。

　公爵は今日の昼になって、初めてフランツに、キャサリンを婚約者として呼んだことを打ち明けたのである。ここまで呼び寄せた女性に、しかも幼なじみであり、外国の要人の娘でもあるキャサリンに恥を搔かせてもいいのかと凄み、口約束でもいいから婚約することになったと言えと命令したのだ。これにはさすがにフランツも観念したらしい。表情は相変わらず冴えず、口数も少ないが、逃げ出そうとはしていない。

　公爵のほうは満面の笑顔だった。会う人ごとに、フランツの婚約が整いそうだということを大きな声で話していた。

　もちろん真似事の婚約だが、マクシミリアン公爵はこの後、本当にフランツとキャサリンを婚約させるつもりでいた。

　エリオット・ウィンスロウ卿はこのヴィルドナでも知られた名士であり、かなりの資産家だ。

　この機会に実際に縁を結んでおいて損はない相手である。ただ、キャサリン本人については少々苦々しく思っていた。

（あんなに強情な娘だとは思わなかったが、まだ十四だ。これからよく教育すれば、公爵家の嫁として恥ずかしくない女に育てることもできるだろう。未成年の婚約は親が代理で行うものだからな。早々にウィンスロウをこちらに呼び寄せよう）

　そのキャサリンは今、二階の控え室にいる。

　ほとんどの参加者は男女連れだって会場へやってくるが、例えば今夜が社交界デビューの人、そして婚約を発表するなど特別な事情のある女性たちに限り、あらかじめ二階の部屋を借りて身支度を整え、人が充分に集まったところで姿を見せるお膳立てになっている。

　しかし、こういうことにも暗黙の了解と序列があるのが貴族階級だ。身分の低い女性たちはそれほど会場が盛り上がらないうちに控えめに現れるのに対し、人々の注目の的である『真打ち』ともなると、舞踏会が最高潮に達する寸前に機を見計らって登場する。

　マクシミリアン公爵の次男の婚約は間違いなく今夜のメインイベントだ。公爵はさっきから、早くご子息の婚約者を披露してくれるようにと周囲の人たちから矢の催促を受けている。

　バナディスからはるばるやってきたエリオット卿令嬢のことは、公爵自身が巧みにうわさを広めたこともあって、すでに社交界に知れ渡っていたからだ。

　公爵は、お忍び姿の国王がこちらに注目しているのを確認してから、にこやかに言い出した。

「皆様。お待たせしました。なにぶん女性の身支度というものは時間のかかるものでしてな。もうそろそろいいでしょう。フランツ。おまえの婚約者を迎えに行ってさしあげなさい」

　父親の有無を言わせぬ一瞥を受けて、フランツは重い足取りで二階へ向かった。やがて彼は生涯の伴侶となるべき女性の手を取って戻ってくるはずである。

　一同は期待と好奇心に満ちた眼で階段の下に集まり、二階を見つめていた。

　しかし、階段の上に二人の姿が現れるより先に、階下から一人の少女が現れた。

　キャサリンである。

　マクシミリアン公爵は意外そうな顔になり、少しばかり眉をひそめた。

「どうしたのだ。キャサリン。そなたは上にいなければならないはずだぞ」

「いいえ、小父さま。わたしはこの位置でよろしいんですのよ」

　キャサリンは階段を数段昇ると、眼を丸くしている人々に向かって軽く膝を折ってみせた。

「初めまして。みなさま。わたしはバナディスのエリオット・ウィンスロウの娘、キャサリンです。今宵は親しい友人であるフランツの慶事を祝うために参りました」

　公爵が呆気に取られて言葉を発せないでいる隙にキャサリンはさっと二階を示し、高らかに言っていた。

「みなさまにフランツ・ヨーゼフと、その婚約者メリッサ嬢を紹介させていただきます」

　階段上に現れた二人の姿を見て、一同がどよめきに包まれる。

　メリッサは美しい人だった。キャサリンがあれから仕立屋に掛け合って大急ぎでつくらせた衣裳も最高のできばえで、彼女の魅力を引き出していた。

　白い肌といい、とけて消えそうな淡い金髪の巻き毛といい、華やかな印象のアンジェラとはまた違った、清楚な美しさだ。何よりその青い眼はあふれんばかりの愛情に輝いてフランツを見つめている。フランツもまた、これ以上はないほどの愛情に満ちた眼で、パートナーの手を取っていた。

　人々は困惑しながらもこの二人に歓声と拍手を送ったが、マクシミリアン公爵だけは怒りに打ち震えていたのである。

「こ、これはどういうことだ、キャサリン！」

「それはわたしのほうがお尋ねしたいくらいです」

　階段を下りたキャサリンも低い声で言い返した。

「いったいわたしに身代わりを頼む必要がどこにあったのです？　このお二人は二年も前から将来を誓い合った間柄だというではありませんか」

「人を喜ばせておいてよくもこんな裏切り行為をしてくれたものだ！　あんな娘とフランツを一緒にさせることなどできると思うのか！」

「フランツが選んで愛した人です。あの人もフランツを心から愛しています。わたしもお話しさせていただきましたが、メリッサさまはすばらしい女性ですわ。お優しくて、お美しくて、教養も勇気もお持ちの本当の淑女レデイでいらっしゃいます。他に何が必要ですか」

「そなたは気は確かか!?　あの娘はけだものとの混血だぞ！　血が汚れるわ！」

「そのことでしたら、自分は家を出ます、お父さん」

　階段を降りてきたフランツが言った。

「家を出て、この人と一緒に暮らします」

「いかん！　絶対に許さんぞ！　栄はえあるマクシミリアン公爵家の系図にけだものの血を入れることなど断じて許さん！」

　集まってきていた人々は呆気に取られ、突如として始まったこの親子喧嘩を見つめていたが、その来賓の中から一人の紳士が進み出た。

「今のお言葉は聞きずてなりませんな、マクシミリアン公」

　ルビンスタイン男爵だった。

　男爵は二十歳の娘の父とは思えないほど若い人だった。細ほそ面おもての端正な顔立ちで、眼には力がある。黒羅紗と黒天鵞絨の礼服を着た細身の姿には、公爵のように勲章など着けていなくてもにじみ出る貫禄と威厳があった。

「こちらの女性はどうやらわたしと同じ混インシ血ードのようですが、その方をご子息の花嫁に迎えると家系図の汚れになるとは。見識ある方のおっしゃることとも思えません。この席にはわたしも含めて彼らを親戚に持つ人々が少なからずいることをお忘れか」

　時代が違うとフランツは言ったが、まさにその通りなのである。

　異種人類に対する根強い偏見が残っているのは事実である。だが、それをあからさまに表に出すことは教養ある人の態度ではないとされる傾向があるのもまた事実である。

　公爵にもそのことはわかっている。だからこそアンジェラを断るのに噓八百を並べたのだが、不意打ちを食らって地が出たらしい。

　ゆでだこのような顔で沈黙した公爵を、男爵はさらに鋭く追及した。

「こうした席で蒸し返すような話題でもないと思い、黙っていたが、あらためて話を聞かせていただく必要がありそうですな。あなたはこちらのキャサリン嬢とそのお父上が、ご子息との婚約を強く望んでいるとおっしゃったはずです。しかし、聞けばキャサリン嬢は親しい友人の慶事を祝いにいらしたという。いったいどういうことなのですかな」

　キャサリンは一歩進み出ると、男爵に対して丁重に膝を折った。

「初めまして、男爵さま。お会いできて嬉しく思います。今のお話ですが、すっかり間違ったうわさ話がこのヴィルドナに伝わっていたようなのです。わたしとご令嬢のアンジェラさまが、フランツの愛情を競っているようなことを言われていたのだそうですね。本当に驚きました。ですけど、事実は今ご覧になったとおりです。フランツはメリッサさまと結婚するでしょう。わたしは心から二人を祝福したいと思います」

　臆することなく頭を上げ、毅然とした態度のキャサリンに、男爵は優しく微笑した。暖かい眼の色だった。

「あなたの言葉に噓がないことは誰が見てもわかりますよ。ミス・ウィンスロウ」

「ありがとうございます」

　この人が優れた人格の持ち主であることも誰が見ても明らかだとキャサリンは思った。

　行き詰まってしまったのがマクシミリアン公爵である。真っ赤になっていた顔は引きつり、しどろもどろになっている。キャサリンはそんな公爵を冷たく見据えて言った。

「小父さま。わたしはここで男爵さまに、小父さまの親しい友人を紹介したいと思いますわ」

「な、なに……？」

　ダムーとベラフォードが階下の控え室から引き出してきたその『友人』を見て、ただでさえ狼狽していた公爵の挙動はますますおかしくなった。

　ベルナール・デュポン卿と名乗っていたあの男である。ご丁寧に後ろ手に縛られている。

　ルビンスタイン男爵もその顔は見知っていたらしい。しかし、どうして縛られているのかと首を傾げ、キャサリンに問いかけの眼を向けてきた。

「男爵さま。この男は身分を偽ってルワナ・ホテルに押し入り、手榴弾を投げ込み、わたしの友人たちを拉致した男です。それどころか、わたしの差し金と思わせて、ご令嬢のアンジェラさまを殺害せんとまで謀りました。それが誰の指示であったのか、お聞きください」

　ベルナールの後ろに立ったダムーが男の腕をちょっと捻った。ダムーにとってはごく軽い力だったのだろうが、男は腕を折られそうに感じたに違いない。悲鳴を上げて公爵に眼をやった。

「ああ、そうだよ！　全部その爺さんに頼まれてやったんだ！」

「ば！　馬鹿を申すな！　わしはそんな男は知らんぞ！　見たこともない！」

　苦し紛れの弁明にすかさず男爵が反論する。

「ご存じないとはおかしなことを言われるものだ。あなたは確かこのベルナール卿を、長らく外国暮らしをしていた知人の子息で信頼できる人物だと、わたしに紹介したはずですぞ」

「実際には卿どころか、金になることなら何でも引き受けるちんぴらどものまとめ役だとさ。この爺さん、あんたの娘殺しを大金でこいつに頼んだんだとよ。自分のせがれと結婚させたくない一心でだ」

　男爵に説明したダムーは、今度は公爵に目線を移して呆れたように言った。

「馬鹿にも程があるぜ。そんなに混血がいやなら、そのくらい調べてから申し込めばいいし、はっきりそう言って破談にすりゃいいじゃねえか。別にそれを理由に断ったって男爵は怒りゃしなかっただろうよ。見下げ果てた奴だと呆れはしただろうがな」

「黙れ！　けだもの風情が何を言う！」

「そのけだものの血のおかげで、俺の鼻はあんたの何万倍も利くんだぜ？　ルワナまで戻ってこいつの臭いを追っかけてとっ捕まえたんだが、そのこいつの臭いがあんたの屋敷にしっかり残ってるのはどういうわけだい？　お嬢さんが泊まるようになってから、こいつは一度もあの屋敷に姿を見せていないのにだ。よっぽど頻繁に呼びつけて長話してたんだろうよ」

「ええい、黙れ！　黙らんか！」

　額まで真っ赤にした公爵は泡を吹かんばかりである。それ以上に男爵は鋭い眼差しで公爵を射抜いている。

「もう一度伺います。これはいったいどういうことです、マクシミリアン公？」

「馬鹿なことを！　こんなならず者とこのマクシミリアンのどちらを信じるのだ！　我が家は開国以来陛下のお側近くに仕えた由緒正しい家柄の直系だぞ！」

「あなたはすでに一つ噓をついている。この男を知らないという噓をだ」

「いや、それは！　言葉のあやというもので……」

　腕をねじられたベルナールが卑しげに笑って、公爵に話しかけた。

「いい加減観念したらどうだよ。俺たちにずいぶん汚い真似をさせたくせに、いざとなったら知らんふりか？　これだから貴族なんて奴は信用できねえ」

「き、貴様！　このマクシミリアンを侮辱するか！」

　興奮した公爵はベルナールに摑みかからんばかりだったが、その間に男爵が割って入った。

「あなたの家柄の正しさはわたしも承知しているが、だからといって人殺しをしていいという理屈にはなりません。百歩譲って、よろしいか。わたしと娘が異種人類の血を引いているから、それだけが理由で娘とご子息との結婚を認められなくなったというのならば、この若者の言うとおりだ、なぜ、率直にそう言われなかった？」

「あなたからお金を借りられなくなると思ったからよ。だから、アンジェラお嬢さんの殺害も、キャサリンお嬢さんの仕業に見せかけようとしたんだわ」

　今度はベラフォードがしとやかに言い、男爵は哀れみを込めた冷笑を公爵に向けた。

「混インシ血ードをけだものと呼んでおきながら、そのけだものの財力にだけは頼りたいと言われるか。滑稽な話ですな。──誰か、警察を」

　マクシミリアン公爵は蒼白になって立ちすくんだが、まだ強がった。

「わ、わしを逮捕することなど誰にもできんぞ。そうとも！　たとえ国王陛下であろうとも、公爵を罰することなどできんのだからな！」

「逮捕するのはあなたではない。この男です。殺人未遂と暴行傷害容疑、その他の余罪でね。誰の指図で何をしたか、警察署でゆっくり話してもらうことにしましょう」

　ベルナールも忌々しげに吐き捨てた。

「ああ、もう、何でもしゃべってやらあ。ばかばかしくてつきあってられねえや。それによ、由緒正しい公爵さまよ。ちょっと頭を冷やして周りを見てみたらどうなんだい？」

　ベルナールの言葉にマクシミリアン公は我に返った。そう、この口論の間、社交界の人々はずっと彼らのやりとりを眺めていたのである。ある者は眉をひそめ、ある者は冷笑を浮かべ、ひそひそと囁きあっている。そんな輪の中から、そっと離れて立ち去ろうとする人がいるのを認めて、キャサリンは急いでその人の後を追いかけた。

「アンジェラ」

　黒髪の麗人は冷静な顔で振り返った。

　今日もとりわけ美しく、会場にいるどの貴婦人よりも人目を引いた。ただ、さすがに複雑な顔である。

「許してください。わたし、あなたを誤解していました」

　硬い声でキャサリンが謝ると、アンジェラはため息をついて首を振った。

「いいえ、お詫びしなければならないのはわたしのほうよ。あなたにはずいぶんひどいことを言ってしまったわ。何が真実か確かめもしないで……恥ずかしいわ」

「わたしもです。幼なじみの父親だからと安心して、あんな人の言うことを真に受けて……」

　唇を嚙みしめているキャサリンに、アンジェラは優しい声で言った。

「今の見事な寸劇はあなたのお膳立てなの？」

「ええ。この場で発砲するわけにもいかなくて、あれですませてやることにしたんです。でも、わたしが男だったら、あの人が父の知人でさえなかったら、本当は決闘を申し込んでやりたいところですわ」

　アンジェラが初めて笑った。楽しげな微笑だった。

　きつい顔立ちの女性だが、そうして笑うと花が咲いたような美しさだった。

「たとえ申し込んだとしてもエリオット卿はお怒りにはならないと思うわ。でも、あれで充分よ。充分、痛快だった。あの人には何よりの罰になったでしょう」

　そうしてアンジェラはキャサリンに右手を差し出して言った。

「さようなら、キャサリン。あなたのお友達のフランツとその婚約者さんによろしくと伝えてくださる？」

「話していかれませんの？　フランツもあなたにお詫びしたいと言っています」

「詫びてもらうようなことはわたしには何もないわ」

　艶然と微笑んで、アンジェラは颯爽と立ち去っていった。

　その後ろ姿を見送りながら、キャサリンは、彼女がフランツのことをどう考えていたのかが気になった。彼女は親の言いつけに従って結婚するような女性ではない。フランツとの縁談を受けると言ったのだから、フランツのことを愛していたはずなのに。あまりにも毅然として、微笑さえ浮かべていた。

　それほど愛してはいなかったのか、それとも、人前で取り乱したところを見せるのは彼女の誇りが許さないのか、まだ恋もしたことのないキャサリンには計りかねた。

「いい女だよな。あの姐ねえさん」

　いつの間にか後ろに忍び寄っていたダムーが感心したように言う。

　その横ではベラフォードがこれまた『キーッ！』と言いそうな有様である。

「あんたってもしかして女なら誰でもいいんじゃないの」

　今までどこに潜んでいたのか、ケイティが現れて笑った。

「少なくともおかまに入れ込むよりは健康的なんじゃない？」

　ヴィンセントだけは後ろの騒ぎが気になるようだった。どんどん人が集まっている。

「あの、このままここにいてもいいのかな？　なんだか、すごく面倒くさいことになるような気がするんだけどな」

「あんたにしちゃ珍しくまともで建設的な意見だね」

　ケイティが言った折りもおり、駆けつけた警察官の一人がダムーたちを認めて足を止めた。

　ベルナールを拘束して連れてきたのが彼らだということを聞きつけたに違いない。

「あらら、これはもしかして、アタシたちまで警察署に呼ばれて事情聴取なのかしら？」

「遠慮したいぜ。こっちもそうきれいな身体からだってわけじゃないんだ」

　ベラフォードとダムーがそれぞれの感想を洩らす。そして、舞踏会用のドレスに身を包んだキャサリンは仲間たちを振り返って、にっこりと笑って言った。

「そんな面倒はわたしも避けたいところですわ。事実を明らかにする義務は果たしましたもの。後はヴィルドナの方に任せて、わたしたちは本来の目的地に向かうことにいたしません？」

　四人はちょっと眼を見張り、ゆっくりと互いの顔を見合わせた。

　そうして彼らは、ドレス姿のキャサリンを先頭に、それっとばかりに駆けだしたのである。

　背後で警察官が慌てて何か叫んでいたが、そんなものはもちろん無視して華麗な舞踏会場を飛び出した。その一行の前に馬車が止まる。マクシミリアン公爵家の紋章の入った馬車だった。

　馭者席にはニーナが座り、すっかりあきらめた様子で手綱を取っている。

　キャサリンは素早く馬車に飛び乗ると、満面の笑顔で仲間たちを振り返った。

「さあ、ドルメックまで参りましょう！　今こそみなさんに充分に満足していただけるだけの報酬をお支払いいたしますわ！」
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